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古
事
記
　
上



つ
卷
　
序
并
は
せ
た
り

　
　
　
〔
序
文
〕

　
　
　
　
　
〔
過
去
の
時
代
一
〕

　
臣





安
萬
侶









二

言

さ
く
、
そ
れ
混
元
既
に
凝
り
し
か
ど
も
、
氣
象
い
ま
だ
敦



か
ら
ざ
り
し
と
き
、
名
も
無
く
爲



も
無
く
、
誰
か
そ
の
形
を
知
ら
む
三
。
然



あ
り
て
乾
と
坤
と
初
め
て
分
れ
て
、
參
神
造
化
の
首





と
作

り
四
、
陰

と
陽
と
こ
こ
に
開
け
て
、
二
靈
群
品
の
祖
と
な
り
た
ま
ひ
き
五
。
所
以






に
幽
と
顯
と
六
に
出
で
入
り
て
、
日
と

月
と
目
を
洗
ふ
に
彰





れ
た
ま
ひ
、
海
水





に
浮
き
沈
み
て
、
神
と
祇
と
身
を
滌
ぐ
に
呈





れ
た
ま
ひ
き
。
故



、
太
素

は
杳
冥






た
れ
ど
も
、
本
つ
教
に
因
り
て
土



を
孕



み
島
を
産
み
た
ま
ひ
し
時
を
識

り
、
元
始
は
綿
※






た
れ
ど
も
、

先
の
聖
に
頼

り
て
神
を
生
み
人
を
立
て
た
ま
ひ
し
世
を
察




に

す
。
寔





に
知
る
、
鏡
を
懸
け
珠
を
吐
き
た
ま
ひ
て
、

百
の
王
相
續
き
、
劒
を
喫

み
蛇





を
切
り
た
ま
ひ
て
、
萬
の
神
蕃
息






せ
し
こ
と
を
七
。
安



の
河



に
議



り
て
天
の
下

を
平





け
、
小
濱





に
論




ひ

て
國
土
を
清
め
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
を
以
ち
て
番

の
仁
岐





の
命
、
初
め
て
高
千





の
巓



に
降



り
八
、
神

倭







の
天

皇








九
、
秋
津
島
に
經
歴
し
た
ま
ひ
き
。
化
熊
川
よ
り
出
で
て
、
天
の
劒
を
高
倉
に
獲
、

生
尾
徑





を
遮



き
り
て
、
大
き
烏
吉
野
に
導
き
き
。
※



を
列
ね
て
賊



を
攘



ひ
、
歌
を
聞
き
て
仇
を
伏
し
き
。
す
な

は
ち
夢
に
覺



り
て
神
祇
を
敬





ひ
た
ま
ひ
き
、
所
以






に
賢
后
と
稱



す
一
〇
。
烟
を
望
み
て
黎
元
を
撫
で
た
ま
ひ
き
、
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今
に
聖
帝
と
傳
ふ
一
一
。
境
を
定
め
邦
を
開
き
て
、
近



つ
淡
海





に
制
し
た
ま
ひ
一
二
、
姓





を
正
し
氏
を
撰
み
て
、

遠


つ
飛
鳥





に
勒



し
た
ま
ひ
き
一
三
。
歩
と
驟
と
、
お
の
も
お
の
も
異
に
、
文
と
質
と
同
じ
か
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、

古
を
稽





へ
て
風
猷






を
既
に
頽



れ
た
る
に
繩



し
た
ま
ひ
、
今
を
照
し
て
典
教
を
絶
え
な
む
と
す
る
に
補
ひ
た
ま
は

ず
と
い
ふ
こ
と
無
か
り
き
。

　
　
一
　
過
ぎ
し
時
代
の
こ
と
を
傳
え
、
歴
代
の
天
皇
こ
れ
に
よ
つ
て
徳
教
を
正
し
く
し
た
こ
と
を
説
く
。

　
　
二
　
こ
の
序
文
は
、
天
皇
に
奏
上
す
る
文
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
句
を
は
じ
め
す
べ
て
そ
の

　
　
詞
づ
か
い
が
な
さ
れ
る
。
安
萬
侶
は
、
太
の
安
麻
呂
、
古
事
記
の
撰
者
、
養
老
七
年
（
七
二
三
）
歿
。

　
　
三
　
混
元
以
下
、
中
國
の
宇
宙
創
生
説
に
よ
つ
て
書
い
て
い
る
。
萬
物
は
形
と
氣
と
か
ら
成
る
。
形
は
天

　
　
地
に
分
か
れ
、
氣
は
陰
陽
に
分
か
れ
る
。

　
　
四
　
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
の
神
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
の
神
、
カ
ム
ム
ス
ビ
の
神
の
三
神
が
、
物
を
造
り
出
す

　
　
最
初
の
神
と
な
つ
た
。

　
　
五
　
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
二
神
が
、
萬
物
を
生
み
出
す
親
と
な
つ
た
。

　
　
六
　
幽
と
顯
と
に
以
下
、
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
二
神
の
事
蹟
。

　
　
七
　
鏡
を
懸
け
以
下
、
天
照
ら
す
大
神
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
命
と
の
事
蹟
。

　
　
八
　
安
の
河
に
以
下
、
ニ
ニ
ギ
の
命
の
事
蹟
。

　
　
九
　
神
武
天
皇
。
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一
〇
　
崇
神
天
皇
。

　
　
一
一
　
仁
徳
天
皇
。

　
　
一
二
　
成
務
天
皇
。

　
　
一
三
　
允
恭
天
皇
。

　
　
　
　
　
〔
古
事
記
の
企
畫
一
〕

　
飛
鳥





の
清

原







の
大
宮
に
太
八
洲







し
ら
し
め
し
し
天
皇
二
の
御
世
に
曁



び
て
、
潛
龍
元
を
體
し
、
※



雷
期
に

應


へ
き
。
夢
の
歌
を
聞
き
て
業
を
纂

が
む
こ
と
を
お
も
ほ
し
、
夜
の
水
に
投



り
て
基
を
承
け
む
こ
と
を
知
ら
し

た
ま
ひ
き
。
然
れ
ど
も
天
の
時
い
ま
だ
臻



ら
ざ
り
し
か
ば
、
南
の
山
に
蝉
の
ご
と
く
蛻



け
、
人
と
事



と
共
に
給

り
て
、
東
の
國
に
虎
の
ご
と
く
歩
み
た
ま
ひ
き
。
皇
輿
た
ち
ま
ち
に
駕
し
て
、
山
川
を
凌
ぎ
度
り
、
六
師
雷
の

ご
と
く
震
ひ
、
三
軍
電
の
ご
と
く
逝
き
き
。
杖

矛







威
を
擧
げ
て
、
猛
士
烟
の
ご
と
く
起
り
、
絳
旗





兵
を
耀
か

し
て
、
凶
徒
瓦
の
ご
と
く
解
け
ぬ
。
い
ま
だ
浹
辰






を
移
さ
ず
し
て
、
氣
※





お
の
づ
か
ら
清
ま
り
ぬ
。
す
な
は
ち

牛
を
放
ち
馬
を
息



へ
、
※
悌






し
て
華
夏
に
歸
り
、
旌



を
卷
き
戈



を
※



め
、
※
詠





し
て
都
邑
に
停
ま
り
た
ま
ひ
き
。

歳


は
大
糜
に
次



り
、
月
は
夾
鐘
に
踵



り
三
、
清
原
の
大
宮
に
し
て
、
昇
り
て
天
位
に
即

き
た
ま
ひ
き
。
道
は
軒

后
に
軼

ぎ
、
徳
は
周
王
に
跨

え
た
ま
へ
り
。
乾
符
を
握

り
て
六
合
を
※

べ
、
天
統
を
得
て
八
荒
を
包

ね
た
ま
ひ

き
。
二
氣
の
正
し
き
に
乘
り
、
五
行
の
序





を
齊





へ
、
神



し
き
理
を
設

け
て
俗



を
奬



め
、
英



れ
た
る
風



を
敷
き
て

國
を
弘
め
た
ま
ひ
き
。

重

加










智
の
海
は
浩
汗
と
し
て
、
潭



く
上
古
を
探
り
、
心
の
鏡
は
煒
煌
と
し
て
、
あ
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き
ら
か
に
先
の
代
を
覩
た
ま
ふ
。
こ
こ
に
天
皇
詔
し
た
ま
ひ
し
く
、
「
朕
聞
か
く
は
、
諸
家
の
※

た
る
帝
紀
と

本
辭
四
と
既
に
正
實
に
違
ひ
、
多
く
虚
僞
を
加
ふ
と
い
へ
り
。
今
の
時
に
當
り
て
、
そ
の
失
を
改
め
ず
は
、
い

ま
だ
幾
年






を
經
ず
し
て
、
そ
の
旨
滅
び
な
む
と
す
。
こ
は
す
な
は
ち
邦
家
の
經
緯
、
王
化
の
鴻
基





な
り
。
故



こ

こ
に
帝
紀
を
撰
録
し
、
舊

辭

を
討
覈






し
て
、
僞
を
削
り
實
を
定
め
、
後
葉






に
流



へ
む
と
欲



ふ
」
と
宣
り
た
ま
ひ

き
。
時
に
舍
人





あ
り
、
姓
は
稗
田





、
名
は
阿

禮

五
、
年
は
二
十
八
。
人
と
な
り
聰
明
に
し
て
、
目
に
度



れ
ば
口

に
誦

み
、
耳
に
拂

る
れ
ば
心
に
勒



す
。
す
な
は
ち
阿
禮
に
勅
語
し
て
、
帝
皇
の
日
繼





と
先
代
の
舊
辭
と
を
誦
み

習
は
し
め
た
ま
ひ
き
。
然
れ
ど
も
運



移
り
世
異
に
し
て
、
い
ま
だ
そ
の
事
を
行
ひ
た
ま
は
ざ
り
き
。

　
　
一
　
天
武
天
皇
が
帝
紀
と
本
辭
と
を
正
し
て
稗
田
の
阿
禮
に
授
け
た
こ
と
を
説
く
。

　
　
二
　
天
武
天
皇
。

　
　
三
　
酉
の
年
の
二
月
に
。

　
　
四
　
帝
紀
は
歴
代
天
皇
の
事
を
記
し
た
書
、
本
辭
は
前
の
世
の
傳
え
ご
と
。
こ
の
二
種
が
古
事
記
の
材
料

　
　
と
な
つ
て
い
る
。

　
　
五
　
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
命
の
子
孫
。
男
子
説
と
女
子
説
と
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
〔
古
事
記
の
成
立
一
〕

　
伏
し
て
惟



ふ
に
皇
帝
陛
下
二
、
一
を
得
て
光

宅







し
、
三
に
通
じ
て
亭
育






し
た
ま
ふ
。
紫
宸
に
御



し
て
徳
は
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馬
の
蹄



の
極
ま
る
と
こ
ろ
に
被





り
、
玄
扈





に
坐



し
て
化
は
船
の
頭

の
逮



る
と
こ
ろ
を
照
し
た
ま
ふ
。
日
浮
び
て

暉

を

重
ね
、
雲
散
り
て
烟



ま
ず
。
柯



を
連
ね
穗
を
并

は
す
瑞





、
史




は

書


す
こ
と
を
絶
た
ず
、
烽





を
列
ね
、
譯



を

重
ぬ
る
貢





、
府





に
空
し
き
月
無
し
。
名
は
文
命
よ
り
も
高
く
、
徳
は
天
乙
に
冠



れ
り
と
謂
ひ
つ
べ
し
。
こ
こ
に

舊
辭
の
誤
り
忤



へ
る
を
惜
し
み
、
先
紀
の
謬





り
錯





れ
る
を
正
さ
ま
く
し
て
、
和
銅
四
年
三
九
月
十
八
日
を
以
ち

て
、
臣
安
萬
侶
に
詔
し
て
、
稗
田
の
阿
禮
が
誦
め
る
勅
語
の
舊
辭
を
撰
録
し
て
、
獻
上
せ
よ
と
宣
り
た
ま
へ
ば
、

謹
み
て
詔
の
旨
に
隨
ひ
、
子
細
に
採
り
※



ひ
ぬ
。
然
れ
ど
も
上
古
の
時
、
言
と
意
と
並



朴




に
し
て
、
文
を
敷
き

句
を
構
ふ
る
こ
と
、
字
に
は
す
な
は
ち
難
し
。
已



に
訓
に
因
り
て
述
ぶ
れ
ば
、
詞
は
心
に
逮



ら
ず
。
全
く
音
を

以
ち
て
連
ぬ
れ
ば
、
事
の
趣
更
に
長
し
。
こ
こ
を
以
ち
て
今
或
る
は
一
句
の
中
に
、
音
と
訓
と
を
交
へ
用
ゐ
、

或
る
は
一
事
の
内
に
、
全
く
訓
を
以
ち
て
録



し
ぬ
四
。
す
な
は
ち
辭
理
の
見
え
※



き
は
、
注
を
以
ち
て
明
に
し
、

意
況
の
解
き
易
き
は
更
に
注



さ
ず
五
。
ま
た
姓
の
日
下





に
、
玖

沙

訶

と
謂
ひ
、
名
の
帶
の
字
に
多

羅

斯

と
い
ふ
。

か
く
の
如
き
類
は
、
本
に
隨
ひ
て
改
め
ず
六
。
大
抵
記
す
所
は
、
天
地
の
開
闢
よ
り
し
て
、
小
治
田









の
御
世
七

に
訖

ふ
。
故



天


の
御
中
主







の
神
よ
り
以

下

、
日
子
波
限
建
鵜
草
葺
不
合

















の
尊





よ
り
前



を
上
つ
卷
と
し
、
神
倭
伊









波
禮
毘
古








の
天
皇
よ
り
以
下
、
品
陀





の
御
世
よ
り
前
八
を
中
つ
卷
と
し
、
大

雀







の
皇

帝








九
よ
り
以
下
、
小

治
田
の
大
宮
よ
り
前
を
下
つ
卷
と
し
、
并
は
せ
て
三
つ
の
卷
に
録



し
、
謹
み
て
獻
上






る
。
臣
安
萬
侶
、
誠
惶
誠








恐


、
頓

首

頓

首

す
。

　
　
和
銅
五
年
正
月
二
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
五
位
の
上
勳
五
等
　
太



の
朝
臣





安
萬
侶
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一
　
古
事
記
成
立
の
過
程
、
文
章
の
用
意
方
針
。
内
容
の
區
分
を
説
く
。

　
　
二
　
元
明
天
皇
、
女
帝
。
奈
良
時
代
の
最
初
の
天
皇
。

　
　
三
　
七
一
一
年
。

　
　
四
　
漢
字
の
表
示
す
る
意
義
に
よ
つ
て
書
く
の
が
、
訓
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
漢
字
の
表
示
す
る
音
韻
に

　
　
よ
つ
て
書
く
の
が
、
音
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
歌
謠
お
よ
び
特
殊
の
詞
句
は
音
を
用
い
、
地
名
神
名
人
名

　
　
も
音
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
外
に
漢
字
の
訓
を
訓
假
字
と
し
て
使
つ
た
も
の
が
多
少
あ
る
。

　
　
五
　
讀
み
方
の
注
意
、
お
よ
び
内
容
に
關
し
て
註
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
六
　
固
有
名
詞
の
類
に
使
用
さ
れ
る
特
殊
の
文
字
は
、
も
と
の
ま
ま
で
改
め
な
い
。
こ
れ
は
材
料
と
し
て

　
　
文
字
に
な
つ
て
い
た
も
の
を
も
使
つ
た
こ
と
を
語
る
。

　
　
七
　
推
古
天
皇
の
時
代
（
‐
六
二
八
）

　
　
八
　
神
武
天
皇
か
ら
應
神
天
皇
ま
で
。

　
　
九
　
仁
徳
天
皇
。

　
　
　
〔
一
、
伊
耶
那
岐
の
命
と
伊
耶
那
美
の
命
〕

　
　
　
　
　
〔
天
地
の
は
じ
め
〕

　
天
地






の
初
發





の
時
、
高
天





の
原



に
成
り
ま
せ
る
神
の
名



は
、
天



の
御
中
主







の
神
一
。
次
に
高
御
産
巣
日













の
神
。
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次
に
神
産
巣
日











の
神
二
。
こ
の
三
柱






の
神
は
、
み
な
獨

神







三
に
成
り
ま
し
て
、
身



を
隱
し
た
ま
ひ
き
四
。

　
次
に
國
稚



く
、
浮

か
べ
る
脂





の
如
く
し
て
水
母





な
す
漂





へ
る
時
に
、
葦
牙






五
の
ご
と
萠

え
騰



る
物
に
因
り
て

成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
宇

摩

志

阿

斯

訶

備

比

古

遲

の
神
六
。
次
に
天



の
常
立






の
神
七
。
こ
の
二

柱







の
神
も

み
な
獨

神







に
成
り
ま
し
て
、
身



を
隱
し
た
ま
ひ
き
。

　
　
上
の
件





、
五
柱
の
神
は
別



天


つ
神



。

　
次
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
國
の
常
立






の
神
。
次
に
豐
雲
野







の
神
八
。
こ
の
二
柱
の
神
も
、
獨
神
に
成
り

ま
し
て
、
身
を
隱
し
た
ま
ひ
き
。
次
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
宇

比

地

邇

の
神
。
次
に
妹
須
比
智
邇













の
神
。

次
に
角
杙






の
神
。
次
に
妹
活
杙








の
神
二
柱
。
次
に
意

富

斗

能

地

の
神
。
次
に
妹
大
斗
乃
辨









の
神
。
次
に
於

母

陀

琉

の
神
。
次
に
妹



阿

夜

訶

志

古

泥

の
神
九
。
次
に
伊

耶

那

岐

の
神
。
次
に
妹



伊

耶

那

美

の
神
一
〇
。

　
　
上
の
件
、
國
の
常
立
の
神
よ
り
下



、
伊

耶

那

美

の
神
よ
り
前



を
、
并
は
せ
て
神
世





七
代





と
ま
を
す
。
上
の

　
　
二
柱
は
、
獨
神
お
の
も
お
の
も
一
代
と
ま
を
す
。
次
に
雙
び
ま
す
十
神
は
お
の
も
お
の
も
二
神
を
合
は
せ

　
　
て
一
代
と
ま
を
す
。

　
　
一
　
中
心
、
中
央
の
思
想
の
神
格
表
現
。
空
間
の
表
示
で
あ
る
か
ら
活
動
を
傳
え
な
い
。

　
　
二
　
以
上
二
神
、
生
成
の
思
想
の
神
格
表
現
。
事
物
の
存
在
を
「
生
む
」
こ
と
に
よ
つ
て
説
明
す
る
日
本

　
　
神
話
に
あ
つ
て
原
動
力
で
あ
る
。
タ
カ
ミ
は
高
大
、
カ
ム
は
神
祕
神
聖
の
意
の
形
容
語
。
こ
の
二
神
の
活

　
　
動
は
、
多
く
傳
え
ら
れ
る
。
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三
　
對
立
で
な
い
存
在
。

　
　
四
　
天
地
の
間
に
溶
合
し
た
。

　
　
五
　
葦
の
芽
。
十
分
に
春
に
な
つ
た
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。

　
　
六
　
葦
牙
の
神
格
化
。
神
名
は
男
性
で
あ
る
。

　
　
七
　
天
の
確
立
を
意
味
す
る
神
名
。

　
　
八
　
名
義
不
明
。
以
下
神
名
に
よ
つ
て
、
土
地
の
成
立
、
動
植
物
の
出
現
、
整
備
等
を
表
現
す
る
ら
し
い
。

　
　
　
　
九
　
驚
き
を
表
現
す
る
神
名
。

　
　
一
〇
　
以
上
二
神
、
誘
い
出
す
意
味
の
表
現
。

　
　
　
　
　
〔
島
々
の
生
成
〕

　
こ
こ
に
天
つ
神
諸




の

命




以

ち
て
一
、
伊

耶

那

岐

の
命
伊

耶

那

美

の
命
の
二
柱
の
神
に
詔

り
た
ま
ひ
て
、
こ
の

漂
へ
る
國
を
修

理

め
固
め
成
せ
と
、
天



の
沼
矛





を
賜
ひ
て
、
言
依





さ
し
た
ま
ひ
き
二
。
か
れ
二
柱
の
神
、
天



の

浮
橋






三
に
立
た
し
て
、
そ
の
沼
矛





を
指

し
下



し
て
畫
き
た
ま
ひ
、
鹽
こ
を
ろ
こ
を
ろ
に
畫
き
鳴

し
て
四
、
引
き

上
げ
た
ま
ひ
し
時
に
、
そ
の
矛
の
末



よ
り
滴





る
鹽
の
積
り
て
成
れ
る
島
は
、
淤

能

碁

呂

島
五
な
り
。
そ
の
島
に

天

降

り
ま
し
て
、
天



の
御
柱






を
見
立
て
六
八
尋
殿











を
見
立
て
た
ま
ひ
き
。

　
こ
こ
に
そ
の
妹
伊

耶

那

美

の
命
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝

が
身
は
い
か
に
成
れ
る
」
と
問
ひ
た
ま
へ
ば
、

答
へ
た
ま
は
く
、
「
吾

が
身
は
成
り
成
り
て
、
成
り
合
は
ぬ
と
こ
ろ
一
處
あ
り
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
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に
伊

耶

那

岐

の
命
詔

り
た
ま
ひ
し
く
、
「
我
が
身
は
成
り
成
り
て
、
成
り
餘
れ
る
と
こ
ろ
一
處
あ
り
。
故



こ
の

吾
が
身
の
成
り
餘
れ
る
處
を
、
汝
が
身
の
成
り
合
は
ぬ
處
に
刺
し
塞



ぎ
て
、
國

土

生
み
成
さ
む
と
思
ほ
す
は
い

か
に
」
と
の
り
た
ま
へ
ば
、
伊

耶

那

美

の
命
答
へ
た
ま
は
く
、
「
し
か
善
け
む
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ

に
伊
耶
那
岐
の
命
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
然
ら
ば
吾

と
汝

と
、
こ
の
天
の
御
柱
を
行
き
※



り
あ
ひ
て
、
美

斗

の

麻

具

波

比

せ
む
七
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
く
期



り
て
、
す
な
は
ち
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
は
右
よ
り
𢌞
り

逢
へ
、
我

は
左
よ
り
𢌞
り
逢
は
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
約



り
竟

へ
て
𢌞
り
た
ま
ふ
時
に
、
伊
耶
那
美
の
命
ま

づ
「
あ
な
に
や
し
、
え
を
と
こ
を
八
」
と
の
り
た
ま
ひ
、
後
に
伊
耶
那
岐
の
命
「
あ
な
に
や
し
、
え
娘
子





を
」

と
の
り
た
ま
ひ
き
。
お
の
も
お
の
も
の
り
た
ま
ひ
竟

へ
て
後
に
、
そ
の
妹
に
告

り
た
ま
ひ
し
く
、
「
女
人





先
立





ち
言
へ
る
は
ふ
さ
は
ず
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
然
れ
ど
も
隱
處





に
興



し
て
子



水

蛭

子

を
生
み
た
ま
ひ
き
九
。
こ

の
子
は
葦
船






に
入
れ
て
流
し
去

り
つ
一
〇
。
次
に
淡
島






一
一
を
生
み
た
ま
ひ
き
。
こ
も
子
の
數
に
入
ら
ず
。

　
こ
こ
に
二
柱
の
神
議



り
た
ま
ひ
て
、
「
今
、
吾
が
生
め
る
子
ふ
さ
は
ず
。
な
ほ
う
べ
天
つ
神
の
御
所





に
白



さ

な
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
す
な
は
ち
共
に
參

ゐ
上
り
て
、
天
つ
神
の
命





を
請
ひ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
天
つ
神
の

命

以

ち
て
、
太
卜






に
卜



へ
て
一
二
の
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
女





の
先
立
ち
言
ひ
し
に
因
り
て
ふ
さ
は
ず
、
ま
た
還

り
降



り
て
改
め
言
へ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

　
か
れ
こ
こ
に
降
り
ま
し
て
、
更
に
そ
の
天
の
御
柱
を
往
き
𢌞
り
た
ま
ふ
こ
と
、
先
の
如
く
な
り
き
。
こ
こ
に

伊

耶

那

岐

の
命
、
ま
づ
「
あ
な
に
や
し
、
え
を
と
め
を
」
と
の
り
た
ま
ひ
、
後
に
妹
伊

耶

那

美

の
命
、
「
あ
な

に
や
し
、
え
を
と
こ
を
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
く
の
り
た
ま
ひ
竟
へ
て
、
御

合

ひ
ま
し
て
、
子



淡
道





の
穗

の
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狹
別





の
島
一
三
を
生
み
た
ま
ひ
き
。
次
に
伊

豫

の
二
名





の
島
一
四
を
生
み
た
ま
ひ
き
。
こ
の
島
は
身
一
つ
に
し

て
面



四
つ
あ
り
。
面
ご
と
に
名
あ
り
。
か
れ
伊
豫
の
國
を
愛

比

賣

と
い
ひ
、
讚
岐





の
國
を
飯
依
比
古








と
い
ひ
、

粟


の
國
を
、
大
宜
都
比
賣













と
い
ひ
、
土

左

の
國
を
建
依
別








と
い
ふ
。
次
に
隱

岐

の
三
子





の
島
を
生
み
た
ま
ひ
き
。

ま
た
の
名
は
天



の
忍
許
呂
別








。
次
に
筑
紫





の
島
を
生
み
た
ま
ひ
き
。
こ
の
島
も
身
一
つ
に
し
て
面
四
つ
あ
り
。

面
ご
と
に
名
あ
り
。
か
れ
筑
紫
の
國
一
五
を
白
日
別







と
い
ひ
、
豐



の
國



を
豐
日
別







と
い
ひ
、
肥

の
國



を
建
日
向









日
豐
久
士
比
泥
別












一
六
と
い
ひ
、
熊
曾





の
國
一
七
を
建
日
別







と
い
ふ
。
次
に
伊

岐

の
島
を
生
み
た
ま
ひ
き
。
ま

た
の
名
は
天
比
登
都
柱










と
い
ふ
。
次
に
津
島





一
八
を
生
み
た
ま
ひ
き
。
ま
た
の
名
は
天



の
狹
手
依
比
賣













と
い
ふ
。

次
に
佐

渡

の
島
を
生
み
た
ま
ひ
き
。
次
に
大
倭
豐
秋
津












島
一
九
を
生
み
た
ま
ひ
き
。
ま
た
の
名
は
天



つ
御
虚
空









豐
秋
津
根
別









と
い
ふ
。
か
れ
こ
の
八
島
の
ま
づ
生
ま
れ
し
に
因
り
て
、
大
八
島







國
と
い
ふ
。

　
然
あ
り
て
後
還
り
ま
す
時
に
、
吉

備

の
兒
島





を
生
み
た
ま
ひ
き
。
ま
た
の
名
は
建
日
方
別









と
い
ふ
。
次
に
小

豆
島






を
生
み
た
ま
ひ
き
。
ま
た
の
名
は
大
野
手
比
賣













と
い
ふ
。
次
に
大
島






二
〇
を
生
み
た
ま
ひ
き
。
ま
た
の
名

は
大
多
麻
流
別









と
い
ふ
。
次
に
女
島






二
一
を
生
み
た
ま
ひ
き
。
ま
た
の
名
は
天
一
根








と
い
ふ
。
次
に
知

訶

の
島

二
二
を
生
み
た
ま
ひ
き
。
ま
た
の
名
は
天



の
忍
男





と
い
ふ
。
次
に
兩
兒





の
島
二
三
を
生
み
た
ま
ひ
き
。
ま
た
の

名
は
天



の
兩
屋





と
い
ふ
。
吉
備
の
兒
島
よ
り
天
の
兩
屋
の
島
ま
で
并
は
せ
て
六
島
。

　
　
一
　
天
神
の
命
に
よ
つ
て
若
い
神
が
降
下
す
る
の
は
日
本
神
話
の
基
礎
形
式
の
一
。
祭
典
の
思
想
に
根
據

　
　
を
有
し
て
い
る
。
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二
　
り
つ
ぱ
な
矛
を
賜
わ
つ
て
命
を
下
し
た
。

　
　
三
　
天
か
ら
の
通
路
で
あ
る
空
中
の
階
段
。

　
　
四
　
海
水
を
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
か
き
ま
わ
し
て
。

　
　
五
　
大
阪
灣
内
に
あ
る
島
。
今
の
何
島
か
不
明
。

　
　
六
　
家
屋
の
中
心
と
な
る
神
聖
な
柱
を
立
て
た
。

　
　
七
　
結
婚
し
よ
う
。

　
　
八
　
ア
ナ
ニ
ヤ
シ
、
感
動
の
表
示
。
エ
ヲ
ト
コ
ヲ
、
愛
す
べ
き
男
だ
。
ヲ
は
感
動
の
助
詞
。

　
　
九
　
ヒ
ル
の
よ
う
な
よ
く
な
い
も
の
が
、
不
合
理
な
婚
姻
に
よ
つ
て
生
ま
れ
た
と
す
る
。

　
　
一
〇
　
蟲
送
り
の
行
事
。

　
　
一
一
　
四
國
の
阿
波
の
方
面
の
名
。
こ
の
部
分
は
阿
波
方
面
に
對
し
て
わ
る
い
感
情
を
表
示
す
る
。

　
　
一
二
　
古
代
の
占
法
は
種
々
あ
る
が
、
鹿
の
肩
骨
を
燒
い
て
ヒ
ビ
の
入
り
方
に
よ
つ
て
占
な
う
の
を
重
ん

　
　
じ
、
こ
れ
を
フ
ト
マ
ニ
と
い
つ
た
。
こ
れ
は
後
に
龜
の
甲
を
燒
く
こ
と
に
變
わ
つ
た
。

　
　
一
三
　
淡
路
島
の
別
名
。
ワ
ケ
は
若
い
者
の
義
。

　
　
一
四
　
四
國
の
稱
。
伊
豫
の
方
面
か
ら
い
う
。

　
　
一
五
　
北
九
州
。

　
　
一
六
　
誤
傳
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
肥
の
國
（
肥
前
肥
後
）
の
外
に
、
日
向
の
別
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の

　
　
だ
ろ
う
と
い
う
が
、
日
向
を
入
れ
る
と
五
國
に
な
つ
て
、
面
四
つ
あ
り
と
い
う
の
に
合
わ
な
い
。
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一
七
　
ク
マ
（
肥
後
南
部
）
と
ソ
（
薩
摩
）
と
を
合
わ
せ
た
名
。

　
　
一
八
　
對
馬
島
。

　
　
一
九
　
本
州
。

　
　
二
〇
　
山
口
縣
の
屋
代
島
だ
ろ
う
。

　
　
二
一
　
大
分
縣
の
姫
島
だ
ろ
う
。

　
　
二
二
　
長
崎
縣
の
五
島
。

　
　
二
三
　
所
在
不
明
。

　
　
　
　
　
〔
神
々
の
生
成
〕

　
既
に
國
を
生
み
竟

へ
て
、
更
に
神
を
生
み
た
ま
ひ
き
。
か
れ
生
み
た
ま
ふ
神
の
名
は
、
大
事
忍
男









の
神
。
次

に
石
土
毘
古








の
神
を
生
み
た
ま
ひ
、
次
に
石
巣
比
賣











の
神
を
生
み
た
ま
ひ
、
次
に
大
戸
日
別








の
神
を
生
み
た
ま

ひ
、
次
に
天



の
吹
男





の
神
を
生
み
た
ま
ひ
、
次
に
大
屋
毘
古











の
神
を
生
み
た
ま
ひ
一
、
次
に
風
木
津
別








の
忍
男





の
神
二
を
生
み
た
ま
ひ
、
次
に
海



の
神
名
は
大
綿
津
見








の
神
を
生
み
た
ま
ひ
、
次
に
水
戸





の
神
三
名
は
速
秋
津









日
子





の
神
、
次
に
妹
速
秋
津
比
賣









の
神
を
生
み
た
ま
ひ
き
。
大
事
忍
男
の
神
よ
り
秋
津
比
賣
の
神
ま
で
并
は
せ

て
十
神
。

　
こ
の
速
秋
津
日
子









、
速
秋
津
比
賣









の
二

神







、
河
海
に
よ
り
て
持
ち
別
け
て
生
み
た
ま
ふ
神
の
名
四
は
、
沫

那
藝





の
神
。
次
に
沫
那
美









の
神
。
次
に
頬
那
藝









の
神
。
次
に
頬
那
美









の
神
。
次
に
天



の
水
分






の
神
。
次
に
國



の
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水
分






の
神
。
次
に
天



の
久

比

奢

母

智

の
神
、
次
に
國



の
久

比

奢

母

智

の
神
。
沫
那
藝
の
神
よ
り
國
の
久
比
奢
母

智
の
神
ま
で
并
は
せ
て
八
神
。

　
次
に
風
の
神
名
は
志

那

都

比

古

の
神
五
を
生
み
た
ま
ひ
、
次
に
木
の
神
名
は
久

久

能

智

の
神
六
を
生
み
た
ま

ひ
、
次
に
山
の
神
名
は
大
山
津
見








の
神
を
生
み
た
ま
ひ
、
次
に
野
の
神
名
は
鹿

屋

野

比

賣

の
神
を
生
み
た
ま
ひ

き
。
ま
た
の
名
は
野
椎





の
神
と
い
ふ
。
志
那
都
比
古
の
神
よ
り
野
椎
ま
で
并
は
せ
て
四
神
。

　
こ
の
大
山
津
見
の
神
、
野
椎
の
神
の
二

神







、
山
野
に
よ
り
て
持
ち
別
け
て
生
み
た
ま
ふ
神
の
名
は
、
天
の

狹
土





の
神
。
次
に
國
の
狹
土
の
神
。
次
に
天
の
狹
霧





の
神
。
次
に
國
の
狹
霧
の
神
。
次
に
天
の
闇
戸





の
神
。
次

に
國
の
闇
戸
の
神
。
次
に
大
戸
或
子









の
神
。
次
に
大
戸
或
女









の
神
七
。
天
の
狹
土
の
神
よ
り
大
戸
或
女
の
神
ま

で
并
は
せ
て
八
神
。

　
次
に
生
み
た
ま
ふ
神
の
名
は
、
鳥
の
石
楠
船








の
神
八
、
ま
た
の
名
は
天
の
鳥
船






と
い
ふ
。
次
に
大
宜
都
比
賣













の
神
九
を
生
み
た
ま
ひ
、
次
に
火

の
夜
藝
速
男











の
神
を
生
み
た
ま
ひ
き
。
ま
た
の
名
は
火

の
※
毘
古









の
神
と
い

ひ
、
ま
た
の
名
は
火

の
迦
具
土









の
神
と
い
ふ
。
こ
の
子
を
生
み
た
ま
ひ
し
に
よ
り
て
、
御
陰





や
か
え
て
病

み
臥



せ
り
。
た
ぐ
り
一
〇
に
生

り
ま
せ
る
神
の
名
は
金
山
毘
古








の
神
。
次
に
金
山
毘
賣








の
神
。
次
に
屎



に
成
り
ま
せ

る
神
の
名
は
、
波

邇

夜

須

毘

古

の
神
。
次
に
波

邇

夜

須

毘

賣

の
神
一
一
。
次
に
尿





に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
彌

都

波

能

賣

の
神
一
二
。
次
に
和

久

産

巣

日

の
神
一
三
。
こ
の
神
の
子
は
豐
宇
氣
毘
賣













の
神
一
四
と
い
ふ
。
か
れ

伊

耶

那

美

の
神
は
、
火
の
神
を
生
み
た
ま
ひ
し
に
因
り
て
、
遂
に
神
避





り
た
ま
ひ
き
。
天
の
鳥
船
よ
り
豐
宇
氣

毘
賣
の
神
ま
で
并
は
せ
て
八
神
。
お
よ
そ
伊

耶

那

岐

伊
耶
那
美
の
二
神
、
共
に
生
み
た
ま
ふ
島
壹
拾






四
島





、
神
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參

拾







五

神







一
五
。
こ
は
伊
耶
那
美
の
神
、
い
ま
だ
神
避
り
ま
さ
ざ
り
し
前
に
生
み
た
ま
ひ
き
。
た
だ
意
能

碁
呂
島
は
生
み
た
ま
へ
る
に
あ
ら
ず
、
ま
た
蛭
子
と
淡
島
と
は
子
の
例
に
入
ら
ず
。

　
　
一
　
以
上
の
神
の
系
列
は
、
家
屋
の
成
立
を
語
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

　
　
二
　
風
に
對
し
て
堪
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
ら
し
い
。

　
　
三
　
河
口
な
ど
、
海
に
對
す
る
出
入
口
の
神
。

　
　
四
　
海
と
河
と
で
分
擔
し
て
生
ん
だ
神
。
以
下
水
に
關
す
る
神
。
ア
ワ
ナ
ギ
、
ア
ワ
ナ
ミ
は
、
動
く
水
の

　
　
男
女
の
神
、
ツ
ラ
ナ
ギ
、
ツ
ラ
ナ
ミ
は
、
靜
水
の
男
女
の
神
。
ミ
ク
マ
リ
は
、
水
の
配
分
。
ク
ヒ
ザ
モ
チ

　
　
は
水
を
汲
む
道
具
。

　
　
五
　
息
の
長
い
男
の
義
。

　
　
六
　
木
の
間
を
潛
る
男
の
義
。

　
　
七
　
山
の
神
と
野
の
神
と
が
生
ん
だ
諸
神
の
系
列
は
、
山
野
に
霧
が
か
か
つ
て
迷
う
こ
と
を
表
現
す
る
。

　
　
八
　
鳥
の
如
く
早
く
輕
く
行
く
と
こ
ろ
の
、
石
の
よ
う
に
堅
い
ク
ス
ノ
キ
の
船
。

　
　
九
　
穀
物
の
神
。
こ
の
神
に
關
す
る
神
話
が
三
五
頁
に
あ
る
。

　
　
一
〇
　
吐
瀉
物
。
以
下
排
泄
物
に
よ
つ
て
生
ま
れ
た
神
は
、
火
を
防
ぐ
力
の
あ
る
神
で
あ
る
。

　
　
一
一
　
埴
土
の
男
女
の
神
。

　
　
一
二
　
水
の
神
。
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一
三
　
若
い
生
産
力
の
神
。

　
　
一
四
　
こ
れ
も
穀
物
の
神
。
以
上
の
神
の
系
列
は
、
野
を
燒
い
て
耕
作
す
る
生
活
を
語
る
。

　
　
一
五
　
實
數
四
十
神
だ
が
、
男
女
一
對
の
神
を
一
と
し
て
數
え
れ
ば
三
十
五
に
な
る
。

　
　
　
　
　
〔
黄

泉

の
國
〕

　
か
れ
こ
こ
に
伊
耶
那
岐
の
命
の
詔

り
た
ま
は
く
、
「
愛





し
き
我

が
汝
妹





の
命
を
、
子
の
一
木






に
易

へ
つ
る
か

も
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
御
枕
方







に
匍
匐





ひ
御
足
方









に
匍
匐
ひ
て
、
哭

き
た
ま
ふ
時
に
、
御
涙
に
成
り
ま
せ
る

神
は
、
香
山






一
の
畝
尾





二
の
木
の
も
と
に
ま
す
、
名
は
泣
澤
女







の
神
三
。
か
れ
そ
の
神
避
り
た
ま
ひ
し
伊
耶
那

美
の
神
は
、
出
雲
の
國
と
伯
伎





の
國
と
の
堺
な
る
比

婆

の
山
四
に
葬



め
ま
つ
り
き
。
こ
こ
に
伊
耶
那
岐
の
命
、

御
佩






の
十
拳





の
劒
五
を
拔
き
て
、
そ
の
子
迦
具
土









の
神
の
頸



を
斬
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
御
刀






の
前



に
著

け
る
血
、
湯
津
石
村








六
に
走





り
つ
き
て
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
石
拆






の
神
。
次
に
根
拆





の
神
。
次
に
石
筒






の

男

の
神
。
次
に
御
刀
の
本
に
著
け
る
血
も
、
湯
津
石
村
に
走
り
つ
き
て
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
甕
速
日







の
神
。

次
に
樋
速
日









の
神
。
次
に
建
御
雷








の
男

の
神
。
ま
た
の
名
は
建
布
都









の
神
、
ま
た
の
名
は
豐
布
都









の
神
三
神
。

次
に
御
刀
の
手
上





に
集
ま
る
血
、
手
俣






よ
り
漏

き
出

て
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
闇
淤
加
美











の
神
。
次
に
闇

御

津
羽





の
神
。
上
の
件
、
石
拆
の
神
よ
り
下
、
闇
御
津
羽
の
神
よ
り
前
、
并
は
せ
て
八
神
は
、
御
刀
に
因
り
て
生

り
ま
せ
る
神
な
り
。

　
殺
さ
え
た
ま
ひ
し
迦
具
土









の
神
の
頭
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
正
鹿
山
津
見









の
神
七
。
次
に
胸
に
成
り
ま
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せ
る
神
の
名
は
、
淤
縢
山
津
見













の
神
。
次
に
腹
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
奧
山
津
見








の
神
。
次
に
陰



に
成
り

ま
せ
る
神
の
名
は
、
闇
山
津
見








の
神
。
次
に
左
の
手
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
志
藝
山
津
見













の
神
。
次
に
右

の
手
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
羽
山
津
美











の
神
。
次
に
左
の
足
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
原
山
津
見








の
神
。

次
に
右
の
足
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
戸
山
津
見











の
神
。
正
鹿
山
津
見
の
神
よ
り
戸
山
津
見
の
神
ま
で
并
は

せ
て
八
神
。
か
れ
斬
り
た
ま
へ
る
刀
の
名
は
、
天
の
尾
羽
張









と
い
ひ
八
、
ま
た
の
名
は
伊

都

の
尾
羽
張
と
い
ふ
。

　
こ
こ
に
そ
の
妹
伊
耶
那
美
の
命
を
相
見
ま
く
お
も
ほ
し
て
、
黄
泉
國







九
に
追
ひ
往

で
ま
し
き
。
こ
こ
に
殿



の

縢


戸
一
〇
よ
り
出
で
向
へ
た
ま
ふ
時
に
、
伊
耶
那
岐
の
命
語
ら
ひ
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
愛





し
き
我

が
汝
妹





の
命
、
吾
と
汝
と
作
れ
る
國
、
い
ま
だ
作
り
竟

へ
ず
あ
れ
ば
、
還
り
ま
さ
ね
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
伊

耶
那
美
の
命
の
答
へ
た
ま
は
く
、
「
悔



し
か
も
、
速

く
來
ま
さ
ず
。
吾
は
黄
泉
戸
喫








一
一
し
つ
。
然
れ
ど
も
愛

し
き
我
が
汝

兄

の
命
、
入
り
來
ま
せ
る
こ
と
恐





し
。
か
れ
還
り
な
む
を
。
し
ま
ら
く
黄
泉
神







と
論




は

む
。
我
を

な
視
た
ま
ひ
そ
」
と
、
か
く
白
し
て
、
そ
の
殿
内






に
還
り
入
り
ま
せ
る
ほ
ど
、
い
と
久
し
く
て
待
ち
か
ね
た
ま

ひ
き
。
か
れ
左
の
御
髻






に
刺
さ
せ
る
湯
津
爪
櫛








一
二
の
男
柱
一
箇





取
り
闕

き
て
、
一



つ
火

燭


し
て
入
り
見
た
ま

ふ
時
に
、
蛆



た
か
れ
こ
ろ
ろ
ぎ
て
一
三
、
頭
に
は
大

雷








居
り
、
胸
に
は
火

の
雷
居
り
、
腹
に
は
黒
雷
居
り
、

陰


に
は
拆



雷
居
り
、
左
の
手
に
は
若



雷
居
り
、
右
の
手
に
は
土



雷
居
り
、
左
の
足
に
は
鳴



雷
居
り
、
右
の
足
に

は
伏



雷
居
り
、
并
は
せ
て
八
く
さ
の
雷
神
成
り
居
り
き
。

　
こ
こ
に
伊
耶
那
岐
の
命
、
見

畏




み
て
逃
げ
還
り
た
ま
ふ
時
に
、
そ
の
妹
伊
耶
那
美
の
命
、
「
吾
に
辱



見
せ
つ
」

と
言
ひ
て
、
す
な
は
ち
黄
泉
醜
女








一
四
を
遣
し
て
追
は
し
め
き
。
こ
こ
に
伊
耶
那
岐
の
命
、
黒
御
鬘








一
五
を
投
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げ
棄

て
た
ま
ひ
し
か
ば
、
す
な
は
ち
蒲

子







一
六
生



り
き
。
こ
を
※



ひ
食

む
間
に
逃
げ
行

で
ま
す
を
、
な
ほ
追

ひ
し
か
ば
、
ま
た
そ
の
右
の
御
髻
に
刺
さ
せ
る
湯
津
爪
櫛
を
引
き
闕
き
て
投
げ
棄

て
た
ま
へ
ば
、
す
な
は
ち
笋






一
七
生



り
き
。
こ
を
拔
き
食

む
間
に
、
逃
げ
行
で
ま
し
き
。
ま
た
後
に
は
か
の
八
く
さ
の
雷
神
に
、
千

五

百

の

黄
泉
軍








を
副



へ
て
追
は
し
め
き
。
こ
こ
に
御
佩






の
十
拳





の
劒
を
拔
き
て
、
後
手






に
振

き
つ
つ
逃
げ
來
ま
せ
る
を
、

な
ほ
追
ひ
て
黄
泉
比
良
坂









一
八
の
坂
本
に
到
る
時
に
、
そ
の
坂
本
な
る
桃



の
子

三
つ
を
と
り
て
持
ち
撃
ち
た
ま

ひ
し
か
ば
、
悉
に
逃
げ
返
り
き
。
こ
こ
に
伊
耶
那
岐
の
命
、
桃



の
子

に
告

り
た
ま
は
く
、
「
汝





、
吾
を
助
け
し

が
ご
と
、
葦
原
の
中
つ
國
に
あ
ら
ゆ
る
現



し
き
青
人
草
一
九
の
、
苦

き
瀬
に
落
ち
て
、
患
惚





ま
む
時
に
助
け
て

よ
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
意

富

加

牟

豆

美

の
命
と
い
ふ
名
を
賜
ひ
き
。
最
後






に
そ
の
妹
伊
耶
那
美
の
命
、
身

み

づ
か
ら
追
ひ
來
ま
し
き
。
こ
こ
に
千
引
の
石



を
そ
の
黄
泉
比
良
坂









に
引
き
塞

へ
て
、
そ
の
石
を
中
に
置
き
て
、

お
の
も
お
の
も
對

き
立
た
し
て
、
事
戸





を
度



す
時
二
〇
に
、
伊
耶
那
美
の
命
の
り
た
ま
は
く
、
「
愛





し
き
我

が

汝

兄

の
命
、
か
く
し
た
ま
は
ば
、
汝





の
國
の
人
草
、
一
日





に
千
頭






絞


り
殺
さ
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に

伊
耶
那
岐
の
命
、
詔
り
た
ま
は
く
、
「
愛
し
き
我
が
汝
妹





の
命
、
汝





然
し
た
ま
は
ば
、
吾

は
一
日
に
千

五

百

の

産
屋





を
立
て
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
を
以
ち
て
一
日
に
か
な
ら
ず
千
人





死
に
、
一
日
に
か
な
ら
ず
千
五

百
人
な
も
生
ま
る
る
。

　
か
れ
そ
の
伊
耶
那
美
の
命
に
號



け
て
黄

泉

津

大
神
と
い
ふ
。
ま
た
そ
の
追
ひ
及

き
し
を
も
ち
て
、
道
敷





の
大

神
二
一
と
も
い
へ
り
。
ま
た
そ
の
黄

泉

の
坂
に
塞



れ
る
石
は
、
道
反






の
大
神
と
も
い
ひ
、
塞

へ
ま
す
黄

泉

戸

の

大
神
と
も
い
ふ
。
か
れ
そ
の
い
は
ゆ
る
黄
泉
比
良
坂









は
、
今
、
出
雲
の
國
の
伊

賦

夜

坂
二
二
と
い
ふ
。
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一
　
奈
良
縣
磯
城
郡
の
天
の
香
具
山
。
神
話
に
實
在
の
地
名
が
出
る
場
合
は
、
大
抵
そ
の
神
話
の
傳
え
ら

　
　
れ
て
い
る
地
方
を
語
る
。

　
　
二
　
う
ね
り
の
あ
る
地
形
の
高
み
。

　
　
三
　
香
具
山
の
麓
に
あ
つ
た
埴
安
の
池
の
水
神
。
泣
澤
の
森
そ
の
も
の
を
神
體
と
し
て
い
る
。

　
　
四
　
廣
島
縣
比
婆
郡
に
傳
説
地
が
あ
る
。

　
　
五
　
十
つ
か
み
あ
る
長
い
劒
。

　
　
六
　
神
聖
な
岩
石
。
以
下
神
の
系
列
に
よ
つ
て
鐵
鑛
を
火
力
で
處
理
し
て
刀
劒
を
得
る
こ
と
を
語
る
。
イ

　
　
ハ
サ
ク
の
神
か
ら
イ
ハ
ヅ
ツ
ノ
ヲ
の
神
ま
で
岩
石
の
神
靈
。
ミ
カ
ハ
ヤ
ビ
、
ヒ
ハ
ヤ
ビ
は
火
力
。
タ
ケ
ミ

　
　
カ
ヅ
チ
ノ
ヲ
は
劒
の
威
力
。
ク
ラ
オ
カ
ミ
、
ク
ラ
ミ
ツ
ハ
は
水
の
神
靈
。
ク
ラ
は
溪
谷
。
御
刀
の
手
上
は
、

　
　
劒
の
つ
か
。
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
ノ
ヲ
は
五
六
頁
、
七
四
頁
に
神
話
が
あ
る
。

　
　
七
　
以
下
各
種
の
山
の
神
。

　
　
八
　
幅
の
廣
い
劒
の
義
。
水
の
神
と
解
せ
ら
れ
、
五
六
頁
に
神
話
が
あ
る
。
別
名
の
イ
ツ
は
、
威
力
の
意
。

　
　
　
　
九
　
地
下
に
あ
り
と
さ
れ
る
空
想
上
の
世
界
。
黄
泉
の
文
字
は
漢
文
か
ら
來
る
。

　
　
一
〇
　
宮
殿
の
閉
し
て
あ
る
戸
。
殿
の
騰
戸
と
す
る
傳
え
も
あ
る
。

　
　
一
一
　
黄
泉
の
國
の
火
で
作
つ
た
食
物
を
食
つ
た
の
で
黄
泉
の
人
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
同
一
の
火
に
よ

　
　
る
團
結
の
思
想
で
あ
る
。
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一
二
　
髮
を
左
右
に
分
け
て
耳
の
邊
で
輪
に
す
る
。
そ
れ
に
さ
し
た
神
聖
な
櫛
。
櫛
は
竹
で
作
り
魔
よ
け

　
　
と
し
て
女
が
さ
し
て
く
れ
る
。

　
　
一
三
　
蛆
が
わ
い
て
ゴ
ロ
ゴ
ロ
鳴
つ
て
。
ト
ロ
ロ
ギ
テ
と
す
る
傳
え
が
あ
る
が
誤
り
。

　
　
一
四
　
黄
泉
の
國
の
見
に
く
い
ば
け
も
の
の
女
。

　
　
一
五
　
植
物
を
輪
に
し
て
魔
よ
け
と
し
て
髮
の
上
に
の
せ
る
。

　
　
一
六
　
山
葡
萄
。

　
　
一
七
　
筍
。

　
　
一
八
　
黄
泉
の
國
の
入
口
に
あ
る
坂
。
黄
泉
の
國
に
向
つ
て
下
る
。
墳
墓
の
構
造
か
ら
來
て
い
る
。

　
　
一
九
　
現
實
に
あ
る
人
間
。

　
　
二
〇
　
日
本
書
紀
に
は
絶
妻
の
誓
と
あ
る
。
言
葉
で
戸
を
立
て
る
。
別
れ
の
言
葉
を
い
う
。

　
　
二
一
　
道
路
を
追
い
か
け
る
神
。

　
　
二
二
　
島
根
縣
八
束
郡
。

　
　
　
　
　
〔
身
禊
〕

　
こ
こ
を
以
ち
て
伊
耶
那
岐
の
大
神
の
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
吾

は
い
な
醜



め
醜
め
き
穢





き
國
一
に
到
り
て
あ

り
け
り
。
か
れ
吾
は
御
身






の
禊





せ
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
竺
紫





の
日
向





の
橘
の
小

門

の
阿

波

岐

原
二
に
到
り

ま
し
て
、
禊



ぎ
祓



へ
た
ま
ひ
き
。
か
れ
投
げ
棄

つ
る
御
杖
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
衝

き
立

つ
船
戸





の
神
三
。
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次
に
投
げ
棄
つ
る
御
帶
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
道



の
長
乳
齒









の
神
四
。
次
に
投
げ
棄
つ
る
御
嚢






に
成
り
ま

せ
る
神
の
名
は
、
時
量
師







の
神
五
。
次
に
投
げ
棄
つ
る
御
衣



に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
煩
累






の
大

人

の
神
六
。

次
に
投
げ
棄
つ
る
御
褌





に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
道
俣





の
神
七
。
次
に
投
げ
棄
つ
る
御

冠







に
成
り
ま
せ
る

神
の
名
は
、
飽
咋






の
大

人

の
神
八
。
次
に
投
げ
棄
つ
る
左
の
御
手
の
手
纏





に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
奧

疎







の
神
九
。
次
に
奧
津
那
藝
佐
毘
古

















の
神
。
次
に
奧
津
甲

斐

辨

羅

の
神
。
次
に
投
げ
棄
つ
る
右
の
御
手
の
手
纏
に

成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
邊
疎






の
神
。
次
に
邊

津

那

藝

佐

毘

古

の
神
。
次
に
邊

津

甲

斐

辨

羅

の
神
。

　
　
右
の
件





、
船
戸





の
神
よ
り
下
、
邊
津
甲
斐
辨
羅
の
神
よ
り
前
、

十

二

神











は
、
身
に
著

け
た
る
物
を
脱

　
　
ぎ
う
て
た
ま
ひ
し
に
因
り
て
、
生

り
ま
せ
る
神
な
り
。

　
こ
こ
に
詔
り
た
ま
は
く
、
「
上



つ
瀬

は
瀬
速
し
、
下



つ
瀬
は
弱
し
」
と
詔

り
た
ま
ひ
て
、
初
め
て
中



つ
瀬
に

降

り
潛



き
て
、
滌
ぎ
た
ま
ふ
時
に
、
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
八
十
禍
津
日













の
神
一
〇
。
次
に
大
禍
津
日








の
神
。

こ
の
二

神







は
、
か
の
穢
き
繁

き
國
に
到
り
た
ま
ひ
し
時
の
、
汚
垢





に
よ
り
て
成
り
ま
せ
る
神
な
り
。
次
に
そ

の
禍



を
直
さ
む
と
し
て
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
神
直
毘







の
神
。
次
に
大
直
毘







の
神
一
一
。
次
に
伊

豆

能

賣

一

二
。
次
に
水
底






に
滌
ぎ
た
ま
ふ
時
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
底
津
綿
津
見









の
神
一
三
。
次
に
底
筒






の
男

の
命
。

中
に
滌
ぎ
た
ま
ふ
時
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
中
津
綿
津
見









の
神
。
次
に
中
筒






の
男

の
命
。
水
の
上
に
滌
ぎ

た
ま
ふ
時
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
上
津
綿
津
見









の
神
。
次
に
上
筒






の
男

の
命
。
こ
の
三
柱
の
綿
津
見
の
神

は
、
阿
曇





の
連





等
が
祖
神






と
齋



く
神
な
り
。
か
れ
阿
曇
の
連
等
は
、
そ
の
綿
津
見
の
神
の
子
宇
都
志
日
金
拆

















の

命
の
子

孫

な
り
。
そ
の
底
筒
の
男
の
命
、
中
筒
の
男
の
命
、
上
筒
の
男
の
命
三
柱
の
神
は
、
墨



の
江

の
三
前
の
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大
神
一
四
な
り
。

　
こ
こ
に
左
の
御
目
を
洗
ひ
た
ま
ふ
時
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
天
照





ら
す
大
御
神







。
次
に
右
の
御
目
を
洗

ひ
た
ま
ふ
時
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
月
讀






の
命
一
五
。
次
に
御
鼻
を
洗
ひ
た
ま
ふ
時
に
成
り
ま
せ
る
神
の

名
は
、
建
速
須
佐








の
男

の
命
一
六
。

　
　
右
の
件
、
八
十
禍
津
日













の
神
よ
り
下
、
速
須
佐









の
男

の
命
よ
り
前
、
十
柱
の
神
一
七
は
、
御
身
を
滌
ぎ
た

　
　
ま
ひ
し
に
因
り
て
生

れ
ま
せ
る
神
な
り
。

　
こ
の
時
伊
耶
那
岐
の
命
大



く
歡
ば
し
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
吾
は
子
を
生
み
生
み
て
、
生
み
の
終



に
、
三

柱
の
貴
子






を
得
た
り
」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、
す
な
は
ち
そ
の
御
頸
珠







の
玉
の
緒
も
も
ゆ
ら
に
取
り
ゆ
ら
か
し
て

一
八
、
天
照
ら
す
大
御
神
に
賜
ひ
て
詔
り
た
ま
は
く
、
「
汝
が
命
は
高
天
の
原
を
知
ら
せ
」
と
、
言
依





さ
し
て

賜
ひ
き
。
か
れ
そ
の
御
頸
珠
の
名
を
、
御
倉
板
擧











の
神
一
九
と
い
ふ
。
次
に
月
讀
の
命
に
詔
り
た
ま
は
く
、

「
汝
が
命
は
夜

の
食



國
二
〇
を
知
ら
せ
」
と
、
言
依
さ
し
た
ま
ひ
き
。
次
に
建
速
須
佐








の
男

の
命
に
詔
り
た
ま

は
く
、
「
汝
が
命
は
海
原
を
知
ら
せ
」
と
、
言
依
さ
し
た
ま
ひ
き
。

　
か
れ
お
の
も
お
の
も
よ
さ
し
賜
へ
る
命
の
ま
に
ま
知
ら
し
め
す
中
に
、
速
須
佐
の
男
の
命
、
依
さ
し
た
ま
へ

る
國
を
知
ら
さ
ず
て
、
八
拳
須







心
前






に
至
る
ま
で
、
啼
き
い
さ
ち
き
二
一
。
そ
の
泣
く
状



は
、
青
山
は
枯
山
な

す
泣
き
枯
ら
し
河
海






は
悉




に

泣
き
乾

し
き
。
こ
こ
を
以
ち
て
惡



ぶ
る
神
の
音
な
ひ
二
二
、
狹
蠅





な
す
皆
滿

ち
、

萬
の
物
の
妖




悉

に
發



り
き
。
か
れ
伊
耶
那
岐
の
大
御
神
、
速
須
佐
の
男
の
命
に
詔
り
た
ま
は
く
、
「
何
と
か
も

汝

は

言
依
さ
せ
る
國
を
治

ら
さ
ず
て
、
哭
き
い
さ
ち
る
」
と
の
り
た
ま
へ
ば
、
答
へ
白
さ
く
、
「
僕

は
妣



の
國
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根

の
堅
洲





國
二
三
に
罷
ら
む
と
お
も
ふ
が
か
ら
に
哭
く
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
伊
耶
那
岐
の
大
御
神
、

大


く
忿
ら
し
て
詔
り
た
ま
は
く
、
「
然
ら
ば
汝
は
こ
の
國
に
は
な
住



ま
り
そ
」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、
す
な
は
ち

神
逐






ひ
に
逐



ひ
た
ま
ひ
き
二
四
。
か
れ
そ
の
伊
耶
那
岐
の
大
神
は
、
淡
路
の
多

賀

二
五
に
ま
し
ま
す
。

　
　
一
　
大
變
見
に
く
い
き
た
な
い
世
界
。

　
　
二
　
九
州
の
諸
地
方
に
傳
説
地
が
あ
る
が
不
明
。
ア
ハ
ギ
は
樹
名
だ
ろ
う
が
不
明
。
日
本
書
紀
に
檍
原
と

　
　
書
く
。

　
　
三
　
道
路
に
立
つ
て
惡
魔
の
來
る
の
を
追
い
返
す
神
。
柱
の
形
で
あ
る
か
ら
杖
に
よ
つ
て
成
つ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
四
　
道
路
の
長
さ
の
神
。
道
路
そ
の
も
の
に
威
力
あ
り
と
す
る
思
想
。

　
　
五
　
時
置
師
の
神
と
も
傳
え
る
。
時
間
の
か
か
る
意
で
あ
ろ
う
。

　
　
六
　
疲
勞
の
神
靈
。

　
　
七
　
二
股
に
な
つ
て
い
る
道
路
の
神
。

　
　
八
　
口
を
あ
け
て
食
う
神
靈
。
魔
物
を
で
あ
る
。

　
　
九
　
以
下
は
禊
を
す
る
土
地
の
説
明
。

　
　
一
〇
　
災
禍
の
神
靈
。

　
　
一
一
　
災
禍
を
拂
つ
て
よ
く
す
る
思
想
の
神
格
化
。
曲
つ
た
も
の
を
ま
つ
す
ぐ
に
す
る
と
い
う
形
で
表
現

　
　
し
て
い
る
。
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一
二
　
威
力
の
あ
る
女
。
巫
女
で
あ
る
。

　
　
一
三
　
以
下
六
神
、
海
の
神
。
安
曇
系
と
住
吉
系
と
二
種
の
神
話
の
混
合
。

　
　
一
四
　
住
吉
神
社
の
祭
神
。
西
方
の
海
岸
に
こ
の
神
の
信
仰
が
あ
る
。

　
　
一
五
　
月
の
神
、
男
神
。
日
本
書
紀
に
は
こ
の
神
が
保
食






の
神
（
穀
物
の
神
）
を
殺
す
神
話
が
あ
る
。

　
　
一
六
　
暴
風
の
神
で
あ
り
出
雲
系
の
英
雄
で
も
あ
る
。

　
　
一
七
　
實
數
十
四
神
。
イ
ヅ
ノ
メ
と
海
神
の
一
組
三
神
と
を
除
け
ば
十
神
に
な
る
。

　
　
一
八
　
頸
に
か
け
た
珠
の
緒
も
ゆ
ら
ゆ
ら
と
ゆ
り
鳴
ら
し
て
。

　
　
一
九
　
棚
の
上
に
安
置
し
て
あ
る
神
靈
の
義
。

　
　
二
〇
　
夜
の
領
國
。
神
話
は
傳
わ
ら
な
い
。

　
　
二
一
　
長
い
髯
が
胸
元
ま
で
の
び
る
ま
で
泣
き
わ
め
い
た
。
以
下
暴
風
の
性
質
に
も
と
づ
く
敍
述
。

　
　
二
二
　
亂
暴
な
神
の
物
音
。
暴
風
の
さ
わ
ぎ
。

　
　
二
三
　
死
ん
だ
母
の
國
。
イ
ザ
ナ
ミ
の
神
の
行
つ
て
い
る
黄
泉
の
國
で
あ
る
地
下
の
堅
い
土
の
世
界
。
暴

　
　
風
が
み
ず
か
ら
地
下
へ
行
こ
う
と
言
つ
た
と
す
る
。

　
　
二
四
　
神
が
追
い
拂
つ
た
。
暴
風
を
父
の
神
が
放
逐
し
た
と
す
る
思
想
。

　
　
二
五
　
眞
福
寺
本
に
は
淡
海
の
多
賀
と
す
る
。
イ
ザ
ナ
ギ
の
命
の
信
仰
は
、
淡
路
方
面
に
ひ
ろ
が
つ
て
い

　
　
た
。
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〔
二
、
天
照
ら
す
大
神
と
須
佐
の
男
の
命
〕

　
　
　
　
　
〔
誓
約





〕

　
か
れ
こ
こ
に
速
須
佐
の
男
の
命
、
言



し
た
ま
は
く
、
「
然
ら
ば
天
照
ら
す
大
御
神
に
ま
を
し
て
罷
り
な
む
」

と
言



し
て
、
天
に
ま
ゐ
上
り
た
ま
ふ
時
に
、
山
川
悉
に
動



み
國
土
皆
震

り
き
一
。
こ
こ
に
天
照
ら
す
大
御
神
聞

き
驚
か
し
て
、
詔
り
た
ま
は
く
、
「
我
が
汝

兄

の
命
の
上
り
來
ま
す
由



は
、
か
な
ら
ず
善





し
き
心
な
ら
じ
。
我

が
國
を
奪
は
む
と
お
も
ほ
さ
く
の
み
」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、
す
な
は
ち
御
髮





を
解
き
て
、
御
髻






に
纏
か
し
て
二
、

左
右
の
御
髻
に
も
、
御
鬘





に
も
、
左
右
の
御
手
に
も
、
み
な
八
尺





の
勾
※






の
五

百

津

の
御
統






の
珠
三
を
纏
き
持

た
し
て
、
背





に
は
千
入





の
靫



四
を
負
ひ
、
平



五
に
は
五
百
入









の
靫



を
附
け
、
ま
た
臂




に

は
稜

威

の
高
鞆






六
を
取

り
佩
ば
し
て
、
弓
腹





振
り
立
て
て
、
堅
庭
は
向
股






に
蹈
み
な
づ
み
、
沫
雪
な
す
蹶

ゑ
散




し

て
、
稜
威
の
男
建






七
、

蹈
み
建



び
て
、
待
ち
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、
「
何
と
か
も
上
り
來
ま
せ
る
」
と
問
ひ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
速
須
佐

の
男
の
命
答
へ
白
し
た
ま
は
く
、
「
僕

は
邪





き
心
無
し
。
た
だ
大
御
神
の
命
も
ち
て
、
僕
が
哭
き
い
さ
ち
る
事

を
問
ひ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
白
し
つ
ら
く
、
僕
は
妣



の
國
に
往

な
む
と
お
も
ひ
て
哭
く
と
ま
を
し
し
か
ば
、
こ
こ

に
大
御
神
汝





は
こ
の
國
に
な
住



ま
り
そ
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、
神
逐






ひ
逐
ひ
賜
ふ
。
か
れ
罷
り
な
む
と
す
る
状



を

ま
を
さ
む
と
お
も
ひ
て
參
ゐ
上
り
つ
ら
く
の
み
。
異

し
き
心
無
し
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
天
照
ら
す

大
御
神
詔
り
た
ま
は
く
、
「
然
ら
ば
汝





の
心
の
清

明

き
は
い
か
に
し
て
知
ら
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
し
か
ば
、
こ

こ
に
速
須
佐
の
男
の
命
答
へ
た
ま
は
く
、
「
お
の
も
お
の
も
誓



ひ
て
子
生
ま
む
八
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
か
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れ
こ
こ
に
お
の
も
お
の
も
天
の
安
の
河
九
を
中
に
置
き
て
誓



ふ
時
に
、
天
照
ら
す
大
御
神
ま
づ
建
速
須
佐
の
男

の
命
の
佩

か
せ
る
十
拳





の
劒





を
乞
ひ
度



し
て
、
三
段





に
打
ち
折
り
て
、
ぬ
な
と
も
も
ゆ
ら
に
一
〇
、
天



の
眞

名

井

一
一
に
振
り
滌
ぎ
て
、
さ
齧

み
に
齧

み
て
、
吹
き
棄
つ
る
氣
吹





の
狹
霧





に
成
り
ま
せ
る
神
の
御
名
一
二
は
、

多

紀

理

毘

賣

の
命
、
ま
た
の
御
名
は
奧
津
島
比
賣









の
命
と
い
ふ
。
次
に
市
寸
島
比
賣









の
命
、
ま
た
の
御
名
は
狹

依
毘
賣









の
命
と
い
ふ
。
次
に
多

岐

都

比

賣

の
命
一
三
三
柱
。
速
須
佐
の
男
の
命
、
天
照
ら
す
大
御
神
の
左
の
御



髻


に
纏

か
せ
る
八
尺





の
勾
珠






の
五

百

津

の
御
統






の
珠
を
乞
ひ
度
し
て
、
ぬ
な
と
も
も
ゆ
ら
に
、
天



の
眞
名
井
に

振
り
滌
ぎ
て
、
さ
齧
み
に
齧
み
て
、
吹
き
棄
つ
る
氣
吹
の
狹
霧
に
成
り
ま
せ
る
神
の
御
名
は
、
正
勝
吾
勝
勝
速











日


天


の
忍
穗
耳







の
命
一
四
。
ま
た
右
の
御
髻
に
纏
か
せ
る
珠
を
乞
ひ
度
し
て
、
さ
齧
み
に
齧
み
て
、
吹
き
棄
つ

る
氣
吹
の
狹
霧
に
成
り
ま
せ
る
神
の
御
名
は
、
天
の
菩

卑

の
命
一
五
。
ま
た
御
鬘






に
纏
か
せ
る
珠
を
乞
ひ
度
し

て
、
さ
齧
み
に
齧
み
て
、
吹
き
棄
つ
る
氣
吹
の
狹
霧
に
成
り
ま
せ
る
神
の
御
名
は
、
天
津
日
子
根













の
命
一
六
。

ま
た
左
の
御
手
に
纏

か
せ
る
珠
を
乞
ひ
度
し
て
、
さ
齧
み
に
齧
み
て
、
吹
き
棄
つ
る
氣
吹
の
狹
霧
に
成
り
ま
せ

る
神
の
御
名
は
、
活
津
日
子
根













の
命
。
ま
た
右
の
御
手
に
纏
か
せ
る
珠
を
乞
ひ
度
し
て
、
さ
齧
み
に
齧
み
て
、

吹
き
棄
つ
る
氣
吹
の
狹
霧
に
成
り
ま
せ
る
神
の
御
名
は
、
熊
野
久
須
毘













の
命
一
七
并
は
せ
て
五
柱
。

　
こ
こ
に
天
照
ら
す
大
御
神
、
速
須
佐









の
男
の
命
に
告

り
た
ま
は
く
、
「
こ
の
後
に
生

れ
ま
せ
る
五
柱
の
男
子






は
、
物
實






我
が
物
に
因
り
て
成
り
ま
せ
り
。
か
れ
お
の
づ
か
ら
吾
が
子
な
り
。
先
に
生
れ
ま
せ
る
三
柱
の
女
子






は
、
物
實
汝





の
物
に
因
り
て
成
り
ま
せ
り
。
か
れ
す
な
は
ち
汝
の
子
な
り
」
と
、
か
く
詔

り
別
け
た
ま
ひ
き
。

　
か
れ
そ
の
先
に
生
れ
ま
せ
る
神
、
多

紀

理

毘

賣

の
命
は
、
※
形






の
奧
津





宮
一
八
に
ま
す
。
次
に
市
寸
島
比
賣
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の
命
は
※
形
の
中
津





宮
に
ま
す
一
九
。
次
に
田

寸

津

比

賣

の
命
は
、
※
形
の
邊

津

宮
に
ま
す
。
こ
の
三
柱
の
神

は
、
※
形
の
君
等
が
も
ち
齋



く
三
前





の
大
神
な
り
。

　
か
れ
こ
の
後
に
生

れ
ま
せ
る
五
柱
の
子
の
中
に
、
天
の
菩

比

の
命
の
子
建
比
良
鳥








の
命
、
こ
は
出
雲
の
國
の

造


、

无

耶

志

の
國
の
造
、
上



つ
菟
上






の
國
の
造
、
下



つ
菟
上






の
國
の
造
、
伊

自

牟

の
國
の
造
、
津
島





の
縣





の
直





、

遠

江








の
國
の
造
等
が
祖



な
り
。
次
に
天
津
日
子
根













の
命
は
、
凡
川
内








の
國
の
造
、
額
田
部









の
湯

坐

の
連





、
木

の
國
の
造
、
倭





の
田
中
の
直





、
山
代






の
國
の
造
、
馬
來
田









の
國
の
造
、
道



の
尻
岐
閇









の
國
の
造
、
周

芳

の
國
の

造
、
倭





の
淹
知





の
造




、

高
市





の
縣

主







、
蒲
生





の
稻
寸





、
三
枝
部







の
造
等
が
祖
な
り
。

　
　
一
　
暴
風
の
襲
來
す
る
有
樣
で
、
歴
史
的
に
は
出
雲
族
の
襲
來
を
語
る
。

　
　
二
　
男
裝
さ
れ
る
。

　
　
三
　
大
き
な
曲
玉
の
澤
山
を
緒
に
貫
い
た
も
の
。
曲
玉
は
、
玉
の
威
力
の
發
動
の
思
想
を
表
示
す
る
。

　
　
四
　
千
本
の
矢
を
入
れ
て
背
負
う
武
具
。

　
　
五
　
胸
の
た
い
ら
な
所
。

　
　
六
　
威
勢
の
よ
い
音
の
す
る
鞆
。
ト
モ
は
皮
で
球
形
に
作
り
左
の
手
に
は
め
て
弓
を
引
い
た
時
に
そ
れ
に

　
　
當
つ
て
音
が
立
つ
よ
う
に
す
る
武
具
。

　
　
七
　
威
勢
の
よ
い
叫
び
。

　
　
八
　
神
に
誓
つ
て
神
意
を
伺
う
儀
式
。
種
々
の
方
法
が
あ
り
夢
が
多
く
使
わ
れ
る
。
こ
こ
は
生
ま
れ
た
子
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の
男
女
の
別
に
よ
つ
て
神
意
を
伺
う
。

　
　
九
　
高
天
の
原
に
あ
り
と
す
る
川
。
滋
賀
縣
の
野

洲

川
だ
と
も
い
う
。
明
日
香
川
の
古
名
か
。

　
　
一
〇
　
玉
の
音
も
さ
や
か
に
。

　
　
一
一
　
神
聖
な
水
の
井
。

　
　
一
二
　
以
上
の
行
爲
は
、
身
を
清
め
る
た
め
に
行
う
。
劒
を
振
つ
て
水
を
清
め
て
そ
の
水
を
口
に
含
ん
で

　
　
吐
く
霧
の
中
に
神
靈
が
出
現
す
る
と
す
る
。
以
下
は
劒
が
玉
に
變
つ
て
い
る
だ
け
。

　
　
一
三
　
以
上
の
三
女
神
は
福
岡
縣
の
宗
像






神
社
の
神
。

　
　
一
四
　
皇
室
の
御
祖
先
と
傳
え
る
。

　
　
一
五
　
出
雲
氏
等
の
祖
先
。

　
　
一
六
　
主
と
し
て
近
畿
地
方
に
居
住
し
た
諸
氏
の
祖
先
。
各
種
の
系
統
の
祖
先
が
、
こ
の
行
事
に
よ
つ
て

　
　
出
現
し
た
と
す
る
の
は
民
族
が
同
一
祖
か
ら
出
た
と
す
る
思
想
で
あ
る
。

　
　
一
七
　
出
雲
の
國
の
熊
野
神
社
の
神
。

　
　
一
八
　
福
岡
縣
の
海
上
日
本
海
の
沖
の
島
に
あ
る
。

　
　
一
九
　
福
岡
縣
の
海
上
大
島
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
〔
天
の
岩
戸
〕

　
こ
こ
に
速
須
佐
の
男
の
命
、
天
照
ら
す
大
御
神
に
白
し
た
ま
ひ
し
く
、
「
我
が
心
清

明

け
れ
ば
我
が
生
め
る
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子
手
弱
女









を
得
つ
一
。
こ
れ
に
因
り
て
言
は
ば
、
お
の
づ
か
ら
我
勝
ち
ぬ
」
と
い
ひ
て
、
勝
さ
び
二
に
天
照
ら

す
大
御
神
の
營
田






の
畔

離
ち
、
そ
の
溝
埋

み
、
ま
た
そ
の
大
嘗



聞
し
め
す
殿
に
屎



ま
り
散
ら
し
き
三
。
か
れ
然

す
れ
ど
も
、
天
照
ら
す
大
御
神
は
咎
め
ず
て
告
り
た
ま
は
く
、
「
屎



な
す
は
醉

ひ
て
吐
き
散
ら
す
と
こ
そ
我
が

汝

兄

の
命
か
く
し
つ
れ
。
ま
た
田
の
畔

離
ち
溝
埋

む
は
、
地





を
惜





し
と
こ
そ
我
が
汝

兄

の
命
か
く
し
つ
れ
」
と

詔
り
直
し
た
ま
へ
ど
も
、
な
ほ
そ
の
惡



ぶ
る
態



止
ま
ず
て
う
た
て
あ
り
。
天
照
ら
す
大
御
神
の
忌
服
屋







四
に
ま

し
ま
し
て
神
御
衣









織
ら
し
め
た
ま
ふ
時
に
、
そ
の
服
屋





の
頂



を
穿
ち
て
、
天
の
斑
馬






を
逆
剥





ぎ
に
剥
ぎ
て
墮
し

入
る
る
五
時
に
、
天
の
衣
織
女







見
驚
き
て
梭

六
に
陰

上

を
衝
き
て
死
に
き
。
か
れ
こ
こ
に
天
照
ら
す
大
御
神
見

畏

み

て
、
天
の
石
屋
戸









七
を
開
き
て
さ
し
隱



り
ま
し
き
。
こ
こ
に
高
天





の
原
皆
暗
く
、
葦
原






の
中
つ
國
悉
に
闇

し
。
こ
れ
に
因
り
て
、
常
夜





往
く
八
。
こ
こ
に
萬





の
神
の
聲




は

、
さ
蠅



な
す
滿
ち
、
萬
の
妖




悉

に
發



り
き
。
こ

こ
を
以
ち
て
八
百
萬
の
神
、
天
の
安
の
河
原
に
神
集






ひ
集



ひ
て
、
高
御
産
巣
日













の
神
の
子
思

金







の
神
九
に
思

は
し
め
て
、
常
世





の
長
鳴






鳥
一
〇
を
集



へ
て
鳴
か
し
め
て
、
天
の
安
の
河
の
河
上
の
天
の
堅
石






を
取
り
、
天
の

金
山






の
鐵





を
取
り
て
、
鍛
人





天
津
麻
羅











を
求

ぎ
て
、
伊

斯

許

理

度

賣

の
命
に
科



せ
て
、
鏡
を
作
ら
し
め
、
玉
の

祖


の
命
に
科
せ
て
八
尺
の
勾



璁
の
五

百

津

の
御
統






の
珠
を
作
ら
し
め
て
天
の
兒
屋





の
命
布
刀
玉









の
命
を
召

び
て
、

天
の
香
山






の
眞
男
鹿









の
肩
を
内
拔





き
に
拔
き
て
一
一
、
天
の
香
山
の
天
の
波

波

迦

一
二
を
取
り
て
、
占
合





ま
か

な
は
し
め
て
一
三
、
天
の
香
山
の
五
百
津
の
眞
賢
木









を
根

掘

じ
に
こ
じ
て
一
四
、
上
枝





に
八
尺
の
勾
璁
の
五
百

津
の
御
統
の
玉
を
取
り
著

け
、
中
つ
枝
に
八

尺

の
鏡
を
取
り
繋

け
、
下
枝





に
白
和
幣







青
和
幣







を
取
り
垂

で
て
一

五
、
こ
の
種
種






の
物
は
、
布
刀
玉
の
命
太
御
幣








と
取
り
持
ち
て
、
天
の
兒
屋
の
命
太
祝
詞







言
祷





ぎ
白
し
て
、
天
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の
手
力
男







の
神
一
六
、
戸
の
掖



に
隱
り
立
ち
て
、
天
の
宇

受

賣

の
命
、
天
の
香
山
の
天
の
日
影





を
手
次





に
繋

け

て
、
天
の
眞
拆





を
鬘





と
し
て
一
七
、
天
の
香
山
の
小

竹

葉

を
手
草





に
結
ひ
て
一
八
、
天
の
石
屋
戸









に
覆

槽

伏
せ

て
一
九
蹈
み
と
ど
ろ
こ
し
、
神
懸






り
し
て
、
※
乳





を
掛
き
出
で
、
裳

の
緒



を
陰



に
押
し
垂
り
き
。
こ
こ
に
高
天

の
原
動



み
て
八
百
萬
の
神
共
に
咲



ひ
き
。

　
こ
こ
に
天
照
ら
す
大
御
神
怪



し
と
お
も
ほ
し
て
、
天
の
石
屋
戸
を
細





に
開
き
て
内
よ
り
告

り
た
ま
は
く
、

「
吾

が
隱



り
ま
す
に
因
り
て
、
天
の
原
お
の
づ
か
ら
闇



く
、
葦
原
の
中
つ
國
も
皆
闇
け
む
と
思
ふ
を
、
何



と
か

も
天
の
宇

受

賣

は
樂





し
、
ま
た
八
百
萬
の
神
諸




咲


ふ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
天
の
宇
受
賣
白
さ
く
、

「
汝

命








に
勝



り
て
貴





き
神
い
ま
す
が
故
に
、
歡
喜





び
咲



ひ
樂



ぶ
」
と
白
し
き
。
か
く
言
ふ
間
に
、
天
の
兒
屋

の
命
、
布
刀
玉
の
命
、
そ
の
鏡
を
さ
し
出
で
て
、
天
照
ら
す
大
御
神
に
見
せ
ま
つ
る
時
に
、
天
照
ら
す
大
御
神

い
よ
よ
奇



し
と
思
ほ
し
て
、
や
や
戸
よ
り
出
で
て
臨
み
ま
す
時
に
、
そ
の
隱



り
立
て
る
手
力
男
の
神
、
そ
の
御

手
を
取
り
て
引
き
出
だ
し
ま
つ
り
き
。
す
な
は
ち
布
刀
玉
の
命
、
尻
久
米









繩
二
〇
を
そ
の
御
後
方









に
控

き
度
し

て
白
さ
く
、
「
こ
こ
よ
り
内
に
な
還
り
入
り
た
ま
ひ
そ
」
と
ま
を
し
き
。
か
れ
天
照
ら
す
大
御
神
の
出
で
ま
す

時
に
、
高
天
の
原
と
葦
原
の
中
つ
國
と
お
の
づ
か
ら
照
り
明
り
き
。
こ
こ
に
八
百
萬
の
神
共
に
議



り
て
、
速
須

佐
の
男
の
命
に
千
座





の
置
戸





を
負
せ
二
一
、
ま
た
鬚



と
手
足
の
爪
と
を
切
り
、
祓
へ
し
め
て
、
神
逐






ひ
逐
ひ
き
。

　
　
一
　
自
分
が
清
ら
か
だ
か
ら
女
子
を
得
た
と
す
る
。
日
本
書
紀
で
は
反
對
に
、
男
子
が
生
ま
れ
た
ら
ス
サ

　
　
ノ
ヲ
の
命
が
潔
白
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
古
事
記
の
神
話
が
女
子
に
よ
つ
て
語
ら
れ
た
と
す
る
證
明
に
な
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る
と
こ
ろ
。
オ
シ
ホ
ミ
ミ
の
命
の
出
現
に
よ
つ
て
勝
つ
た
と
す
る
の
が
原
形
だ
ろ
う
。

　
　
二
　
勝
に
ま
か
せ
て
。

　
　
三
　
田
の
畦
を
破
り
溝
を
埋
め
、
ま
た
御
食
事
を
な
さ
れ
る
宮
殿
に
不
淨
の
物
を
ま
き
散
ら
す
の
で
、
皆

　
　
暴
風
の
災
害
で
あ
る
。

　
　
四
　
清
淨
な
機
お
り
場
。

　
　
五
　
こ
れ
も
暴
風
の
災
害
。

　
　
六
　
機
お
る
時
に
横
絲
を
卷
い
て
縱
絲
の
中
を
く
ぐ
ら
せ
る
道
具
。

　
　
七
　
イ
ハ
は
堅
固
で
あ
る
意
を
現
す
た
め
に
つ
け
て
い
う
。
墳
墓
の
入
口
の
石
の
戸
と
す
る
説
も
あ
る
。

　
　
八
　
永
久
の
夜
が
續
く
。

　
　
九
　
思
慮
智
惠
の
神
格
化
。

　
　
一
〇
　
鷄
。
常
世
は
、
恒
久
の
世
界
の
義
で
、
空
想
上
の
世
界
か
ら
轉
じ
て
海
外
を
い
う
。

　
　
一
一
　
香
具
山
の
鹿
の
肩
の
骨
を
そ
つ
く
り
拔
い
て
。

　
　
一
二
　
樹
名
、
カ
バ
ノ
キ
。
こ
れ
で
鹿
骨
を
燒
く
。

　
　
一
三
　
占
い
を
し
適
合
さ
せ
て
。
卜
占
に
よ
つ
て
祭
の
實
行
方
法
を
定
め
る
。

　
　
一
四
　
香
具
山
の
繁
つ
た
木
を
根
と
共
に
掘
つ
て
。
マ
サ
カ
キ
は
繁
つ
た
常
緑
木
で
、
今
い
う
ツ
バ
キ
科

　
　
の
樹
名
サ
カ
キ
に
限
ら
な
い
。
神
聖
な
清
淨
な
木
を
引
く
意
味
で
、
山
か
ら
採
つ
て
く
る
。

　
　
一
五
　
サ
カ
キ
に
玉
と
鏡
と
麻
楮
を
つ
け
る
の
は
、
神
靈
を
招
く
意
の
行
事
で
、
他
の
例
で
は
劒
を
も
つ
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け
る
。
シ
ラ
ニ
ギ
テ
は
コ
ウ
ゾ
、
ア
ヲ
ニ
ギ
テ
は
ア
サ
。

　
　
一
六
　
力
の
神
格
。

　
　
一
七
　
ヒ
カ
ゲ
カ
ズ
ラ
を
手
次





に
か
け
、
マ
サ
キ
ノ
カ
ズ
ラ
を
カ
ヅ
ラ
に
す
る
。
神
が
か
り
を
す
る
た
め

　
　
の
用
意
。

　
　
一
八
　
小
竹
の
葉
を
つ
け
て
手
で
持
つ
。

　
　
一
九
　
中
の
う
つ
ろ
の
箱
の
よ
う
な
も
の
を
伏
せ
て
。

　
　
二
〇
　
シ
メ
繩
。
出
入
禁
止
の
意
の
表
示
。

　
　
二
一
　
罪
を
犯
し
た
者
に
多
く
の
物
を
出
さ
せ
る
。

　
　
　
〔
三
、
須
佐
の
男
の
命
〕

　
　
　
　
　
〔
穀
物
の
種
一
〕

　
ま
た
食
物






を
大
氣
都
比
賣













の
神
に
乞
ひ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
大
氣
都
比
賣
、
鼻
口
ま
た
尻
よ
り
、
種
種
の
味



物




二
を
取
り
出
で
て
、
種
種
作
り
具
へ
て
進




る

時
に
、
速
須
佐
の
男
の
命
、
そ
の
態





を
立
ち
伺
ひ
て
、
穢
汚





く
し
て
奉
る
と
お
も
ほ
し
て
、
そ
の
大
宜
津
比
賣













の
神
を
殺
し
た
ま
ひ
き
。
か
れ
殺
さ
え
ま
し
し
神
の
身
に
生

れ
る
物
は
、
頭
に
蠶

生
り
、
二
つ
の
目
に
稻
種






生
り
、
二
つ
の
耳
に
粟
生
り
、
鼻
に
小
豆





生
り
、
陰



に
麥
生
り
、

尻
に
大

豆

生
り
き
。
か
れ
こ
こ
に
神
産
巣
日











御
祖





の
命
、
こ
を
取
ら
し
め
て
、
種
と
成
し
た
ま
ひ
き
。
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一
　
こ
の
一
節
は
插
入
神
話
で
あ
る
。
文
章
が
前
の
章
か
ら
よ
く
接
續
し
な
い
こ
と
に
注
意
。
オ
ホ
ゲ
ツ

　
　
ヒ
メ
は
穀
物
の
女
神
。
既
出
。

　
　
二
　
う
ま
い
物
。

　
　
　
　
　
〔
八
俣
の
大
蛇
〕

　
か
れ
避
追





え
て
、
出
雲
の
國
の
肥
の
河
上
、
名
は
鳥
髮






と
い
ふ
地





一
に
降



り
ま
し
き
。
こ
の
時
に
、
箸
そ
の

河
ゆ
流
れ
下
り
き
。
こ
こ
に
須
佐
の
男
の
命
、
そ
の
河
上
に
人
あ
り
と
お
も
ほ
し
て
、
求

ぎ
上
り
往
で
ま
し
し

か
ば
、
老
夫





と
老
女





と
二
人
あ
り
て
、
童
女





を
中
に
置
き
て
泣
く
。
こ
こ
に
「
汝
た
ち
は
誰
そ
」
と
問
ひ
た
ま

ひ
き
。
か
れ
そ
の
老
夫
、
答
へ
て
言



さ
く
「
僕

は
國
つ
神
大
山
津
見








の
神
の
子
な
り
。
僕
が
名
は
足
名
椎







と
い

ひ
妻

が
名
は
手
名
椎









と
い
ひ
、
女





が
名
は
櫛
名
田
比
賣













二
と
い
ふ
」
と
ま
を
し
き
。
ま
た
「
汝
の
哭
く
故
は
何

ぞ
」
と
問
ひ
た
ま
ひ
し
か
ば
、
答
へ
白
さ
く
「
我
が
女
は
も
と
よ
り
八
稚
女





あ
り
き
。
こ
こ
に
高

志

の
八
俣





の

大
蛇





三
、
年
ご
と
に
來
て
喫

ふ
。
今
そ
の
來
べ
き
時
な
れ
ば
泣
く
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
「
そ
の
形
は
い
か

に
」
と
問
ひ
た
ま
ひ
し
か
ば
、
「
そ
が
目
は
赤
か
が
ち
四
の
如
く
に
し
て
身
一
つ
に
八
つ
の
頭





八
つ
の
尾
あ
り
。

ま
た
そ
の
身
に
蘿



ま
た
檜
榲





生
ひ
、
そ
の
長



谷


八
谷
峽

八
尾

を
度
り
五
て
、
そ
の
腹
を
見
れ
ば
、
悉
に
常
に
血

垂
り
六

爛

れ
た
り
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
赤
か
が
ち
と
云
へ
る
は
、
今
の
酸
醤
な
り
。
こ
こ
に
速
須
佐
の
男

の
命
、
そ
の
老
夫
に
詔
り
た
ま
は
く
、
「
こ
れ
汝





が
女
な
ら
ば
、
吾
に
奉
ら
む
や
」
と
詔
り
た
ま
ひ
し
か
ば
、
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「
恐
け
れ
ど
御
名
を
知
ら
ず
」
と
答
へ
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
答
へ
て
詔
り
た
ま
は
く
、
「
吾
は
天
照
ら
す
大
御

神
の
弟





な
り
。
か
れ
今
天
よ
り
降
り
ま
し
つ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
足
名
椎







手
名
椎









の
神
、
「
然
ま
さ

ば
恐





し
、
奉
ら
む
」
と
ま
を
し
き
。

　
こ
こ
に
速
須
佐
の
男
の
命
、
そ
の
童
女





を
湯
津
爪
櫛








に
取
ら
し
て
、
御
髻






に
刺
さ
し
て
七
、
そ
の
足
名
椎
、

手
名
椎
の
神
に
告
り
た
ま
は
く
、
「
汝

等







、
八
鹽
折









の
酒
を
釀

み
八
、
ま
た
垣
を
作
り
※





し
、
そ
の
垣
に
八

つ
の
門
を
作
り
、
門
ご
と
に
八
つ
の
假
※





を
結

ひ
九
、
そ
の
假
庪
ご
と
に
酒
船
一
〇
を
置
き
て
、
船
ご
と
に
そ

の
八
鹽
折
の
酒
を
盛
り
て
待
た
さ
ね
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
告
り
た
ま
へ
る
ま
に
ま
に
し
て
、
か
く
設

け

備
へ
て
待
つ
時
に
、
そ
の
八
俣





の
大
蛇





、
信





に
言
ひ
し
が
ご
と
來
つ
。
す
な
は
ち
船
ご
と
に
己



が
頭
を
乘
り
入

れ
て
そ
の
酒
を
飮
み
き
。
こ
こ
に
飮
み
醉
ひ
て
留
ま
り
伏
し
寢
た
り
。
こ
こ
に
速
須
佐
の
男
の
命
、
そ
の
御
佩






の
十
拳





の
劒
を
拔
き
て
、
そ
の
蛇
を
切
り
散



り
た
ま
ひ
し
か
ば
、
肥

の
河
血
に
變

り
て
流
れ
き
。
か
れ
そ
の
中

の
尾
を
切
り
た
ま
ふ
時
に
、
御
刀






の
刃
毀

け
き
。
こ
こ
に
怪
し
と
思
ほ
し
て
、
御
刀
の
前



も
ち
て
刺
し
割
き
て

見
そ
な
は
し
し
か
ば
、
都

牟

羽

の
大
刀
一
一
あ
り
。
か
れ
こ
の
大
刀
を
取
ら
し
て
、
異

し
き
物
ぞ
と
思
ほ
し
て
、

天
照
ら
す
大
御
神
に
白
し
上
げ
た
ま
ひ
き
。
こ
は
草
薙






の
大
刀
一
二
な
り
。

　
か
れ
こ
こ
を
以
ち
て
そ
の
速
須
佐
の
男
の
命
、
宮
造
る
べ
き
地





を
出
雲
の
國
に
求

ぎ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
須

賀

一
三
の
地
に
到
り
ま
し
て
詔
り
た
ま
は
く
、
「
吾
此

地

に
來
て
、
我

が
御
心
清
淨






し
」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、

其

地

に
宮
作
り
て
ま
し
ま
し
き
。
か
れ
其

地

を
ば
今
に
須
賀
と
い
ふ
。
こ
の
大
神
、
初
め
須
賀
の
宮
作
ら
し
し

時
に
、
其

地

よ
り
雲
立
ち
騰
り
き
。
こ
こ
に
御
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
き
。
そ
の
歌
、

35



　
　
や
雲
立
つ
　
　
出
雲
八
重
垣
。

　
　
妻
隱





み
に
　
　
八
重
垣
作
る
。

　
　
そ
の
八
重
垣
を
一
四
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
）

　
こ
こ
に
そ
の
足
名
椎
の
神
を
喚

し
て
告

り
た
ま
は
く
、
「
汝





を
ば
我
が
宮
の
首





に
任

け
む
」
と
告
り
た
ま
ひ
、

ま
た
名
を
稻
田





の
宮
主






須

賀

の
八
耳






の
神
と
負
せ
た
ま
ひ
き
。

　
　
一
　
島
根
縣
仁
多
郡
、
斐
伊
川
の
上
流
船
通
山
。

　
　
二
　
日
本
書
紀
に
奇
稻
田
姫
と
あ
る
。

　
　
三
　
強
暴
な
者
の
譬
喩
。
ま
た
出
水
と
し
そ
れ
を
處
理
し
て
水
田
を
得
た
意
の
神
話
と
も
す
る
。
コ
シ
は
、

　
　
島
根
縣
内
の
地
名
説
も
あ
る
が
、
北
越
地
方
の
義
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
四
　
タ
ン
バ
ホ
オ
ズ
キ
。

　
　
五
　
身
長
が
、
谷
八
つ
、
高
み
八
つ
を
越
え
る
。

　
　
六
　
血
が
し
た
た
つ
て
。

　
　
七
　
女
が
魂
を
こ
め
た
櫛
を
男
の
ミ
ヅ
ラ
に
さ
す
。
こ
れ
は
婚
姻
の
風
習
で
、
そ
の
神
祕
な
表
現
。

　
　
八
　
濃
い
酒
を
作
つ
て
。

　
　
九
　
サ
ズ
キ
は
物
を
の
せ
る
臺
。
古
代
は
綱
で
材
木
を
結
ん
で
作
る
か
ら
、
結
う
と
い
う
。

　
　
一
〇
　
酒
の
入
物
。
フ
ネ
は
箱
状
の
も
の
。
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一
一
　
ツ
ム
ハ
は
語
義
不
明
。
都
牟
刈
と
す
る
傳
え
も
あ
る
。

　
　
一
二
　
後
に
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
命
が
野
の
草
を
薙
い
で
火
難
を
免
れ
た
か
ら
、
ク
サ
ナ
ギ
の
劒
と
い
う
。

　
　
も
と
叢
雲






の
劒
と
い
う
。
三
種
の
神
器
の
一
。

　
　
一
三
　
島
根
縣
大
原
郡
。

　
　
一
四
　
や
雲
立
つ
は
枕
詞
。
多
く
の
雲
の
立
つ
意
。
八
重
垣
は
、
幾
重
も
の
壁
や
垣
の
意
で
宮
殿
を
い
う
。

　
　
最
後
の
ヲ
は
、
間
投
の
助
詞
。

　
　
　
　
　
〔
系
譜
〕

　
そ
の
櫛
名
田
比
賣













を
隱
處





に
起
し
て
一
、
生
み
ま
せ
る
神
の
名
は
、
八
島
士
奴
美













の
神
。
ま
た
大
山
津
見
の

神
の
女





名
は
神
大
市







比
賣
に
娶

ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
大
年






の
神
、
次
に
宇

迦

の
御
魂





二
柱
。
兄





八
島
士
奴
美

の
神
、
大
山
津
見
の
神
の
女
、
名
は
木

の
花



知

流

比
賣
に
娶

ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
布

波

能

母

遲

久

奴

須

奴

の

神
。
こ
の
神
淤

迦

美

の
神
の
女
、
名
は
日
河





比
賣
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
深
淵






の
水
夜
禮
花








の
神
。
こ
の

神
天
の
都

度

閇

知

泥

の
神
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
淤

美

豆

奴

の
神
二
。
こ
の
神
布

怒

豆

怒

の
神
の
女
、
名

は
布
帝
耳









の
神
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
天
の
冬
衣






の
神
、
こ
の
神
刺
國
大








の
神
の
女
、
名
は
刺
國
若
比
賣

に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
大
國
主
の
神
三
。
ま
た
の
名
は
大
穴
牟
遲








の
神
と
い
ひ
、
ま
た
の
名
は
葦
原
色
許











男


の
神
と
い
ひ
、
ま
た
の
名
は
八
千
矛









の
神
と
い
ひ
、
ま
た
の
名
は
宇
都
志
國
玉









の
神
と
い
ひ
、
并
は
せ
て
五

つ
の
名
あ
り
。
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一
　
隱
れ
た
處
に
事
を
起
し
て
。
婚
姻
し
て
。
以
下
ス
サ
ノ
ヲ
の
命
の
子
孫
の
系
譜
で
あ
る
が
大
年
の
神

　
　
と
ウ
カ
ノ
ミ
タ
マ
の
神
と
は
穀
物
の
神
で
下
の
五
二
頁
に
出
る
系
譜
の
準
備
に
な
る
。
そ
の
條
參
照
。

　
　
二
　
出
雲
國
風
土
記
に
諸
地
方
の
土
地
を
引
い
て
來
た
と
い
う
國
引
の
神
話
を
傳
え
る
八
束
水
臣
津
野
の

　
　
命
。

　
　
三
　
古
代
出
雲
の
英
雄
で
國
土
の
神
靈
の
意
。
代
々
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
あ
り
そ
の
一
人
が
英
雄
で
あ
つ
た

　
　
の
だ
ろ
う
。
以
下
の
別
名
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
名
に
よ
る
神
話
が
あ
り
す
べ
て
を
同
一
神
と
解
し
た
も
の
で

　
　
あ
ろ
う
。

　
　
　
〔
四
、
大
國
主
の
神
〕

　
　
　
　
　
〔
菟
と
鰐
〕

　
か
れ
こ
の
大
國
主
の
神
の
兄
弟






八

十

神
一
ま
し
き
。
然
れ
ど
も
み
な
國
は
大
國
主
の
神
に
避

り
ま
つ
り
き
。

避
り
し
所

以

は
、
そ
の
八
十
神
お
の
も
お
の
も
稻
羽





の
八
上





比
賣
二
を
婚



は
む
と
す
る
心
あ
り
て
、
共
に
稻
羽

に
行
き
し
時
に
、
大
穴
牟
遲








の
神
に
※





を
負
せ
、
從
者






と
し
て
率

て
往
き
き
三
。
こ
こ
に
氣

多

の
前



四
に
到
り

し
時
に
、
裸




な

る
菟





伏
せ
り
。
こ
こ
に
八
十
神
そ
の
菟
に
謂
ひ
て
云
は
く
、
「
汝





爲

ま
く
は
、
こ
の
海
鹽





を
浴

み
、
風
の
吹
く
に
當
り
て
、
高
山
の
尾
の
上
に
伏
せ
」
と
い
ひ
き
。
か
れ
そ
の
菟
、
八
十
神
の
教
の
ま
に
ま
に
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し
て
伏
し
つ
。
こ
こ
に
そ
の
鹽
の
乾
く
ま
に
ま
に
、
そ
の
身
の
皮
悉
に
風
に
吹
き
拆

か
え
き
。
か
れ
痛
み
て
泣

き
伏
せ
れ
ば
、
最
後






に
來
ま
し
し
大
穴
牟
遲
の
神
、
そ
の
菟
を
見
て
、
「
何
と
か
も
汝
が
泣
き
伏
せ
る
」
と
の

り
た
ま
ひ
し
に
、
菟
答
へ
て
言
さ
く
「
僕



、
淤

岐

の
島
五
に
あ
り
て
、
こ
の
地



に
度
ら
ま
く
ほ
り
す
れ
ど
も
、

度
ら
む
因



な
か
り
し
か
ば
、
海
の
鰐
六
を
欺
き
て
言
は
く
、
吾



と
汝





と
競
ひ
て
族





の
多
き
少
き
を
計
ら
む
。
か

れ
汝
は
そ
の
族
の
あ
り
の
悉




率

て
來
て
、
こ
の
島
よ
り
氣

多

の
前



ま
で
、
み
な
列

み
伏
し
度
れ
。
こ
こ
に
吾
そ

の
上
を
蹈
み
て
走
り
つ
つ
讀
み
度
ら
む
。
こ
こ
に
吾
が
族
と
い
づ
れ
か
多
き
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
む
と
、
か
く

言
ひ
し
か
ば
、
欺
か
え
て
列

み
伏
せ
る
時
に
、
吾
そ
の
上
を
蹈
み
て
讀
み
度
り
來
て
、
今
地



に
下
り
む
と
す
る

時
に
、
吾
、
汝





は
我
に
欺
か
え
つ
と
言
ひ
畢



れ
ば
、
す
な
は
ち
最
端






に
伏
せ
る
鰐
、
我



を
捕
へ
て
、
悉
に
我
が

衣
服





を
剥
ぎ
き
。
こ
れ
に
因
り
て
泣
き
患
へ
し
か
ば
、
先
だ
ち
て
行
で
ま
し
し
八
十
神
の
命
も
ち
て
誨



へ
た
ま

は
く
、
海
鹽





を
浴
み
て
、
風
に
當
り
て
伏
せ
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
教
の
ご
と
せ
し
か
ば
、
我

が
身
悉
に
傷





は
え
つ
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
大
穴
牟
遲
の
神
、
そ
の
菟
に
教
へ
て
の
り
た
ま
は
く
、
「
今
急

く
こ
の
水
門





に
往
き
て
、
水
も
ち
て
汝
が
身
を
洗
ひ
て
、
す
な
は
ち
そ
の
水
門
の
蒲



の
黄



七
を
取
り
て
、
敷
き
散
し
て
、
そ

の
上
に
輾

い
轉



び
な
ば
、
汝
が
身
本
の
膚



の
ご
と
、
か
な
ら
ず
差

え
な
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
教
の
ご

と
せ
し
か
ば
、
そ
の
身
本
の
如
く
に
な
り
き
。
こ
は
稻
羽





の
素

菟







と
い
ふ
も
の
な
り
。
今
に
は
菟
神
と
い
ふ
。

か
れ
そ
の
菟
、
大
穴
牟
遲
の
神
に
白
さ
く
、
「
こ
の
八
十
神
は
、
か
な
ら
ず
八
上





比
賣
を
得
じ
。
※





を
負
ひ
た

ま
へ
ど
も
、
汝
が
命
ぞ
獲
た
ま
は
む
」
と
ま
を
し
き
。

　
こ
こ
に
八
上





比
賣
、
八
十
神
に
答
へ
て
言
は
く
、
「
吾
は
汝
た
ち
の
言
を
聞
か
じ
、
大
穴
牟
遲
の
神
に
嫁

は
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む
」
と
い
ひ
き
。

　
　
一
　
多
く
の
神
。
神
話
に
い
う
兄
弟
は
、
眞
實
の
兄
弟
で
は
な
い
。

　
　
二
　
鳥
取
縣
八
頭
郡
八
上
の
地
に
い
た
姫
。

　
　
三
　
七
福
神
の
大
黒
天
を
大
國
主
の
神
と
同
神
と
す
る
説
の
あ
る
の
は
、
大
國
と
大
黒
と
字
音
が
同
じ
な

　
　
の
と
、
こ
こ
に
袋
を
背
負
つ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
大
黒
天
は
も
と
イ
ン
ド
の
神
で
別
で
あ
る
。

　
　
　
　
四
　
島
根
縣
氣
高
郡
末
恒
村
の
日
本
海
に
出
た
岬
角
。

　
　
五
　
日
本
海
の
隱
岐
の
島
。
た
だ
し
氣
多
の
前
の
海
中
に
も
傳
説
地
が
あ
る
。

　
　
六
　
フ
カ
の
類
。
や
が
て
そ
の
知
識
に
、
蛇
、
龜
な
ど
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
想
像
上
の
動
物
と
し
て
發

　
　
達
し
た
。
フ
カ
の
實
際
を
知
ら
な
い
者
が
多
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
七
　
カ
マ
の
花
粉
。

　
　
　
　
　
〔
𧏛
貝
比
賣
と
蛤
貝
比
賣
〕

　
か
れ
こ
こ
に
八
十
神
忿



り
て
、
大
穴
牟
遲
の
神
を
殺
さ
む
と
あ
ひ
議



り
て
、
伯
伎





の
國
の
手

間

の
山
本
一
に

至
り
て
云
は
く
、
「
こ
の
山
に
赤
猪





あ
り
、
か
れ
我
ど
ち
追
ひ
下
し
な
ば
、
汝
待
ち
取
れ
。
も
し
待
ち
取
ら
ず

は
、
か
な
ら
ず
汝
を
殺
さ
む
」
と
い
ひ
て
、
火
も
ち
て
猪
に
似
た
る
大
石
を
燒
き
て
、
轉





し
落
し
き
。
こ
こ
に

追
ひ
下
し
取
る
時
に
、
す
な
は
ち
そ
の
石
に
燒
き
著

か
え
て
死

せ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
御
祖





の
命
二
哭
き
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患
へ
て
、
天
に
ま
ゐ
上



り
て
、
神
産
巣
日











の
命
に
請



し
た
ま
ふ
時
に
、
※
貝






比
賣
と
蛤
貝






比
賣
と
を
遣
り
て
、

作
り
活
か
さ
し
め
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
𧏛
貝
比
賣
き
さ
げ
集
め
て
、
蛤
貝
比
賣
待
ち
承

け
て
、
母



の
乳
汁





と
塗

り
し
か
ば
三
、
麗





し
き
壯
夫





に
な
り
て
出
で
あ
る
き
き
。

　
　
一
　
鳥
取
縣
西
伯
郡
天
津
村
。

　
　
二
　
母
の
神
。

　
　
三
　
赤
貝
の
汁
を
し
ぼ
つ
て
蛤




の

貝
に
受
け
入
れ
て
母
の
乳
汁
と
し
て
塗
つ
た
。
古
代
の
火
傷
の
療
法
で

　
　
あ
る
。

　
　
　
　
　
〔
根
の
堅
州
國
〕

　
こ
こ
に
八
十
神
見
て
ま
た
欺
き
て
、
山
に
率

て
入
り
て
、
大
樹
を
切
り
伏
せ
、
茹
矢





一
を
そ
の
木
に
打
ち
立

て
、
そ
の
中
に
入
ら
し
め
て
、
す
な
は
ち
そ
の
氷

目

矢

を
打
ち
離
ち
て
、
拷

ち
殺
し
き
。
こ
こ
に
ま
た
そ
の
御

祖
、
哭
き
つ
つ
求

ぎ
し
か
ば
、
す
な
は
ち
見
得
て
、
そ
の
木
を
拆

き
て
、
取
り
出
で
活
し
て
、
そ
の
子
に
告
り

て
言
は
く
、
「
汝
こ
こ
に
あ
ら
ば
、
遂
に
八
十
神
に
滅



さ
え
な
む
」
と
い
ひ
て
、
木
の
國
二
の
大
屋
毘
古











の
神

三
の
御
所





に
違
へ
遣
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
八
十
神
覓

ぎ
追
ひ
臻



り
て
、
矢
刺
し
て
乞
ふ
時
に
、
木
の
俣



よ
り

漏

き
逃
れ
て
去

に
き
。
御
祖
の
命
、
子
に
告
り
て
い
は
く
、
「
須
佐
の
男
の
命
の
ま
し
ま
す
根

の
堅
州





國
四
に

ま
ゐ
向
き
て
ば
、
か
な
ら
ず
そ
の
大
神
議



り
た
ま
ひ
な
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
詔
命





の
ま
に
ま
に
し
て
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須
佐
の
男
の
命
の
御
所





に
參
ゐ
到
り
し
か
ば
、
そ
の
女
須

勢

理

毘

賣

出
で
見
て
、
目
合






し
て
五
婚



ひ
ま
し
て
、

還
り
入
り
て
そ
の
父
に
白
し
て
言
さ
く
、
「
い
と
麗
し
き
神
來
ま
し
つ
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
そ
の
大
神
出

で
見
て
、
「
こ
は
葦
原
色
許
男









の
命
と
い
ふ
ぞ
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
す
な
は
ち
喚
び
入
れ
て
、
そ
の
蛇



の
室





六
に
寢
し
め
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
妻



須

勢

理

毘

賣

の
命
、
蛇
の
ひ
れ
七
を
そ
の
夫
に
授
け
て
、
「
そ
の
蛇

咋

は
む
と
せ
ば
、
こ
の
ひ
れ
を
三
た
び
擧

り
て
打
ち
撥



ひ
た
ま
へ
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
か
れ
教
の
ご
と
せ

し
か
ば
、
蛇
お
の
づ
か
ら
靜
ま
り
ぬ
。
か
れ
平



く
寢
て
出
で
ま
し
き
。
ま
た
來
る
日
の
夜
は
、
呉
公





と
蜂
と
の

室

に

入
れ
た
ま
ひ
し
を
、
ま
た
呉
公





蜂
の
ひ
れ
を
授
け
て
、
先
の
ご
と
教
へ
し
か
ば
、
平



く
出
で
た
ま
ひ
き
。

ま
た
鳴

鏑







八
を
大
野
の
中
に
射
入
れ
て
、
そ
の
矢
を
採
ら
し
め
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
の
野
に
入
り
ま
し
し
時

に
、
す
な
は
ち
火
も
ち
て
そ
の
野
を
燒
き
𢌞
ら
し
つ
。
こ
こ
に
出
づ
る
所
を
知
ら
ざ
る
間
に
、
鼠
來
て
い
は
く
、

「
内
は
ほ
ら
ほ
ら
、
外

は
す
ぶ
す
ぶ
九
」
と
、
か
く
言
ひ
け
れ
ば
、
其

處

を
踏
み
し
か
ば
、
落
ち
隱
り
入
り
し

間
に
、
火
は
燒
け
過
ぎ
き
。
こ
こ
に
そ
の
鼠
、
そ
の
鳴

鏑







を
咋

ひ
て
出
で
來
て
奉
り
き
。
そ
の
矢
の
羽
は
、

そ
の
鼠
の
子
ど
も
み
な
喫
ひ
た
り
き
。

　
こ
こ
に
そ
の
妻



須

世

理

毘

賣

は
、
喪





つ
具



一
〇
を
持
ち
て
哭
き
つ
つ
來
ま
し
、
そ
の
父
の
大
神
は
、
す
で
に

死

せ
ぬ
と
思
ほ
し
て
、
そ
の
野
に
出
で
た
た
し
き
。
こ
こ
に
そ
の
矢
を
持
ち
て
奉
り
し
時
に
、
家
に
率
て
入
り

て
、
八

田

間

の
大
室
一
一
に
喚
び
入
れ
て
、
そ
の
頭





の
虱





を
取
ら
し
め
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
の
頭
を
見
れ
ば
、

呉
公





多


に
あ
り
。
こ
こ
に
そ
の
妻
、
椋



の
木
の
實
と
赤

土

と
を
取
り
て
、
そ
の
夫
に
授
け
つ
。
か
れ
そ
の
木
の

實
を
咋
ひ
破
り
、
赤

土

を
含



み
て
唾



き
出
だ
し
た
ま
へ
ば
、
そ
の
大
神
、
呉
公





を
咋
ひ
破
り
て
唾
き
出
だ
す
と
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お
も
ほ
し
て
、
心
に
愛

し
と
お
も
ほ
し
て
寢



し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
神
の
髮
を
握

り
て
、
そ
の
室
の
椽





ご

と
に
結
ひ
著
け
て
、
五
百
引









の
石



一
二
を
、
そ
の
室
の
戸
に
取
り
塞

へ
て
、
そ
の
妻



須
世
理
毘
賣
を
負
ひ
て
、

す
な
は
ち
そ
の
大
神
の
生
大
刀









と
生
弓
矢







一
三
ま
た
そ
の
天
の
沼
琴





一
四
を
取
り
持
ち
て
、
逃
げ
出
で
ま
す
時

に
、
そ
の
天
の
沼
琴
樹
に
拂

れ
て
地
動
鳴






み
き
。
か
れ
そ
の
寢



し
た
ま
へ
り
し
大
神
、
聞
き
驚
か
し
て
、
そ
の

室
を
引
き
仆



し
た
ま
ひ
き
。
然
れ
ど
も
椽
に
結
へ
る
髮
を
解
か
す
間
に
遠
く
逃
げ
た
ま
ひ
き
。
か
れ
こ
こ
に
黄

泉
比
良
坂








に
追
ひ
至
り
ま
し
て
、
遙





に
望



け
て
、
大
穴
牟
遲








の
神
を
呼
ば
ひ
て
の
り
た
ま
は
く
、
「
そ
の
汝
が

持
て
る
生
大
刀
生
弓
矢
も
ち
て
汝
が
庶
兄
弟








を
ば
、
坂
の
御
尾
に
追
ひ
伏
せ
、
ま
た
河
の
瀬
に
追
ひ
撥



ひ
て
、

お
れ
一
五
大
國
主
の
神
と
な
り
、
ま
た
宇
都
志
國
玉









の
神
一
六
と
な
り
て
、
そ
の
我
が
女
須
世
理
毘
賣
を
嫡
妻






と
し
て
、
宇

迦

の
山
一
七
の
山
本
に
、
底
津
石
根








に
宮
柱
太
し
り
、
高
天
の
原
に
氷

椽

高
し
り
て
一
八
居
れ
。

こ
の
奴





」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
の
大
刀
弓
を
持
ち
て
、
そ
の
八
十
神
を
追
ひ
避

く
る
時
に
、
坂
の
御
尾

ご
と
に
追
ひ
伏
せ
、
河
の
瀬
ご
と
に
追
ひ
撥
ひ
て
國
作
り
始
め
た
ま
ひ
き
一
九
。

　
か
れ
そ
の
八
上
比
賣
は
先
の
期





の
ご
と
み
と
あ
た
は
し
つ
二
〇
。
か
れ
そ
の
八
上
比
賣
は
、
率

て
來
ま
し
つ

れ
ど
も
、
そ
の
嫡
妻






須
世
理
毘
賣
を
畏





み
て
、
そ
の
生
め
る
子
を
ば
、
木
の
俣



に
刺
し
挾
み
て
返
り
ま
し
き
。

か
れ
そ
の
子
に
名
づ
け
て
木
の
俣
の
神
と
い
ふ
、
ま
た
の
名
は
御

井

の
神
と
い
ふ
。

　
　
一
　
ク
サ
ビ
形
の
矢
。
氷
目
矢
と
あ
る
も
同
じ
。

　
　
二
　
紀
伊
の
國
（
和
歌
山
縣
）
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三
　
家
屋
の
神
。
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
生
ん
だ
子
の
中
に
あ
つ
た
。
た
だ
し
ス
サ
ノ
ヲ
の
命
の
子
と

　
　
す
る
説
が
あ
る
。

　
　
四
　
既
出
、
地
下
の
國
。

　
　
五
　
互
に
見
合
う
こ
と
。

　
　
六
　
古
代
建
築
に
は
ム
ロ
型
と
ス
型
と
あ
る
。
ム
ロ
は
穴
を
掘
つ
て
屋
根
を
か
ぶ
せ
た
形
の
も
の
で
濕
氣

　
　
の
多
い
地
で
は
蟲
の
つ
く
こ
と
が
多
い
。
ス
は
足
を
つ
け
て
高
く
作
る
。
ど
ち
ら
も
原
住
地
で
の
習
俗
を

　
　
移
し
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
ム
ロ
型
は
亡
び
た
。

　
　
七
　
蛇
を
支
配
す
る
力
の
あ
る
ヒ
レ
。
ヒ
レ
は
、
白
い
織
物
で
女
子
が
頸
に
か
け
る
。
こ
れ
を
振
る
こ
と

　
　
に
よ
つ
て
威
力
が
發
生
す
る
。
次
の
ヒ
レ
も
同
じ
。

　
　
八
　
射
る
と
鳴
り
ひ
び
く
よ
う
に
作
つ
た
矢
。

　
　
九
　
入
口
は
狹
い
が
内
部
は
廣
い
。
古
墳
の
あ
と
だ
ろ
う
と
い
う
。

　
　
一
〇
　
葬
式
の
道
具
。

　
　
一
一
　
柱
間
の
數
の
多
い
大
き
な
室
。

　
　
一
二
　
五
百
人
で
引
く
ほ
ど
の
巨
石
。

　
　
一
三
　
生
命
の
感
じ
ら
れ
る
大
刀
弓
矢
。

　
　
一
四
　
美
し
い
り
つ
ぱ
な
琴
。

　
　
一
五
　
親
愛
の
第
二
人
稱
。
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一
六
　
現
實
に
あ
る
國
土
の
神
靈
。

　
　
一
七
　
島
根
縣
出
雲
市
出
雲
大
社
の
東
北
の
御
埼
山
。

　
　
一
八
　
壯
大
な
宮
殿
建
築
を
す
る
意
の
常
用
句
。
地
底
の
石
に
柱
を
し
つ
か
と
建
て
、
空
中
に
高
く
千
木

　
　
を
あ
げ
て
作
る
。
ヒ
ギ
、
チ
ギ
と
も
い
う
。
屋
上
に
交
叉
し
て
突
出
し
て
い
る
材
。
今
で
は
神
社
建
築
に

　
　
見
ら
れ
る
。

　
　
一
九
　
國
土
經
營
を
は
じ
め
た
。

　
　
二
〇
　
婚
姻
し
た
。

　
　
　
　
　
〔
八
千
矛
の
神
の
歌
物
語
〕

　
こ
の
八
千
矛









の
神
一
、
高

志

の
國
の
沼
河
比
賣








二
を
婚



は
む
と
し
て
幸

で
ま
す
時
に
、
そ
の
沼
河
比
賣
の
家

に
到
り
て
三
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
八
千
矛









の
　
神
の
命
は
、

　
　
八
島
國
　
妻
求

ぎ
か
ね
て
、

　
　
遠
遠
し
　
高

志

の
國
に

　
　
賢



し
女

を
　
あ
り
と
聞
か
し
て
、

　
　
麗



し
女

を
　
あ
り
と
聞

こ
し
て
、

　
　
さ
婚



ひ
に
　
あ
り
立
た
し
四
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婚
ひ
に
　
あ
り
通
は
せ
、

　
　
大
刀
が
緒
も
　
い
ま
だ
解
か
ず
て
、

　
　
襲





を
も
　
い
ま
だ
解
か
ね
五
、

　
　
孃
子





の
　
寢

す
や
六
板
戸
を

　
　
押

そ
ぶ
ら
ひ
七
　
吾

が
立
た
せ
れ
ば
、

　
　
引
こ
づ
ら
ひ
　
吾

が
立
た
せ
れ
ば
、

　
　
青
山
に
　
※



八
は
鳴
き
ぬ
。

　
　
さ
野

つ
鳥
　
雉
子





は
響



む
。

　
　
庭
つ
鳥
　
鷄



は
鳴
く
。

　
　
う
れ
た
く
も
九
　
鳴
く
な
る
鳥
か
。

　
　
こ
の
鳥
も
　
う
ち
止

め
こ
せ
ね
。

　
　
い
し
た
ふ
や
一
〇
　
天
馳
使









一
一
、

　
　
事
の
　
語
り
ご
と
も
　
こ
を
ば
一
二
。
　
　
（
歌
謠
番
號
二
）

　
こ
こ
に
そ
の
沼
河
日
賣








、
い
ま
だ
戸
を
開



か
ず
て
内
よ
り
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
八
千
矛









の
　
神
の
命
。

　
　
ぬ
え
く
さ
の
一
三
　
女

に
し
あ
れ
ば
、

　
　
吾

が
心
　
浦
渚





の
鳥
ぞ
一
四
。
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今
こ
そ
は
　
吾

鳥
に
あ
ら
め
。

　
　
後
は
　
汝
鳥





に
あ
ら
む
を
、

　
　
命
は
　
な
死

せ
た
ま
ひ
そ
一
五
。

　
　
い
し
た
ふ
や
　
天
馳
使
、

　
　
事
の
　
語
り
ご
と
も
　
こ
を
ば
。
　
　
（
歌
謠
番
號
三
）

　
　
青
山
に
　
日
が
隱
ら
ば
、

　
　
ぬ
ば
た
ま
の
一
六
　
夜
は
出
で
な
む
。

　
　
朝
日
の
　
咲

み
榮
え
來
て
、

　
　
※
綱






の
一
七
　
白
き
腕






　
　
沫
雪
の
一
八
　
わ
か
や
る
胸
を

　
　
そ
叩



き
　
叩
き
ま
な
が
り

　
　
眞
玉
手
　
玉
手
差
し
纏

き

　
　
股



長
に
　
寢

は
宿

さ
む
を
。

　
　
あ
や
に
　
な
戀
ひ
き
こ
し
一
九
。

　
　
八
千
矛
の
　
神
の
命
。

　
　
事
の
　
語
り
ご
と
も
　
こ
を
ば
。
　
　
（
歌
謠
番
號
四
）

　
か
れ
そ
の
夜
は
合
は
さ
ず
て
、
明
日






の
夜
御
合





し
た
ま
ひ
き
。
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ま
た
そ
の
神
の
嫡

后







須

勢

理

毘

賣

の
命
、
い
た
く
嫉

妬








み
二
〇
し
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
の
日

子

ぢ
の
神

二
一
侘
び
て
、
出
雲
よ
り
倭





の
國
に
上
り
ま
さ
む
と
し
て
、
裝
束





し
立
た
す
時
に
、
片
御
手
は
御

馬

の
鞍
に
繋

け
、
片
御
足
は
そ
の
御
鐙






に
蹈
み
入
れ
て
、
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
ぬ
ば
た
ま
の
　
黒
き
御
衣





を

　
　
ま
つ
ぶ
さ
に
　
取
り
裝



ひ
二
二

　
　
奧



つ
鳥
二
三
　
胸



見
る
時
、

　
　
羽

た
た
ぎ
二
四
も
　
こ
れ
は
宜



は
ず
、

　
　
邊

つ
浪
　
そ
に
脱
き
棄

て
、

　
　
※
鳥






の
二
五
　
青
き
御
衣





を

　
　
ま
つ
ぶ
さ
に
　
取
り
裝
ひ

　
　
奧
つ
鳥
　
胸
見
る
時
、

　
　
羽
た
た
ぎ
も
　
こ
も
宜



は
ず
、

　
　
邊
つ
浪
　
そ
に
脱
き
棄

て
、

　
　
山
縣
二
六
に
　
蒔

き
し
　
あ
た
ね
つ
き
二
七

　
　
染



木
が
汁



に
　
染

衣







を

　
　
ま
つ
ぶ
さ
に
　
取
り
裝
ひ

　
　
奧
つ
鳥
　
胸
見
る
時
、
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羽
た
た
ぎ
も
　
此

し
よ
ろ
し
。

　
　
い
と
こ
や
の
二
八
　
妹
の
命
二
九
、

　
　
群



鳥
の
三
〇
　
吾

が
群
れ
往

な
ば
、

　
　
引
け
鳥
三
一
の
　
吾
が
引
け
往
な
ば
、

　
　
泣
か
じ
と
は
　
汝

は
言
ふ
と
も
、

　
　
山
跡





の
　
一
本






す
す
き

　
　
項



傾


し
三
二
　
汝
が
泣
か
さ
ま
く
三
三

　
　
朝
雨
の
　
さ
三
四
霧
に
立

た
む
ぞ
。

　
　
若
草
の
三
五
　
嬬



の
命
。

　
　
事
の
　
語
り
ご
と
も
　
こ
を
ば
。
　
　
（
歌
謠
番
號
五
）

　
こ
こ
に
そ
の
后





　
大
御
酒
杯






を
取
ら
し
て
、
立
ち
依
り
指

擧

げ
て
、
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
八
千
矛
の
　
神
の
命
や
、

　
　
吾

が
大
國
主
。

　
　
汝

こ
そ
は
　
男

に
い
ま
せ
ば
、

　
　
う
ち
※

る
三
六
　
島
三
七
の
埼
埼

　
　
か
き
※

る
　
磯
の
埼
お
ち
ず
三
八
、

　
　
若
草
の
　
嬬



持
た
せ
ら
め
三
九
。
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吾

は
も
よ
　
女

に
し
あ
れ
ば
、

　
　
汝

を
除

て
四
〇
　
男

は
無
し
。

　
　
汝

を
除
て
　
夫



は
無
し
。

　
　
文
垣






の
　
ふ
は
や
が
下
に
四
一
、

　
　
蒸

被







　
柔





が
下
に
四
二
、

　
　
※

被







　
さ
や
ぐ
が
下
に
四
三
、

　
　
沫
雪






の
　
わ
か
や
る
胸
を

　
　
※
綱






の
　
白
き
臂






　
　
そ
叩



き
　
叩
き
ま
な
が
り
四
四

　
　
ま
玉
手
　
玉
手
差
し
纏

き

　
　
股
長






に
　
寢

を
し
な
せ
。

　
　
豐
御
酒









　
た
て
ま
つ
ら
せ
四
五
。
　
　
（
歌
謠
番
號
六
）

　
か
く
歌
ひ
て
、
す
な
は
ち
盞



結

ひ
し
て
四
六
、
項
懸





け
り
て
四
七
、
今
に
至
る
ま
で
鎭
り
ま
す
。
こ
を
神






語

四
八
と
い
ふ
。

　
　
一
　
多
く
の
武
器
の
あ
る
神
の
義
。
大
國
主
の
神
の
別
名
。
三
八
頁
參
照
。

　
　
二
　
北
越
の
沼
河
の
地
の
姫
。
ヌ
ナ
カ
ハ
は
今
の
糸
魚
川
町
附
近
だ
と
い
う
。
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三
　
男
子
が
夜
間
女
子
の
家
を
訪
れ
る
の
が
古
代
の
婚
姻
の
風
習
で
あ
る
。

　
　
四
　
ヨ
バ
ヒ
は
、
呼
ぶ
義
で
婚
姻
を
申
し
入
れ
る
意
。
サ
は
接
頭
語
。
ア
リ
タ
タ
シ
は
、
お
立
ち
に
な
つ

　
　
て
。
動
詞
の
上
に
つ
け
る
ア
リ
は
在
り
つ
つ
の
意
。
タ
タ
シ
は
立
つ
の
敬
語
。

　
　
五
　
オ
ス
ヒ
を
も
ま
だ
解
か
な
い
の
に
。
オ
ス
ヒ
は
通
例
の
服
裝
の
上
に
著
る
衣
服
。
禮
裝
、
旅
裝
な
ど

　
　
に
使
用
す
る
。
ト
カ
ネ
は
解
か
な
い
の
に
の
意
。

　
　
六
　
ナ
ス
は
寢
る
の
敬
語
。
ヤ
は
感
動
の
助
詞
で
調
子
を
つ
け
る
た
め
に
使
う
。

　
　
七
　
押
し
ゆ
す
ぶ
つ
て
。

　
　
八
　
今
ト
ラ
ツ
グ
ミ
と
い
う
鳥
。
夜
間
飛
ん
で
鳴
く
。

　
　
九
　
歎
か
わ
し
い
こ
と
に
。

　
　
一
〇
　
イ
下
フ
で
、
下
方
に
い
る
意
だ
ろ
う
。
イ
は
接
頭
語
。
ヤ
は
感
動
の
助
詞
。

　
　
一
一
　
走
り
使
い
を
す
る
部
族
。
ア
マ
は
神
聖
な
の
意
に
つ
け
る
。
こ
の
種
の
歌
を
語
り
傳
え
る
部
族
。

　
　
一
二
　
こ
の
事
を
ば
。
こ
の
通
り
で
す
。

　
　
一
三
　
譬
喩
に
よ
る
枕
詞
。
な
え
た
草
の
よ
う
な
。

　
　
一
四
　
水
鳥
で
す
。
お
ち
つ
か
な
い
譬
喩
。

　
　
一
五
　
お
な
く
な
り
な
さ
る
な
。

　
　
一
六
　
譬
喩
に
よ
る
枕
詞
。
カ
ラ
ス
オ
ウ
ギ
の
實
は
黒
い
か
ら
夜
に
冠
す
る
。

　
　
一
七
　
同
前
。
楮
で
作
つ
た
綱
は
白
い
。
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一
八
　
同
前
。
ア
ワ
の
よ
う
な
大
き
な
雪
。

　
　
一
九
　
た
い
へ
ん
に
戀
を
な
さ
い
ま
す
な
。

　
　
二
〇
　
第
二
の
妻
に
對
す
る
憎
み
。

　
　
二
一
　
夫
の
神
。

　
　
二
二
　
十
分
に
著
用
し
て
。

　
　
二
三
　
譬
喩
に
よ
る
枕
詞
。
水
鳥
の
よ
う
に
胸
を
つ
き
出
し
て
見
る
。

　
　
二
四
　
奧
つ
鳥
と
言
つ
た
の
で
、
そ
の
縁
で
い
う
。
身
の
こ
な
し
。

　
　
二
五
　
譬
喩
に
よ
る
枕
詞
。
カ
ワ
セ
ミ
。
青
い
鳥
。

　
　
二
六
　
山
の
料
地
。

　
　
二
七
　
ア
タ
ネ
は
、
ア
カ
ネ
に
同
じ
と
い
う
が
不
明
。
ア
カ
ネ
は
ア
カ
ネ
科
の
蔓
草
。
根
を
つ
い
て
ア
カ

　
　
ネ
色
の
染
料
を
と
る
。

　
　
二
八
　
イ
ト
コ
は
親
愛
な
る
人
。
ヤ
は
接
尾
語
。

　
　
二
九
　
女
子
の
敬
稱
。

　
　
三
〇
　
譬
喩
に
よ
る
枕
詞
。

　
　
三
一
　
同
前
。
空
と
お
く
引
き
去
る
鳥
。

　
　
三
二
　
首
を
か
し
げ
て
。
う
な
だ
れ
て
。

　
　
三
三
　
お
泣
き
に
な
る
こ
と
は
。
マ
ク
は
、
ム
コ
ト
に
相
當
す
る
。
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三
四
　
眞
福
寺
本
、
サ
に
當
る
字
が
無
い
。

　
　
三
五
　
譬
喩
に
よ
る
枕
詞
。

　
　
三
六
　
こ
の
ミ
ル
は
、
原
文
「
微
流
」
。
微
は
、
古
代
の
ミ
の
音
聲
二
種
の
う
ち
の
乙
類
に
屬
し
、
甲
類

　
　
の
見
る
の
ミ
の
音
聲
と
違
う
。
そ
れ
で
𢌞
る
意
で
あ
り
、
こ
こ
は
𢌞
つ
て
い
る
の
意
有
坂
博
士
で
次
の
語

　
　
を
修
飾
す
る
。

　
　
三
七
　
シ
マ
は
水
面
に
臨
ん
だ
土
地
。
は
な
れ
島
に
は
限
ら
な
い
。

　
　
三
八
　
磯
の
突
端
の
ど
こ
で
も
。

　
　
三
九
　
お
持
ち
に
な
つ
て
い
る
で
し
よ
う
。
モ
タ
セ
、
持
ツ
の
敬
語
の
命
令
形
。
ラ
、
助
動
詞
の
未
然
形
。

　
　
メ
、
助
動
詞
ム
の
已
然
形
で
、
上
の
係
助
詞
コ
ソ
を
受
け
て
結
ぶ
。

　
　
四
〇
　
汝
を
お
い
て
は
。

　
　
四
一
　
織
物
の
ト
バ
リ
の
ふ
わ
ふ
わ
し
た
下
で
。

　
　
四
二
　
あ
た
た
か
い
寢
具
の
や
わ
ら
か
い
下
で
。

　
　
四
三
　
楮
の
衾
の
ざ
わ
ざ
わ
す
る
下
で
。

　
　
四
四
　
叩
い
て
抱
き
あ
い
。

　
　
四
五
　
め
し
あ
が
れ
。
奉
る
の
敬
語
の
命
令
形
。

　
　
四
六
　
酒
盃
を
と
り
か
わ
し
て
約
束
し
て
。

　
　
四
七
　
首
に
手
を
か
け
て
。
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四
八
　
以
上
の
歌
の
名
稱
で
、
以
下
こ
の
種
の
名
稱
が
多
く
出
る
。
こ
れ
は
歌
曲
と
し
て
傳
え
ら
れ
た
の

　
　
で
そ
の
歌
曲
と
し
て
の
名
で
あ
る
。
こ
の
八
千
矛
の
神
の
贈
答
の
歌
曲
は
舞
を
伴
な
つ
て
い
た
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
〔
系
譜
〕

　
か
れ
こ
の
大
國
主
の
神
、
※
形






の
奧
津
宮







に
ま
す
神
、
多
紀
理
毘
賣
の
命
一
に
娶

ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
阿

遲
※
高
日
子
根

















の
神
。
次
に
妹
高
比
賣









の
命
二
。
ま
た
の
名
は
下
光





る
比

賣

の
命
三
。
こ
の
阿
遲
鉏
高
日
子
根

の
神
は
、
今
迦

毛

の
大
御
神
四
と
い
ふ
神
な
り
。

　
大
國
主
の
神
、
ま
た
神
屋
楯







比
賣
の
命
五
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
事
代






主
の
神
六
。
ま
た
八
島
牟
遲











の

神
の
女
鳥
取






の
神
七
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
鳥
鳴
海







の
神
。
こ
の
神
、
日
名
照
額
田
毘
道
男
伊
許
知
邇





























の

神
八
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
國
忍
富








の
神
。
こ
の
神
、
葦
那
陀
迦











の
神
ま
た
の
名
は
八
河
江
比
賣













に
娶
ひ

て
生
み
ま
せ
る
子
、
連
甕






の
多

氣

佐

波

夜

遲

奴

美

の
神
。
こ
の
神
、
天
の
甕
主






の
神
の
女
前
玉
比
賣








に
娶
ひ
て

生
み
ま
せ
る
子
、
甕
主
日
子








の
神
。
こ
の
神
、
淤

加

美

の
神
九
の
女
比

那

良

志

毘
賣
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、

多

比

理

岐

志

麻

美

の
神
。
こ
の
神
、
比

比

羅

木

の
そ
の
花
麻
豆
美











の
神
の
女
活
玉
前
玉










比
賣
の
神
に
娶
ひ
て
生

み
ま
せ
る
子
、
美
呂
浪









の
神
。
こ
の
神
、
敷
山
主








の
神
の
女
青
沼
馬
沼
押









比
賣
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
布

忍
富
鳥
鳴
海












の
神
。
こ
の
神
、
若
晝
女







の
神
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
天
の
日
腹
大
科
度
美











の
神
。
こ
の
神
、

天
の
狹
霧





の
神
の
女
遠
津
待
根








の
神
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
遠
津
山
岬
多
良
斯












の
神
。

　
　
右
の
件





、
八
島
士
奴
美













の
神
よ
り
下
、
遠
津
山
岬
帶





の
神
よ
り
前
、
十
七
世









の
神
と
い
ふ
。
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一
　
既
出
三
〇
頁
參
照
。

　
　
二
　
以
上
二
神
、
五
七
頁
に
神
話
が
あ
る
。

　
　
三
　
光
り
か
が
や
く
姫
の
義
。
美
し
い
姫
。

　
　
四
　
奈
良
縣
南
葛
城
郡
葛
城
村
に
あ
る
神
社
の
神
。

　
　
五
　
系
統
不
明
。

　
　
六
　
五
七
頁
に
神
話
が
あ
る
。
そ
の
條
參
照
。

　
　
七
　
鳥
耳
の
神
、
鳥
甘
の
神
と
す
る
傳
え
も
あ
る
。

　
　
八
　
誤
り
が
あ
つ
て
、
も
と
何
の
神
の
女
の
何
と
あ
つ
た
ら
し
い
が
不
明
。

　
　
九
　
水
の
神
。

　
　
　
　
　
〔
少
名
毘
古
那
の
神
〕

　
か
れ
大
國
主
の
神
、
出
雲
の
御

大

の
御
前





一
に
い
ま
す
時
に
、
波
の
穗
よ
り
二
、
天
の
羅
摩





の
船
三
に
乘
り

て
、
鵝





の
皮
を
内
剥





ぎ
に
剥
ぎ
て
四

衣

服

に
し
て
、
歸

り
來
る
神
あ
り
。
こ
こ
に
そ
の
名
を
問
は
せ
ど
も
答
へ

ず
、
ま
た
所
從





の
神
た
ち
に
問
は
せ
ど
も
、
み
な
知
ら
ず
と
白



し
き
。
こ
こ
に
多

邇

具

久

五
白
し
て
言



さ
く
、

「
こ
は
久

延

毘

古

六
ぞ
か
な
ら
ず
知
り
た
ら
む
」
と
白
し
し
か
ば
、
す
な
は
ち
久
延
毘
古
を
召
し
て
問
ひ
た
ま

ふ
時
に
答
へ
て
白
さ
く
、
「
こ
は
神
産
巣
日











の
神
の
御
子
少
名
毘
古
那













の
神
な
り
」
と
白
し
き
。
か
れ
こ
こ
に
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神
産
巣
日
御
祖





の
命
に
白
し
上
げ
し
か
ば
、
「
こ
は
實





に
我
が
子
な
り
。
子
の
中
に
、
我
が
手
俣






よ
り
漏

き
し

子
な
り
。
か
れ
汝





葦
原
色
許
男









の
命
と
兄
弟






と
な
り
て
、
そ
の
國
作
り
堅
め
よ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ

れ
よ
り
、
大
穴
牟
遲
と
少
名
毘
古
那
と
二
柱
の
神
相
並
び
て
、
こ
の
國
作
り
堅
め
た
ま
ひ
き
。
然
あ
り
て
後
に

は
、
そ
の
少
名
毘
古
那
の
神
は
、
常
世





の
國
七
に
度
り
ま
し
き
。
か
れ
そ
の
少
名
毘
古
那
の
神
を
顯
し
白
し
し
、

い
は
ゆ
る
久

延

毘

古

は
、
今
に
は
山
田
の
曾

富

騰

八
と
い
ふ
も
の
な
り
。
こ
の
神
は
、
足
は
あ
る
か
ね
ど
も
、

天
の
下
の
事
を
盡




に

知
れ
る
神
な
り
。

　
　
一
　
島
根
縣
八
束
郡
美
保
の
岬
。

　
　
二
　
波
の
高
み
に
乘
つ
て
。

　
　
三
　
カ
ガ
ミ
は
ガ
ガ
イ
モ
科
の
蔓
草
。
ガ
ガ
イ
モ
。
そ
の
果
實
は
莢
で
あ
り
わ
れ
る
と
白
い
毛
の
あ
る
果

　
　
實
が
飛
ぶ
。
そ
れ
を
も
と
に
し
た
神
話
。

　
　
四
　
蛾
の
皮
を
そ
つ
く
り
剥
い
で
。

　
　
五
　
ひ
き
が
え
る
。
谷
潛
り
の
義
。

　
　
六
　
か
が
し
。
こ
わ
れ
た
男
の
義
。

　
　
七
　
海
外
の
國
。
三
三
頁
脚
註
參
照
。

　
　
八
　
か
が
し
に
同
じ
。
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〔
御
諸
の
山
の
神
〕

　
こ
こ
に
大
國
主
の
神
愁
へ
て
告
り
た
ま
は
く
、
「
吾
獨
し
て
、
如
何





か
も
よ
く
こ
の
國
を
え
作
ら
む
。
い
づ

れ
の
神
と
と
も
に
、
吾

は
よ
く
こ
の
國
を
相

作

ら
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
の
時
に
海
を
光

ら
し
て
依
り
來

る
神
あ
り
。
そ
の
神
の
言

り
た
ま
は
く
、
「
我

が
前





を
よ
く
治
め
ば
一
、
吾



よ
く
と
も
ど
も
に
相
作
り
成
さ
む
。

も
し
然
あ
ら
ず
は
、
國
成
り
難



け
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
大
國
主
の
神
ま
を
し
た
ま
は
く
、
「
然
ら

ば
治
め
ま
つ
ら
む
状



は
い
か
に
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
し
か
ば
答
へ
て
の
り
た
ま
は
く
、
「
吾

を
ば
倭





の
青
垣






の

東
の
山
の
上

に
齋



き
ま
つ
れ
二
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
は
御
諸





の
山
の
上
に
ま
す
神
三
な
り
。

　
　
一
　
わ
た
し
を
よ
く
祭
つ
た
な
ら
。
神
が
現
れ
て
い
う
時
の
き
ま
つ
た
詞
。

　
　
二
　
大
和
の
國
の
東
方
の
青
い
山
の
上
に
祭
れ
。

　
　
三
　
奈
良
縣
磯
城
郡
三
輪
山
の
大
神






神
社
の
神
。
そ
の
神
社
の
起
原
神
話
。

　
　
　
　
　
〔
大
年
の
神
の
系
譜
〕

　
か
れ
そ
の
大
年
の
神
一
、
神
活
須
毘








の
神
の
女
伊

怒

比
賣
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
大
國
御
魂









の
神
。
次

に
韓



の
神
。
次
に
曾

富

理

の
神
。
次
に
白
日





の
神
。
次
に
聖





の
神
二
五
神
。
又
香
用





比
賣
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ

る
子
、
大
香
山
戸
臣










の
神
。
次
に
御
年





の
神
二
柱
。
ま
た
天
知





る
迦

流

美

豆

比
賣
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、

奧
津
日
子











の
神
。
次
に
奧
津
比
賣











の
命
、
ま
た
の
名
は
大
戸
比
賣











の
神
。
こ
は
諸
人
の
も
ち
拜



く
竈





の
神
な
り
。
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次
に
大
山
咋








の
神
。
ま
た
の
名
は
末



の
大
主






の
神
。
こ
の
神
は
近
つ
淡
海





の
國
の
日

枝

の
山
に
ま
す
三
。
ま
た

葛
野





の
松
の
尾
に
ま
す
四
、
鳴

鏑







を
用

ち
た
ま
ふ
神
な
り
。
次
に
庭
津
日









の
神
。
次
に
阿

須

波

の
神
。
次
に

波

比

岐

の
神
五
。
次
に
香
山
戸
臣








の
神
。
次
に
羽
山
戸









の
神
。
次
に
庭



の
高
津
日









の
神
。
次
に
大
土






の
神
。
ま

た
の
名
は
土



の
御
祖





の
神
九
神
。

　
　
上
の
件
、
大
年
の
神
の
子
、
大
國
御
魂
の
神
よ
り
下
、
大
土
の
神
よ
り
前
、
并
せ
て
十
六
神










。

　
羽
山
戸
の
神
、
大
氣
都
比
賣













の
神
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
若
山
咋








の
神
。
次
に
若
年
の
神
。
次
に
妹
若

沙
那
賣









の
神
。
次
に
彌

豆

麻

岐

の
神
。
次
に
夏
の
高
津
日









の
神
。
ま
た
の
名
は
夏
の
賣

の
神
。
次
に
秋
毘
賣









の

神
。
次
に
久
久
年









の
神
。
次
に
久
久
紀
若
室
葛
根












の
神
。

　
　
上
の
件
、
羽
山
戸
の
神
の
子
、
若
山
咋
の
神
よ
り
下
、
若
室
葛
根
の
神
よ
り
前
、
并
は
せ
て
八
神
。

　
　
一
　
穀
物
の
み
の
り
の
神
靈
。
三
八
頁
に
出
た
。
こ
の
神
の
系
譜
は
、
穀
物
の
耕
作
の
經
過
の
表
示
。

　
　
二
　
こ
れ
も
穀
物
の
み
の
り
の
神
。

　
　
三
　
滋
賀
縣
滋
賀
郡
坂
本
の
日
枝
神
社
。

　
　
四
　
京
都
市
右
京
區
に
あ
る
松
尾
神
社
。

　
　
五
　
以
上
二
神
、
家
の
敷
地
の
神
。
祈
年
祭
の
祝
詞
に
見
え
る
。

　
　
　
〔
五
、
天
照
ら
す
大
御
神
と
大
國
主
の
神
〕
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〔
天
若
日
子
〕

　
天
照
ら
す
大
御
神
の
命
も
ち
て
、
「
豐
葦
原
の
千
秋





の
長
五
百
秋








の
水
穗





の
國
一
は
、
我
が
御
子
正
勝
吾
勝








勝
速
日







天
の
忍
穗
耳







の
命
の
知
ら
さ
む
國
」
と
、
言
依





さ
し
た
ま
ひ
て
、
天
降






し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
天
の
忍

穗
耳
の
命
、
天
の
浮
橋
に
立
た
し
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
豐
葦
原
の
千
秋
の
長
五
百
秋
の
水
穗
の
國
は
、
い

た
く
さ
や
ぎ
て
あ
り
な
り
二
」
と
告

り
た
ま
ひ
て
、
更
に
還
り
上
り
て
、
天
照
ら
す
大
御
神
に
ま
を
し
た
ま
ひ

き
。
こ
こ
に
高
御
産
巣
日













の
神
三
、
天
照
ら
す
大
御
神
の
命
も
ち
て
、
天
の
安
の
河
の
河
原
に
八
百
萬
の
神
を

神
集






へ
に
集
へ
て
、
思
金
の
神
に
思
は
し
め
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
こ
の
葦
原
の
中
つ
國
四
は
、
我
が
御
子

の
知
ら
さ
む
國
と
、
言
依
さ
し
た
ま
へ
る
國
な
り
。
か
れ
こ
の
國
に
ち
は
や
ぶ
る
荒
ぶ
る
國
つ
神
五
ど
も
の
多



な
る
と
思
ほ
す
は
、
い
づ
れ
の
神
を
使
は
し
て
か
言
趣





け
な
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
思
金
の
神
ま
た

八
百
萬
の
神
等



議
り
て
白
さ
く
、
「
天
の
菩

比

の
神
六
、
こ
れ
遣
は
す
べ
し
」
と
ま
を
し
き
。
か
れ
天
の
菩
比

の
神
を
遣
は
し
し
か
ば
、
大
國
主
の
神
に
媚
び
つ
き
て
、
三
年
に
至
る
ま
で
復

奏







ま
を
さ
ざ
り
き
。

　
こ
こ
を
以
ち
て
高
御
産
巣
日
の
神
、
天
照
ら
す
大
御
神
、
ま
た
諸
の
神
た
ち
に
問
ひ
た
ま
は
く
、
「
葦
原
の

中
つ
國
に
遣
は
せ
る
天
の
菩
比
の
神
、
久
し
く
復

奏







ま
を
さ
ず
、
ま
た
い
づ
れ
の
神
を
使
は
し
て
ば
吉

け
む
」

と
告
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
思
金
の
神
答
へ
て
白
さ
く
、
「
天
津
國
玉









の
神
七
の
子
天
若
日
子








八
を
遣
は
す
べ

し
」
と
ま
を
し
き
。
か
れ
こ
こ
に
天



の
麻
迦
古
弓











九
天
の
波

波

矢

一
〇
を
天
若
日
子
に
賜
ひ
て
遣
は
し
き
。
こ

こ
に
天
若
日
子
、
そ
の
國
に
降
り
到
り
て
、
す
な
は
ち
大
國
主
の
神
の
女
下
照





る
比

賣

に
娶

ひ
、
ま
た
そ
の
國
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を
獲
む
と
慮



ひ
て
、
八
年
に
至
る
ま
で
復

奏







ま
を
さ
ざ
り
き
。

　
か
れ
こ
こ
に
天
照
ら
す
大
御
神
、
高
御
産
巣
日
の
神
、
ま
た
諸
の
神



た
ち
に
問
ひ
た
ま
は
く
、
「
天
若
日
子

久
し
く
復

奏







ま
を
さ
ず
、
ま
た
い
づ
れ
の
神
を
遣
は
し
て
、
天
若
日
子
が
久
し
く
留
ま
れ
る
所

由

を
問
は
む
」

と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
諸
の
神
た
ち
ま
た
思
金
の
神
答
へ
て
白
さ
く
、
「
雉
子





名

鳴
女





一
一
を
遣
は
さ
む
」

と
ま
を
す
時
に
、
詔
り
た
ま
は
く
、
「
汝





行
き
て
天
若
日
子
に
問
は
む
状
は
、
汝
を
葦
原
の
中
つ
國
に
遣
は
せ

る
所

以

は
、
そ
の
國
の
荒
ぶ
る
神
た
ち
を
言
趣





け
平



せ
と
な
り
。
何
ぞ
八
年
に
な
る
ま
で
、
復
奏
ま
を
さ
ざ
る

と
問
へ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

　
か
れ
こ
こ
に
鳴
女





、
天
よ
り
降

り
到
り
て
、
天
若
日
子
が
門
な
る
湯
津
桂







一
二
の
上
に
居
て
、
委
曲






に
天
つ

神
の
詔
命







の
ご
と
言
ひ
き
。
こ
こ
に
天



の
佐

具

賣

一
三
、
こ
の
鳥
の
言
ふ
こ
と
を
聞
き
て
、
天
若
日
子
に
語
り

て
、
「
こ
の
鳥
は
そ
の
鳴
く
音



い
と
惡
し
。
か
れ
み
づ
か
ら
射
た
ま
へ
」
と
い
ひ
進
め
け
れ
ば
、
天
若
日
子
、

天
つ
神
の
賜
へ
る
天
の
波
士
弓









天
の
加

久

矢

一
四
を
も
ち
て
、
そ
の
雉
子





を
射
殺
し
つ
。
こ
こ
に
そ
の
矢
雉
子

の
胸
よ
り
通
り
て
逆




に

射
上
げ
て
、
天
の
安
の
河
の
河
原
に
ま
し
ま
す
天
照
ら
す
大
御
神
高
木





の
神
一
五
の
御

所


に
逮



り
き
。
こ
の
高
木
の
神
は
、
高
御
産
巣
日
の
神
の
別



の
名



な
り
。
か
れ
高
木
の
神
、
そ
の
矢
を
取
ら
し

て
見
そ
な
は
せ
ば
、
そ
の
矢
の
羽
に
血
著
き
た
り
。
こ
こ
に
高
木
の
神
告
り
た
ま
は
く
、
「
こ
の
矢
は
天
若
日

子
に
賜
へ
る
矢
ぞ
」
と
告
り
た
ま
ひ
て
、
諸
の
神
た
ち
に
示

せ
て
詔
り
た
ま
は
く
、
「
も
し
天
若
日
子
、
命





を

誤


へ
ず
、
惡



ぶ
る
神
を
射
つ
る
矢
の
到
れ
る
な
ら
ば
、
天
若
日
子
に
な
中



り
そ
。
も
し
邪





き
心
あ
ら
ば
、
天
若

日
子
こ
の
矢
に
ま
が
れ
一
六
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
そ
の
矢
を
取
ら
し
て
、
そ
の
矢
の
穴
よ
り
衝
き
返
し
下
し
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た
ま
ひ
し
か
ば
、
天
若
日
子
が
、
朝
床
一
七
に
寢
た
る
高
胸
坂








に
中
り
て
死
に
き
。
こ
は
還
矢
の
本
な
り
。
ま

た
そ
の
雉
子





還
ら
ず
。
か
れ
今
に
諺
に
雉
子
の
頓

使







一
八
と
い
ふ
本
こ
れ
な
り
。

　
か
れ
天
若
日
子
が
妻

下
照





る
比

賣

の
哭

く
聲
、
風
の
む
た
一
九
響
き
て
天
に
到
り
き
。
こ
こ
に
天
な
る
天
若

日
子
が
父
天
津
國
玉









の
神
、
ま
た
そ
の
妻

子

二
〇
ど
も
聞
き
て
、
降
り
來
て
哭
き
悲
み
て
、
其
處
に
喪

屋

二
一

を
作
り
て
、
河
鴈
を
岐
佐
理
持











二
二
と
し
、
鷺



を
掃

持







二
三
と
し
、
翠
鳥






を
御
食
人









二
四
と
し
、
雀
を
碓
女





二
五
と
し
、
雉
子
を
哭
女





と
し
、
か
く
行
ひ
定
め
て
、
日
八

日

夜
八

夜

を
遊
び
た
り
き
二
六
。

　
こ
の
時
阿
遲
志
貴
高
日
子
根



















の
神
到

ま
し
て
、
天
若
日
子
が
喪

を
弔
ひ
た
ま
ふ
時
に
、
天
よ
り
降

り
到
れ
る

天
若
日
子
が
父
、
ま
た
そ
の
妻
み
な
哭
き
て
、
「
我
が
子
は
死
な
ず
て
あ
り
け
り
」
「
我
が
君
は
死
な
ず
て
ま

し
け
り
」
と
い
ひ
て
、
手
足
に
取
り
懸
か
り
て
、
哭
き
悲
み
き
。
そ
の
過





て
る
所

以

は
、
こ
の
二
柱
の
神
の
容

姿


い
と
能
く
似

れ
り
。
か
れ
こ
こ
を
以
ち
て
過
て
る
な
り
。
こ
こ
に
阿
遲
志
貴
高
日
子
根
の
神
、
い
た
く
怒
り

て
い
は
く
、
「
我
は
愛





し
き
友
な
れ
二
七
こ
そ
弔
ひ
來
つ
ら
く
の
み
。
何
ぞ
は
吾
を
、
穢
き
死



人
に
比

ふ
る
」

と
い
ひ
て
、
御
佩






の
十
掬



の
劒
を
拔
き
て
、
そ
の
喪

屋

を
切
り
伏
せ
、
足
も
ち
て
蹶

ゑ
離
ち
遣
り
き
。
こ
は
美

濃
の
國
の
藍
見





河
二
八
の
河
上
な
る
喪
山





と
い
ふ
山
な
り
。
そ
の
持
ち
て
切
れ
る
大
刀
の
名
は
大

量







と
い
ふ
。

ま
た
の
名
は
神
度





の
劒
と
い
ふ
。
か
れ
阿
治
志
貴
高
日
子
根
の
神
は
、
忿



り
て
飛
び
去
り
た
ま
ふ
時
に
、
そ
の

同

母

妹

高
比
賣









の
命
、
そ
の
御
名
を
顯
さ
む
と
思
ほ
し
て
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
天
な
る
や
二
九
　
弟
棚
機








三
〇
の

　
　
う
な
が
せ
る
　
玉
の
御
統






三
一
、
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御
統
に
　
あ
な
玉
は
や
三
二
。

　
　
み
谷



　
二



わ
た
ら
す
三
三

　
　
阿
遲
志
貴
高
日
子
根



















の
神
ぞ
。
　
　
（
歌
謠
番
號
七
）

　
こ
の
歌
は
夷
振






三
四
な
り
。

　
　
一
　
日
本
國
の
美
稱
。
ゆ
た
か
な
葦
原
で
永
久
に
穀
物
の
よ
く
生
育
す
る
國
の
義
。

　
　
二
　
た
い
へ
ん
騷
い
で
い
る
。
ア
リ
ナ
リ
は
古
い
語
法
。
ラ
行
變
格
動
詞
の
終
止
形
に
ナ
リ
が
接
續
し
て

　
　
い
る
。

　
　
三
　
こ
の
神
が
加
わ
る
の
は
思
想
的
な
意
味
か
ら
で
あ
る
。

　
　
四
　
日
本
國
。
葦
原
の
中
心
で
あ
る
國
。

　
　
五
　
暴
威
を
振
う
亂
暴
な
土
地
の
神
。

　
　
六
　
誓
約
の
條
に
出
現
し
た
神
。
出
雲
氏
の
祖
先
神
で
、
出
雲
氏
の
方
で
は
よ
く
活
躍
し
た
と
い
う
。
古

　
　
事
記
日
本
書
紀
は
中
臣
氏
系
統
の
傳
來
が
主
に
な
つ
て
い
る
の
で
わ
る
く
い
う
。

　
　
七
　
天
の
土
地
の
神
靈
。

　
　
八
　
天
か
ら
來
た
若
い
男
。
傳
説
上
の
人
物
と
し
て
後
世
の
物
語
に
も
出
る
。

　
　
九
　
鹿
の
靈
威
の
つ
い
て
い
る
弓
。

　
　
一
〇
　
大
き
な
羽
を
つ
け
た
矢
。
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一
一
　
キ
ギ
シ
の
鳥
名
は
そ
の
鳴
聲
に
よ
つ
て
い
う
。
よ
つ
て
逆
に
そ
の
名
を
鳴
く
女
の
意
に
い
う
。

　
　
一
二
　
神
聖
な
桂
樹
。
野
鳥
で
あ
る
雉
子
な
ど
が
門
口
の
樹
に
來
て
鳴
く
の
を
氣
に
し
て
何
か
の
し
る
し

　
　
だ
ろ
う
と
す
る
。

　
　
一
三
　
實
相
を
探
る
女
。
巫
女
で
鳥
の
鳴
聲
な
ど
を
判
斷
す
る
。

　
　
一
四
　
前
に
出
た
弓
矢
。
ハ
ジ
弓
は
ハ
ジ
の
木
の
弓
。
カ
ク
矢
は
鹿
兒
矢
で
鹿
の
靈
威
の
つ
い
て
い
る
矢
。

　
　
　
　
一
五
　
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
の
神
の
神
靈
の
宿
る
所
に
つ
い
て
い
う
の
だ
ろ
う
。

　
　
一
六
　
曲
れ
で
、
災
難
あ
れ
の
意
に
な
る
。

　
　
一
七
　
胡
床





と
す
る
傳
え
も
あ
る
。

　
　
一
八
　
ひ
た
す
ら
の
使
、
行
つ
た
き
り
の
使
。

　
　
一
九
　
風
と
共
に
。

　
　
二
〇
　
天
に
お
け
る
天
若
日
子
の
妻
子
。

　
　
二
一
　
葬
式
は
別
に
家
を
作
つ
て
行
う
風
習
で
あ
る
。

　
　
二
二
　
食
物
を
入
れ
た
器
を
持
つ
て
行
く
者
。

　
　
二
三
　
ホ
ウ
キ
で
穢
を
拂
う
意
で
あ
る
。

　
　
二
四
　
食
物
を
作
る
人
。

　
　
二
五
　
臼
で
つ
く
女
。

　
　
二
六
　
葬
式
の
時
に
連
日
連
夜
歌
舞
し
て
け
が
れ
を
拂
う
風
習
で
あ
る
。
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二
七
　
友
だ
ち
だ
か
ら
。

　
　
二
八
　
岐
阜
縣
長
良
川
の
上
流
。

　
　
二
九
　
ヤ
は
間
投
の
助
詞
。

　
　
三
〇
　
若
い
機
お
り
姫
。
機
お
り
は
女
子
の
技
藝
と
し
て
尊
ば
れ
て
い
た
。

　
　
三
一
　
頸
に
か
け
て
い
る
緒
に
貫
い
た
玉
。

　
　
三
二
　
大
き
な
珠
。
ハ
ヤ
は
感
動
を
示
す
。

　
　
三
三
　
谷
を
二
つ
同
時
に
渡
る
。
ミ
は
美
稱
。

　
　
三
四
　
歌
曲
の
名
。

　
　
　
　
　
〔
國
讓
り
〕

　
こ
こ
に
天
照
ら
す
大
御
神
の
詔
り
た
ま
は
く
、
「
ま
た
い
づ
れ
の
神
を
遣
は
し
て
吉

け
む
」
と
の
り
た
ま
ひ

き
。
こ
こ
に
思
金
の
神
ま
た
諸
の
神
た
ち
白
さ
く
、
「
天
の
安
の
河
の
河
上
の
天
の
石
屋





に
ま
す
、
名
は
伊

都

の
尾
羽
張









の
神
一
、
こ
れ
遣
は
す
べ
し
。
も
し
ま
た
こ
の
神
な
ら
ず
は
、
そ
の
神
の
子
建
御
雷








の
男

の
神
、
こ

れ
遣
は
す
べ
し
。
ま
た
そ
の
天
の
尾
羽
張
の
神
は
、
天
の
安
の
河
の
水
を
逆




に

塞

き
あ
げ
て
、
道
を
塞
き
居
れ

ば
、
他



し
神
は
え
行
か
じ
。
か
れ
別



に
天
の
迦

久

の
神
二
を
遣
は
し
て
問
ふ
べ
し
」
と
ま
を
し
き
。

　
か
れ
こ
こ
に
天
の
迦
久
の
神
を
使
は
し
て
、
天
の
尾
羽
張
の
神
に
問
ひ
た
ま
ふ
時
に
答
へ
白
さ
く
、
「
恐





し
、

仕
へ
ま
つ
ら
む
。
然
れ
ど
も
こ
の
道
に
は
、
僕

が
子
建
御
雷
の
神
三
を
遣
は
す
べ
し
」
と
ま
を
し
て
、
貢
進






り
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き
。

　
こ
こ
に
天
の
鳥
船
の
神
四
を
建
御
雷
の
神
に
副
へ
て
遣
は
す
。
こ
こ
を
以
ち
て
こ
の
二
神








、

出
雲
の
國
の
伊

耶

佐

の
小
濱





五
に
降
り
到
り
て
、
十
掬





の
劒
を
拔
き
て
浪
の
穗
に
逆
に
刺
し
立
て
て
六
、
そ
の
劒
の
前



に
趺



み

坐

て
、
そ
の
大
國
主
の
神
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、
「
天
照
ら
す
大
御
神
高
木
の
神
の
命
も
ち
て
問
の
使
せ
り
。

汝

が
領





け
る
葦
原
の
中
つ
國
に
、
我

が
御
子
の
知
ら
さ
む
國
と
言
よ
さ
し
た
ま
へ
り
。
か
れ
汝
が
心
い
か
に
」

と
問
ひ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
答
へ
白
さ
く
、
「
僕

は
え
白
さ
じ
。
我
が
子
八
重
言
代
主










の
神
七
こ
れ
白
す
べ
し
。

然
れ
ど
も
鳥
の

遊

漁









八
し
て
、
御

大

の
前



に
往
き
て
、
い
ま
だ
還
り
來
ず
」
と
ま
を
し
き
。
か
れ
こ
こ
に

天
の
鳥
船
の
神
を
遣
は
し
て
、
八
重
事
代
主
の
神
を
徴

し
來
て
、
問
ひ
た
ま
ふ
時
に
、
そ
の
父
の
大
神
に
語
り

て
、
「
恐





し
。
こ
の
國
は
天
つ
神
の
御
子
に
獻




り

た
ま
へ
」
と
い
ひ
て
、
そ
の
船
を
蹈
み
傾
け
て
、
天
の
逆
手





を
青
柴
垣








に
う
ち
成
し
て
、
隱
り
た
ま
ひ
き
九
。

　
か
れ
こ
こ
に
そ
の
大
國
主
の
神
に
問
ひ
た
ま
は
く
、
「
今
汝
が
子
事
代
主
の
神
か
く
白
し
ぬ
。
ま
た
白
す
べ

き
子
あ
り
や
」
と
と
ひ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
ま
た
白
さ
く
、
「
ま
た
我
が
子
建
御
名
方








の
神
一
〇
あ
り
。
こ
れ

を
除

き
て
は
無
し
」
と
、
か
く
白
し
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
そ
の
建
御
名
方
の
神
、
千
引
の
石
一
一
を
手
末






に
※



げ

て
來
て
、
「
誰

そ
我
が
國
に
來
て
、
忍



び
忍
び
か
く
物
言
ふ
。
然
ら
ば
力
競
べ
せ
む
。
か
れ
我



ま
づ
そ
の
御
手

を
取
ら
む
一
二
」
と
い
ひ
き
。
か
れ
そ
の
御
手
を
取
ら
し
む
れ
ば
、
す
な
は
ち
立
氷





に
取
り
成
し
一
三
、
ま
た

劒
刃






に
取
り
成
し
つ
。
か
れ
こ
こ
に
懼



り
て
退

き
居
り
。
こ
こ
に
そ
の
建
御
名
方
の
神
の
手
を
取
ら
む
と
乞
ひ

歸


し
て
取
れ
ば
、
若
葦
を
取
る
が
ご
と
、
※



み
批



ぎ
て
、
投
げ
離
ち
た
ま
ひ
し
か
ば
、
す
な
は
ち
逃
げ
去

に
き
。
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か
れ
追
ひ
往
き
て
、
科
野





の
國
の
洲

羽

の
海
一
四
に
迫

め
到
り
て
、
殺
さ
む
と
し
た
ま
ふ
時
に
、
建
御
名
方
の

神
白
さ
く
、
「
恐





し
、
我

を
な
殺
し
た
ま
ひ
そ
。
こ
の
地





を
除

き
て
は
、
他



し
處





に
行
か
じ
。
ま
た
我
が
父
大

國
主
の
神
の
命
に
違
は
じ
。
八
重
事
代
主
の
神
の
言





に
違
は
じ
。
こ
の
葦
原
の
中
つ
國
は
、
天
つ
神
の
御
子
の

命
の
ま
に
ま
に
獻
ら
む
」
と
ま
を
し
き
。

　
か
れ
更
に
ま
た
還
り
來
て
、
そ
の
大
國
主
の
神
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
が
子
ど
も
事
代
主
の
神
、
建
御

名
方
の
神
二

神







は
、
天
つ
神
の
御
子
の
命
の
ま
に
ま
に
違
は
じ
と
白
し
ぬ
。
か
れ
汝

が
心
い
か
に
」
と
問
ひ

た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
答
へ
白
さ
く
、
「
僕

が
子
ど
も
二
神
の
白
せ
る
ま
に
ま
に
、
僕

も
違
は
じ
。
こ
の
葦
原
の

中
つ
國
は
、
命
の
ま
に
ま
に
既
に
獻
り
ぬ
。
た
だ
僕
が
住
所





は
、
天
つ
神
の
御
子
の
天
つ
日
繼
知
ら
し
め
さ
む
、

富

足

る
天
の
御

巣

の
如
一
五
、
底
つ
石
根
に
宮
柱
太
し
り
、
高
天
の
原
に
氷

木

高
し
り
て
治
め
た
ま
は
ば
、
僕

は
百



足
ら
ず
一
六
八
十
※
手











に
隱
り
て
侍





は
む
一
七
。
ま
た
僕
が
子
ど
も
百
八
十
神








は
八
重
事
代
主
の
神
を
御

尾
前



一
八
と
し
て
仕
へ
ま
つ
ら
ば
、
違
ふ
神
は
あ
ら
じ
」
と
、
か
く
白
し
て
出
雲
の
國
の
多

藝

志

の
小
濱





一
九

に
、
天
の
御
舍






二
〇
を
造
り
て
、
水
戸





の
神
の
孫



櫛
八
玉







の
神
膳
夫






二
一
と
な
り
て
、
天
つ
御
饗





二
二
獻
る
時

に
、
祷

ぎ
白
し
て
、
櫛
八
玉
の
神
鵜
に
化

り
て
、
海



の
底
に
入
り
て
、
底
の
埴



を
咋

ひ
あ
が
り
出
で
て
二
三
、

天
の
八
十
平
瓮





二
四
を
作
り
て
、
海
布



の
柄



を
鎌

り
て
燧

臼







に
作
り
、
海

※

の
柄
を
燧

杵







に
作
り
て
、
火

を
鑽

り
出
で
て
二
五
ま
を
さ
く
、
「
こ
の
我
が
燧

れ
る
火
は
、
高
天
の
原
に
は
、
神
産
巣
日
御
祖

















の
命
の
富

足

る
天
の
新
巣





の
凝

烟

の
八
拳





垂
る
ま
で
燒

き
擧
げ
二
六
、
地



の
下
は
、
底
つ
石
根
に
燒
き
凝



し
て
、
※
繩






の
千

尋
繩
う
ち
延

へ
二
七
、
釣
す
る
海

人

が
、
口
大
の
尾
翼
鱸








二
八
さ
わ
さ
わ
に
控

き
よ
せ
騰

げ
て
、
拆



竹
の
と
を
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を
と
を
を
に
二
九
、
天
の
眞
魚
咋









三
〇
獻
る
」
と
ま
を
し
き
。
か
れ
建
御
雷
の
神
返
り
ま
ゐ
上
り
て
、
葦
原
の

中
つ
國
を
言
向





け
平



し
し
状
を
ま
を
し
き
。

　
　
一
　
イ
ザ
ナ
ギ
の
命
の
劒
の
神
靈
。
水
神
。
二
四
頁
參
照
。

　
　
二
　
鹿
の
神
靈
。

　
　
三
　
二
四
頁
參
照
。

　
　
四
　
二
二
頁
參
照
。

　
　
五
　
島
根
縣
出
雲
市
附
近
の
海
岸
。
伊
那
佐
の
小
濱
と
す
る
傳
え
も
あ
る
。
日
本
書
紀
に
五

十

田

狹

之

小

　
　
汀

。

　
　
六
　
波
の
高
み
に
劒
先
を
上
に
し
て
立
て
て
。

　
　
七
　
言
語
に
現
れ
る
神
靈
。
大
事
を
決
す
る
の
に
神
意
を
伺
い
、
そ
の
神
意
が
言
語
に
よ
つ
て
現
れ
た
こ

　
　
と
を
こ
の
神
の
言
と
し
て
傳
え
る
。
八
重
は
榮
え
る
意
に
冠
す
る
。

　
　
八
　
鳥
を
狩
す
る
こ
と
。

　
　
九
　
神
意
を
述
べ
終
つ
て
、
海
を
渡
つ
て
來
た
乘
物
を
傾
け
て
、
逆
手
を
打
つ
て
青
い
樹
枝
の
垣
に
隱
れ

　
　
た
。
逆
手
を
打
つ
は
、
手
を
下
方
に
向
け
て
打
つ
こ
と
で
呪
術
を
行
う
時
に
す
る
。
青
柴
垣
は
神
靈
の
座

　
　
所
。
神
靈
が
託
宣
を
し
て
も
と
の
神
座
に
歸
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
一
〇
　
長
野
縣
諏
訪
郡
諏
訪
神
社
上
社
の
祭
神
。
こ
の
神
に
關
す
る
こ
と
は
日
本
書
紀
に
無
い
。
插
入
説
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話
で
あ
る
。

　
　
一
一
　
千
人
で
引
く
よ
う
な
巨
岩
。

　
　
一
二
　
手
の
つ
か
み
合
い
を
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
一
三
　
立
つ
て
い
る
氷
の
よ
う
に
感
ず
る
。

　
　
一
四
　
長
野
縣
の
諏
訪
湖
。

　
　
一
五
　
天
皇
が
そ
の
位
に
お
つ
き
に
な
る
尊
い
宮
殿
の
よ
う
に
。
神
が
宮
殿
造
營
を
請
求
す
る
の
は
託
宣

　
　
の
定
型
の
一
で
あ
る
。

　
　
一
六
　
枕
詞
。

　
　
一
七
　
多
く
あ
る
物
の
す
み
に
隱
れ
て
お
り
ま
し
よ
う
。

　
　
一
八
　
指
導
者
。

　
　
一
九
　
島
根
縣
出
雲
市
の
海
岸
。

　
　
二
〇
　
宮
殿
。
出
雲
大
社
の
こ
と
。
そ
の
鎭
座
縁
起
。

　
　
二
一
　
料
理
人
。

　
　
二
二
　
尊
い
御
食
事
。

　
　
二
三
　
海
底
の
土
を
清
淨
と
し
そ
れ
を
取
つ
て
祭
具
を
作
る
。

　
　
二
四
　
多
數
の
平
た
い
皿
。

　
　
二
五
　
海
藻
の
堅
い
部
分
を
臼
と
杵
と
に
し
て
摩
擦
し
て
火
を
作
つ
て
。
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二
六
　
富
み
榮
え
る
新
築
の
家
の
煤
の
よ
う
に
長
く
垂
れ
る
ほ
ど
に
火
を
た
き
。

　
　
二
七
　
楮
の
長
い
繩
を
延
ば
し
て
。

　
　
二
八
　
口
の
大
き
く
、
尾
ひ
れ
の
大
き
い
鱸
。

　
　
二
九
　
魚
の
た
わ
む
形
容
。
さ
き
竹
の
は
枕
詞
。

　
　
三
〇
　
尊
い
御
馳
走
。

　
　
　
〔
六
、
邇
邇
藝
の
命
〕

　
　
　
　
　
〔
天
降
〕

　
こ
こ
に
天
照
ら
す
大
御
神
高
木
の
神
の
命
も
ち
て
、
太

子








正
勝
吾
勝
勝
速
日













天
の
忍
穗
耳







の
命
に
詔

り
た

ま
は
く
、
「
今
葦
原
の
中
つ
國
を
平





け
訖

へ
ぬ
と
白
す
。
か
れ
言
よ
さ
し
賜
へ
る
ま
に
ま
に
、
降
り
ま
し
て
知

ら
し
め
せ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
太
子
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
の
忍
穗
耳
の
命
答
へ
白
さ
く
、
「
僕

は
、
降
り
な
む
裝
束





せ
し
間



に
、
子
生

れ
ま
し
つ
。
名
は
天
邇
岐
志
國
邇
岐
志





















天


つ
日

高

日

子

番

の
邇

邇

藝

の

命
、
こ
の
子
を
降
す
べ
し
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
こ
の
御
子
は
、
高
木
の
神
の
女
萬
幡
豐
秋
津
師
比
賣















の
命

に
娶

ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
天
の
火
明






の
命
、
次
に
日

子

番

の
邇

邇

藝

の
命
二
柱
に
ま
す
。
こ
こ
を
以
ち
て
白

し
た
ま
ふ
ま
に
ま
に
、
日
子
番
の
邇
邇
藝
の
命
に
詔





科


せ
て
、
「
こ
の
豐
葦
原
の
水
穗
の
國
は
、
汝





の
知

ら
さ

む
國
な
り
と
こ
と
よ
さ
し
た
ま
ふ
。
か
れ
命
の
ま
に
ま
に
天

降

り
ま
す
べ
し
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
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こ
こ
に
日
子
番
の
邇
邇
藝
の
命
、
天

降

り
ま
さ
む
と
す
る
時
に
、
天
の
八
衢






一
に
居
て
、
上
は
高
天
の
原
を

光

ら
し
下
は
葦
原
の
中
つ
國
を
光
ら
す
神
こ
こ
に
あ
り
。
か
れ
こ
こ
に
天
照
ら
す
大
御
神
高
木
の
神
の
命
も
ち

て
、
天
の
宇

受

賣

の
神
に
詔
り
た
ま
は
く
、
「
汝





は
手

弱

女

人

な
れ
ど
も
、
い
向



ふ
神
と
面
勝





つ
神
な
り
二
。

か
れ
も
は
ら
汝
往
き
て
問
は
ま
く
は
、
吾

が
御
子
の
天

降

り
ま
さ
む
と
す
る
道
に
、
誰
そ
か
く
て
居
る
と
問
へ
」

と
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
問
ひ
た
ま
ふ
時
に
、
答
へ
白
さ
く
、
「
僕
は
國
つ
神
、
名
は
猿
田





毘
古
の
神
な
り
。

出
で
居
る
所

以

は
、
天
つ
神
の
御
子
天
降
り
ま
す
と
聞
き
し
か
ば
、
御
前





に
仕
へ
ま
つ
ら
む
と
し
て
、
ま
ゐ
向

ひ
侍





ふ
」
と
ま
を
し
き
。

　
こ
こ
に
天



の
兒
屋





の
命
、
布
刀
玉









の
命
、
天
の
宇
受
賣
の
命
、
伊

斯

許

理

度

賣

の
命
、
玉



の
祖



の
命
、
并
せ

て
五
伴






の
緒

三
を
支



ち
加
へ
て
、
天

降

ら
し
め
た
ま
ひ
き
。

　
こ
こ
に
そ
の
招

ぎ
し
四

八

尺

の
勾
※






、
鏡
、
ま
た
草
薙






の
劒
、
ま
た
常
世





の
思
金
の
神
、
手
力
男







の
神
、
天

の
石
門
別







の
神
五
を
副
へ
賜
ひ
て
詔

り
た
ま
は
く
は
、
「
こ
れ
の
鏡
は
、
も
は
ら
我

が
御
魂
と
し
て
、
吾
が
御

前
を
拜



く
が
ご
と
、
齋



き
ま
つ
れ
。
次
に
思
金
の
神
は
、
前





の
事



を
取
り
持
ち
て
、
政





ま

を
し
た
ま
へ
六
」
と

の
り
た
ま
ひ
き
。

　
こ
の
二
柱
の
神
は
、
拆
く
釧





五

十

鈴

の
宮
七
に
拜



き
祭
る
。
次
に
登

由

宇

氣

の
神
、
こ
は
外

つ
宮
の
度
相






に

ま
す
神
八
な
り
。
次
に
天
の
石
戸
別







の
神
、
ま
た
の
名
は
櫛
石
※








の
神
と
い
ひ
、
ま
た
の
名
は
豐



石
窻
の
神
九

と
い
ふ
。
こ
の
神
は
御
門





の
神
な
り
。
次
に
手
力
男
の
神
は
、
佐

那

の
縣





に
ま
せ
り
。

　
か
れ
そ
の
天
の
兒
屋
の
命
は
、
中
臣
の
連
等
が
祖
。
布
刀
玉
の
命
は
、
忌
部
の
首
等






が
祖
。
天
の
宇
受
賣
の
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命
は
猿
女





の
君
等
が
祖
。
伊
斯
許
理
度
賣
の
命
は
、
鏡
作
の
連
等
が
祖
。
玉
の
祖
の
命
は
、
玉
の
祖
の
連
等
が

祖
な
り
。

　
か
れ
こ
こ
に
天
の
日
子
番
の
邇
邇
藝
の
命
、
天
の
石
位






を
離
れ
、
天
の
八
重
多
那
雲













を
押
し
分
け
て
、
稜

威

の
道

別
き
道
別
き
て
一
〇
、
天
の
浮
橋
に
、
浮
き
じ
ま
り
、
そ
り
た
た
し
て
一
一
、
竺
紫





の
日
向





の
高
千
穗
の

靈

じ
ふ
る
峰



一
二
に
天

降

り
ま
し
き
。

　
か
れ
こ
こ
に
天
の
忍
日





の
命
天



つ
久

米

の
命
二
人





、
天
の
石
靫






一
三
を
取
り
負
ひ
、
頭
椎






の
大
刀
一
四
を
取

り
佩
き
、
天
の
波
士
弓









を
取
り
持
ち
、
天
の
眞

鹿

兒

矢

を
手
挾





み
、
御
前





に
立
ち
て
仕
へ
ま
つ
り
き
。
か
れ
そ

の
天
の
忍
日
の
命
、
こ
は
大
伴






の
連





等
が
祖
。
天
つ
久
米
の
命
、
こ
は
久
米
の
直
等
が
祖
な
り
。

　
こ
こ
に
詔
り
た
ま
は
く
、
「
此

地

は
韓
國
に
向
ひ
笠
紗





の
御
前





に
ま
來
通
り
て
一
五
、
朝
日
の
直



刺

す
國
、

夕
日
の
日

照

る
國
な
り
。
か
れ
此

地

ぞ
い
と
吉
き
地





」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、
底
つ
石
根
に
宮
柱
太
し
り
、
高
天

の
原
に
氷

椽

高
し
り
て
ま
し
ま
し
き
。

　
　
一
　
天
上
の
わ
か
れ
道
。

　
　
二
　
相
對
す
る
神
に
顏
で
勝
つ
神
だ
。

　
　
三
　
五
つ
の
部
族
。
ト
モ
ノ
ヲ
は
人
々
の
團
體
。
こ
の
五
神
以
下
多
く
は
皆
天
の
岩
戸
の
神
話
に
出
て
、

　
　
兩
者
の
密
接
な
關
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
　
四
　
岩
戸
の
神
話
で
天
照
ら
す
大
神
を
招
い
だ
。
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五
　
岩
戸
の
神
話
に
お
け
る
岩
屋
戸
の
神
格
。

　
　
六
　
天
皇
の
御
前
に
あ
つ
て
政
治
を
せ
よ
。
智
惠
思
慮
の
神
靈
だ
か
ら
こ
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
七
　
伊
勢
神
宮
の
内
宮
。
サ
ク
ク
シ
ロ
は
、
口
の
わ
れ
た
腕
輪
の
意
で
枕
詞
。

　
　
八
　
伊
勢
神
宮
の
外
宮
。
ト
ユ
ウ
ケ
の
神
は
豐
受
の
神
と
も
書
き
穀
物
の
神
。
こ
の
神
が
從
つ
て
下
つ
た

　
　
と
も
な
く
出
た
の
は
突
然
で
あ
る
が
豐
葦
原
の
水
穗
の
神
靈
だ
か
ら
出
し
た
の
で
あ
る
。
外
宮
の
鎭
座
は
、

　
　
雄
略
天
皇
の
時
代
の
事
と
傳
え
る
。

　
　
九
　
こ
の
二
つ
の
別
名
は
、
御
門
祭
の
祝
詞
に
見
え
る
名
で
、
門
戸
の
神
靈
と
し
て
尊
ん
で
い
る
。

　
　
一
〇
　
天
か
ら
御
座
を
離
れ
雲
を
お
し
分
け
威
勢
よ
く
道
を
別
け
て
。

　
　
一
一
　
天
の
階
段
か
ら
下
に
浮
渚
が
あ
つ
て
そ
れ
に
お
立
ち
に
な
つ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
。
古
語
を
語
り

　
　
傳
え
た
も
の
。

　
　
一
二
　
鹿
兒
島
縣
の
霧
島
山
の
一
峰
、
宮
崎
縣
西
臼
杵
郡
な
ど
傳
説
地
が
あ
る
。
思
想
的
に
は
大
嘗
祭
の

　
　
稻
穗
の
上
に
下
つ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
　
一
三
　
堅
固
な
靫
。
矢
を
入
れ
て
背
負
う
。

　
　
一
四
　
柄
の
頭
が
コ
ブ
に
な
つ
て
い
る
大
刀
。
實
は
石
器
だ
ろ
う
。

　
　
一
五
　
外
國
に
向
つ
て
笠
紗
の
御
前
へ
筋
が
通
つ
て
。
カ
サ
サ
の
御
前
は
、
鹿
兒
島
縣
川
邊
郡
の
岬
。
高

　
　
千
穗
の
嶽
の
所
在
を
そ
の
方
面
に
あ
り
と
す
る
傳
え
か
ら
來
た
の
で
あ
ろ
う
。
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〔
猿
女
の
君
〕

　
か
れ
こ
こ
に
天
の
宇
受
賣
の
命
に
詔
り
た
ま
は
く
、
「
こ
の
御
前
に
立
ち
て
仕
へ
ま
つ
れ
る
猿
田





毘
古
の
大

神
は
、
も
は
ら
顯
し
申
せ
る
汝





送
り
ま
つ
れ
。
ま
た
そ
の
神
の
御
名
は
、
汝





負
ひ
て
仕
へ
ま
つ
れ
」
と
の
り
た

ま
ひ
き
。
こ
こ
を
以
ち
て
猿
女





の
君
等
、
そ
の
猿
田
毘
古
の
男
神
の
名
を
負
ひ
て
、
女





を
猿
女
の
君
一
と
呼
ぶ

事
こ
れ
な
り
。
か
れ
そ
の
猿
田
毘
古
の
神
、
阿

耶

訶

二
に
坐
し
し
時
に
、
漁




し

て
、
比

良

夫

貝
三
に
そ
の
手
を

咋
ひ
合
は
さ
え
て
海
水





に
溺
れ
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
の
底
に
沈
み
居
た
ま
ふ
時
の
名
を
、
底



ど
く
御
魂





四
と
い

ひ
、
そ
の
海
水
の
つ
ぶ
た
つ
時
の
名
を
、
つ
ぶ
立
つ
御
魂





と
い
ひ
、
そ
の
沫



咲
く
時
の
名
を
、
あ
わ
咲
く
御
魂





と
い
ふ
。

　
こ
こ
に
猿
田
毘
古
の
神
を
送
り
て
、
還
り
到
り
て
、
す
な
は
ち
悉
に
鰭



の
廣
物
鰭
の
狹

物
五
を
追
ひ
聚
め
て

問
ひ
て
曰
は
く
、
「
汝





は
天
つ
神
の
御
子
に
仕
へ
ま
つ
ら
む
や
」
と
問
ふ
時
に
、
諸
の
魚
ど
も
み
な
「
仕
へ
ま

つ
ら
む
」
と
ま
を
す
中
に
、
海
鼠



白
さ
ず
。
こ
こ
に
天
の
宇
受
賣
の
命
、
海
鼠



に
謂
ひ
て
、
「
こ
の
口
や
答
へ

せ
ぬ
口
」
と
い
ひ
て
、
紐
小
刀







以
ち
て
そ
の
口
を
拆

き
き
。
か
れ
今
に
海
鼠
の
口
拆

け
た
り
。
こ
こ
を
以
ち
て
、

御
世






、
島
の
速
贄






六
獻
る
時
に
、
猿
女
の
君
等
に
給
ふ
な
り
。

　
　
一
　
猿
女
の
君
は
朝
廷
に
あ
つ
て
神
事
そ
の
他
に
奉
仕
し
た
。

　
　
二
　
三
重
縣
壹
志
郡
。

　
　
三
　
不
明
。
月
日
貝
だ
と
も
い
う
。
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四
　
海
底
に
つ
く
神
靈
。

　
　
五
　
大
小
の
魚
。

　
　
六
　
志
摩
の
國
か
ら
奉
る
海
産
の
た
て
ま
つ
り
物
。

　
　
　
　
　
〔
木
の
花
の
佐
久
夜
毘
賣
〕

　
こ
こ
に
天



つ
日

高

日

子

番

の
邇

邇

藝

の
命
、
笠
紗





の
御
前





に
、
麗





き
美
人





に
遇
ひ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
、

「
誰
が
女
ぞ
」
と
問
ひ
た
ま
へ
ば
、
答
へ
白
さ
く
、
「
大
山
津
見








の
神
の
女
、
名
は
神
阿
多
都











比
賣
一
。
ま
た

の
名
は
木

の
花



の
佐

久

夜

毘
賣
と
ま
を
す
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
ま
た
「
汝
が
兄
弟






あ
り
や
」
と
問
ひ
た
ま

へ
ば
答
へ
白
さ
く
、
「
我
が
姉
石
長






比
賣
あ
り
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
詔
り
た
ま
は
く
、
「
吾
、
汝

に
目
合






せ
む
と
思
ふ
は
い
か
に
」
と
の
り
た
ま
へ
ば
答
へ
白
さ
く
、
「
僕

は
え
白
さ
じ
。
僕
が
父
大
山
津
見
の

神
ぞ
白
さ
む
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
の
父
大
山
津
見
の
神
に
乞
ひ
に
遣
は
し
し
時
に
、
い
た
く
歡
喜





び
て
、
そ
の
姉
石
長






比
賣
を
副
へ
て
、
百
取






の
机

代







の
物
二
を
持
た
し
め
て
奉
り
出

し
き
。
か
れ
こ
こ
に
そ

の
姉
は
、
い
と
醜





き
に
因
り
て
、
見
畏





み
て
、
返
し
送
り
た
ま
ひ
て
、
た
だ
そ
の
弟



木

の
花



の
佐

久

夜

賣
毘
を

留
め
て
、
一
宿





婚




し

つ
。
こ
こ
に
大
山
津
見
の
神
、
石
長






比
賣
を
返
し
た
ま
へ
る
に
因
り
て
、
い
た
く
恥
ぢ
て
、

白
し
送
り
て
言



さ
く
、
「
我

が
女
二
人





竝
べ
た
て
ま
つ
れ
る
由



は
、
石
長
比
賣
を
使
は
し
て
は
、
天
つ
神
の
御

子
の
命




は

、
雪
零

り
風
吹
く
と
も
、
恆
に
石



の
如
く
、
常
磐





に
堅
磐





に
動
き
な
く
ま
し
ま
さ
む
。
ま
た
木

の
花



の
佐

久

夜

毘
賣
を
使
は
し
て
は
、
木
の
花
の
榮
ゆ
る
が
ご
と
榮
え
ま
さ
む
と
、
誓



ひ
て
貢
進






り
き
。
こ
こ
に
今

74古事記



石
長






比
賣
を
返
さ
し
め
て
、
木

の
花



の
佐

久

夜

毘
賣
を
ひ
と
り
留
め
た
ま
ひ
つ
れ
ば
、
天
つ
神
の
御
子
の
御
壽






は
、
木
の
花
の
あ
ま
ひ
の
み
ま
し
ま
さ
む
と
す
」
と
ま
を
し
き
。
か
れ
こ
こ
を
以
ち
て
今
に
至
る
ま
で
、
天






皇


た
ち
の
御
命
長
く
ま
さ
ざ
る
な
り
。

　
か
れ
後
に
木

の
花



の
佐

久

夜

毘
賣
、
ま
ゐ
出
て
白
さ
く
、
「
妾

は
妊



み
て
、
今
産



む
時
に
な
り
ぬ
。
こ
は
天

つ
神
の
御
子
、
私





に
産
み
ま
つ
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
か
れ
請



す
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
詔
り
た
ま
は

く
、
「
佐
久
夜
毘
賣
、
一
宿





に
や
妊
め
る
。
こ
は
我
が
子
に
あ
ら
じ
。
か
な
ら
ず
國
つ
神
の
子
に
あ
ら
む
」
と

の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
答
へ
白
さ
く
、
「
吾
が
妊
め
る
子
、
も
し
國
つ
神
の
子
な
ら
ば
、
産



む
時
幸



く
あ
ら

じ
。
も
し
天
つ
神
の
御
子
に
ま
さ
ば
、
幸
く
あ
ら
む
」
と
ま
を
し
て
、
す
な
は
ち
戸
無
し
八
尋
殿
三
を
作
り
て
、

そ
の
殿
内






に
入
り
て
、
土



も
ち
て
塗
り
塞



ぎ
て
、
産
む
時
に
あ
た
り
て
、
そ
の
殿
に
火
を
著
け
て
四
産
み
た
ま

ひ
き
。
か
れ
そ
の
火
の
盛
り
に
燃

ゆ
る
時
に
、
生

れ
ま
せ
る
子
の
名
は
、
火
照





の
命
こ
は
隼
人
阿
多
の
君
の
祖

な
り
。
次
に
生
れ
ま
せ
る
子
の
名
は
火

須

勢

理

の
命
五
、
次
に
生
れ
ま
せ
る
子
の
御
名
は
火

遠

理

の
命
六
、
ま

た
の
名
は
天



つ
日

高

日

子

穗

穗

出

見

の
命
三
柱
。

　
　
一
　
ア
タ
は
地
名
。
鹿
兒
島
縣
日
置
郡
。

　
　
二
　
多
數
の
机
上
に
乘
せ
る
物
。

　
　
三
　
戸
の
無
い
大
き
な
家
屋
。
分
娩
の
た
め
に
特
に
家
を
作
り
そ
の
中
に
入
つ
て
周
圍
を
塗
り
塞
ぐ
。

　
　
四
　
出
産
後
に
そ
の
産
屋
を
燒
く
風
習
の
あ
る
の
を
、
こ
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。
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五
　
火
の
衰
え
る
意
の
名
。

　
　
六
　
火
の
靜
ま
る
意
の
名
。

　
　
　
〔
七
、
日
子
穗
穗
出
見
の
命
〕

　
　
　
　
　
〔
海
幸
と
山
幸
〕

　
か
れ
火
照





の
命
は
、
海
佐
知









毘
古
一
と
し
て
、
鰭



の
廣
物
鰭
の
狹

物
を
取
り
、
火

遠

理

の
命
は
山
佐
知









毘
古

と
し
て
、
毛
の
※



物
毛
の
柔



物
二
を
取
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
火

遠

理

の
命
、
そ
の
兄





火
照





の
命
に
、
「
お
の

も
お
の
も
幸
易

へ
て
用
ゐ
む
」
と
謂

ひ
て
、
三
度
乞
は
し
し
か
ど
も
、
許
さ
ざ
り
き
。
然
れ
ど
も
遂
に
わ
づ
か

に
え
易
へ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
火

遠

理

の
命
、
海
幸
三
を
も
ち
て
魚

釣
ら
す
に
、
ふ
つ
に
一
つ
の
魚
だ
に
得
ず
、

ま
た
そ
の
鉤




を

も
海
に
失
ひ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
兄





火
照
の
命
そ
の
鉤
を
乞
ひ
て
、
「
山
幸
も
お
の
が
幸

幸
。
海
幸
も
お
の
が
幸
幸
。
今
は
お
の
も
お
の
も
幸
返
さ
む
」
と
い
ふ
時
に
、
そ
の
弟





火
遠
理
の
命
答
へ
て
曰

は
く
、
「
汝





の
鉤
は
、
魚
釣
り
し
に
一
つ
の
魚
だ
に
得
ず
て
、
遂
に
海
に
失
ひ
つ
」
と
ま
を
し
た
ま
へ
ど
も
、

そ
の
兄
強




に

乞
ひ
徴



り
き
。
か
れ
そ
の
弟
、
御
佩
し
の
十
拳
の
劒
を
破
り
て
、
五
百
鉤









を
作
り
て
、
償





ひ
た
ま

へ
ど
も
、
取
ら
ず
、
ま
た
一
千
鉤





を
作
り
て
、
償
ひ
た
ま
へ
ど
も
、
受
け
ず
し
て
、
「
な
ほ
そ
の
本
の
鉤
を
得

む
」
と
い
ひ
き
。

　
こ
こ
に
そ
の
弟
、
泣
き
患
へ
て
海
邊






に
い
ま
し
し
時
に
、
鹽
椎






の
神
四
來
て
問
ひ
て
曰
は
く
、
「
何



に
ぞ
虚

76古事記



空

津

日

高

五
の
泣
き
患
へ
た
ま
ふ
所

由

は
」
と
問
へ
ば
、
答
へ
た
ま
は
く
、
「
我
、
兄
と
鉤




を

易
へ
て
、
そ
の

鉤
を
失
ひ
つ
。
こ
こ
に
そ
の
鉤
を
乞
へ
ば
、
多





の
鉤
を
償
へ
ど
も
、
受
け
ず
て
、
な
ほ
そ
の
本
の
鉤
を
得
む
と

い
ふ
。
か
れ
泣
き
患
ふ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
鹽
椎
の
神
、
「
我
、
汝
が
命
の
た
め
に
、
善
き
議




せ

む
」

と
い
ひ
て
、
す
な
は
ち
間

な
し
勝
間





の
小
船
六
を
造
り
て
、
そ
の
船
に
載
せ
ま
つ
り
て
、
教
へ
て
ま
を
さ
く
、

「
我
、
こ
の
船
を
押
し
流
さ
ば
、
や
や
暫





い
で
ま
さ
ば
、
御

路

あ
ら
む
。
す
な
は
ち
そ
の
道
に
乘
り
て
い
で
ま

し
な
ば
、
魚
鱗





の
ご
と
造
れ
る
宮

室

七
、
そ
れ
綿
津
見









の
神
の
宮
な
り
。
そ
の
神
の
御
門
に
到
り
た
ま
は
ば
、

傍
の
井
の
上
に
湯
津
香
木











八
あ
ら
む
。
か
れ
そ
の
木
の
上
に
ま
し
ま
さ
ば
、
そ
の
海



の
神
の
女
、
見
て
議



ら
む

も
の
ぞ
」
と
教
へ
ま
つ
り
き
。

　
か
れ
教
へ
し
ま
に
ま
に
、
少
し
行

で
ま
し
け
る
に
、
つ
ぶ
さ
に
そ
の
言
の
如
く
な
り
き
。
す
な
は
ち
そ
の
香

木
に
登
り
て
ま
し
ま
す
。
こ
こ
に
海



の
神
の
女
豐
玉
毘
賣








の
從
婢






、
玉
※






九
を
持
ち
て
、
水
酌
ま
む
と
す
る
時

に
、
井
に
光



あ
り
。
仰
ぎ
見
れ
ば
、
麗





し
き
壯
夫





あ
り
。
い
と
奇



し
と
お
も
ひ
き
。
こ
こ
に
火
遠
理
の
命
、
そ

の
婢




を

見
て
、
「
水
を
た
ま
へ
」
と
乞
ひ
た
ま
ふ
。
婢
す
な
は
ち
水
を
酌
み
て
、
玉
盌
に
入
れ
て
貢
進






る
。
こ

こ
に
水
を
ば
飮
ま
さ
ず
し
て
、
御
頸
の
※



を
解
か
し
て
、
口
に
含



み
て
そ
の
玉
盌
に
唾



き
入

れ
た
ま
ひ
き
。
こ

こ
に
そ
の
璵
、
器



に
著
き
て
一
〇
、
婢
璵
を
え
離
た
ず
、
か
れ
著
き
な
が
ら
に
し
て
豐
玉
毘
賣
の
命
に
進
り
き
。

こ
こ
に
そ
の
璵
を
見
て
、
婢
に
問
ひ
て
曰
く
、
「
も
し
門



の
外

に
人
あ
り
や
」
と
問
ひ
し
か
ば
、
答
へ
て
曰
は

く
、
「
我
が
井
の
上
の
香
木
の
上
に
人
い
ま
す
。
い
と
麗
し
き
壯
夫
な
り
。
我
が
王
に
も
益
り
て
い
と
貴
し
。

か
れ
そ
の
人
水
を
乞
は
し
つ
。
か
れ
水
を
奉
り
し
か
ば
、
水
を
飮
ま
さ
ず
て
、
こ
の
璵
を
唾
き
入
れ
つ
。
こ
れ
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え
離
た
ざ
れ
ば
、
入
れ
し
ま
に
ま
將

ち
來
て
獻
る
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
豐
玉
毘
賣
の
命
、
奇
し
と
思
ほ
し

て
、
出
で
見
て
見
感



で
て
、
目
合






し
て
、
そ
の
父
に
、
白
し
て
曰
は
く
、
「
吾
が
門
に
麗
し
き
人
あ
り
」
と
ま

を
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
海



の
神
み
づ
か
ら
出
で
見
て
、
「
こ
の
人
は
、
天
つ
日
高
の
御
子
、
虚
空
つ
日
高
な

り
」
と
い
ひ
て
、
す
な
は
ち
内
に
率
て
入
れ
ま
つ
り
て
、
海

驢

の
皮
の
疊
八
重
一
一
を
敷
き
、
ま
た
※



疊
八
重

一
二
を
そ
の
上
に
敷
き
て
、
そ
の
上
に
坐

せ
ま
つ
り
て
、
百
取
の
机

代







の
物
を
具
へ
て
、
御
饗





し
て
、
そ
の

女
豐
玉






毘
賣
に
婚

は
せ
ま
つ
り
き
。
か
れ
三
年
一
三
に
至
る
ま
で
、
そ
の
國
に
住
み
た
ま
ひ
き
。

　
こ
こ
に
火
遠
理
の
命
、
そ
の
初
め
の
事
を
思
ほ
し
て
、
大
き
な
る
歎





一
つ
し
た
ま
ひ
き
。
か
れ
豐
玉






毘
賣
の

命
、
そ
の
歎
を
聞
か
し
て
、
そ
の
父
に
白
し
て
言
は
く
、
「
三
年
住
み
た
ま
へ
ど
も
、
恆
は
歎
か
す
こ
と
も
無

か
り
し
に
、
今
夜





大
き
な
る
歎
一
つ
し
た
ま
ひ
つ
る
は
、
け
だ
し
い
か
な
る
由
か
あ
ら
む
」
と
ま
を
し
き
。
か

れ
、
そ
の
父
の
大
神
、
そ
の
聟
の
夫
に
問
ひ
て
曰
は
く
、
「
今

旦

我
が
女
の
語
る
を
聞
け
ば
、
三
年
坐
し
ま
せ

ど
も
、
恆
は
歎
か
す
こ
と
も
無
か
り
し
に
、
今
夜
大
き
な
る
歎
し
た
ま
ひ
つ
と
ま
を
す
。
け
だ
し
故
あ
り
や
。

ま
た
此

間

に
來
ま
せ
る
由
は
い
か
に
」
と
問
ひ
ま
つ
り
き
。
こ
こ
に
そ
の
大
神
に
語
り
て
、
つ
ぶ
さ
に
そ
の
兄

の
失
せ
に
し
鉤
を
徴



れ
る
状
の
如
語
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
を
以
ち
て
海
の
神
、
悉
に
鰭
の
廣
物
鰭
の
狹
物
を
召

び
集
へ
て
問
ひ
て
曰
は
く
、
「
も
し
こ
の
鉤
を
取
れ
る
魚
あ
り
や
」
と
問
ひ
き
。
か
れ
諸
の
魚
ど
も
白
さ
く
、

「
こ
の
ご
ろ
赤
海
※
魚





ぞ
、
喉





に
※



一
四
あ
り
て
、
物
え
食
は
ず
と
愁
へ
言
へ
る
。
か
れ
か
な
ら
ず
こ
れ
が
取

り
つ
ら
む
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
赤
海
鯽
魚
の
喉
を
探
り
し
か
ば
、
鉤
あ
り
。
す
な
は
ち
取
り
出
で
て
清

洗

ぎ
て
、
火
遠
理
の
命
に
奉
る
時
に
、
そ
の
綿
津
見
の
大
神
誨



へ
て
曰
さ
く
、
「
こ
の
鉤
を
そ
の
兄
に
給
ふ
時
に
、
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の
り
た
ま
は
む
状
は
、
こ
の
鉤
は
、
淤

煩

鉤

、
須

須

鉤

、
貧
鉤





、
宇

流

鉤

と
い
ひ
て
一
五
、
後
手






一
六
に
賜
へ
。

然
し
て
そ
の
兄
高
田





を
作
ら
ば
、
汝
が
命
は
下
田





を
營



り
た
ま
へ
。
そ
の
兄
下
田
を
作
ら
ば
、
汝
が
命
は
高
田

を
營
り
た
ま
へ
一
七
。
然
し
た
ま
は
ば
、
吾
水
を
掌

れ
ば
、
三
年
の
間
に
か
な
ら
ず
そ
の
兄
貧
し
く
な
り
な
む
。

も
し
そ
れ
然
し
た
ま
ふ
事
を
恨
み
て
攻
め
戰
は
ば
、
鹽



盈

つ
珠



一
八
を
出
し
て
溺
ら
し
、
も
し
そ
れ
愁
へ
ま
を

さ
ば
、
鹽



乾

る
珠



を
出
し
て
活



し
、
か
く
惚
苦





め
た
ま
へ
」
と
ま
を
し
て
、
鹽
盈
つ
珠
鹽
乾
る
珠
并
せ
て
兩
箇





を
授
け
ま
つ
り
て
、
す
な
は
ち
悉
に
鰐
ど
も
を
よ
び
集
へ
て
、
問
ひ
て
曰
は
く
、
「
今
天
つ
日
高
の
御
子
虚
空

つ
日
高
、
上



つ
國



一
九
に
幸

で
ま
さ
む
と
す
。
誰
は
幾
日
に
送
り
ま
つ
り
て
、
覆





奏


さ
む
」
と
問
ひ
き
。
か
れ

お
の
も
お
の
も
お
の
が
身
の
尋

長

の
ま
に
ま
に
、
日
を
限
り
て
白
す
中
に
、
一
尋
鰐
二
〇
白
さ
く
、
「
僕

は
一

日
に
送
り
ま
つ
り
て
、
や
が
て
還
り
來
な
む
」
と
ま
を
し
き
。
か
れ
こ
こ
に
そ
の
一
尋
鰐
に
告
り
た
ま
は
く
、

「
然
ら
ば
汝
送
り
ま
つ
れ
。
も
し
海



中
を
渡
る
時
に
、
な
惶
畏






せ
ま
つ
り
そ
」
と
の
り
て
、
す
な
は
ち
そ
の
鰐

の
頸
に
載
せ
ま
つ
り
て
、
送
り
出
し
ま
つ
り
き
。
か
れ
期



り
し
が
ご
と
一
日
の
内
に
送
り
ま
つ
り
き
。
そ
の
鰐

返
り
な
む
と
す
る
時
に
、
佩
か
せ
る
紐
小
刀
二
一
を
解
か
し
て
、
そ
の
頸
に
著
け
て
返
し
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ

の
一
尋
鰐
は
、
今
に
佐
比
持









の
神
二
二
と
い
ふ
。

　
こ
こ
を
以
ち
て
つ
ぶ
さ
に
海



の
神
の
教
へ
し
言
の
如
、
そ
の
鉤
を
與
へ
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
れ
よ
り
後
、
い

よ
よ
貧
し
く
な
り
て
、
更
に
荒
き
心
を
起
し
て
迫
め
來

。
攻
め
む
と
す
る
時
は
、
鹽
盈
つ
珠
を
出
し
て
溺
ら
し
、

そ
れ
愁
へ
ま
を
せ
ば
、
鹽
乾
る
珠
を
出
し
て
救
ひ
、
か
く
惚
苦





め
た
ま
ひ
し
時
に
、
稽

首

白
さ
く
、
「
僕

は
今

よ
以

後

、
汝
が
命
の
晝
夜






の
守
護
人







と
な
り
て
仕
へ
ま
つ
ら
む
」
と
ま
を
し
き
。
か
れ
今
に
至
る
ま
で
、
そ
の
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溺
れ
し
時
の
種
種
の
態



、
絶
え
ず
仕
へ
ま
つ
る
な
り
二
三
。

　
　
一
　
海
の
幸
の
あ
る
男
。
サ
チ
は
威
力
で
、
道
具
に
宿
つ
て
お
り
サ
チ
を
有
す
る
者
が
獲
物
が
多
い
の
で

　
　
あ
る
。

　
　
二
　
獸
類
と
鳥
類
。

　
　
三
　
海
の
サ
チ
の
宿
つ
て
い
る
釣
針
。

　
　
四
　
海
水
の
神
靈
。
諸
國
の
海
岸
に
う
ち
寄
せ
る
の
で
物
知
り
だ
と
す
る
。

　
　
五
　
日
子
穗
穗
出
見
の
命
。

　
　
六
　
す
き
ま
の
無
い
籠
の
船
。
實
際
的
に
は
竹
の
類
で
編
ん
で
樹
脂
を
塗
つ
て
作
つ
た
船
で
あ
り
、
思
想

　
　
的
に
は
神
の
乘
物
で
あ
る
。

　
　
七
　
魚
の
う
ろ
こ
の
よ
う
に
作
つ
た
宮
殿
。
瓦
ぶ
き
の
家
で
大
陸
の
建
築
が
想
像
さ
れ
て
い
る
。

　
　
八
　
井
の
傍
の
樹
木
に
神
が
降
る
の
は
、
信
仰
に
も
と
づ
く
き
ま
つ
た
型
で
あ
る
。

　
　
九
　
美
し
い
椀
。

　
　
一
〇
　
水
を
汲
ん
だ
椀
に
樹
上
に
い
た
神
の
靈
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
一
一
　
海
獸
ア
シ
カ
の
皮
の
敷
物
を
八
重
に
か
さ
ね
て
。

　
　
一
二
　
織
つ
た
ま
ま
の
絹
の
敷
物
八
重
を
か
さ
ね
て
。

　
　
一
三
　
こ
の
種
の
説
話
に
出
る
き
ま
つ
た
年
數
。
浦
島
も
龍
宮
に
三
年
い
た
と
い
う
。
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一
四
　
の
ど
に
さ
さ
つ
た
骨
が
あ
つ
て
。

　
　
一
五
　
鉤
を
わ
る
く
言
つ
て
サ
チ
を
離
れ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ぼ
ん
や
り
鉤
、
す
さ
み
鉤
、
貧
乏
鉤
、
愁

　
　
苦
の
鉤
。

　
　
一
六
　
手
を
う
し
ろ
に
し
て
あ
げ
な
さ
い
。
呪
術
の
意
味
で
あ
る
。

　
　
一
七
　
毎
年
土
地
を
選
定
し
て
耕
作
す
る
の
で
、
水
の
多
い
年
に
は
高
田
を
作
る
に
利
あ
り
、
水
の
無
い

　
　
年
は
そ
の
反
對
で
あ
る
。

　
　
一
八
　
海
は
潮
が
滿
ち
干
す
る
の
で
、
海
の
神
は
水
の
さ
し
ひ
き
を
つ
か
さ
ど
る
と
し
、
そ
れ
は
そ
の
力

　
　
を
有
す
る
玉
を
持
つ
て
い
る
か
ら
と
考
え
た
。
動
詞
乾
る
は
古
く
は
上
二
段
活
で
、
連
體
形
は
フ
ル
。

　
　
一
九
　
人
間
の
世
界
。
上
方
に
あ
る
と
考
え
た
。

　
　
二
〇
　
人
が
左
右
に
手
を
ひ
ろ
げ
た
長
さ
の
ワ
ニ
。
ワ
ニ
は
三
九
頁
參
照
。

　
　
二
一
　
紐
の
つ
い
て
い
る
小
刀
。

　
　
二
二
　
鋤
を
持
つ
て
い
る
神
。
サ
ヒ
は
鋤
で
あ
り
武
器
で
も
あ
る
。

　
　
二
三
　
隼
人
が
亂
舞
を
し
て
宮
廷
に
仕
え
る
こ
と
の
起
原
説
明
。
隼
人
舞
は
そ
の
種
族
の
獨
自
の
舞
で
あ

　
　
る
の
を
溺
れ
る
さ
ま
の
ま
ね
と
し
て
説
明
し
た
。

　
　
　
　
　
〔
豐
玉
毘
賣
の
命
〕

　
こ
こ
に
海



の
神
の
女
豐
玉






毘
賣
の
命
、
み
づ
か
ら
ま
ゐ
出
て
白
さ
く
、
「
妾



す
で
に
妊
め
る
を
、
今
産



む
時
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に
な
り
ぬ
。
こ
を
念
ふ
に
、
天
つ
神
の
御
子
、
海
原
に
生
み
ま
つ
る
べ
き
に
あ
ら
ず
、
か
れ
ま
ゐ
出
き
つ
」
と

ま
を
し
き
。
こ
こ
に
す
な
は
ち
そ
の
海
邊
の
波
限





に
、
鵜
の
羽
を
葺

草

に
し
て
、
産
殿





を
造
り
き
。
こ
こ
に
そ

の
産
殿





、
い
ま
だ
葺
き
合
へ
ね
ば
、
御
腹
の
急

き
に
忍

へ
ざ
り
け
れ
ば
、
産
殿
に
入
り
ま
し
き
。
こ
こ
に
産
み

ま
す
時
に
あ
た
り
て
、
そ
の
日

子

一
ぢ
に
白
し
て
言
は
く
、
「
お
よ
そ
他



し
國
の
人
は
、
産



む
時
に
な
り
て
は
、

本


つ
國
の
形
に
な
り
て
生
む
な
り
。
か
れ
、
妾
も
今
本



の
身
に
な
り
て
産
ま
む
と
す
。
願
は
く
は
妾
を
な
見
た

ま
ひ
そ
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
二
。
こ
こ
に
そ
の
言
を
奇
し
と
思
ほ
し
て
、
そ
の
ま
さ
に
産
み
ま
す
を
伺
見






た

ま
へ
ば
、
八
尋
鰐
に
な
り
て
、
匍
匐



ひ
も
こ
よ
ひ
き
三
。
す
な
は
ち
見
驚
き
畏
み
て
、
遁
げ
退

き
た
ま
ひ
き
。

こ
こ
に
豐
玉






毘
賣
の
命
、
そ
の
伺
見






た
ま
ひ
し
事
を
知
り
て
、
う
ら
恥



し
と
お
も
ほ
し
て
、
そ
の
御
子
を
生
み

置
き
て
白
さ
く
、
「
妾



、
恆
は
海
道






を
通
し
て
、
通
は
む
と
思
ひ
き
。
然
れ
ど
も
吾
が
形
を
伺
見






た
ま
ひ
し
が
、

い
と
※





し
き
こ
と
」
と
ま
を
し
て
、
す
な
は
ち
海
坂






を
塞

き
て
、
返
り
入
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
を
以
ち
て
そ
の

産

み
ま
せ
る
御
子
に
名
づ
け
て
、
天



つ
日
高
日
子
波
限
建
鵜
葺
草
葺
合































へ
ず
の
命
と
ま
を
す
。
然
れ
ど
も
後
に

は
、
そ
の
伺
見






た
ま
ひ
し
御
心
を
恨
み
つ
つ
も
、
戀

ふ
る
心
に
え
忍

へ
ず
し
て
、
そ
の
御
子
を
養



し
ま
つ
る
縁



に
因
り
て
、
そ
の
弟





玉
依
毘
賣
に
附
け
て
、
歌
獻
り
た
ま
ひ
き
。
そ
の
歌
、

　
　
赤
玉
は
　
緒
さ
へ
光



れ
ど
、

　
　
白
玉
の
　
君
が
裝





し
四

　
　
貴
く
あ
り
け
り
。
　
　
（
歌
謠
番
號
八
）

　
か
れ
そ
の
日
子





答
へ
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、
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奧



つ
鳥
五
　
鴨
著



く
島
に

　
　
我
が
率

寢

し
　
妹
は
忘
れ
じ
。

　
　
世
の
盡




に

。
　
　
（
歌
謠
番
號
九
）

　
か
れ
日
子
穗
穗
出
見
の
命
は
、
高
千
穗
の
宮
に
五
百
八
拾
歳











ま
し
ま
し
き
。
御
陵



は
そ
の
高
千
穗
の
山
の
西

に
あ
り
。

　
　
一
　
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
の
命
。

　
　
二
　
こ
の
種
の
説
話
の
要
素
の
一
で
あ
る
女
子
の
命
ず
る
禁
止
で
あ
り
、
男
子
が
そ
の
禁
を
破
る
こ
と
に

　
　
よ
つ
て
別
離
に
な
る
。
イ
ザ
ナ
ミ
の
命
の
黄
泉
訪
問
の
神
話
に
も
こ
れ
が
あ
つ
た
。

　
　
三
　
大
き
な
ワ
ニ
に
な
つ
て
這
い
ま
わ
つ
た
。

　
　
四
　
白
玉
の
よ
う
な
君
の
容
儀
。
下
の
シ
は
強
意
の
助
詞
。

　
　
五
　
説
明
に
よ
る
枕
詞
。

　
　
　
〔
八
、
鵜
葺
草
葺
合
へ
ず
の
命
〕

　
こ
の
天
つ
日
高
日
子
波
限
建
鵜
葺
草
葺
合
へ
ず
の
命
、
そ
の
姨





玉
依
毘
賣
の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御

子
の
名
は
、
五
瀬
の
命
、
次
に
稻
氷





の
命
、
次
に
御

毛

沼

の
命
、
次
に
若
御
毛
沼











の
命
一
、
ま
た
の
名
は
豐

御
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毛
沼





の
命
、
ま
た
の
名
は
神
倭
伊
波
禮
毘
古












の
命
二
四
柱
。
か
れ
御
毛
沼
の
命
は
、
波
の
穗
を
跳

み
て
、
常
世

の
國
に
渡
り
ま
し
、
稻
氷
の
命
は
、
妣



の
國
三
と
し
て
、
海
原
に
入
り
ま
し
き
。

　
　
一
　
神
武
天
皇
。
神
武
天
皇
の
稱
は
漢
風
の
諡
號
と
い
い
奈
良
時
代
に
奉
つ
た
も
の
。

　
　
二
　
大
和
の
國
の
磐
余
の
地
に
お
い
で
に
な
つ
た
御
方
の
意
。

　
　
三
　
亡
き
母
豐
玉
毘
賣
の
國
。

古
事
記
　
上
つ
卷
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古
事
記
　
中
つ
卷

　
　
　
〔
一
、
神
武
天
皇
〕

　
　
　
　
　
〔
東
征
〕

　
神
倭
伊
波
禮
毘
古












の
命
、
そ
の
同

母

兄

五
瀬
の
命
と
二
柱
、
高
千
穗
の
宮
に
ま
し
ま
し
て
議



り
た
ま
は
く
、

「
い
づ
れ
の
地





に
ま
さ
ば
、
天
の
下
の
政
を
平
け
く
聞



し
め
さ
む
。
な
ほ
東
の
か
た
に
、
行
か
む
」
と
の
り
た

ま
ひ
て
、
す
な
は
ち
日
向





一
よ
り
發

た
し
て
、
筑
紫
に
幸

で
ま
し
き
。
か
れ
豐
國
の
宇

沙

二
に
到
り
ま
し
し
時

に
、
そ
の
土
人






名
は
宇

沙

都

比

古

、
宇

沙

都

比

賣

二
人
、
足
一
騰










の
宮
三
を
作
り
て
、
大
御
饗







獻
り
き
。
其

地

よ
り
遷
り
ま
し
て
、
竺
紫





の
岡
田
の
宮
四
に
一
年
ま
し
ま
し
き
。
ま
た
そ
の
國
よ
り
上
り
幸
で
ま
し
て
、
阿

岐

の
國
の
多

祁

理

の
宮
五
に
七
年
ま
し
ま
し
き
。
ま
た
そ
の
國
よ
り
遷
り
上
り
幸
で
ま
し
て
、
吉
備
の
高
島
の

宮
六
に
八
年
ま
し
ま
し
き
。

　
　
一
　
九
州
の
東
方
。

　
　
二
　
大
分
縣
宇
佐
。

　
　
三
　
柱
が
一
本
浮
き
上
つ
た
宮
殿
。
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四
　
福
岡
縣
遠
賀
郡
遠
賀
川
の
河
口
の
地
。

　
　
五
　
廣
島
縣
安
藝
郡
。

　
　
六
　
岡
山
縣
兒
島
郡
。

　
　
　
　
　
〔
速
吸
の
門
〕

　
か
れ
そ
の
國
よ
り
上
り
幸
で
ま
す
時
に
、
龜
の
甲

に
乘
り
て
、
釣
し
つ
つ
打
ち
羽
振
り
來
る
人
一
、
速
吸






の

門

二
に
遇
ひ
き
。
こ
こ
に
喚
び
よ
せ
て
、
問
ひ
た
ま
は
く
、
「
汝





は
誰
ぞ
」
と
問
は
し
け
れ
ば
、
答
へ
て
曰
は

く
、
「
僕

は
國
つ
神
な
り
」
と
ま
を
し
き
。
ま
た
問
ひ
た
ま
は
く
「
汝
は
海



つ
道

を
知
れ
り
や
」
と
問
は
し
け

れ
ば
、
答
へ
て
曰
は
く
、
「
能
く
知
れ
り
」
と
ま
を
し
き
。
ま
た
問
ひ
た
ま
は
く
「
從





に
仕
へ
ま
つ
ら
む
や
」

と
問
は
し
け
れ
ば
、
答
へ
て
曰
は
く
「
仕
へ
ま
つ
ら
む
」
と
ま
を
し
き
。
か
れ
こ
こ
に
槁



を
指
し
度



し
て
、
そ

の
御
船
に
引
き
入
れ
て
、
槁
根
津
日
子













と
い
ふ
名
を
賜
ひ
き
。
こ
は
倭
の
國
の
造
等
が
祖
な
り
。

　
　
一
　
勢
い
よ
く
く
る
人
。

　
　
二
　
潮
の
さ
し
ひ
き
の
早
い
海
峽
。
豐
後
水
道
。
岡
山
縣
を
出
て
難
波
に
向
う
の
に
豐
後
水
道
を
通
つ
た

　
　
と
す
る
は
地
理
上
不
合
理
で
あ
る
が
、
元
來
こ
の
一
節
は
別
に
遊
離
し
て
い
た
も
の
が
插
入
さ
れ
た
の
で
、

　
　
こ
の
よ
う
な
形
に
な
つ
た
。
日
本
書
紀
で
は
日
向
か
ら
出
て
直
に
速
吸
の
門
に
か
か
つ
て
い
る
。
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〔
五
瀬
の
命
〕

　
か
れ
そ
の
國
よ
り
上
り
行

で
ま
す
時
に
、
浪
速






の
渡





一
を
經
て
、
青
雲
二
の
白
肩






の
津
三
に
泊

て
た
ま
ひ
き
。

こ
の
時
に
、
登

美

の
那

賀

須

泥

毘

古

四
、
軍
を
興
し
て
、
待
ち
向
へ
て
戰
ふ
。
こ
こ
に
、
御
船
に
入
れ
た
る
楯

を
取
り
て
、
下

り
立
ち
た
ま
ひ
き
。
か
れ
其

地

に
號
け
て
楯
津





と
い
ふ
。
今
に
は
日
下





の
蓼
津





と
い
ふ
。
こ
こ

に
登

美

毘
古
と
戰
ひ
た
ま
ひ
し
時
に
、
五
瀬





の
命
、
御
手
に
登
美
毘
古
が
痛
矢
串







を
負
は
し
き
。
か
れ
こ
こ
に

詔
り
た
ま
は
く
、
「
吾
は
日
の
神
の
御
子
と
し
て
、
日
に
向
ひ
て
戰
ふ
こ
と
ふ
さ
は
ず
。
か
れ
賤
奴





が
痛
手
を

負
ひ
つ
。
今
よ
は
行
き
※



り
て
、
日
を
背
に
負
ひ
て
撃
た
む
」
と
、
期



り
た
ま
ひ
て
、
南
の
方
よ
り
𢌞
り
幸
で

ま
す
時
に
、
血

沼

の
海
五
に
到
り
て
、
そ
の
御
手
の
血
を
洗
ひ
た
ま
ひ
き
。
か
れ
血
沼
の
海
と
い
ふ
。
其

地

よ

り
𢌞
り
幸
で
ま
し
て
、
紀

の
國
の
男

の
水
門





六
に
到
り
ま
し
て
、
詔
り
た
ま
は
く
、
「
賤
奴





が
手
を
負
ひ
て
や
、

命
す
ぎ
な
む
」
と
男
健






し
て
崩




り

ま
し
き
。
か
れ
そ
の
水
門





に
名
づ
け
て
男

の
水
門
と
い
ふ
。
陵





は
紀
の
國
の

竈
山






七
に
あ
り
。

　
　
一
　
難
波
の
渡
。
當
時
は
大
阪
灣
が
更
に
深
く
灣
入
し
、
大
和
の
國
の
水
を
集
め
た
大
和
川
は
、
河
内
の

　
　
國
に
入
つ
て
北
流
し
て
淀
川
に
合
流
し
て
い
た
。
そ
れ
を
溯
上
し
て
河
内
に
入
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
二
　
枕
詞
。

　
　
三
　
大
阪
府
中
河
内
郡
、
生
駒
山
の
西
麓
。

　
　
四
　
生
駒
山
の
東
登
美
に
い
た
豪
族
の
主
長
。
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五
　
大
阪
府
泉
南
郡
の
海
岸
。

　
　
六
　
和
歌
山
縣
、
紀
の
川
の
河
口
。

　
　
七
　
和
歌
山
縣
海
草
郡
。

　
　
　
　
　
〔
熊
野
よ
り
大
和
へ
〕

　
か
れ
神
倭
伊
波
禮
毘
古
の
命
、
其

地

よ
り
𢌞
り
幸
で
ま
し
て
、
熊
野





の
村
一
に
到
り
ま
し
し
時
に
、
大
き
な

る
熊
二
、
髣
髴





に
出
で
入
り
て
す
な
は
ち
失
せ
ぬ
。
こ
こ
に
神
倭
伊
波
禮
毘
古
の
命
※
忽





に
を
え
ま
し
三
、
ま

た
御
軍
も
皆
を
え
て
伏
し
き
。
こ
の
時
に
熊
野
の
高
倉
下







、
一
横

刀

を
も
ち
て
、
天
つ
神
の
御
子
四
の
伏



せ
る

地

に

到
り
て
獻
る
時
に
、
天
つ
神
の
御
子
、
す
な
は
ち
寤

め
起
ち
て
、
「
長
寢





し
つ
る
か
も
」
と
詔
り
た
ま
ひ

き
。
か
れ
そ
の
横

刀

を
受
け
取
り
た
ま
ふ
時
に
、
そ
の
熊
野
の
山
の
荒



ぶ
る
神
お
の
づ
か
ら
み
な
切
り
仆



さ
え

き
。
こ
こ
に
そ
の
を
え
伏
せ
る
御
軍
悉
に
寤
め
起
ち
き
。
か
れ
天
つ
神
の
御
子
、
そ
の
横

刀

を
獲
つ
る
ゆ
ゑ
を

問
ひ
た
ま
ひ
し
か
ば
、
高
倉
下

答
へ
ま
を
さ
く
、
「
お
の
が
夢
に
、
天
照
ら
す
大
神
高
木
の
神
二
柱
の
神
の
命

も
ち
て
、
建
御
雷








の
神
を
召

び
て
詔
り
た
ま
は
く
、
葦
原
の
中
つ
國
は
い
た
く
騷



ぎ
て
あ
り
な
り
。
我
が
御
子

た
ち
不
平





み
ま
す
ら
し
五
。
そ
の
葦
原
の
中
つ
國
は
、
も
は
ら
汝





が
言
向





け
つ
る
國
な
り
。
か
れ
汝
建
御
雷
の

神
降



ら
さ
ね
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
答
へ
ま
を
さ
く
、
「
僕





降
ら
ず
と
も
、
も
は
ら
そ
の
國
を
平





け
し

横
刀
あ
れ
ば
、
こ
の
刀



を
降
さ
む
。
こ
の
刀
の
名
は
佐
士
布
都
の
神
と
い
ふ
。
ま
た
の
名
は
甕
布
都
の
神
と
い

ふ
、
ま
た
の
名
は
布
都
の
御
魂
。
こ
の
刀
は
石
上
の
神
宮
に
坐
す
。
こ
の
刀
を
降
さ
む
状
は
、
高
倉
下
が
倉
の
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頂


を
穿
ち
て
、
そ
こ
よ
り
墮
し
入
れ
む
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
六
。
か
れ
朝
目
吉

く
汝
取
り
持
ち
て
天
つ
神
の
御

子
に
獻
れ
と
、
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
夢
の
教
の
ま
に
ま
、
旦





に
お
の
が
倉
を
見
し
か
ば
、
信





に
横

刀

あ
り
き
。

か
れ
こ
の
横
刀
を
も
ち
て
獻
ら
く
の
み
」
と
ま
を
し
き
。

　
こ
こ
に
ま
た
高
木
の
大
神
の
命
も
ち
て
、
覺



し
白
し
た
ま
は
く
、
「
天
つ
神
の
御
子
、
こ
よ
奧
つ
方
に
な
入

り
た
ま
ひ
そ
。
荒
ぶ
る
神
い
と
多



に
あ
り
。
今
天
よ
り
八
咫
烏







七
を
遣



は
さ
む
。
か
れ
そ
の
八
咫
烏
導
き
な
む
。

そ
の
立
た
む
後





よ
り
幸
で
ま
さ
ね
」
と
、
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
の
御
教






の
ま
に
ま
に
、
そ
の
八
咫
烏
の
後

よ
り
幸

で
ま
し
し
か
ば
、
吉
野





河
の
河
尻
八
に
到
り
ま
し
き
。
時
に
筌



九
を
う
ち
て
魚

取
る
人
あ
り
。
こ
こ
に

天
つ
神
の
御
子
「
汝





は
誰
そ
」
と
問
は
し
け
れ
ば
、
答
へ
白
さ
く
、
「
僕

は
國
つ
神
名
は
贄
持






の
子
」
と
ま
を

し
き
。
こ
は
阿
陀
の
鵜
養
の
祖
な
り
。
其

地

よ
り
幸
で
ま
し
し
か
ば
、
尾
あ
る
人
一
〇
井
よ
り
出
で
來
。
そ
の

井
光
れ
り
。
「
汝
は
誰
そ
」
と
問
は
し
け
れ
ば
、
答
へ
白
さ
く
、
「
僕
は
國
つ
神
名
は
井

氷

鹿

」
と
ま
を
し
き
。

こ
は
吉
野
の
首
等
が
祖
な
り
。
す
な
は
ち
そ
の
山
に
入
り
ま
し
し
か
ば
、
ま
た
尾
あ
る
人
に
遇
へ
り
。
こ
の
人

巖

を

押
し
分
け
て
出
で
來

。
「
汝
は
誰
そ
」
と
問
は
し
け
れ
ば
、
答
へ
白
さ
く
、
「
僕
は
國
つ
神
名
は
石
押
分








の
子
、
今
天
つ
神
の
御
子
幸

で
ま
す
と
聞
き
つ
。
か
れ
、
ま
ゐ
向
へ
ま
つ
ら
く
の
み
」
と
ま
を
し
き
。
こ
は
吉

野
の
國
巣
一
一
が
祖
な
り
。
其

地

よ
り
蹈
み
穿
ち
越
え
て
、
宇

陀

一
二
に
幸
で
ま
し
き
。
か
れ
宇

陀

の
穿





と
い

ふ
。

　
　
一
　
和
歌
山
縣
南
方
の
海
岸
一
帶
。
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二
　
荒
ぶ
る
神
が
熊
に
な
つ
て
現
れ
た
の
で
そ
の
毒
氣
を
受
け
た
と
す
る
。

　
　
三
　
病
み
疲
れ
た
ま
い
。

　
　
四
　
神
武
天
皇
の
こ
と
。
天
つ
神
の
御
子
と
し
て
降
下
し
た
と
す
る
。

　
　
五
　
惱
ん
で
居
ら
れ
る
ら
し
い
。

　
　
六
　
奈
良
縣
山
邊
郡
の
石
上
神
宮
。
フ
ツ
は
劒
の
威
力
。
物
を
斬
る
音
と
い
う
。

　
　
七
　
大
き
な
烏
。
頭
八
つ
の
烏
と
す
る
は
誤
。
ヤ
タ
は
寸
法
。
ヤ
ア
タ
の
鏡
の
ヤ
ア
タ
に
同
じ
。
こ
の
烏

　
　
は
鴨
の
建
角
身
の
命
と
い
う
豪
傑
だ
と
い
う
。

　
　
八
　
大
和
の
國
内
で
の
吉
野
川
の
下
流
。

　
　
九
　
竹
で
編
ん
で
河
に
漬
け
て
魚
を
取
る
漁
法
。

　
　
一
〇
　
後
部
に
垂
れ
た
も
の
の
あ
る
服
裝
の
人
。

　
　
一
一
　
一
三
三
頁
に
説
話
が
あ
る
。

　
　
一
二
　
奈
良
縣
宇
陀
郡
。
大
和
の
國
の
東
部
。

　
　
　
　
　
〔
久
米
歌
〕

　
か
れ
こ
こ
に
宇
陀
に
、
兄

宇

迦

斯

弟
宇
迦
斯











一
と
二
人
あ
り
。
か
れ
ま
づ
八
咫
烏
を
遣
は
し
て
、
二
人
に
問

は
し
め
た
ま
は
く
、
「
今
、
天
つ
神
の
御
子
幸

で
ま
せ
り
。
汝





た
ち
仕
へ
ま
つ
ら
む
や
」
と
問
ひ
た
ま
ひ
き
。

こ
こ
に
兄
宇
迦
斯
、
鳴

鏑







も
ち
て
、
そ
の
使
を
待
ち
射
返
し
き
。
か
れ
そ
の
鳴
鏑
の
落
ち
し
地





を
、
訶

夫

羅
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前


二
と
い
ふ
。
「
待
ち
撃
た
む
」
と
い
ひ
て
、
軍





を
聚
め
し
か
ど
も
、
軍
を
え
聚
め
ざ
り
し
か
ば
、
仕
へ
ま
つ

ら
む
と
欺
陽





り
て
、
大
殿
を
作
り
て
、
そ
の
殿
内






に
押

機

を
作
り
て
待
つ
時
に
、
弟
宇
迦
斯











ま
づ
ま
ゐ
向
へ
て
、

拜




み
て
ま
を
さ
く
、
「
僕
が
兄
兄
宇
迦
斯
、
天
つ
神
の
御
子
の
使
を
射
返
し
、
待
ち
攻
め
む
と
し
て
軍
を
聚
む

れ
ど
も
、
え
聚
め
ざ
れ
ば
、
殿
を
作
り
、
そ
の
内
に
押

機

を
張
り
て
、
待
ち
取
ら
む
と
す
、
か
れ
ま
ゐ
向
へ
て

顯
は
し
ま
を
す
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
大
伴






の
連





等
が
祖
道



の
臣



の
命
、
久

米

の
直





等
が
祖
大
久
米









の
命
二

人
、
兄

宇

迦

斯

を
召

び
て
、
罵

り
て
い
は
く
、
「
※

三
が
作
り
仕
へ
ま
つ
れ
る
大
殿
内









に
は
、
お
れ
四
ま
づ
入

り
て
、
そ
の
仕
へ
ま
つ
ら
む
と
す
る
状
を
明
し
白
せ
」
と
い
ひ
て
、
横

刀

の
手
上





握



り

五
、
矛



ゆ
け
矢
刺
し
て

六
、
追
ひ
入
る
る
時
に
、
す
な
は
ち
お
の
が
作
れ
る
押

機

に
打
た
れ
て
死
に
き
。
こ
こ
に
控

き
出
し
て
斬
り
散



り
き
。
か
れ
其

地

を
宇
陀
の
血
原
七
と
い
ふ
。
然
し
て
そ
の
弟
宇
迦
斯











が
獻
れ
る
大

饗







を
ば
、
悉
に
そ
の
御



軍


に
賜
ひ
き
。
こ
の
時
、
御
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
宇
陀
の
　
高
城





八
に
　
鴫
羂






張
る
。

　
　
我

が
待
つ
や
九
　
鴫
は
障



ら
ず
、

　
　
い
す
く
は
し
一
〇
　
鷹



ら
障



る
一
一
。

　
　
前
妻





一
二
が
　
菜

乞
は
さ
ば
、

　
　
立
柧
※









一
三
の
　
實
の
無

け
く
を

　
　
こ
き
し
ひ
ゑ
ね
一
四
。

　
　
後
妻






一
五
が
　
菜
乞
は
さ
ば
、
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※





實

一
六
の
大
け
く
を

　
　
こ
き
だ
ひ
ゑ
ね
一
七
　
　
（
歌
謠
番
號
一
〇
）

　
え
え
、
し
や
こ
し
や
。
こ
は
い
の
ご
ふ
ぞ
一
八
。
あ
あ
、
し
や
こ
し
や
。
こ
は
嘲
咲






ふ
ぞ
。
か
れ
そ
の
弟
宇

迦
斯
、
こ
は
宇
陀
の
水
取






等
が
祖
な
り
。

　
其

地

よ
り
幸
で
ま
し
て
、
忍
坂





一
九
の
大
室
に
到
り
た
ま
ふ
時
に
、
尾
あ
る
土
雲
二
〇
八
十
建







、
そ
の
室
に

あ
り
て
待
ち
い
な
る
二
一
。
か
れ
こ
こ
に
天
つ
神
の
御
子
の
命
も
ち
て
、
御
饗





を
八
十
建







に
賜
ひ
き
。
こ
こ
に

八
十
建
に
宛
て
て
、
八
十
膳
夫






を
設

け
て
、
人
ご
と
に
刀



佩
け
て
そ
の
膳
夫






ど
も
に
、
誨
へ
た
ま
は
く
、
「
歌

を
聞
か
ば
、
一
時






に
斬
れ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
の
土
雲
を
打
た
む
と
す
る
こ
と
を
明



し
て
歌
よ
み
し

た
ま
ひ
し
く
、

　
　
忍
坂





の
　
大
室
屋
に

　
　
人
多



に
　
來

入
り
居
り
。

　
　
人
多
に
　
入
り
居
り
と
も
、

　
　
み
つ
み
つ
し
二
二
　
久
米
の
子
が
、

　
　
頭
椎






い
二
三
　
石
椎






い
も
ち

　
　
撃
ち
て
し
や
ま
む
。

　
　
み
つ
み
つ
し
　
久
米
の
子
ら
が
、

　
　
頭
椎
い
　
石
椎
い
も
ち
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今
撃
た
ば
善

ら
し
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
一
）

　
か
く
歌
ひ
て
、
刀
を
拔
き
て
、
一
時
に
打
ち
殺
し
つ
。

　
然
あ
り
て
後
に
、
登
美
毘
古
を
撃
ち
た
ま
は
む
と
す
る
時
、
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
み
つ
み
つ
し
　
久
米
の
子
ら
が

　
　
粟
生





に
は
　
臭
韮





一
莖



二
四
、

　
　
そ
ね
が
莖



　
そ
ね
芽

繋


ぎ
二
五
て

　
　
撃
ち
て
し
や
ま
む
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
二
）

　
ま
た
、
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
み
つ
み
つ
し
　
久
米
の
子
ら
が

　
　
垣
下



に
　
植

ゑ
し
山
椒






二
六
、

　
　
口
ひ
ひ
く
二
七
　
吾



は
忘
れ
じ
。

　
　
撃
ち
て
し
や
ま
む
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
三
）

　
ま
た
、
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
神
風






の
二
八
　
伊
勢
の
海
の

　
　
大
石





に
　
は
ひ
も
と
ほ
ろ
ふ
二
九

　
　
細
螺






三
〇
の
、
い
は
ひ
も
と
ほ
り

　
　
撃
ち
て
し
や
ま
む
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
四
）
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ま
た
兄

師

木

弟
師
木









三
一
を
撃
ち
た
ま
ふ
時
に
、
御
軍
暫





疲
れ
た
り
。
こ
こ
に
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
楯
並





め
て
三
二
　
伊

那

佐

の
山
三
三
の

　
　
樹

の
間
よ
も
　
い
行
き
ま
も
ら
ひ
三
四

　
　
戰
へ
ば
　
吾



は
や
飢

ぬ
三
五
。

　
　
島
つ
鳥
三
六
　
鵜
養





が
徒



三
七
、

　
　
今
助

け
に
來
ね
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
五
）

　
か
れ
こ
こ
に
邇
藝
速
日











の
命
三
八
ま
ゐ
赴

き
て
、
天
つ
神
の
御
子
に
ま
を
さ
く
、
「
天
つ
神
の
御
子
天

降

り

ま
し
ぬ
と
聞
き
し
か
ば
、
追
ひ
て
ま
ゐ
降
り
來
つ
」
と
ま
を
し
て
、
天
つ
瑞





三
九
を
獻
り
て
仕
へ
ま
つ
り
き
。

か
れ
邇
藝
速
日











の
命
、
登
美
毘
古
が
妹
登

美

夜

毘

賣

に
娶
ひ
て
生
め
る
子
、
宇

摩

志

麻

遲

の
命
。
こ
は
物
部
の

連
、
穗
積
の
臣
、
※
臣
が
祖
な
り
。
か
れ
か
く
の
ご
と
、
荒
ぶ
る
神
ど
も
を
言
向





け
や
は
し
、
伏





は
ぬ
人
ど
も

を
退

け
撥



ひ
て
、
畝
火





の
白
檮
原









の
宮
四
〇
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治

ら
し
め
し
き
。

　
　
一
　
ウ
カ
チ
の
地
に
居
る
人
の
義
。
兄
弟
と
す
る
の
は
首
領
と
副
首
領
の
意
。

　
　
二
　
所
在
不
明
。

　
　
三
　
二
人
稱
の
賤
稱
。

　
　
四
　
同
前
。
既
出
。

　
　
五
　
大
刀
の
つ
か
を
し
か
と
握
つ
て
。
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六
　
矛
を
向
け
矢
を
つ
が
え
て
。

　
　
七
　
所
在
不
明
。

　
　
八
　
高
い
築
造
物
。

　
　
九
　
ヤ
は
間
投
の
助
詞
。

　
　
一
〇
　
枕
詞
。
語
義
不
明
。

　
　
一
一
　
朝
鮮
語
に
鷹
を
ク
チ
と
い
う
。
鯨
と
す
る
説
も
あ
る
。
こ
の
句
ま
で
譬
喩
。

　
　
一
二
　
コ
ナ
ミ
は
前
に
娶
つ
た
妻
。
古
い
妻
で
あ
る
。

　
　
一
三
　
ソ
バ
ノ
木
、
カ
ナ
メ
モ
チ
。

　
　
一
四
　
語
義
不
明
の
句
。
原
文
、
「
許
紀
志
斐
惠
泥
。
」
紀
は
キ
の
乙
類
で
あ
る
か
ら
、
コ
キ
は
動
詞
扱

　
　
く
と
す
れ
ば
上
二
段
活
に
な
る
。

　
　
一
五
　
妻
の
あ
る
上
に
更
に
娶
つ
た
妻
。

　
　
一
六
　
ヒ
サ
カ
キ
。

　
　
一
七
　
語
義
不
明
の
句
。
原
文
「
許
紀
陀
斐
惠
泥
。
」
紀
は
キ
の
乙
類
で
あ
る
か
ら
、
コ
キ
ダ
は
、
許
多

　
　
の
意
の
コ
キ
ダ
ク
と
同
語
で
は
無
い
ら
し
い
。

　
　
一
八
　
い
ば
る
の
だ
。
靈
異
記
に
犬
が
威
壓
す
る
の
に
イ
ノ
ゴ
フ
と
訓
し
て
い
る
。
イ
ゴ
ノ
フ
ゾ
と
す
る

　
　
説
は
誤
り
。

　
　
一
九
　
奈
良
縣
磯
城
郡
、
泊
瀬
溪
谷
の
入
口
。
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二
〇
　
穴
居
し
て
い
た
先
住
民
。

　
　
二
一
　
待
ち
う
な
る
。

　
　
二
二
　
敍
述
に
よ
る
枕
詞
。
威
勢
の
よ
い
。

　
　
二
三
　
既
出
の
頭
椎
の
大
刀
に
同
じ
。
イ
は
語
勢
の
助
詞
。
イ
シ
ツ
ツ
イ
も
同
じ
。
石
器
で
あ
る
。

　
　
二
四
　
く
さ
い
ニ
ラ
が
一
本
。

　
　
二
五
　
そ
の
根
も
と
と
芽
と
を
一
つ
に
し
て
。

　
　
二
六
　
シ
ヨ
ウ
ガ
は
藥
用
植
物
で
外
來
種
で
あ
る
か
ら
こ
こ
は
サ
ン
シ
ョ
ウ
だ
ろ
う
と
い
う
。

　
　
二
七
　
口
が
ひ
り
ひ
り
す
る
。

　
　
二
八
　
枕
詞
。
國
つ
神
が
大
風
を
起
し
て
退
去
し
た
か
ら
い
う
と
傳
え
る
。

　
　
二
九
　
這
い
ま
わ
つ
て
い
る
。

　
　
三
〇
　
ラ
セ
ン
形
の
貝
殼
の
貝
。
肉
は
食
料
に
す
る
。

　
　
三
一
　
磯
城
の
地
に
居
た
豪
族
。

　
　
三
二
　
枕
詞
。
楯
を
並
べ
て
射
る
と
イ
の
音
に
續
く
。

　
　
三
三
　
奈
良
縣
宇
陀
郡
伊
那
佐
村
。

　
　
三
四
　
樹
の
間
か
ら
行
き
見
守
つ
て
。

　
　
三
五
　
わ
た
し
は
飢
え
疲
れ
た
。

　
　
三
六
　
枕
詞
。
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三
七
　
前
出
の
阿
多
の
鵜
養
た
ち
。
鵜
に
助
け
に
來
い
と
い
う
の
は
魚
を
持
つ
て
來
い
の
意
で
あ
る
。

　
　
三
八
　
系
統
不
明
。
舊
事
本
紀
に
は
オ
シ
ホ
ミ
ミ
の
命
の
子
と
す
る
。

　
　
三
九
　
天
か
ら
持
つ
て
來
た
寶
物
。

　
　
四
〇
　
奈
良
縣
畝
傍
山
の
東
南
の
地
。

　
　
　
　
　
〔
大
物
主
の
神
の
御
子
〕

　
か
れ
日
向
に
ま
し
ま
し
し
時
に
、
阿

多

の
小
椅





の
君
が
妹
、
名
は
阿

比

良

比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
子
、

多

藝

志

美

美

の
命
、
次
に
岐

須

美

美

の
命
、
二
柱
ま
せ
り
。
然
れ
ど
も
更
に
、
大

后







と
せ
む
美
人





を
求

ぎ
た

ま
ふ
時
に
、
大
久
米
の
命
ま
を
さ
く
、
「
こ
こ
に
媛
女





あ
り
。
こ
を
神
の
御
子
な
り
と
い
ふ
。
そ
れ
神
の
御
子

と
い
ふ
所

以

は
、
三
島
の
湟
咋






が
女
、
名
は
勢

夜

陀

多

良

比
賣
、
そ
れ
容

姿

麗

か
り
け
れ
ば
、
美
和
の
大
物
主

の
神
一
、
見
感

で
て
、
そ
の
美
人





の
大

便

ま
る
時
に
、
丹
塗





矢
二
に
な
り
て
、
そ
の
大
便
ま
る
溝
よ
り
、
流
れ

下
り
て
、
そ
の
美
人
の
富

登

を
突
き
き
。
こ
こ
に
そ
の
美
人
驚
き
て
、
立
ち
走
り
い
す
す
ぎ
き
三
。
す
な
は
ち

そ
の
矢
を
持
ち
來
て
、
床
の
邊
に
置
き
し
か
ば
、
忽
に
麗
し
き
壯
夫





に
成
り
ぬ
。
す
な
は
ち
そ
の
美
人
に
娶
ひ

て
生
め
る
子
、
名
は
富

登

多

多

良

伊

須

須

岐

比

賣

の
命
、
ま
た
の
名
は
比

賣

多

多

良

伊

須

氣

余

理

比

賣

と
い
ふ
。

こ
は
そ
の
富
登
と
い
ふ
事
を
惡
み
て
、
後
に
改
へ
つ
る
名
な
り
。
か
れ
こ
こ
を
以
ち
て
神
の
御
子
と
は
い
ふ
」

と
ま
を
し
き
。

　
こ
こ
に
七
媛
女





、
高
佐
士
野











四
に
遊
べ
る
に
、
伊

須

氣

余

理

比

賣

そ
の
中
に
あ
り
き
。
こ
こ
に
大
久
米
の
命
、
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そ
の
伊
須
氣
余
理
比
賣
を
見
て
、
歌
も
ち
て
天
皇
に
ま
を
さ
く
、

　
　
倭





の
　
高
佐
士
野
を

　
　
七



行
く
　
媛
女





ど
も
、

　
　
誰
を
し
ま
か
む
五
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
六
）

　
こ
こ
に
伊
須
氣
余
理
比
賣
は
、
そ
の
媛
女
ど
も
の
前



に
立
て
り
。
す
な
は
ち
天
皇
、
そ
の
媛
女
ど
も
を
見
て
、

御
心
に
伊
須
氣
余
理
比
賣
の
最
前






に
立
て
る
こ
と
を
知
ら
し
て
、
歌
も
ち
て
答
へ
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
か
つ
が
つ
も
六
　
い
や
先
立
て
る
　
愛

を
し
ま
か
む
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
七
）

　
こ
こ
に
大
久
米
の
命
、
天
皇
の
命
を
、
そ
の
伊
須
氣
余
理
比
賣
に
詔

る
時
に
、
そ
の
大
久
米
の
命
の
黥

け
る

利

目

七
を
見
て
、
奇



し
と
思
ひ
て
、
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
天
地






　
ち
ど
り
ま
し
と
と
八
　
な
ど
黥

け
る
利

目

。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
八
）

　
こ
こ
に
大
久
米
の
命
、
答
へ
歌
ひ
て
曰
ひ
し
く
、

　
　
媛
女
に
　
直



に
逢
は
む
と
九
　
吾

が
黥
け
る
利

目

。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
九
）

　
か
れ
そ
の
孃
子





、
「
仕
へ
ま
つ
ら
む
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
そ
の
伊
須
氣
余
理
比
賣
の
命
の
家
は
、
狹

井

河
一
〇
の
上



に
あ
り
。
天
皇
、
そ
の
伊
須
氣
余
理
比
賣
の
も
と
に
幸

で
ま
し
て
、
一
夜
御

寢

し
た
ま
ひ
き
。
そ

の
河
を
佐
韋
河
と
い
ふ
由
は
、
そ
の
河
の
邊
に
、
山
百
合
草
多
く
あ
り
。
か
れ
そ
の
山
百
合
草
の
名
を
取
り
て
、

佐
韋
河
と
名
づ
く
。
山
百
合
草
の
本
の
名
佐
韋
と
い
ひ
き
。

　
後
に
そ
の
伊

須

氣

余

理

比

賣

、
宮

内








に
ま
ゐ
り
し
時
に
、
天
皇
、
御
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、
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葦
原
の
　
し
け
し
き
小

屋

に
一
一

　
　
菅

疊







　
い
や
清



敷
き
て
一
二
、

　
　
わ
が
二
人
寢
し
。
　
　
（
歌
謠
番
號
二
〇
）

　
然
し
て
生

れ
ま
せ
る
御
子
の
名
は
、
日

子

八

井

の
命
、
次
に
神
八
井
耳








の
命
、
次
に
神
沼
河
耳










の
命
一
三
三

柱
。

　
　
一
　
奈
良
縣
磯
城
郡
の
三
輪
山
の
神
。
前
に
大
國
主
の
神
の
靈
を
祭
る
と
し
て
い
た
。
大
物
主
の
神
を
も

　
　
大
國
主
の
神
の
別
名
と
す
る
の
だ
が
、
元
來
は
別
神
だ
ろ
う
。

　
　
二
　
赤
く
塗
つ
た
矢
。

　
　
三
　
立
ち
走
り
騷
い
だ
。

　
　
四
　
香
具
山
の
附
近
。

　
　
五
　
マ
カ
ム
は
纏
か
む
で
、
手
に
卷
こ
う
。
妻
と
し
よ
う
。

　
　
六
　
わ
ず
か
に
。

　
　
七
　
目
じ
り
に
入
墨
を
し
て
目
を
鋭
く
見
せ
よ
う
と
し
た
。

　
　
八
　
語
義
不
明
。
千
人
に
勝
れ
る
人
の
義
と
い
う
。

　
　
九
　
直
接
に
逢
お
う
と
し
て
。

　
　
一
〇
　
三
輪
山
か
ら
出
る
川
。
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一
一
　
き
た
な
い
小
舍
に
。

　
　
一
二
　
菅
で
編
ん
だ
敷
物
を
さ
つ
ぱ
り
と
敷
い
て
。

　
　
一
三
　
綏
靖
天
皇
。

　
　
　
　
　
〔
當

藝

志

美

美

の
命
の
變
〕

　
か
れ
天
皇
崩




り

ま
し
て
後
に
、
そ
の
庶
兄





當

藝

志

美

美

の
命
、
そ
の
嫡

后







伊
須
氣
余
理
比
賣
に
娶

へ
る
時

に
、
そ
の
三
柱
の
弟




た

ち
を
殺

せ
む
と
し
て
、
謀
る
ほ
ど
に
、
そ
の
御
祖





伊
須
氣
余
理
比
賣
、
患

苦

へ
ま
し
て
、

歌
も
ち
て
そ
の
御
子
た
ち
に
知
ら
し
め
む
と
し
て
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
狹
井
河
よ
　
雲
起
ち
わ
た
り

　
　
畝
火
山
　
木
の
葉
さ
や
ぎ
ぬ
。

　
　
風
吹
か
む
と
す
。
　
　
（
歌
謠
番
號
二
一
）

　
ま
た
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
畝
火
山
　
晝
は
雲
と
ゐ
一
、

　
　
夕
さ
れ
ば
　
風
吹
か
む
と
ぞ

　
　
木
の
葉
さ
や
げ
る
。
　
　
（
歌
謠
番
號
二
二
）

　
こ
こ
に
そ
の
御
子
た
ち
聞
き
知
り
て
、
驚
き
て
當
藝
志
美
美
を
殺

せ
む
と
し
た
ま
ふ
時
に
、
神
沼
河
耳
の
命
、

そ
の
兄





神
八
井
耳
の
命
に
ま
を
し
た
ま
は
く
、
「
な
ね
汝

が
命
、
兵




を

持
ち
て
二
入
り
て
、
當
藝
志
美
美
を
殺
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せ
た
ま
へ
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
か
れ
兵




を

持
ち
て
、
入
り
て
殺

せ
む
と
す
る
時
に
、
手
足
わ
な
な
き
て
え

殺
せ
た
ま
は
ず
。
か
れ
こ
こ
に
そ
の
弟





神
沼
河
耳
の
命
、
そ
の
兄
の
持
て
る
兵




を

乞
ひ
取
り
て
、
入
り
て
當
藝

志
美
美
を
殺

せ
た
ま
ひ
き
。
か
れ
ま
た
そ
の
御
名
を
た
た
へ
て
、
建
沼
河
耳










の
命
と
ま
を
す
。

　
こ
こ
に
神
八
井
耳
の
命
、
弟
建
沼
河
耳
の
命
に
讓
り
て
ま
を
し
た
ま
は
く
、
「
吾

は
仇
を
え
殺
せ
ず
、
汝

が

命
は
既
に
え
殺
せ
た
ま
ひ
ぬ
。
か
れ
吾
は
兄
な
れ
ど
も
、
上



と
あ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
こ
を
以
ち
て
汝
が
命
、
上

と
ま
し
て
、
天
の
下
治

ら
し
め
せ
。
僕





は
汝
が
命
を
扶



け
て
、
忌

人







三
と
な
り
て
仕
へ
ま
つ
ら
む
」
と
ま
を

し
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
の
日
子
八
井
の
命
は
、
茨
田






の
連
、
手
島
の
連
が
祖
。
神
八
井
耳
の
命
は
、
意

富

の
臣

四
、
小
子
部







の
連
、
坂
合
部
の
連
、
火
の
君
、
大
分






の
君
、
阿
蘇
の
君
、
筑
紫
の
三
家





の
連
、
雀
部






の
臣
、
雀

部
の
造
、
小
長
谷









の
造
、
都

祁

の
直
、
伊
余
の
國
の
造
、
科
野





の
國
の
造
、
道
の
奧
の
石
城





の
國
の
造
、
常
道





の
仲
の
國
の
造
、
長
狹
の
國
の
造
、
伊
勢
の
船
木
の
直
、
尾
張
の
丹

波

の
臣
、
島
田
の
臣
等
が
祖
な
り
。
神
沼

河
耳
の
命
は
天
の
下
治

ら
し
め
し
き
。

　
お
よ
そ
こ
の
神
倭
伊
波
禮
毘
古
の
天
皇
、
御
年
一
百
三
十
七
歳














、
御
陵





は
畝
火
山
の
北
の
方
白

檮

の
尾
の
上

に
あ
り
。

　
　
一
　
ト
ヰ
は
、
動
搖
す
る
意
の
動
詞
。
ト
ヰ
ナ
ミ
（
萬
葉
集
）
の
ト
ヰ
と
同
語
。

　
　
二
　
武
器
を
持
つ
て
。

　
　
三
　
潔
齋
を
し
て
無
事
を
祈
る
人
。
祭
を
お
こ
な
う
人
。

101 古事記　中つ卷



　
　
四
　
古
事
記
の
撰
者
太
の
安
麻
呂
の
系
統
。

　
　
　
〔
二
、
綏
靖
天
皇
以
後
八
代
〕

　
　
　
　
　
〔
綏
靖
天
皇
〕

　
神
沼
河
耳
の
命
一
、
葛
城






の
高
岡






の
宮
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治

ら
し
め
し
き
。
こ
の
天
皇
、
師
木
の
縣

主
の
祖
、
河
俣






毘
賣
に
娶

ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
師
木
津
日
子
玉
手
見



















の
命
一
柱
。
天
皇
、
御
年
四
十








五
歳





、
御
陵
は
衝
田





の
岡
二
に
あ
り
。

　
　
一
　
綏
靖
天
皇
。
以
下
八
代
は
、
多
少
の
插
入
は
あ
ろ
う
が
、
大
體
帝
紀
の
形
が
殘
つ
て
い
る
と
考
え
ら

　
　
れ
る
。

　
　
二
　
奈
良
縣
高
市
郡
。
神
武
天
皇
陵
の
北
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
〔
安
寧
天
皇
〕

　
師
木
津
日
子
玉
手
見
の
命
一
、
片
鹽






の
浮
穴






の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の
天
皇
、

河
俣






毘
賣
の
兄
縣
主
波

延

が
女
、
阿

久

斗

比
賣
に
娶

ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
常
根
津
日
子
伊
呂
泥



















の
命
、

次
に
大
倭
日
子
※
友













の
命
、
次
に
師

木

津

日

子

の
命
。
こ
の
天
皇
の
御
子
等



并
せ
て
、
三
柱
の
中
、
大
倭
日
子
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鉏
友
の
命
は
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
次
に
師
木
津
日
子
の
命
の
御
子
二
柱
ま
す
。
一
柱
の
子
孫
は
、
伊
賀

の
須
知
の
稻
置





、
那
婆
理
の
稻
置
、
三
野
の
稻
置
が
祖
な
り
。
一
柱
の
御
子
和

知

都

美

の
命
は
、
淡
道





の
御

井

の
宮
三
に
ま
し
き
。
か
れ
こ
の
王



、
女





二
柱
ま
し
き
。
兄





の
名
は
繩
伊
呂
泥











、
ま
た
の
名
は
意

富

夜

麻

登

久

邇

阿

禮

比
賣
の
命
、
弟





の
名
は
繩
伊
呂
杼








な
り
四
。

　
天
皇
、
御
年
四
拾
九
歳












、
御
陵
は
畝
火
山
の
美

富

登

五
に
あ
り
。

　
　
一
　
安
寧
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
北
葛
城
郡
。

　
　
三
　
兵
庫
縣
三
原
郡
。

　
　
四
　
こ
の
二
女
王
は
、
孝
靈
天
皇
の
妃
。

　
　
五
　
畝
火
山
の
南
の
く
ぼ
み
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
〔
懿
徳
天
皇
〕

　
大
倭
日
子
※
友













の
命
一
、
輕



の
境

岡







の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の
天
皇
、
師

木
の
縣
主
の
祖
、
賦

登

麻

和

訶

比
賣
の
命
、
ま
た
の
名
は
飯
日





比
賣
の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
御

眞

津

日

子

訶

惠

志

泥

の
命
、
次
に
多

藝

志

比

古

の
命
二
柱
。
か
れ
御

眞

津

日

子

訶

惠

志

泥

の
命
は
、
天
の
下
治

ら
し
め
し
き
。
次
に
當
藝
志
比
古
の
命
は
、
血
沼
の
別
、
多
遲
麻
の
竹
の
別
、
葦
井
の
稻
置
が
祖
な
り
。
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天
皇
、
御
年
四
十
五
歳











、
御
陵
は
畝
火
山
の
眞
名
子
谷











の
上
三
に
あ
り
。

　
　
一
　
懿
徳
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
高
市
郡
。

　
　
三
　
畝
火
山
の
南
。

　
　
　
　
　
〔
孝
昭
天
皇
〕

　
御

眞

津

日

子

訶

惠

志

泥

の
命
一
、
葛
城
の
掖
上






の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の
天

皇
、
尾
張
の
連





の
祖
、
奧
津
余
曾











が
妹
、
名
は
余

曾

多

本

毘

賣

の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
天
押
帶







日
子






の
命
、
次
に
大
倭
帶
日
子
國
押
人


















の
命
二
柱
。
か
れ
弟





帶
日
子
國
押
人













の
命
は
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。

兄




天
押
帶
日
子











の
命
は
、
春
日
の
臣
、
大
宅
の
臣
、
粟
田
の
臣
、
小
野
の
臣
、
柿
本
の
臣
、
壹
比
韋
の
臣
、
大

坂
の
臣
、
阿
那
の
臣
、
多
紀
の
臣
、
羽
栗
の
臣
、
知
多
の
臣
、
牟
耶
の
臣
、
都
怒
山
の
臣
、
伊
勢
の
飯
高
の
君
、

壹
師
の
君
、
近
つ
淡
海
の
國
の
造
が
祖
な
り
。

　
天
皇
、
御
年
九
十
三
歳











、
御
陵
は
掖
上
の
博
多





山
の
上
三
に
あ
り
。

　
　
一
　
孝
昭
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
南
葛
城
郡
。
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三
　
同
前
。

　
　
　
　
　
〔
孝
安
天
皇
〕

　
大
倭
帶
日
子
國
押
人


















の
命
一
、
葛
城
の
室



の
秋
津
島







の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ

の
天
皇
、
姪
忍
鹿





比
賣
の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
大
吉
備









の
諸
進






の
命
、
次
に
大
倭
根
子
日
子
賦



















斗
邇





の
命
二
柱
。
か
れ
大
倭
根
子
日
子
賦
斗
邇

























の
命
は
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。

　
天
皇
、
御
年
一
百
二
十
三
歳













、
御
陵
は
玉
手





の
岡
の
上

三
に
あ
り
。

　
　
一
　
孝
安
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
南
葛
城
郡
。

　
　
三
　
同
前
。

　
　
　
　
　
〔
孝
靈
天
皇
〕

　
大
倭
根
子
日
子
賦
斗
邇

























の
命
一
、
黒
田





の
廬
戸





の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の
天

皇
、
十
市





の
縣
主
の
祖
、
大
目





が
女
、
名
は
細





比
賣
の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
大
倭
根
子
日
子
國












玖
琉





の
命
一
柱
。
ま
た
春
日





の
千
千
速
眞
若









比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
千
千
速









比
賣
の
命
一
柱
。

ま
た
意

富

夜

麻

登

玖

邇

阿

禮

比
賣
の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
夜

麻

登

登

母

母

曾

毘

賣

の
命
、
次
に
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日
子
刺
肩
別










の
命
、
次
に
比

古

伊

佐

勢

理

毘

古

の
命
、
ま
た
の
名
は
大
吉
備
津
日
子















の
命
、
次
に
倭
飛
羽
矢
若










屋


比
賣
四
柱
。
ま
た
そ
の
阿

禮

比
賣
の
命
の
弟
、
繩
伊
呂
杼











に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
日
子
寤
間











の
命
、

次
に
若
日
子
建
吉
備
津
日
子























の
命
二
柱
。
こ
の
天
皇
の
御
子
た
ち
、
并
は
せ
て
八
柱
ま
せ
り
。
男
王
五
柱
、
女

王
三
柱
。
か
れ
大
倭
根
子
日
子
國
玖
琉















の
命
は
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
大
吉
備
津
日
子















の
命
と
若
建
吉
備











津
日
子









の
命
と
は
、
二
柱
相
副



は
し
て
、
針
間





の
氷

の
河



の
前



三
に
忌
瓮






を
居

ゑ
て
四
、
針
間
を
道
の
口
と
し

て
五
、
吉
備
の
國
六
を
言
向





け
和



し
た
ま
ひ
き
。
か
れ
こ
の
大
吉
備
津
日
子
の
命
は
、
吉
備
の
上
つ
道
の
臣
が

祖
な
り
。
次
に
若
日
子
建
吉
備
津
日
子
の
命
は
、
吉
備
の
下
つ
道
の
臣
、
笠
の
臣
が
祖
な
り
。
次
に
日
子
寤
間











の
命
は
、
針
間





の
牛
鹿
の
臣
が
祖
な
り
。
次
に
日
子
刺
肩
別










の
命
は
、
高

志

の
利
波





の
臣
、
豐
國
の
國
前
の
臣
、

五
百
原
の
君
、
角
鹿





の
濟
の
直
が
祖
な
り
。

　
天
皇
、
御
年
一
百
六
歳









、
御
陵
は
片
岡
の
馬
坂






の
上
七
に
あ
り
。

　
　
一
　
孝
靈
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。

　
　
三
　
兵
庫
縣
加
古
郡
。

　
　
四
　
清
ら
か
な
酒
瓶
を
置
い
て
神
を
祭
り
行
旅
の
無
事
を
祈
る
。

　
　
五
　
播
磨
の
國
を
道
の
入
口
と
し
て
。

　
　
六
　
後
の
備
前
美
作
備
中
備
後
の
四
國
の
總
稱
。
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七
　
奈
良
縣
北
葛
城
郡
。

　
　
　
　
　
〔
孝
元
天
皇
〕

　
大
倭
根
子
日
子
國
玖
琉















の
命
一
、
輕



の
堺

原







の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の
天

皇
、
穗
積





の
臣
等
が
祖
、
内
色
許
男











の
命
が
妹
、
内
色
許
賣











の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
大
毘
古









の

命
三
、
次
に
少
名
日
子
建
猪
心













の
命
、
次
に
若
倭
根
子
日
子
大
毘
毘















の
命
三
柱
。
ま
た
内
色
許
男











の
命
が
女
、

伊

迦

賀

色

許

賣

の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
比
古
布
都
押













の
信





の
命
一
柱
。
ま
た
河
内
の
青
玉






が
女
、

名
は
波

邇

夜

須

毘
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
建
波
邇
夜
須
毘
古

















の
命
一
柱
。
こ
の
天
皇
の
御
子
た
ち
、

并
は
せ
て
五
柱
ま
せ
り
。
か
れ
若
倭
根
子
日
子
大
毘
毘















の
命
は
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
そ
の
兄
大
毘
古









の

命
の
子
、
建
沼
河
別










の
命
は
、
阿
部
の
臣
等
が
祖
な
り
。
次
に
比
古
伊
那
許
士
別

















の
命
、
こ
は
膳
の
臣
が
祖
な

り
。
比
古
布
都
押













の
信





の
命
、
尾
張





の
連





等
が
祖
、
意

富

那

毘

が
妹
、
葛
城






の
高
千
那
毘
賣













に
娶
ひ
て
、
生
み

ま
せ
る
子
、
味
師
内







の
宿
禰





、
こ
は
山
代
の
内
の
臣
が
祖
な
り
。
ま
た
木

の
國



の
造




が

祖
、
宇

豆

比

古

が
妹
、

山
下
影








日
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
子
、
建

内







の
宿
禰





四
。
こ
の
建
内
の
宿
禰
の
子
、
并
は
せ
て
九

人







男
七
柱
、
女
二
柱
。
波
多
の
八
代
の
宿
禰
は
、
波
多
の
臣
、
林
の
臣
、
波
美
の
臣
、
星
川
の
臣
、
淡
海
の
臣
、

長
谷
部
の
君
が
祖
な
り
。
次
に
許

勢

の
小
柄





の
宿
禰
は
、
許
勢
の
臣
、
雀
部
の
臣
、
輕
部
の
臣
が
祖
な
り
。
次

に
蘇

賀

の
石
河






の
宿
禰





は
、
蘇
我
の
臣
、
川
邊
の
臣
、
田
中
の
臣
、
高
向
の
臣
、
小
治
田
の
臣
、
櫻
井
の
臣
、

岸
田
の
臣
等
が
祖
な
り
。
次
に
平
群





の
都

久

の
宿
禰
は
、
平
群
の
臣
、
佐
和
良
の
臣
、
馬
の
御
※





の
連
等
が
祖
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な
り
。
次
に
木

の
角



の
宿
禰
は
、
木
の
臣
、
都
奴
の
臣
、
坂
本
の
臣
等
が
祖
な
り
。
次
に
久

米

の
摩

伊

刀

比
賣
、

次
に
怒

の
伊

呂

比
賣
、
次
に
葛
城






の
長
江





の
曾

都

毘
古
は
、
玉
手
の
臣
、
的
の
臣
、
生
江
の
臣
、
阿
藝
那
の
臣

等
が
祖
な
り
。
ま
た
若
子





の
宿
禰
は
、
江
野
の
財
の
臣
が
祖
な
り
。

　
こ
の
天
皇
、
御
年
五
十
七
歳











、
御
陵
は
劒





の
池



の
中



の
岡



の
上
五
に
あ
り
。

　
　
一
　
孝
元
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
高
市
郡
。

　
　
三
　
九
四
頁
に
事
蹟
が
あ
る
。

　
　
四
　
一
二
〇
頁
以
下
に
事
蹟
が
あ
る
。
こ
の
子
孫
は
勢
力
を
得
た
の
で
、
そ
の
子
を
詳
記
し
て
あ
る
が
、

　
　
帝
紀
と
し
て
は
加
筆
で
あ
ろ
う
。

　
　
五
　
奈
良
縣
高
市
郡
。

　
　
　
　
　
〔
開
化
天
皇
〕

　
若
倭
根
子
日
子
大
毘
毘















の
命
一
、
春
日





の
伊
耶
河









の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の

天
皇
、
旦
波





の
大
縣
主









、
名
は
由

碁

理

が
女





、
竹
野





比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
比

古

由

牟

須

美

の
命
一
柱
。
ま
た
庶

母







伊

迦

賀

色

許

賣

の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
御
眞
木
入
日
子
印
惠





















の
命
、

次
に
御

眞

津

比
賣
の
命
二
柱
。
ま
た
丸

邇

の
臣
の
祖
、
日
子
國
意
祁
都















の
命
が
妹
、
意

祁

都

比
賣
の
命
に
娶
ひ
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て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
日
子
坐







の
王
一
柱
。
ま
た
葛
城






の
垂
見





の
宿
禰
が
女
、
※



比
賣
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ

る
御
子
、
建
豐
波
豆
羅
和
氣



















の
王
一
柱
。
こ
の
天
皇
の
御
子
た
ち
、
并
は
せ
て
五
柱
男
王
四
柱
、
女
王
一
柱
。

か
れ
御
眞
木
入
日
子
印
惠





















の
命
は
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
そ
の
兄





比

古

由

牟

須

美

の
王
の
御
子
、
大
筒
木









垂
根






の
王
、
次
に
讚
岐
垂
根








の
王
二
柱
。
こ
の
二
柱
の
王
の
女
、
五
柱
ま
し
き
。
次
に
日
子
坐







の
王
、
山
代






の

荏

名

津

比
賣
、
ま
た
の
名
は
苅
幡
戸
辨








に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
大
俣






の
王
、
次
に
小
俣





の
王
、
次
に
志

夫

美

の
宿
禰





の
王
三
柱
。
ま
た
春
日





の
建
國
勝
戸
賣










が
女
、
名
は
沙

本

の
大
闇
見
戸
賣









に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る

子
、
沙

本

毘

古

の
王
、
次
に
袁

耶

本

の
王
、
次
に
沙

本

毘
賣
の
命
、
ま
た
の
名
は
佐

波

遲

比
賣
、
こ
の
沙
本
毘

賣
の
命
は
伊
久
米
三
の
天
皇
の
后
と
な
り
た
ま
へ
り
。
次
に
室
毘
古









の
王
四
柱
。
ま
た
近



つ
淡
海





の
御
上





の
祝





が
も
ち
い
つ
く
四
、
天



の
御
影





の
神
が
女
、
息
長






の
水
依






比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
子
、
丹
波





の
比

古

多

多

須

美

知

能

宇

斯

の
王
、
次
に
水
穗





の
眞
若





の
王
、
次
に
神
大
根







の
王
、
ま
た
の
名
は
八
瓜





の
入
日
子









の
王
、

次
に
水
穗





の
五
百
依









比
賣
、
次
に
御

井

津

比
賣
五
柱
。
ま
た
そ
の
母
の
弟
袁

祁

都

比
賣
の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み

ま
せ
る
子
、
山
代






の
大
筒
木







の
眞
若





の
王
、
次
に
比

古

意

須

の
王
、
次
に
伊

理

泥

の
王
三
柱
。
お
よ
そ
日
子
坐







の
王
の
子
、
并
は
せ
て

十

五

王











。
か
れ
兄




大

俣





の
王
の
子
、
曙
立






の
王
五
、
次
に
菟
上






の
王
二
柱
。
こ
の

曙
立






の
王
は
、
伊
勢
の
品
遲





部
、
伊
勢
の
佐
那
の
造
が
祖
な
り
。
菟
上






の
王
は
、
比
賣
陀
の
君
が
祖
な
り
。
次

に
小
俣





の
王
は
當
麻
の
勾
の
君
が
祖
な
り
。
次
に
志

夫

美

の
宿
禰





の
王
は
佐
佐
の
君
が
祖
な
り
。
次
に
沙

本

毘

古

の
王
は
、
日
下
部
の
連
、
甲
斐
の
國
の
造
が
祖
な
り
。
次
に
袁

耶

本

の
王
は
、
葛
野
の
別
、
近
つ
淡
海
の
蚊

野
の
別
が
祖
な
り
。
次
に
室
毘
古









の
王
は
、
若
狹
の
耳
の
別
が
祖
な
り
。
そ
の
美

知

能

宇

志

の
王
、
丹
波





の
河
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上
の
摩

須

の
郎
女






に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
子
、
比

婆

須

比
賣
の
命
六
、
次
に
眞

砥

野

比
賣
の
命
、
次
に
弟



比

賣
の
命
、
次
に
朝
廷
別







の
王
四
柱
。
こ
の
朝
廷
別







の
王
は
、
三
川
の
穗
の
別
が
祖
な
り
。
こ
の
美

知

能

宇

斯

の

王
の
弟
、
水
穗





の
眞
若





の
王
は
、
近
つ
淡
海
の
安
の
直
が
祖
な
り
。
次
に
神
大
根







の
王
は
、
三
野
の
國
の
造
、

本
巣
の
國
の
造
、
長
幡
部
の
連
が
祖
な
り
。
次
に
山
代






の
大
筒
木
眞
若










の
王
、
同

母

弟

伊

理

泥

の
王
が
女
、
丹

波
の
阿

治

佐

波

毘
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
子
、
迦
邇
米
雷









の
王
、
こ
の
王
、
丹
波





の
遠
津





の
臣
が
女
、
名

は
高
材





比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
子
、
息
長






の
宿
禰
の
王
、
こ
の
王
、
葛
城






の
高
額






比
賣
に
娶
ひ
て
、
生

み
ま
せ
る
子
、
息
長
帶









比
賣
の
命
、
次
に
虚

空

津

比
賣
の
命
、
次
に
息
長
日
子








の
王
三
柱
。
こ
の
王
は
吉
備

の
品
遲
の
君
、
針
間
の
阿
宗
の
君
が
祖
な
り
。
ま
た
息
長






の
宿
禰
の
王
、
河
俣






の
稻
依






毘
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み

ま
せ
る
子
、
大
多
牟
坂








の
王
、
こ
は
多
遲
摩
の
國
の
造
が
祖
な
り
。
上



に
い
へ
る
建
豐
波
豆
羅
和
氣



















の
王
は
道

守
の
臣
、
忍
海
部
の
造
、
御
名
部
の
造
、
稻
羽
の
忍
海
部
、
丹
波
の
竹
野
の
別
、
依
網
の
阿
毘
古
等
が
祖
な
り
。

　
天
皇
、
御
年
六
十
三
歳









、
御
陵
は
伊
耶
河









の
坂
の
上
七
に
あ
り
。

　
　
一
　
開
化
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
市
。

　
　
三
　
垂
仁
天
皇
。
九
八
頁
に
こ
の
皇
后
の
物
語
が
あ
る
。

　
　
四
　
滋
賀
縣
野
洲
郡
の
三
上
の
神
職
が
祭
る
。

　
　
五
　
一
〇
二
頁
に
物
語
が
あ
る
。
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六
　
以
下
の
諸
女
王
の
こ
と
、
一
〇
四
頁
に
物
語
が
あ
る
が
人
數
な
ど
に
相
違
が
あ
る
。

　
　
七
　
奈
良
市
。

　
　
　
〔
三
、
崇
神
天
皇
〕

　
　
　
　
　
〔
后
妃
と
皇
子
女
〕

　
御
眞
木
入
日
子
印
惠





















の
命
一
、
師

木

の
水
垣






の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の
天
皇
、

木
の
國
の
造
、
名
は
荒
河
戸
辨








が
女
、
遠
津
年
魚
目
目
微
比
賣

























に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
豐
木
入
日
子









の
命
、
次
に
豐
※
入
日
賣










の
命
二
柱
。
ま
た
尾
張





の
連
が
祖
意

富

阿

麻

比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、

大
入
杵







の
命
、
次
に
八
坂





の
入
日
子









の
命
、
次
に
沼

名

木

の
入
日
賣
の
命
、
次
に
十
市





の
入
日
賣
の
命
四
柱
。

ま
た
大
毘
古









の
命
が
女
、
御

眞

津

比
賣
の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
伊
玖
米
入
日
子
伊
沙
知





















の
命
、

次
に
伊

耶

の
眞
若





の
命
、
次
に
國
片






比
賣
の
命
、
次
に
千
千
都
久
和









比
賣
の
命
、
次
に
伊

賀

比
賣
の
命
、
次
に

倭
日
子







の
命
六
柱
。
こ
の
天
皇
の
御
子
た
ち
、
并
せ
て
十
二
柱
男
王
七
、
女
王
五
な
り
。
か
れ
伊

久

米

伊

理

毘

古

伊

佐

知

の
命
は
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
次
に
豐
木
入
日
子









の
命
は
、
上
つ
毛
野
、
下
つ
毛
野
の
君
等
が

祖
な
り
。
妹
豐
※






比
賣
の
命
は
伊
勢
の
大
神
の
宮
を
拜



き
祭
り
た
ま
ひ
き
。
次
に
大
入
杵







の
命
は
、
能
登
の
臣

が
祖
な
り
。
次
に
倭
日
子







の
命
は
、
こ
の
王
の
時
に
始
め
て
陵
に
人
垣
を
立
て
た
り
三
。
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一
　
崇
神
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。

　
　
三
　
人
を
埋
め
て
垣
と
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
〔
美
和
の
大
物
主
〕

　
こ
の
天
皇
の
御
世
に
「
役
病





多


に
起
り
、
人

民








盡
き
な
む
と
し
き
。
こ
こ
に
天
皇
愁

歎

へ
た
ま
ひ
て
、
神



牀


一
に
ま
し
ま
し
け
る
夜
に
、
大
物
主








の
大
神






、
御
夢
に
顯
は
れ
て
の
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
こ
は
我

が
御
心
な

り
。
か
れ
意

富

多

多

泥

古

を
も
ち
て
、
我
が
御
前
に
祭
ら
し
め
た
ま
は
ば
、
神
の
氣

起
ら
ず
二
、
國
も
安
平






な

ら
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
を
以
ち
て
、
驛

使








三
を
四

方

に
班



ち
て
、
意

富

多

多

泥

古

と
い
ふ
人
を
求

む
る
時
に
、
河
内
の
美

努

の
村
四
に
そ
の
人
を
見
得
て
、
貢




り

き
。
こ
こ
に
天
皇
問
ひ
た
ま
は
く
、
「
汝





は
誰

が
子
ぞ
」
と
問
ひ
た
ま
ひ
き
。
答
へ
て
白
さ
く
「
僕

は
大
物
主
の
大
神
、
陶
津
耳







の
命
が
女
、
活
玉
依








毘
賣
に

娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
名
は
櫛
御
方







の
命
の
子
、
飯
肩
巣
見








の
命
の
子
、
建
甕
槌








の
命
の
子
、
僕





意
富
多
多

泥
古
」
と
ま
を
し
き
。

　
こ
こ
に
天
皇
い
た
く
歡
び
た
ま
ひ
て
、
詔
り
た
ま
は
く
、
「
天
の
下
平
ぎ
、
人

民








榮
え
な
む
」
と
の
り
た

ま
ひ
て
、
す
な
は
ち
意
富
多
多
泥
古
の
命
を
、
神
主






五
と
し
て
、
御
諸
山
六
に
、
意

富

美

和

の
大
神
の
御
前
を

拜


き
祭
り
た
ま
ひ
き
。
ま
た
伊

迦

賀

色

許

男

の
命
に
仰
せ
て
、
天
の
八
十
平
瓮











七
を
作
り
、
天
つ
神
地



つ
祇



の

社
を
定
め
ま
つ
り
た
ま
ひ
き
。
ま
た
宇

陀

の
墨
坂






八
の
神
に
、
赤
色
の
楯
矛






を
祭
り
九
、
ま
た
大
坂






の
神
一
〇
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に
、
墨
色
の
楯
矛
を
祭
り
、
ま
た
坂



の
御

尾

の
神
、
河



の
瀬

の
神
ま
で
に
、
悉
に
遺

忘

る
こ
と
な
く
幣

帛

ま
つ

り
た
ま
ひ
き
。
こ
れ
に
因
り
て
役

の
氣

悉
に
息

み
て
、
國
家





安
平





ぎ
き
。

　
こ
の
意
富
多
多
泥
古
と
い
ふ
人
を
、
神
の
子
と
知
れ
る
所

以

は
、
上
に
い
へ
る
活
玉
依








毘
賣
、
そ
れ
顏
好
か

り
き
。
こ
こ
に
壯
夫





あ
り
て
、
そ
の
形
姿





威
儀






時
に
比





無
き
が
、
夜
半






の
時
に
た
ち
ま
ち
來
た
り
。
か
れ
相
感



で
て
共
婚






し
て
、
住
め
る
ほ
ど
に
、
い
ま
だ
幾
何





も
あ
ら
ね
ば
、
そ
の
美
人





姙


み
ぬ
。

　
こ
こ
に
父
母
、
そ
の
姙



め
る
事
を
怪
み
て
、
そ
の
女
に
問
ひ
て
曰
は
く
、
「
汝





は
お
の
づ
か
ら
姙



め
り
。
夫





無
き
に
い
か
に
か
も
姙



め
る
」
と
問
ひ
し
か
ば
、
答
へ
て
曰
は
く
、
「
麗





し
き
壯
夫





の
、
そ
の
名
も
知
ら
ぬ
が
、

夕

ご
と
に
來
り
て
住
め
る
ほ
ど
に
、
お
の
づ
か
ら
に
姙



み
ぬ
」
と
い
ひ
き
。
こ
こ
を
以
ち
て
そ
の
父
母
、
そ
の

人
を
知
ら
む
と
欲



ひ
て
、
そ
の
女
に
誨



へ
つ
ら
く
は
、
「
赤

土

を
床
の
邊
に
散
ら
し
、
卷
子
紡
麻







を
針
に
貫

き

て
、
そ
の
衣
の
襴



に
刺
せ
」
と
誨



へ
き
一
一
。
か
れ
教
へ
し
が
如
し
て
、
旦
時





に
見
れ
ば
、
針
を
つ
け
た
る
麻

は
、
戸
の
鉤
穴






よ
り
控

き
通
り
て
出
で
、
た
だ
遺



れ
る
麻

一
二
は
、
三

勾

の
み
な
り
き
。

　
こ
こ
に
す
な
は
ち
鉤
穴
よ
り
出
で
し
状
を
知
り
て
、
絲
の
ま
に
ま
に
尋
ね
行
き
し
か
ば
、
美
和
山
に
至
り
て
、

神
の
社
に
留
ま
り
き
。
か
れ
そ
の
神
の
御
子
な
り
と
は
知
り
ぬ
。
か
れ
そ
の
麻

の
三

勾

遺


れ
る
に
よ
り
て
、
其

地

に
名
づ
け
て
美

和

と
い
ふ
な
り
。
こ
の
意
富
多
多
泥
古
の
命
は
、
神



の
君
、
鴨
の
君
が
祖
な
り
。

　
　
一
　
神
に
祈
つ
て
寢
る
床
。
夢
に
神
意
を
得
よ
う
と
す
る
。

　
　
二
　
神
の
た
た
り
。
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三
　
馬
に
乘
つ
て
行
く
使
。

　
　
四
　
大
阪
府
中
河
内
郡
。
日
本
書
紀
に
は
茅
渟
の
縣
の
陶
の
村
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
和
泉
の
國
で
あ
る
。

　
　
　
　
五
　
神
の
よ
り
つ
く
人
。

　
　
六
　
奈
良
縣
磯
城
郡
の
三
輪
山
。

　
　
七
　
多
く
の
平
た
い
皿
。
既
出
の
語
。

　
　
八
　
奈
良
縣
宇
陀
郡
。
大
和
の
中
央
部
か
ら
見
て
東
方
の
通
路
の
坂
。

　
　
九
　
奉
る
こ
と
に
よ
つ
て
祭
を
す
る
。
神
に
武
器
を
奉
つ
て
魔
物
の
入
り
來
る
を
防
ご
う
と
す
る
思
想
。

　
　
一
〇
　
奈
良
縣
北
葛
城
郡
二
上
山
の
北
方
を
越
え
る
坂
。
大
和
の
中
央
部
か
ら
西
方
の
坂
。

　
　
一
一
　
人
間
な
ら
ざ
る
者
の
正
體
を
見
現
す
た
め
に
行
う
。
ヘ
ソ
ヲ
は
絲
卷
に
ま
い
た
麻
。

　
　
一
二
　
絲
卷
に
殘
つ
た
麻
。

　
　
　
　
　
〔
將
軍
の
派
遣
〕

　
ま
た
こ
の
御
世
に
、
大
毘
古









の
命
一
を
高

志

の
道



に
遣
し
、
そ
の
子
建
沼
河
別










の
命
を
東




の

方
十

二








道
二

に
遣
し
て
、
そ
の
服





は
ぬ
人
ど
も
を
言
向
け
和



さ
し
め
、
ま
た
日
子
坐







の
王



を
ば
、
旦
波





の
國
三
に
遣
し
て
、

玖
賀
耳









の
御
笠





こ
は
人
の
名
な
り
。
を
殺

ら
し
め
た
ま
ひ
き
。

　
か
れ
大
毘
古









の
命
、
高

志

の
國
に
罷
り
往

で
ま
す
時
に
、
腰
裳





服

せ
る
少
女





四
、
山
代
の
幣
羅
坂









五
に
立
ち

て
、
歌
よ
み
し
て
曰
ひ
し
く
、
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御
眞
木
入
日
子















六
は
や
、

　
　
御
眞
木
入
日
子
は
や
、

　
　
お
の
が
命

を
　
竊



み
殺

せ
む
と
、

　
　
後



つ
戸

よ
　
い
行
き
違



ひ
七

　
　
前



つ
戸
よ
　
い
行
き
違
ひ

　
　
窺
は
く
　
知
ら
に
と
八
、

　
　
御
眞
木
入
日
子
は
や
。
　
　
（
歌
謠
番
號
二
三
）

と
歌
ひ
き
。
こ
こ
に
大
毘
古









の
命
、
怪
し
と
思
ひ
て
、
馬
を
返
し
て
、
そ
の
少
女
に
問
ひ
て
曰
は
く
、
「
汝





が

い
へ
る
言
は
、
い
か
に
言
ふ
ぞ
」
と
問
ひ
し
か
ば
、
少
女
答
へ
て
曰
は
く
、
「
吾

は
言
ふ
こ
と
も
な
し
。
た
だ

歌
よ
み
し
つ
ら
く
の
み
」
と
い
ひ
て
、
そ
の
行
く
方

も
見
え
ず
し
て
忽
に
失
せ
ぬ
九
。
か
れ
大
毘
古
の
命
、
更

に
還
り
ま
ゐ
上
り
て
、
天
皇
に
ま
を
す
時
に
、
天
皇
答
へ
て
詔
り
た
ま
は
く
、
「
こ
は
山
代
の
國
な
る
我
が
庶

兄


、
建
波
邇
安








の
王
の
、
邪





き
心
を
起
せ
る
表





な
ら
む
。
伯
父
、
軍
を
興
し
て
、
行
か
さ
ね
」
と
の
り
た
ま
ひ

て
、
丸

邇

の
臣



の
祖
、
日
子
國
夫
玖













の
命
を
副
へ
て
、
遣
す
時
に
、
す
な
は
ち
丸
邇
坂









に
忌
瓮






を
居

ゑ
て
、
罷

り
往

で
ま
し
き
。

　
こ
こ
に
山
代
の
和

訶

羅

河
一
〇
に
到
れ
る
時
に
、
そ
の
建
波
邇
安
の
王
、
軍
を
興
し
て
、
待
ち
遮
り
、
お
の

も
お
の
も
河
を
中
に
は
さ
み
て
、
對

き
立
ち
て
相
挑



み
き
。
か
れ
其

地

に
名
づ
け
て
、
伊

杼

美

と
い
ふ
。
今
は

伊
豆
美
と
い
ふ
。
こ
こ
に
日
子
國
夫
玖













の
命
、
「
其
方





の
人
ま
づ
忌
矢






を
放
て
」
と
乞
ひ
い
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
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の
建
波
邇
安
の
王
射
つ
れ
ど
も
え
中
て
ず
。
こ
こ
に
國
夫
玖









の
命
の
放
つ
矢
は
、
建
波
邇
安
の
王
を
射
て
死



し

き
。
か
れ
そ
の
軍
、
悉
に
破
れ
て
逃
げ
散



け
ぬ
。
こ
こ
に
そ
の
逃
ぐ
る
軍
を
追
ひ
迫

め
て
、
久

須

婆

の
渡





一
一

に
到
り
し
時
に
、
み
な
迫
め
ら
え
窘





み
て
、
屎



出
で
て
、
褌





に
懸
か
り
き
。
か
れ
其

地

に
名
づ
け
て
屎

褌







と

い
ふ
。
今
は
久
須
婆
と
い
ふ
。
ま
た
そ
の
逃
ぐ
る
軍
を
遮
り
て
斬
り
し
か
ば
、
鵜
の
ご
と
河
に
浮
き
き
。
か
れ

そ
の
河
に
名
づ
け
て
、
鵜
河
と
い
ふ
。
ま
た
そ
の
軍

士







を
斬
り
屠



り
き
。
か
れ
、
其
地
に
名
づ
け
て
波

布

理

曾

能

一
二
と
い
ふ
。
か
く
平





け
訖
へ
て
、
ま
ゐ
上
り
て
覆





奏


し
き
。

　
か
れ
大
毘
古









の
命
は
、
先
の
命
の
ま
に
ま
に
、
高

志

の
國
に
罷
り
行

で
ま
し
き
。
こ
こ
に
東
の
方
よ
り
遣
し

し
建
沼
河
別










、
そ
の
父
大
毘
古









と
共
に
、
相
津





一
三
に
往
き
遇
ひ
き
。
か
れ
其

地

を
相
津





と
い
ふ
。
こ
こ
を
以

ち
て
お
の
も
お
の
も
遣
さ
え
し
國
の
政
を
和



し
言
向
け
て
、
覆





奏


し
き
。

　
こ
こ
に
天
の
下
平
ぎ
、
人

民








富
み
榮
え
き
。
こ
こ
に
初
め
て
男





の
弓
端





の
調





一
四
、
女





の
手
末






の
調
一
五

を
貢




ら

し
め
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
の
御
世
を
稱



へ
て
、
初



國
知
ら
し
し
一
六
、
御

眞

木

の
天
皇
と
ま
を
す
。
ま

た
こ
の
御
世
に
、
依
網





の
池
一
七
を
作
り
、
ま
た
輕



の
酒
折






の
池
一
八
を
作
り
き
。

　
天
皇
、
御
歳
一
百
六
十
八
歳













、
戊
寅
の
年
の
十
二
月
に
崩
り
た
ま
ひ
き
。
御
陵
は
、
山



の
邊

の
道



の
勾





の
岡



の
上

一
九
に
あ
り
。

　
　
一
　
孝
元
天
皇
の
御
子
。

　
　
二
　
十
二
國
に
同
じ
。
伊
勢
（
志
摩
を
含
む
）
、
尾
張
、
參
河
、
遠
江
、
駿
河
、
甲
斐
、
伊
豆
、
相
模
、
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武
藏
、
總
（
上
總
、
下
總
、
安
房
）
、
常
陸
、
陸
奧
の
十
二
國
で
あ
る
と
い
う
。

　
　
三
　
京
都
府
の
北
部
。

　
　
四
　
腰
に
裳
を
つ
け
た
少
女
。
裳
は
女
子
の
腰
部
に
ま
と
う
衣
服
。

　
　
五
　
大
和
の
國
か
ら
山
城
の
國
に
越
え
た
所
の
坂
。

　
　
六
　
崇
神
天
皇
。

　
　
七
　
後
方
の
戸
か
ら
人
目
を
は
ず
し
て
。

　
　
八
　
窺
う
こ
と
を
知
ら
ず
に
と
、
ニ
は
打
消
の
助
動
詞
ヌ
の
連
用
形
。

　
　
九
　
神
が
少
女
に
化
し
て
教
え
た
意
に
な
る
。

　
　
一
〇
　
木
津
川
の
別
名
。

　
　
一
一
　
大
阪
府
北
河
内
郡
淀
川
の
渡
り
場
。

　
　
一
二
　
京
都
府
相
樂
郡
。

　
　
一
三
　
福
島
縣
の
會
津
。

　
　
一
四
　
男
子
が
弓
に
よ
つ
て
得
た
物
の
貢
物
。
獸
皮
の
類
を
い
う
。

　
　
一
五
　
女
子
の
手
藝
に
よ
つ
て
得
た
物
の
貢
物
。
織
物
、
絲
の
類
。

　
　
一
六
　
新
し
い
土
地
を
領
有
し
た
。

　
　
一
七
　
大
阪
市
東
成
區
。

　
　
一
八
　
奈
良
縣
高
市
郡
。
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一
九
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。

　
　
　
〔
四
、
垂
仁
天
皇
〕

　
　
　
　
　
〔
后
妃
と
皇
子
女
〕

　
伊

久

米

伊

理

毘

古

伊

佐

知

の
命
一
、
師

木

の
玉
垣






の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の

天
皇
、
沙

本

毘

古

の
命
が
妹
、
佐

波

遲

比
賣
の
命
三
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
品

牟

都

和

氣

の
命
一
柱
。

ま
た
旦
波





の
比

古

多

多

須

美

知

能

宇

斯

の
王
が
女
、
氷

羽

州

比
賣
の
命
四
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
印



色


の
入
日
子









の
命
、
次
に
大
帶
日
子
淤
斯
呂
和
氣

























の
命
、
次
に
大
中
津
日
子









の
命
、
次
に
倭





比
賣
の
命
、
次
に

若
木





の
入
日
子









の
命
五
柱
。
ま
た
そ
の
氷

羽

州

比
賣
の
命
が
弟
、
沼

羽

田

の
入



毘
賣
の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま

せ
る
御
子
、
沼
帶
別








の
命
、
次
に
伊
賀
帶
日
子









の
命
二
柱
。
ま
た
そ
の
沼

羽

田

の
入



日
賣
の
命
が
弟
、
阿

耶

美

の
伊

理

毘
賣
の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
伊

許

婆

夜

和

氣

の
命
、
次
に
、
阿

耶

美

都

比
賣
の
命
二
柱
。

ま
た
大
筒
木
垂
根










の
王
が
女
、
迦

具

夜

比
賣
の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
袁

那

辨

の
王
一
柱
。
ま
た

山
代
の
大
國






の
淵



が
女
、
苅
羽
田
刀
辨













に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
落
別






の
王
、
次
に
五
十
日
帶
日
子















の

王
、
次
に
伊
登
志
別











の
王
三
柱
。
ま
た
そ
の
大
國






の
淵



が
女
、
弟
苅
羽
田
刀
辨

















に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、

石
衝
別








の
王
、
次
に
石
衝






毘
賣
の
命
、
ま
た
の
名
は
布

多

遲

の
伊

理

毘
賣
の
命
二
柱
。
お
よ
そ
こ
の
天
皇
の
御

子
等
、
十
六
王










ま
せ
り
。
男
王
十
三
柱
、
女
王
三
柱
。
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か
れ
大
帶
日
子
淤
斯
呂
和
氣

























の
命
は
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
御
身
の
た
け
一
丈
二
寸
、
御
脛
の
長
さ
四

尺
一
寸
ま
し
き
。
次
に
印
色






の
入
日
子









の
命
は
、
血

沼

の
池
五
を
作
り
、
ま
た
狹
山





の
池
を
作
り
、
ま
た
日
下





の
高
津





の
池
六
を
作
り
た
ま
ひ
き
。
ま
た
鳥
取





の
河
上
の
宮
七
に
ま
し
ま
し
て
、
横

刀

壹
仟

口

を
作
ら
し
め
た

ま
ひ
き
。
こ
を
石



の
上



の
神
宮
八
に
納
め
ま
つ
る
。
す
な
は
ち
そ
の
宮
に
ま
し
ま
し
て
、
河
上
部
を
定
め
た
ま

ひ
き
九
。
次
に
大
中
津
日
子









の
命
は
、
山
邊
の
別
、
三
枝
の
別
、
稻
木
の
別
、
阿
太
の
別
、
尾
張
の
國
の
三
野

の
別
、
吉
備
の
石
旡



の
別
、
許
呂
母
の
別
、
高
巣
鹿
の
別
、
飛
鳥
の
君
、
牟
禮
の
別
等
が
祖
な
り
。
次
に
倭





比

賣
の
命
は
、
伊
勢
の
大
神
の
宮
を
拜



き
祭
り
た
ま
ひ
き
。
次
に
伊

許

婆

夜

和

氣

の
王
は
、
沙
本
の
穴
本





部
の
別

が
祖
な
り
。
次
に
阿

耶

美

都

比
賣
の
命
は
、
稻
瀬
毘
古
の
王
に
嫁

ひ
ま
し
き
。
次
に
落
別






の
王
は
、
小
目
の
山

の
君
、
三
川
の
衣
の
君
が
祖
な
り
。
次
に
五

十
日
帶
日
子








の
王
は
、
春
日
の
山
の
君
、
高
志
の
池
の
君
、
春
日

部
の
君
が
祖
な
り
。
次
に
伊

登

志

和

氣

の
王
は
、
子
な
き
に
因
り
て
、
子
代
と
し
て
、
伊
登
志
部
を
定
め
き
。

次
に
石
衝
別








の
王
は
、
羽
咋





の
君
、
三
尾
の
君
が
祖
な
り
。
次
に
布

多

遲

の
伊

理

毘
賣
の
命
は
、
倭
建
の
命
の

后
と
な
り
た
ま
ひ
き
。

　
　
一
　
垂
仁
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。

　
　
三
　
沙
本
毘
賣
に
同
じ
。
開
化
天
皇
の
皇
女
。

　
　
四
　
以
下
の
三
后
妃
は
、
開
化
天
皇
の
卷
に
見
え
、
ま
た
下
に
見
え
る
。
そ
の
條
參
照
。
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五
　
大
阪
府
泉
南
郡
。

　
　
六
　
大
阪
府
南
河
内
郡
。

　
　
七
　
大
阪
府
泉
南
郡
。

　
　
八
　
奈
良
縣
山
邊
郡
の
石
上
の
神
宮
。

　
　
九
　
人
民
の
集
團
に
縁
故
の
あ
る
名
を
つ
け
て
記
念
と
し
、
ま
た
こ
れ
を
支
配
す
る
。
以
下
、
何
部
を
定

　
　
め
た
と
い
う
記
事
が
多
い
。

　
　
　
　
　
〔
沙
本
毘
古
の
叛
亂
〕

　
こ
の
天
皇
、
沙

本

毘
賣
を
后
と
し
た
ま
ひ
し
時
に
、
沙

本

毘
賣
の
命
の
兄





、
沙

本

毘

古

の
王
、
そ
の
同

母

妹

に
問
ひ
て
曰
は
く
、
「
夫

と
兄





と
は
い
づ
れ
か
愛

し
き
」
と
問
ひ
し
か
ば
、
答
へ
て
曰
は
く
「
兄
を
愛
し
と
お

も
ふ
」
と
答
へ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
沙

本

毘

古

の
王
、
謀
り
て
曰
は
く
、
「
汝





ま
こ
と
に
我



を
愛
し
と
思
ほ
さ

ば
、
吾
と
汝
と
天
の
下
治
ら
さ
む
と
す
」
と
い
ひ
て
、
す
な
は
ち
八
鹽
折









の
紐
小
刀







一
を
作
り
て
、
そ
の
妹





に

授
け
て
曰
は
く
、
「
こ
の
小
刀
も
ち
て
、
天
皇
の
寢



し
た
ま
ふ
を
刺
し
殺

せ
ま
つ
れ
」
と
い
ふ
。
か
れ
天
皇
、

そ
の
謀
を
知

ら
し
め
さ
ず
て
、
そ
の
后
の
御
膝
を
枕

き
て
、
御
寢
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
后
、
紐
小
刀
も

ち
て
、
そ
の
天
皇
の
御

頸







を
刺
し
ま
つ
ら
む
と
し
て
、
三
度
擧

り
た
ま
ひ
し
か
ど
も
、
哀



し
と
お
も
ふ
情
に

え
忍

へ
ず
し
て
、
御
頸
を
え
刺
し
ま
つ
ら
ず
て
、
泣
く
涙
、
御

面







に
落
ち
溢



れ
き
。
天
皇
驚
き
起
ち
た
ま
ひ

て
、
そ
の
后
に
問
ひ
て
の
り
た
ま
は
く
、
「
吾

は
異

し
き
夢



を
見
つ
。
沙

本

二
の
方



よ
り
、
暴
雨






の
零

り
來
て
、
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急




に
吾
が
面
を
沾



し
つ
。
ま
た
錦
色
の
小

蛇

、
我
が
頸
に
纏



は
り
つ
。
か
か
る
夢
は
、
こ
は
何
の
表





に
あ
ら
む
」

と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
后
、
爭
ふ
べ
く
も
あ
ら
じ
と
お
も
ほ
し
て
、
す
な
は
ち
天
皇
に
白
し
て
言
さ

く
、
「
妾
が
兄
沙

本

毘

古

の
王
、
妾
に
、
夫
と
兄
と
は
い
づ
れ
か
愛

し
き
と
問
ひ
き
。
こ
こ
に
え
面
勝
た
ず
て
、

か
れ
妾
、
兄
を
愛
し
と
お
も
ふ
と
答
へ
曰
へ
ば
、
こ
こ
に
妾
に
誂





へ
て
曰
は
く
、
吾
と
汝
と
天
の
下
を
治
ら
さ

む
。
か
れ
天
皇
を
殺

せ
ま
つ
れ
と
い
ひ
て
、
八
鹽
折









の
紐
小
刀
を
作
り
て
妾
に
授
け
つ
。
こ
こ
を
以
ち
て
御
頸

を
刺
し
ま
つ
ら
む
と
し
て
、
三
度
擧

り
し
か
ど
も
、
哀
し
と
お
も
ふ
情
忽
に
起
り
て
、
頸
を
え
刺
し
ま
つ
ら
ず

て
、
泣
く
涙
の
落
ち
て
、
御
面
を
沾
ら
し
つ
。
か
な
ら
ず
こ
の
表





に
あ
ら
む
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。

　
こ
こ
に
天
皇
詔
り
た
ま
は
く
、
「
吾
は
ほ
と
ほ
と
に
欺
か
え
つ
る
か
も
三
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
軍
を
興
し

て
、
沙

本

毘

古

の
王
を
撃

ち
た
ま
ふ
時
に
、
そ
の
王
稻
城





四
を
作
り
て
、
待
ち
戰
ひ
き
。
こ
の
時
沙

本

毘

賣

の

命
、
そ
の
兄
に
え
忍

へ
ず
し
て
、
後



つ
門
よ
り
逃
れ
出
で
て
、
そ
の
稻
城





に
納

り
ま
し
き
。

　
こ
の
時
に
そ
の
后
姙



み
ま
し
き
。
こ
こ
に
天
皇
、
そ
の
后
の
、
懷
姙
み
ま
せ
る
に
忍
へ
ず
、
ま
た
愛

重

み
た

ま
へ
る
こ
と
も
、
三
年
に
な
り
に
け
れ
ば
、
そ
の
軍
を
※



し
て
急





け
く
も
攻
め
た
ま
は
ざ
り
き
。
か
く
逗
留






る

間
に
、
そ
の
姙



め
る
御
子
既
に
産

れ
ま
し
ぬ
。
か
れ
そ
の
御
子
を
出
し
て
、
稻
城





の
外
に
置
き
ま
つ
り
て
、
天

皇
に
白
さ
し
め
た
ま
は
く
、
「
も
し
こ
の
御
子
を
、
天
皇
の
御
子
と
思
ほ
し
め
さ
ば
、
治
め
た
ま
ふ
べ
し
」
と

ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
天
皇
詔

り
た
ま
は
く
、
「
そ
の
兄
を
怨



ひ
た
ま
へ
ど
も
、
な
ほ
そ
の
后
を
愛
し
と

お
も
ふ
に
え
忍
へ
ず
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
后
を
得
む
と
お
も
ふ
心
ま
し
き
。
こ
こ
を
以
ち
て
軍

士







の
中
に

力

士







の
輕

捷

き
を
選
り
聚



へ
て
、
宣
り
た
ま
は
く
は
、
「
そ
の
御
子
を
取
ら
む
時
に
、
そ
の
母
王






を
も
掠



ひ
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取
れ
五
。
御
髮
に
も
あ
れ
、
御
手
に
も
あ
れ
、
取
り
獲
む
ま
に
ま
に
、
掬



み
て
控

き
出
で
よ
」
と
の
り
た
ま
ひ

き
。
こ
こ
に
そ
の
后
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
御
心
を
知
り
た
ま
ひ
て
、
悉
に
そ
の
髮
を
剃
り
て
、
そ
の
髮
も
ち
て

そ
の
頭
を
覆
ひ
、
ま
た
玉
の
緒
を
腐



し
て
、
御
手
に
三
重
纏

か
し
、
ま
た
酒
も
ち
て
御
衣





を
腐
し
て
、
全
き
衣



の
ご
と
服

せ
り
。
か
く
設
け
備
へ
て
、
そ
の
御
子
を
抱



き
て
、
城
の
外
に
さ
し
出
で
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の

力

士







ど
も
、
そ
の
御
子
を
取
り
ま
つ
り
て
、
す
な
は
ち
そ
の
御
祖





を
握

り
ま
つ
ら
む
と
す
。
こ
こ
に
そ
の
御

髮
を
握

れ
ば
、
御
髮
お
の
づ
か
ら
落
ち
、
そ
の
御
手
を
握

れ
ば
、
玉
の
緒
ま
た
絶
え
、
そ
の
御
衣





を
握

れ
ば
、

御
衣
す
な
は
ち
破
れ
つ
。
こ
こ
を
以
ち
て
そ
の
御
子
を
取
り
獲
て
、
そ
の
御
祖



を
ば
え
と
り
ま
つ
ら
ざ
り
き
。

か
れ
そ
の
軍
士
ど
も
、
還
り
來
て
、
奏



し
て
言
さ
く
、
「
御
髮
お
の
づ
か
ら
落
ち
、
御
衣
破
れ
易
く
、
御
手
に

纏

か
せ
る
玉
の
緒
も
す
な
は
ち
絶
え
ぬ
。
か
れ
御
祖
を
獲
ま
つ
ら
ず
、
御
子
を
取
り
得
ま
つ
り
き
」
と
ま
を
す
。

こ
こ
に
天
皇
悔
い
恨
み
た
ま
ひ
て
、
玉
作
り
し
人
ど
も
を
惡



ま
し
て
、
そ
の
地





を
み
な
奪

り
た
ま
ひ
き
。
か
れ

諺


に

、
地





得
ぬ
玉
作
り
六
と
い
ふ
な
り
。

　
ま
た
天
皇
、
そ
の
后
に
命

詔







し
た
ま
は
く
、
「
お
よ
そ
子
の
名
は
、
か
な
ら
ず
母
の
名
づ
く
る
を
、
こ
の

子
の
御
名
を
、
何
と
か
い
は
む
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
答
へ
て
白
さ
く
、
「
今
火
の
稻
城





を
燒
く
時
に
、

火

中
に
生

れ
ま
し
つ
。
か
れ
そ
の
御
名
は
、
本

牟

智

和

氣

七
の
御

子

と
ま
を
す
べ
し
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。

ま
た
命
詔
し
た
ま
は
く
「
い
か
に
し
て
日

足

し
ま
つ
ら
む
八
」
と
の
り
た
ま
へ
ば
、
答
へ
て
白
さ
く
、
「
御
母





を
取
り
、
大
湯
坐









、
若
湯
坐









九
を
定
め
て
、
日
足
し
ま
つ
る
べ
し
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
の
后
の
ま

を
し
た
ま
ひ
し
ま
に
ま
に
、
日

足

し
ま
つ
り
き
。
ま
た
そ
の
后
に
問
ひ
た
ま
は
く
、
「
汝





の
堅
め
し
瑞



の
小
佩
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一
〇
は
、
誰
か
も
解
か
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
し
か
ば
、
答
へ
て
白
さ
く
、
「
旦
波





の
比

古

多

多

須

美

智

能

宇

斯

の
王



が
女
、
名
は
兄

比

賣

弟
比
賣









、
こ
の
二
柱
の
女
王






、
淨
き
公

民








に
ま
せ
ば
、
使
ひ
た
ま
ふ
べ
し
」
と
ま

を
し
た
ま
ひ
き
。
然
あ
り
て
遂
に
そ
の
沙

本

比

古

の
王
を
殺

り
た
ま
へ
る
に
、
そ
の
同

母

妹

も
從
ひ
た
ま
ひ
き
。

　
　
一
　
色
濃
く
染
め
た
紐
の
つ
い
て
い
る
小
刀
。
こ
の
紐
、
下
の
錦
色
の
小
蛇
と
い
う
の
に
關
係
が
あ
る
。

　
　
二
　
奈
良
市
佐
保
。
佐
本
毘
古
の
王
の
居
所
。

　
　
三
　
あ
ぶ
な
く
だ
ま
さ
れ
る
所
だ
つ
た
。
ホ
ト
ホ
ト
ニ
は
、
ほ
と
ん
ど
。

　
　
四
　
稻
を
積
ん
だ
城
。
俵
を
積
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

　
　
五
　
か
す
め
取
れ
。

　
　
六
　
玉
作
り
は
、
土
地
を
持
た
な
い
と
い
う
諺
の
も
と
だ
と
い
う
。

　
　
七
　
ホ
が
火
を
意
味
し
、
ム
チ
は
尊
稱
、
ワ
ケ
は
若
い
御
方
の
義
の
名
。

　
　
八
　
日
を
足
し
て
成
育
さ
せ
る
。

　
　
九
　
赤
子
の
湯
を
使
う
人
。
そ
の
お
も
な
役
と
若
い
方
の
役
。

　
　
一
〇
　
妻
が
男
の
衣
の
紐
を
結
ぶ
風
習
に
よ
る
。
ミ
ヅ
は
美
稱
。
生
氣
の
あ
る
意
。

　
　
　
　
　
〔
本

牟

智

和

氣

の
御
子
〕

　
か
れ
そ
の
御
子
を
率

て
遊
ぶ
状



は
、
尾
張
の
相
津
一
な
る
二
俣
榲








を
二
俣
小
舟









に
作
り
て
、
持
ち
上
り
來
て
、
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倭




の
市
師





の
池
二
輕





の
池
三
に
浮
け
て
、
そ
の
御
子
を
率

て
遊
び
き
。
然
る
に
こ
の
御
子
、
八
拳
鬚
心
前










に
至

る
ま
で
に
ま
言



と
は
ず
。
か
れ
今
、
高
往
く
鵠



が
音
を
聞
か
し
て
、
始
め
て
あ
ぎ
と
ひ
四
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に

山
邊





の
大
※






こ
は
人
の
名
な
り
。
を
遣
し
て
、
そ
の
鳥
を
取
ら
し
め
き
。
か
れ
こ
の
人
、
そ
の
鵠
を
追
ひ
尋
ね

て
、
木

の
國
よ
り
針
間





の
國
に
到
り
、
ま
た
追
ひ
て
稻
羽





の
國
に
越
え
、
す
な
は
ち
旦
波





の
國
多

遲

麻

の
國
に

到
り
、
東
の
方
に
追
ひ
𢌞
り
て
、
近



つ
淡
海





の
國
に
到
り
、
三

野

の
國
に
越
え
、
尾
張





の
國
よ
り
傳
ひ
て
科
野





の
國
に
追
ひ
、
遂
に
高

志

の
國
に
追
ひ
到
り
て
、
和

那

美

の
水
門





五
に
網
を
張
り
、
そ
の
鳥
を
取
り
て
、
持
ち

上
り
て
獻
り
き
。
か
れ
そ
の
水
門
に
名
づ
け
て
和

那

美

の
水
門





と
い
ふ
な
り
。
ま
た
そ
の
鳥
を
見
た
ま
へ
ば
、

物
言
は
む
と
思
ほ
し
て
、
思
ほ
す
が
ご
と
言
ひ
た
ま
ふ
事
な
か
り
き
。

　
こ
こ
に
天
皇
患
へ
た
ま
ひ
て
、
御

寢

ま
せ
る
時
に
、
御
夢
に
覺



し
て
の
り
た
ま
は
く
、
「
我
が
宮
を
、
天
皇






の
御
舍






の
ご
と
修

理

め
た
ま
は
ば
、
御
子
か
な
ら
ず
ま
言



と
は
む
」
と
か
く
覺
し
た
ま
ふ
時
に
、
太
卜






に
占



へ

て
六
、
「
い
づ
れ
の
神
の
御
心
ぞ
」
と
求
む
る
に
、
こ
こ
に
祟



り
た
ま
ふ
は
、
出
雲





の
大
神
七
の
御
心
な
り
。

か
れ
そ
の
御
子
を
、
そ
の
大
神
の
宮
を
拜





ま
し
め
に
遣
し
た
ま
は
む
と
す
る
時
に
、
誰
を
副



へ
し
め
ば
吉

け
む

と
う
ら
な
ふ
に
、
こ
こ
に
曙
立






八
の
王
卜



に
食

へ
り
九
。
か
れ
曙
立






の
王
に
科



せ
て
、
う
け
ひ
白
さ
し
む
ら
く

一
〇
、
「
こ
の
大
神
を
拜
む
に
よ
り
て
、
誠





に
驗





あ
ら
ば
、
こ
の
鷺



の
巣

の
池
一
一
の
樹
に
住
め
る
鷺
を
、
う

け
ひ
落
ち
よ
」
と
、
か
く
詔
り
た
ま
ふ
時
に
、
う
け
ひ
て
そ
の
鷺
地



に
墮
ち
て
死
に
き
。
ま
た
「
う
け
ひ
活
け
」

と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
う
け
ひ
し
か
ば
、
更
に
活
き
ぬ
。
ま
た
甜
白
檮









の
前



一
二
な
る
葉
廣
熊
白
檮









一
三

を
う
け
ひ
枯
ら
し
、
ま
た
う
け
ひ
生
か
し
め
き
。
こ
こ
に
そ
の
曙
立






の
王
に
、
倭





は
師

木

の
登

美

の
豐
朝
倉








の
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曙
立






の
王
と
い
ふ
名
を
賜
ひ
き
。
す
な
は
ち
曙
立






の
王
菟
上






の
王
二

王







を
、
そ
の
御
子
に
副
へ
て
遣
し
し
時

に
、
那

良

戸

一
四
よ
り
は
跛




、

盲




遇
は
む
。
大
阪
戸
一
五
よ
り
も
跛




、

盲




遇
は
む
。
た
だ
木
戸
一
六
ぞ
掖
戸





の

吉
き
戸
一
七
と
卜
へ
て
、
い
で
ま
し
し
時
に
、
到
り
ま
す
地





ご
と
に
品
遲
部









を
定
め
た
ま
ひ
き
。

　
か
れ
出
雲





に
到
り
ま
し
て
、
大
神






を
拜
み
訖

へ
て
、
還
り
上
り
ま
す
時
に
、
肥

の
河
一
八
の
中
に
黒
樔





の
橋

一
九
を
作
り
、
假
宮
を
仕
へ
奉



り
て
、
坐

さ
し
め
き
。
こ
こ
に
出
雲





の
國



の
造




の

祖
、
名
は
岐

比

佐

都

美

、
青

葉
の
山
を
餝



り
て
、
そ
の
河
下
に
立
て
て
、
大
御
食







獻
ら
む
と
す
る
時
に
、
そ
の
御
子
詔
り
た
ま
は
く
、
「
こ

の
河
下
に
青
葉
の
山
な
せ
る
は
、
山
と
見
え
て
山
に
あ
ら
ず
。
も
し
出
雲





の
石
※






の
曾

の
宮
二
〇
に
ま
す
、
葦

原
色
許
男








の
大
神
二
一
を
も
ち
齋



く
祝





が
大
庭



二
二
か
」
と
問
ひ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
御
供
に
遣
さ
え
た
る
王



た
ち
、
聞
き
歡
び
見
喜
び
て
、
御
子
は
檳
榔






の
長
穗





の
宮
二
三
に
ま
せ
ま
つ
り
て
、
驛

使








を
た
て
ま
つ
り
き
。

　
こ
こ
に
そ
の
御
子
、
肥
長





比
賣
に
一
宿





婚
ひ
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
の
美
人





を
竊
伺





み
た
ま
へ
ば
、
蛇





な
り
。

す
な
は
ち
見
畏
み
て
遁
げ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
肥
長





比
賣
患



へ
て
、
海
原
を
光

ら
し
て
船
よ
り
追
ひ
來

。

か
れ
、
ま
す
ま
す
見
畏
み
て
山
の
た
わ
よ
り
御
船
を
引
き
越
し
て
、
逃
げ
上
り
い
で
ま
し
つ
。
こ
こ
に
覆

奏







ま
を
さ
く
、
「
大
神
を
拜
み
た
ま
へ
る
に
因
り
て
、
大
御
子









物


詔

り
た
ま
ひ
つ
。
か
れ
ま
ゐ
上
り
來
つ
」
と
ま

を
し
き
。
か
れ
天
皇
歡
ば
し
て
、
す
な
は
ち
菟
上






の
王
を
返
し
て
、
神
宮
を
造
ら
し
め
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
天

皇
、
そ
の
御
子
に
因
り
て
鳥
取
部









、
鳥
甘






、
品
遲
部









、
大
湯
坐









、
若
湯
坐









を
定
め
た
ま
ひ
き
。

　
　
一
　
所
在
不
明
。
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二
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。

　
　
三
　
同
高
市
郡
。

　
　
四
　
ア
ギ
と
言
つ
た
。
あ
ぶ
あ
ぶ
言
つ
た
。

　
　
五
　
新
潟
縣
西
蒲
原
郡
、
ま
た
北
魚
澤
郡
に
傳
説
地
が
あ
る
。
ワ
ナ
ミ
は
羂
網
の
義
。

　
　
六
　
二
〇
頁
參
照
。

　
　
七
　
出
雲
大
社
の
祭
神
。
大
國
主
の
神
。

　
　
八
　
開
化
天
皇
の
子
孫
。

　
　
九
　
占
い
に
か
な
つ
た
。

　
　
一
〇
　
神
に
誓
つ
て
神
意
を
窺
わ
し
め
る
こ
と
は
。

　
　
一
一
　
奈
良
縣
高
市
郡
。

　
　
一
二
　
同
郡
飛
鳥
村
に
あ
る
。

　
　
一
三
　
葉
の
廣
い
り
つ
ぱ
な
カ
シ
の
木
。
ク
マ
は
ウ
マ
に
同
じ
。
美
稱
。

　
　
一
四
　
奈
良
縣
の
北
部
の
奈
良
山
を
越
え
る
道
。
不
具
者
に
逢
う
こ
と
を
嫌
つ
た
。

　
　
一
五
　
二
上
山
を
越
え
て
行
く
道
。

　
　
一
六
　
紀
伊
の
國
へ
出
る
道
。
吉
野
川
の
右
岸
に
つ
い
て
行
く
。

　
　
一
七
　
迂
𢌞
し
て
ゆ
く
道
で
よ
い
道
。

　
　
一
八
　
斐
伊
の
川
。
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一
九
　
皮
つ
き
の
木
を
組
ん
で
作
つ
た
橋
。

　
　
二
〇
　
出
雲
大
社
の
別
名
。

　
　
二
一
　
大
國
主
の
神
の
別
名
。

　
　
二
二
　
お
祭
す
る
神
職
の
齋
場
か
。

　
　
二
三
　
ビ
ロ
ウ
の
木
の
葉
を
長
く
垂
れ
て
葺
い
た
宮
。

　
　
　
　
　
〔
丹
波
の
四
女
王
〕

　
ま
た
そ
の
后
の
白
し
た
ま
ひ
し
ま
に
ま
に
、
美

知

能

宇

斯

の
王
の
女
た
ち
一
、
比

婆

須

比
賣
の
命
、
次
に
弟



比
賣
の
命
、
次
に
歌
凝






比
賣
の
命
、
次
に
圓
野





比
賣
の
命
、
并
は
せ
て
四
柱
を
喚

上

げ
た
ま
ひ
き
。
然
れ
ど
も

比

婆

須

比
賣
の
命
、
弟
比
賣









の
命
、
二
柱
を
留
め
て
、
そ
の
弟
王






二
柱
は
、
い
と
醜
き
に
因
り
て
本



つ
土



に
返

し
送
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
圓
野





比
賣
慚





み
て
「
同
兄
弟









の
中
に
、
姿
醜





き
に
よ
り
て
、
還
さ
ゆ
る
事
、
隣






里

に
聞
え
む
は
、
い
と
慚



し
き
こ
と
」
と
い
ひ
て
、
山
代
の
國
の
相
樂






二
に
到
り
し
時
に
、
樹
の
枝
に
取
り

懸


り
て
、
死
な
む
と
し
き
。
か
れ
其

地

に
名
づ
け
て
、
懸
木






と
い
ひ
し
を
、
今
は
相
樂






と
い
ふ
。
ま
た
弟
國






三

に
到
り
し
時
に
、
遂
に
峻



き
淵
に
墮
ち
て
、
死
に
き
。
か
れ
其

地

に
名
づ
け
て
、
墮
國






と
い
ひ
し
を
、
今
は
弟

國
と
い
ふ
な
り
。

　
　
一
　
九
〇
頁
の
后
妃
皇
子
女
に
關
す
る
條
參
照
。
王
女
の
數
な
ど
が
違
う
の
は
別
の
資
料
に
よ
る
も
の
で
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あ
ろ
う
。

　
　
二
　
京
都
府
相
樂
郡
。

　
　
三
　
同
乙
訓
郡
。

　
　
　
　
　
〔
時
じ
く
の
香



の
木
の
實
〕

　
ま
た
天
皇
、
三
宅





の
連





等
が
祖
、
名
は
多

遲

摩

毛

理

一
を
、
常
世





の
國
二
に
遣
し
て
、
時
じ
く
の
香



の
木

の

實

三
を
求
め
し
め
た
ま
ひ
き
。
か
れ
多

遲

摩

毛

理

、
遂
に
そ
の
國
に
到
り
て
、
そ
の
木
の
實
を
採
り
て
、
縵
八





縵
矛
八
矛









四
を
、
將

ち
來
つ
る
間
に
、
天
皇
既
に
崩




り

ま
し
き
。
こ
こ
に
多

遲

摩

毛

理

、
縵
四
縵
矛
四
矛












を
分

け
て
、
大
后
に
獻
り
、
縵
四
縵
矛
四
矛












を
、
天
皇
の
御
陵
の
戸
に
獻
り
置
き
て
、
そ
の
木
の
實
を
※



げ
て
、
叫

び
哭



び
て
白
さ
く
、
「
常
世
の
國
の
時
じ
く
の
香



の
木

の
實

を
持
ち
ま
ゐ
上
り
て
侍





ふ
」
と
ま
を
し
て
遂
に
哭



び
死
に
き
。
そ
の
時
じ
く
の
香



の
木
の
實
は
今
の
橘
な
り
。

　
こ
の
天
皇
、
御
年
一
百
五
十
三
歳












、
御
陵
は
菅
原






の
御
立
野









五
の
中
に
あ
り
。

　
ま
た
そ
の
大
后







比

婆

須

比
賣
の
命
の
時
、
石
祝
作








六
を
定
め
、
ま
た
土
師
部









を
定
め
た
ま
ひ
き
。
こ
の
后
は

狹

木

の
寺
間





の
陵
七
に
葬



め
ま
つ
り
き
。

　
　
一
　
天
の
日
矛
の
子
孫
。
系
譜
は
一
三
九
頁
に
あ
る
。

　
　
二
　
海
外
の
國
。
大
陸
に
お
け
る
橘
の
原
産
地
ま
で
行
つ
た
の
だ
ろ
う
。
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三
　
そ
の
時
節
で
な
く
熟
す
る
香
の
よ
い
木
の
實
。

　
　
四
　
カ
ゲ
は
蔓
の
よ
う
に
輪
に
し
た
も
の
。
矛
は
、
直
線
的
な
も
の
。
ど
ち
ら
も
苗
木
。

　
　
五
　
奈
良
縣
生
駒
郡
。

　
　
六
　
石
棺
を
作
る
部
族
。

　
　
七
　
奈
良
縣
生
駒
郡
。

　
　
　
〔
五
、
景
行
天
皇
・
成
務
天
皇
〕

　
　
　
　
　
〔
后
妃
と
皇
子
女
〕

　
大
帶
日
子
淤
斯
呂
和
氣

























の
天
皇
一
、
纏
向






の
日
代





の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の

天
皇
、
吉

備

の
臣
等
の
祖
、
若
建
吉
備
津
日
子



















が
女
、
名
は
針
間





の
伊

那

毘

の
大
郎
女








に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ

る
御
子
、
櫛
角
別








の
王
、
次
に
大
碓






の
命
、
次
に
小
碓





の
命
三
、
ま
た
の
名
は
倭
男
具
那








の
命
、
次
に
倭
根
子







の
命
、
次
に
神
櫛






の
王
五
柱
。
ま
た
八
尺





の
入
日
子









の
命
が
女
、
八
坂





の
入
日
賣









の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ

る
御
子
、
若
帶
日
子









の
命
四
、
次
に
五

百

木

の
入
日
子









の
命
、
次
に
押
別






の
命
、
次
に
五

百

木

の
入



日
賣
の
命
、

ま
た
の
妾



の
御
子
、
豐
戸
別







の
王
、
次
に
沼
代






の
郎
女






、
ま
た
の
妾



の
御
子
、
沼

名

木

の
郎
女






、
次
に
香
余
理









比
賣
の
命
、
次
に
若
木





の
入
日
子









の
王
、
次
に
吉
備
の
兄

日

子

の
王
、
次
に
高
木
比
賣
の
命
、
次
に
弟
比
賣









の

命
。
ま
た
日
向





の
美

波

迦

斯

毘

賣

に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
豐
國
別








の
王
。
ま
た
伊

那

毘

の
大
郎
女








の

129 古事記　中つ卷



弟
、
伊
那
毘
の
若
郎
女








に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
眞
若





の
王
、
次
に
日
子
人









の
大
兄





の
王
。
ま
た
倭






建


の
命
の
曾
孫






五
名
は
須
賣
伊
呂
大
中

















つ
日

子

の
王
が
女
、
訶

具

漏

比
賣
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
御
子
、
大

枝


の
王
。
お
よ
そ
こ
の
大
帶
日
子









の
天
皇
の
御
子
た
ち
、
録



せ
る
は

廿

一

王












、
記
さ
ざ
る
五

十

九

王













、

并
は
せ
て
八
十
王





い
ま
す
中
に
、
若
帶
日
子
の
命
と
倭

建








の
命
、
ま
た
五

百

木

の
入
日
子









の
命
と
、
こ
の
三



王


は
太

子








六
の
名
を
負
は
し
、
そ
れ
よ
り
餘



七

十

七

王














は
、
悉
に
國
國
の
國
の
造
、
ま
た
別



、
稻
置





、

縣

主







七
に
別
け
賜
ひ
き
。
か
れ
若
帶
日
子









の
命
は
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
小
碓





の
命
は
、
東
西
の
荒
ぶ

る
神
、
ま
た
伏





は
ぬ
人
ど
も
を
平





け
た
ま
ひ
き
。
次
に
櫛
角
別








の
王
は
、
茨
田
の
下
の
連
等
が
祖
な
り
。
次
に

大
碓






の
命
は
守
の
君
、
太
田
の
君
、
島
田
の
君
が
祖
な
り
。
次
に
神
櫛






の
王
は
、
木
の
國
の
酒
部
の
阿
比
古
、

宇
陀
の
酒
部
が
祖
な
り
。
次
に
豐
國
別








の
王
は
、
日
向
の
國
の
造
が
祖
な
り
。

　
こ
こ
に
天
皇
、
三

野

の
國
の
造
の
祖
、
大
根





の
王
八
が
女
、
名
は
兄

比

賣

弟
比
賣









二
孃
子







、
そ
れ
容
姿
麗
美







し
と
き
こ
し
め
し
定
め
て
、
そ
の
御
子
大
碓






の
命
を
遣
し
て
、
喚

し
上
げ
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
の
遣
さ
え
た
る

大
碓
の
命
、
召
し
上
げ
ず
て
、
す
な
は
ち
お
の
れ
み
づ
か
ら
そ
の
二
孃
子
に
婚
ひ
て
、
更
に
他



し
女





を
求

ぎ
て
、

そ
の
孃
子
と
詐
り
名
づ
け
て
貢
上






り
き
。
こ
こ
に
天
皇
そ
れ
他



し
女





な
る
こ
と
を
知
ら
し
め
し
て
、
恆
に
長
眼

を
經
し
め
九
、
ま
た
婚

ひ
も
せ
ず
て
、
惚





め
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
の
大
碓






の
命
、
兄

比

賣

に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ

る
子
、
押
黒






の
兄
日
子
の
王
。
こ
は
三
野
の
宇
泥
須
和
氣
が
祖
な
り
。
ま
た
弟
比
賣
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、

押
黒
の
弟
日
子
の
王
。
こ
は
牟
宜
都
の
君
等
が
祖
な
り
。
こ
の
御
世
に
田

部

を
定
め
、
ま
た
東





の
淡



の
水
門





一

〇
を
定
め
、
ま
た
膳




の

大
伴
部







を
定
め
、
ま
た
倭





の
屯
家





一
一
を
定
め
た
ま
ひ
、
ま
た
坂
手





の
池
一
二
を
作
り
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て
、
す
な
は
ち
そ
の
堤
に
竹
を
植
ゑ
し
め
た
ま
ひ
き
。

　
　
一
　
景
行
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。

　
　
三
　
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
命
。
日
本
書
紀
に
、
父
の
天
皇
が
皇
子
の
誕
生
に
當
つ
て
、
石
臼
の
上
で
躍
つ
て

　
　
喜
ん
だ
か
ら
大
碓
の
命
、
小
碓
の
命
と
い
う
と
あ
る
。

　
　
四
　
成
務
天
皇
。

　
　
五
　
皇
子
の
曾
孫
の
子
だ
か
ら
、
天
皇
の
孫
の
孫
の
子
に
當
り
そ
れ
を
妃
と
し
た
と
い
う
の
は
時
間
的
に

　
　
不
可
能
で
あ
る
。
あ
る
氏
の
傳
え
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
　
六
　
後
世
の
よ
う
に
皇
太
子
を
立
て
る
こ
と
は
無
か
つ
た
が
、
有
力
な
后
妃
の
生
ん
だ
皇
子
が
次
に
帝
位

　
　
に
昇
る
べ
き
方
と
し
て
豫
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ツ
ギ
の
ミ
コ
は
、
繼
嗣
の
皇
子
の
義
。

　
　
七
　
い
ず
れ
も
古
代
の
地
方
官
で
世
襲
で
あ
る
。

　
　
八
　
開
化
天
皇
の
孫
。

　
　
九
　
長
く
見
て
居
さ
せ
る
。
待
ち
ぼ
う
け
さ
せ
る
。

　
　
一
〇
　
神
奈
川
縣
か
ら
千
葉
縣
安
房
郡
に
渡
る
水
路
。

　
　
一
一
　
大
和
の
國
の
租
税
收
納
所
。

　
　
一
二
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。
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〔
倭
建
の
命
の
西
征
〕

　
天
皇
、
小
碓





の
命
に
詔
り
た
ま
は
く
、
「
何
と
か
も
汝





の
兄





、
朝





夕




の
大
御
食









に
ま
ゐ
出

來

ざ
る
。
も
は
ら

汝

ね

ぎ
一
教
へ
覺
せ
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
か
く
詔
り
た
ま
ひ
て
後
、
五
日
に
至
る
ま
で
に
、
な
ほ
ま
ゐ
出
で

ず
。
こ
こ
に
天
皇
、
小
碓
の
命
に
問
ひ
た
ま
は
く
、
「
何
ぞ
汝
の
兄
久
し
く
ま
ゐ
出
來
ざ
る
。
も
し
い
ま
だ
誨



へ
ず
あ
り
や
」
と
問
ひ
た
ま
ひ
し
か
ば
、
答
へ
て
白
さ
く
、
「
既
に
ね
ぎ
つ
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
ま
た

「
い
か
に
か
ね
ぎ
つ
る
二
」
と
詔
り
た
ま
ひ
し
か
ば
、
答
へ
て
白
さ
く
、
「
朝
署





三
に
厠
に
入
り
し
時
、
待
ち

捕
へ
※



み
批



ぎ
て
、
そ
の
枝
四
を
引
き
闕

き
て
、
薦



に
つ
つ
み
て
投
げ
棄

て
つ
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。

　
こ
こ
に
天
皇
、
そ
の
御
子
の
建
く
荒
き
情
を
惶





み
て
、
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
西
の
方
に
熊
曾
建








二
人
五
あ

り
。
こ
れ
伏





は
ず
、
禮
旡





き
人
ど
も
な
り
。
か
れ
そ
の
人
ど
も
を
取
れ
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
遣
し
た
ま
ひ
き
。

こ
の
時
に
當
り
て
、
そ
の
御
髮





を
額



に
結
は
せ
り
六
。
こ
こ
に
小
碓





の
命
、
そ
の
姨





倭
比
賣







の
命
七
の
御

衣

御

裳

を
給
は
り
、
劒



を
御
懷






に
納

れ
て
い
で
ま
し
き
。
か
れ
熊
曾
建








が
家
に
到
り
て
見
た
ま
へ
ば
、
そ
の
家
の
邊

に
、
軍





三
重
に
圍
み
、
室
を
作
り
て
居
た
り
。
こ
こ
に
御
室
樂








八
せ
む
と
言
ひ
動



み
て
、
食



物
を
設

け
備
へ
た

り
。
か
れ
そ
の
傍





を
遊

行

き
て
、
そ
の
樂





す
る
日
を
待
ち
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
樂
の
日
に
な
り
て
、
童
女





の
髮
の
ご
と
そ
の
結
は
せ
る
髮
を
梳



り
垂
れ
、
そ
の
姨





の
御

衣

御

裳

を
服

し
て
、
既
に
童
女
の
姿
に
な
り
て
、

女
人





の
中
に
交
り
立
ち
て
、
そ
の
室
内






に
入
り
ま
す
。
こ
こ
に
熊
曾
建








兄
弟
二
人
、
そ
の
孃
子
を
見
感

で
て
、

お
の
が
中
に
坐

せ
て
、
盛
に
樂



げ
つ
。
か
れ
そ
の
酣




な

る
時
に
な
り
て
、
御
懷
よ
り
劒
を
出
だ
し
、
熊
曾





が
衣
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の
矜



九
を
取
り
て
、
劒
も
ち
て
そ
の
胸
よ
り
刺
し
通
し
た
ま
ふ
時
に
、
そ
の
弟



建




見
畏
み
て
逃
げ
出
で
き
。
す

な
は
ち
そ
の
室
の
椅



一
〇
の
本
に
追
ひ
至
り
て
、
背
の
皮
を
取
り
劒
を
尻
よ
り
刺
し
通
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に

そ
の
熊
曾
建
白
し
て
曰
さ
く
、
「
そ
の
刀
を
な
動
か
し
た
ま
ひ
そ
。
僕





白
す
べ
き
こ
と
あ
り
」
と
ま
を
す
。
こ

こ
に
暫





許
し
て
押
し
伏
せ
つ
。
こ
こ
に
白
し
て
言
さ
く
、
「
汝

が
命
は
誰
そ
」
と
白
し
し
か
ば
、
「
吾

は
纏
向






の
日
代





の
宮
に
ま
し
ま
し
て
、
大
八
島
國









知

ら
し
め
す
、
大
帶
日
子
淤
斯
呂
和
氣

























の
天
皇
の
御
子
、
名
は
倭
男





具
那





の
王
な
り
。
お
れ
熊
曾
建
二
人
、
伏





は
ず
、
禮



な
し
と
聞
こ
し
め
し
て
、
お
れ
を
取
り
殺

れ
と
詔
り
た
ま

ひ
て
、
遣
せ
り
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
熊
曾
建
白
さ
く
、
「
信
に
然



ら
む
。
西
の
方
に
吾
二
人
を

除

き
て
は
、
建



く
強



き
人
無
し
。
然
れ
ど
も
大

倭







の
國
に
、
吾
二
人
に
ま
し
て
建



き
男
は
坐



し
け
り
。
こ
こ

を
以
ち
て
吾
、
御
名
を
獻
ら
む
。
今
よ
後
一
一
、
倭

建








の
御
子
一
二
と
稱
へ
ま
を
さ
む
」
と
ま
を
し
き
。
こ

の
事
白



し
訖
へ
つ
れ
ば
、
す
な
は
ち
熟
※





の
ご
と
一
三
、
振
り
拆

き
て
殺
し
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
の
時
よ
り
御

名
を
稱
へ
て
、
倭

建








の
命
と
ま
を
す
。
然
あ
り
て
還
り
上
り
ま
す
時
に
、
山
の
神
河
の
神
ま
た
穴
戸





の
神
一

四
を
み
な
言
向
け
和



一
五
し
て
ま
ゐ
上
り
た
ま
ひ
き
。

　
　
一
　
な
だ
め
乞
う
。

　
　
二
　
ど
ん
な
ふ
う
に
な
だ
め
乞
う
た
の
か
。

　
　
三
　
朝
早
く
。

　
　
四
　
手
足
。
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五
　
ク
マ
ソ
は
地
名
で
、
ク
マ
の
地
（
熊
本
縣
）
と
ソ
の
地
（
鹿
兒
島
縣
）
と
を
合
わ
せ
稱
す
る
。
タ
ケ

　
　
ル
は
勇
者
の
義
。
物
語
で
は
兄
弟
二
人
と
な
つ
て
い
る
。

　
　
六
　
男
子
少
年
の
風
俗
。

　
　
七
　
父
の
妹
に
當
る
。

　
　
八
　
新
築
を
祝
う
酒
宴
。

　
　
九
　
衣
服
の
襟
。

　
　
一
〇
　
庭
上
に
お
り
る
階
段
。

　
　
一
一
　
今
か
ら
後
。
ヨ
は
助
詞
。
ユ
、
ヨ
リ
に
同
じ
。

　
　
一
二
　
日
本
書
紀
に
は
、
日
本
武
の
尊
と
書
く
。

　
　
一
三
　
熟
し
た
瓜
の
よ
う
に
。

　
　
一
四
　
海
峽
の
神
。

　
　
一
五
　
平
定
し
お
だ
や
か
に
し
て
。

　
　
　
　
　
〔
出
雲
建








〕

　
す
な
は
ち
出
雲
の
國
に
入
り
ま
し
て
一
、
そ
の
出
雲





の
國
の
建





を
殺

ら
む
と
お
も
ほ
し
て
、
到
り
ま
し
て
、

す
な
は
ち
結

交







し
た
ま
ひ
き
。
か
れ
竊
に
赤

檮







も
ち
て
、
詐
刀





二
を
作
り
て
、
御
佩



し
と
し
て
、
共
に
肥

の
河
に
沐




し

き
。
こ
こ
に
倭

建








の
命
、
河
よ
り
ま
づ
上



り
ま
し
て
、
出
雲
建








が
解
き
置
け
る
横

刀

を
取
り
佩
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か
し
て
、
「
易
刀






せ
む
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
後
に
出
雲
建
河
よ
り
上
り
て
、
倭
建
の
命
の
詐
刀





を
佩
き

き
。
こ
こ
に
倭
建
の
命
「
い
ざ
刀
合





は
せ
む
」
と
誂





へ
た
ま
ふ
。
か
れ
お
の
も
お
の
も
そ
の
刀
を
拔
く
時
に
、

出
雲
建
、
詐
刀





を
え
拔
か
ず
、
す
な
は
ち
倭
建
の
命
、
そ
の
刀
を
拔
き
て
、
出
雲
建
を
打
ち
殺
し
た
ま
ひ
き
。

こ
こ
に
御
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
や
つ
め
さ
す
三
　
出
雲
建








が
　
佩
け
る
刀



、

　
　
黒
葛





多


纏

き
四
　
さ
身

無
し
に
あ
は
れ
五
。
　
　
（
歌
謠
番
號
二
四
）

　
か
れ
か
く
撥



ひ
治
め
て
、
ま
ゐ
上
り
て
、
覆

奏







ま
を
し
た
ま
ひ
き
。

　
　
一
　
こ
の
物
語
は
日
本
書
紀
に
は
出
雲
振
根
が
そ
の
弟
飯
入
根
を
殺
し
た
話
に
な
つ
て
い
る
。

　
　
二
　
に
せ
の
刀
。
木
刀
。

　
　
三
　
枕
詞
。
八
雲
立
つ
の
轉
訛
。
日
本
書
紀
に
は
ヤ
ク
モ
タ
ツ
に
な
つ
て
い
る
。

　
　
四
　
柄
や
鞘
に
植
物
の
蔓
を
澤
山
卷
い
て
あ
る
。

　
　
五
　
刀
身
が
無
い
こ
と
だ
。
ア
ハ
レ
は
感
動
を
表
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
〔
倭
建
の
命
の
東
征
〕

　
こ
こ
に
天
皇
、
ま
た
頻

き
て
倭

建








の
命
に
、
「
東
の
方
十
二
道










一
の
荒
ぶ
る
神
、
ま
た
伏





は
ぬ
人
ど
も

を
、
言
向
け
和



せ
」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、
吉

備

の
臣



等
が
祖
、
名
は
御
※
友
耳
建
日
子













を
副
へ
て
遣
す
時
に
、
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比

比

羅

木

の
八
尋
矛







二
を
給
ひ
き
。
か
れ
命
を
受
け
た
ま
は
り
て
、
罷
り
行

で
ま
す
時
に
、
伊
勢
の
大
御
神
の

宮
に
參
り
て
、
神
の
朝
廷





三
を
拜
み
た
ま
ひ
き
。
す
な
は
ち
そ
の
姨





倭




比
賣
の
命
に
白
し
た
ま
ひ
し
く
は
、

「
天
皇
既
に
吾
を
死
ね
と
思
ほ
せ
か
、
何
ぞ
、
西
の
方
の
惡



ぶ
る
人



ど
も
を
撃

り
に
遣
し
て
、
返
り
ま
ゐ
上
り

來
し
間



、
幾
時





も
あ
ら
ね
ば
、

軍

衆









を
も
賜
は
ず
て
、
今
更
に
東
の
方
の
十
二
道
の
惡
ぶ
る
人
ど
も
を
平





け
に
遣
す
。
こ
れ
に
因
り
て
思
へ
ば
な
ほ
吾
を
既
に
死
ね
と
思
ほ
し
め
す
な
り
」
と
ま
を
し
て
、
患
へ
泣
き
て

罷
り
た
ま
ふ
時
に
、
倭
比
賣
の
命
、
草
薙






の
劒



を
賜
ひ
、
ま
た
御
嚢






を
賜
ひ
て
、
「
も
し
急



の
事
あ
ら
ば
、
こ

の
嚢





の
口
を
解
き
た
ま
へ
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。

　
か
れ
尾
張
の
國
に
到
り
ま
し
て
、
尾
張
の
國
の
造
が
祖
、
美

夜

受

比
賣
の
家
に
入
り
た
ま
ひ
き
。
す
な
は
ち

婚

は
む
と
思
ほ
し
し
か
ど
も
、
ま
た
還
り
上
り
な
む
時
に
婚
は
む
と
思
ほ
し
て
、
期



り
定
め
て
、
東
の
國
に
幸

で
ま
し
て
、
山
河
の
荒
ぶ
る
神
又
は
伏
は
ぬ
人
ど
も
を
、
悉
に
平





け
和



し
た
ま
ひ
き
。
か
れ
こ
こ
に
相
武





の
國

四
に
到
り
ま
す
時
に
、
そ
の
國
の
造
、
詐





り
て
白
さ
く
、
「
こ
の
野
の
中
に
大
き
な
る
沼
あ
り
。
こ
の
沼
の
中

に
住
め
る
神
、
い
と
ち
は
や
ぶ
る
神
五
な
り
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
そ
の
神
を
看
そ
な
は
し
に
、
そ
の
野
に

入
り
ま
し
き
。
こ
こ
に
そ
の
國
の
造
、
そ
の
野
に
火
著
け
た
り
。
か
れ
欺
か
え
ぬ
と
知
ら
し
め
し
て
、
そ
の
姨





倭
比
賣
の
命
の
給
へ
る
嚢





の
口
を
解
き
開
け
て
見
た
ま
へ
ば
、
そ
の
裏



に
火
打
あ
り
。
こ
こ
に
ま
づ
そ
の
御
刀






も
ち
て
、
草
を
苅
り
撥



ひ
、
そ
の
火
打
も
ち
て
火
を
打
ち
出
で
、
向
火






を
著
け
て
六
燒
き
退

け
て
、
還
り
出
で

ま
し
て
、
そ
の
國
の
造
ど
も
を
皆
切
り
滅
し
、
す
な
は
ち
火
著
け
て
、
燒
き
た
ま
ひ
き
。
か
れ
今
に
燒
遣





七
と

い
ふ
。
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そ
こ
よ
り
入
り
幸

で
ま
し
て
、
走

水







の
海
八
を
渡
り
ま
す
時
に
、
そ
の
渡
の
神
、
浪
を
興

て
て
、
御
船
を

※

し

て
、
え
進
み
渡
り
ま
さ
ざ
り
き
。
こ
こ
に
そ
の
后
名
は
弟

橘








比
賣
の
命
九
の
白
し
た
ま
は
く
、
「
妾
、

御
子
に
易



り
て
海
に
入
ら
む
。
御
子
は
遣
さ
え
し
政
遂
げ
て
、
覆

奏







ま
を
し
た
ま
は
ね
」
と
ま
を
し
て
、
海

に
入
ら
む
と
す
る
時
に
、
菅
疊







八

重

、
皮

疊







八

重

、
※

疊







八

重

を
波
の
上
に
敷
き
て
一
〇
、
そ
の
上
に
下

り
ま
し
き
一
一
。
こ
こ
に
そ
の
暴



き
浪
お
の
づ
か
ら
伏

ぎ
て
、
御
船
え
進
み
き
。
こ
こ
に
そ
の
后
の
歌
よ
み
し

た
ま
ひ
し
く
、

　
　
さ
ね
さ
し
一
二
　
相
摸





の
小

野

に

　
　
燃
ゆ
る
火
の
　
火

中
に
立
ち
て
、

　
　
問
ひ
し
君
は
も
。
　
　
（
歌
謠
番
號
二
五
）

　
か
れ
七
日





の
後
に
、
そ
の
后
の
御
櫛





海
邊






に
依
り
き
。
す
な
は
ち
そ
の
櫛
を
取
り
て
、
御
陵





を
作
り
て
治
め

置
き
き
一
三
。

　
そ
こ
よ
り
入
り
幸

で
ま
し
て
、
悉
に
荒
ぶ
る
蝦
夷





ど
も
一
四
を
言
向
け
、
ま
た
山
河
の
荒
ぶ
る
神
ど
も
を
平

け
和
し
て
、
還
り
上
り
い
で
ま
す
時
に
、
足
柄






の
坂
下



に
到
り
ま
し
て
、
御
粮





聞


し
食

す
處
に
、
そ
の
坂
の
神
、

白
き
鹿

に
な
り
て
來
立
ち
き
。
こ
こ
に
す
な
は
ち
そ
の
咋

し
遺



り
の
蒜



の
片
端
も
ち
て
、
待
ち
打
ち
た
ま
へ
ば
、

そ
の
目
に
中



り
て
、
打
ち
殺
し
つ
。
か
れ
そ
の
坂
に
登
り
立
ち
て
、
三
た
び
歎
か
し
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、

「
吾
嬬





は
や
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
の
國
に
名
づ
け
て
阿

豆

麻

と
い
ふ
な
り
。

　
す
な
は
ち
そ
の
國
よ
り
越
え
て
、
甲
斐
に
出
で
て
、
酒
折






一
五
の
宮
に
ま
し
ま
す
時
に
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
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く
、

　
　
新
治






　
筑
波





一
六
を
過
ぎ
て
、
幾
夜
か
宿

つ
る
。
　
　
（
歌
謠
番
號
二
六
）

　
こ
こ
に
そ
の
御
火
燒









の
老
人





、
御
歌
に
續
ぎ
て
歌
よ
み
し
て
曰
ひ
し
く
、

　
　
か
が
な
べ
て
一
七
　
夜
に
は
九
夜






　
日
に
は
十
日
を
。
　
　
（
歌
謠
番
號
二
七
）

と
歌
ひ
き
。
こ
こ
を
以
ち
て
そ
の
老
人
を
譽
め
て
、
す
な
は
ち
東





の
國



の
造




一

八
を
給
ひ
き
。

　
そ
の
國
よ
り
科
野





の
國
一
九
に
越
え
ま
し
て
、
科
野
の
坂
二
〇
の
神
を
言
向
け
て
、
尾
張
の
國
に
還
り
來
ま

し
て
、
先
の
日
に
期



り
お
か
し
し
美

夜

受

比
賣
の
も
と
に
入
り
ま
し
き
。
こ
こ
に
大
御
食









獻
る
時
に
、
そ
の
美

夜

受

比
賣
、
大
御
酒
盞






を
捧
げ
て
獻
り
き
。
こ
こ
に
美

夜

受

比
賣
、
そ
の
襲





二
一
の
襴



に
月

經








著
き
た
り
。

か
れ
そ
の
月
經
を
見
そ
な
は
し
て
、
御
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
ひ
さ
か
た
の
二
二
　
天



の
香
山






　
　
利
鎌





二
三
に
　
さ
渡
る
鵠



二
四
、

　
　
弱
細






二
五
　
手
弱





腕




を

　
　
枕

か
む
と
は
　
吾



は
す
れ
ど
、

　
　
さ
寢

む
と
は
　
吾



は
思



へ
ど
、

　
　
汝

が
著

せ
る
　
襲





の
襴



に

　
　
月
立
ち
に
け
り
。
　
　
（
歌
謠
番
號
二
八
）

　
こ
こ
に
美

夜

受

比
賣
、
御
歌
に
答
へ
て
歌
よ
み
し
て
曰
ひ
し
く
、
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高
光
る
　
日
の
御
子

　
　
や
す
み
し
し
　
吾

が
大
君
二
六
、

　
　
あ
ら
玉
の
二
七
　
年
が
來

經

れ
ば
、

　
　
あ
ら
玉
の
　
月
は
來

經

往

く
。

　
　
う
べ
な
う
べ
な
二
八
　
君
待
ち
が
た
に
二
九
、

　
　
吾

が
著

せ
る
　
襲





の
裾



に

　
　
月
立
た
な
む
よ
三
十
。
　
　
（
歌
謠
番
號
二
九
）

　
か
れ
こ
こ
に
御
合
ひ
し
た
ま
ひ
て
、
そ
の
御
刀






の
草
薙
の
劒



を
、
そ
の
美

夜

受

比
賣
の
も
と
に
置
き
て
、
伊

服

岐

の
山
三
一
の
神
を
取
り
に
幸
で
ま
し
き
。

　
　
一
　
九
四
頁
脚
註
參
照
。

　
　
二
　
ヒ
イ
ラ
ギ
の
木
の
柄
の
長
い
桙
。
ヒ
イ
ラ
ギ
は
葉
の
縁
に
ト
ゲ
が
あ
り
魔
物
に
對
し
て
威
力
が
あ
る

　
　
と
さ
れ
る
。

　
　
三
　
神
が
諸
事
を
執
り
行
わ
れ
る
所
の
意
。

　
　
四
　
相
模
の
國
に
同
じ
。
神
奈
川
縣
の
一
部
。

　
　
五
　
暴
威
を
振
う
神
。

　
　
六
　
こ
ち
ら
か
ら
火
を
つ
け
て
向
う
へ
燒
く
。
野
火
に
逢
つ
た
時
に
は
手
元
か
ら
も
火
を
つ
け
て
先
に
野
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を
燒
い
て
し
ま
つ
て
難
を
免
れ
る
方
法
で
あ
る
。

　
　
七
　
燒
津
と
す
る
傳
え
も
あ
る
。
靜
岡
縣
の
燒
津
町
が
そ
の
傳
説
地
で
あ
る
が
、
相
武
の
國
の
事
と
し
て

　
　
い
る
の
で
問
題
が
殘
る
。

　
　
八
　
浦
賀
水
道
か
ら
千
葉
縣
に
渡
ろ
う
と
し
た
。

　
　
九
　
日
本
書
紀
に
穗
積
氏
の
女
と
す
る
。

　
　
一
〇
　
波
の
上
に
多
く
の
敷
物
を
敷
い
て
。

　
　
一
一
　
海
上
で
風
波
の
難
に
あ
う
の
は
、
そ
の
海
の
神
が
船
中
の
人
ま
た
は
物
の
類
を
欲
す
る
か
ら
で
、

　
　
そ
の
神
の
欲
す
る
も
の
を
海
に
入
れ
れ
ば
風
波
が
し
ず
ま
る
と
す
る
思
想
が
あ
る
。
そ
こ
で
姫
が
皇
子
に

　
　
代
つ
て
海
に
入
つ
て
風
波
を
し
ず
め
た
の
で
あ
る
。

　
　
一
二
　
枕
詞
。
嶺
が
立
つ
て
い
る
義
だ
ろ
う
と
す
る
。
嶺
は
靜
岡
縣
と
す
れ
ば
富
士
山
、
神
奈
川
縣
と
す

　
　
れ
ば
大
山
で
あ
る
。

　
　
一
三
　
所
在
不
明
。
浦
賀
市
走
水
に
走
水
神
社
が
あ
つ
て
、
倭
建
の
命
と
弟
橘
姫
と
を
祭
る
。

　
　
一
四
　
ア
イ
ヌ
族
を
い
う
。

　
　
一
五
　
山
梨
縣
西
山
梨
郡
。

　
　
一
六
　
共
に
茨
城
縣
の
地
名
。

　
　
一
七
　
日
を
並
べ
て
。

　
　
一
八
　
東
方
の
國
の
長
官
。
實
際
上
は
そ
の
よ
う
な
廣
大
な
土
地
の
國
の
造
を
置
か
な
い
。
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一
九
　
信
濃
の
國
。
今
の
長
野
縣
。

　
　
二
〇
　
長
野
縣
の
伊
那
か
ら
岐
阜
縣
の
惠
那
に
通
ず
る
山
路
。
木
曾
路
は
奈
良
時
代
に
な
つ
て
開
通
さ
れ

　
　
た
。

　
　
二
一
　
四
四
頁
脚
註
參
照
。

　
　
二
二
　
枕
詞
。
語
義
不
明
。
日
の
さ
す
方
か
。

　
　
二
三
　
鵠
の
渡
る
線
の
形
容
か
。

　
　
二
四
　
ク
ビ
は
、
ク
グ
ヒ
に
同
じ
。
コ
ヒ
、
コ
フ
と
も
い
う
。
白
鳥
。
但
し
杙
の
義
と
す
る
説
も
あ
る
。

　
　
以
上
、
た
わ
や
腕
の
譬
喩
。

　
　
二
五
　
よ
わ
よ
わ
と
し
て
細
い
。
修
飾
句
。

　
　
二
六
　
以
上
、
天
皇
ま
た
は
皇
子
を
た
た
え
る
。
光
り
か
が
や
く
太
陽
の
よ
う
な
御
子
、
天
下
を
知
ろ
し

　
　
め
す
わ
が
大
君
。
ヤ
ス
ミ
シ
シ
、
語
義
不
明
。

　
　
二
七
　
枕
詞
。
み
が
か
な
い
玉
の
意
。
ト
（
磨
ぐ
）
に
冠
す
る
。
月
に
冠
す
る
の
は
轉
用
。

　
　
二
八
　
ほ
ん
と
に
と
う
な
ず
く
意
の
語
。
底
本
に
ウ
ベ
ナ
ウ
ベ
ナ
ウ
ベ
ナ
と
す
る
。

　
　
二
九
　
カ
タ
ニ
は
、
不
能
の
意
の
助
動
詞
。
萬
葉
集
に
多
く
カ
テ
ニ
の
形
を
取
り
、
こ
こ
は
そ
の
原
形
。

　
　
三
十
　
當
然
そ
う
な
る
だ
ろ
う
の
語
意
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
語
形
は
、
普
通
願
望
の
意
を
表
示
す
る
に
使

　
　
用
さ
れ
る
の
に
、
こ
こ
に
願
望
に
な
つ
て
い
な
い
の
は
特
例
と
さ
れ
る
。
ヨ
は
間
投
の
助
詞
。

　
　
三
一
　
滋
賀
縣
と
岐
阜
縣
と
の
堺
に
あ
る
高
山
。
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〔
思
國
歌









〕

　
こ
こ
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
こ
の
山
の
神
は
徒
手





に
直



に
取
り
て
む
一
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
そ
の
山
に

騰


り
た
ま
ふ
時
に
、
山
の
邊
に
白
猪
逢
へ
り
。
そ
の
大
き
さ
牛
の
如
く
な
り
。
こ
こ
に
言
擧
し
て
二
詔
り
た
ま

ひ
し
く
、
「
こ
の
白
猪
に
な
れ
る
は
、
そ
の
神
の
使
者





に
あ
ら
む
。
今
殺

ら
ず
と
も
、
還
ら
む
時
に
殺

り
て
還

り
な
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
騰
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
大
氷
雨







を
零

ら
し
て
、
倭
建
の
命
を
打
ち
惑
は
し
ま
つ

り
き
。
こ
の
白
猪
に
化
れ
る
は
、
そ
の
神
の
使
者
に
は
あ
ら
ず
て
、
そ
の
神
の
正
身
な
り
し
を
、
言
擧
し
た
ま

へ
る
に
よ
り
て
、
惑
は
さ
え
つ
る
な
り
。
か
れ
還
り
下
り
ま
し
て
、
玉
倉
部







の
清
泉





三
に
到
り
て
、
息
ひ
ま
す

時
に
、
御
心
や
や
寤

め
た
ま
ひ
き
。
か
れ
そ
の
清
泉





に
名
づ
け
て
居
寤





の
清
泉





と
い
ふ
。

　
其

處

よ
り
發

た
し
て
、
當

藝

の
野

四
の
上
に
到
り
ま
す
時
に
、
詔
り
た
ま
は
く
は
、
「
吾
が
心
、
恆
は
虚



よ

翔


り
行
か
む
と
念
ひ
つ
る
を
五
、
今
吾
が
足
え
歩
か
ず
、
た
ぎ
た
ぎ
し
く
六
な
り
ぬ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
か

れ
其

地

に
名
づ
け
て
當

藝

と
い
ふ
。
其

地

よ
り
や
や
す
こ
し
幸
で
ま
す
に
、
い
た
く
疲
れ
ま
せ
る
に
因
り
て
、

御
杖
を
衝

か
し
て
、
や
や
に
歩
み
た
ま
ひ
き
。
か
れ
其

地

に
名
づ
け
て
杖
衝
坂








七
と
い
ふ
。
尾
津
の
前



八
の
一

つ
松
の
も
と
に
到
り
ま
し
し
に
、
先
に
、
御
食





せ
し
時
、
其

地

に
忘
ら
し
た
り
し
御
刀






、
失

せ
ず
て
な
ほ
あ
り

け
り
。
こ
こ
に
御
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
尾
張
に
　
直



に
向
へ
る
九

　
　
尾
津
の
埼
な
る
　
一
つ
松
、
吾

兄

を
一
〇
。
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一
つ
松
　
人
に
あ
り
せ
ば
、

　
　
大
刀
佩

け
ま
し
を
　
衣



着
せ
ま
し
を
。

　
　
一
つ
松
、
吾
兄
を
。
　
　
（
歌
謠
番
號
三
〇
）

　
其
地
よ
り
幸
で
ま
し
て
、
三
重
の
村
一
一
に
到
り
ま
す
時
に
、
ま
た
詔
り
た
ま
は
く
、
「
吾
が
足
三
重
の
勾





一
二
な
し
て
、
い
た
く
疲
れ
た
り
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
其
地
に
名
づ
け
て
三
重
と
い
ふ
。

　
そ
こ
よ
り
幸
で
ま
し
て
、
能

煩

野

一
三
に
到
り
ま
す
時
に
、
國
思



は
し
て
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
倭





は
　
國
の
ま
ほ
ろ
ば
一
四
、

　
　
た
た
な
づ
く
　
青
垣
一
五
、

　
　
山
隱



れ
る
　
倭
し
　
美





し
。
　
　
（
歌
謠
番
號
三
一
）

　
ま
た
、
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
命
の
　
全



け
む
人
は
、

　
　
疊

薦







一
六
　
平
群





の
山
一
七
の

　
　
熊
白
檮









が
葉
を

　
　
髻

華

に
插
せ
一
八
。
そ
の
子
。
　
　
（
歌
謠
番
號
三
二
）

　
こ
の
歌
は
思
國
歌









一
九
な
り
。
ま
た
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
は
し
け
や
し
二
〇
　
吾
家





の
方
よ
二
一
　
雲
居
起
ち
來
も
。
　
　
（
歌
謠
番
號
三
三
）

　
こ
は
片
歌
二
二
な
り
。
こ
の
時
御
病
い
と
急





に
な
り
ぬ
。
こ
こ
に
御
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、
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孃
子





の
　
床
の
邊

に

　
　
吾

が
置
き
し
　
つ
る
ぎ
の
大
刀
二
三
、

　
　
そ
の
大
刀
は
や
。
　
　
（
歌
謠
番
號
三
四
）

　
と
歌
ひ
竟

へ
て
、
す
な
は
ち
崩




り

た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
驛

使








を
上




り

き
。

　
　
一
　
退
治
し
よ
う
。

　
　
二
　
言
い
立
て
を
し
て
。

　
　
三
　
滋
賀
縣
坂
田
郡
の
醒
が
井
は
そ
の
傳
説
地
。

　
　
四
　
岐
阜
縣
養
老
郡
。

　
　
五
　
空
中
を
飛
ん
で
行
こ
う
と
思
つ
た
が
。

　
　
六
　
び
つ
こ
を
引
く
形
容
。
高
か
つ
た
り
低
か
つ
た
り
す
る
さ
ま
。

　
　
七
　
三
重
縣
三
重
郡
。

　
　
八
　
三
重
縣
桑
名
郡
。
サ
キ
は
、
海
上
陸
上
に
限
ら
ず
突
出
し
た
地
形
を
い
う
。
こ
こ
は
陸
上
。

　
　
九
　
じ
か
に
對
し
て
い
る
。

　
　
一
〇
　
「
あ
な
た
よ
」
と
い
う
意
の
語
で
、
歌
詞
を
歌
う
時
の
は
や
し
で
あ
る
。
日
本
書
紀
に
は
、
ア
ハ

　
　
レ
に
な
つ
て
い
る
。

　
　
一
一
　
三
重
縣
三
重
郡
。
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一
二
　
餅
米
を
こ
ね
て
、
ね
じ
ま
げ
て
作
つ
た
餅
。

　
　
一
三
　
三
重
縣
鈴
鹿
郡
。

　
　
一
四
　
も
つ
と
も
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
。
マ
は
接
頭
語
。
ロ
バ
は
接
尾
語
。
日
本
書
紀
に
マ
ホ
ラ
マ
。

　
　
一
五
　
重
な
り
合
つ
て
い
る
青
い
垣
。
山
の
こ
と
。

　
　
一
六
　
枕
詞
。
敷
物
に
し
た
コ
モ
（
草
の
名
）
。
ヘ
（
隔
）
に
冠
す
る
。

　
　
一
七
　
奈
良
縣
生
駒
郡
。

　
　
一
八
　
美
し
い
白
檮
の
木
の
葉
を
頭
髮
に
さ
せ
。
ウ
ズ
は
髮
に
さ
す
飾
。
も
と
魔
よ
け
の
信
仰
の
た
め
に

　
　
さ
す
も
の
。

　
　
一
九
　
歌
曲
と
し
て
の
名
。

　
　
二
〇
　
愛
す
べ
き
。
愛
し
き
に
、
助
詞
ヤ
シ
の
接
續
し
た
も
の
。
ハ
シ
キ
ヨ
シ
、
ハ
シ
キ
ヤ
シ
と
も
い
う
。

　
　
　
　
二
一
　
わ
が
家
の
方
か
ら
。

　
　
二
二
　
五
音
七
音
七
音
の
三
句
の
歌
の
稱
。
以
上
三
首
、
日
本
書
紀
に
景
行
天
皇
の
御
歌
と
す
る
。

　
　
二
三
　
普
通
ツ
ル
ギ
は
兩
刃
、
タ
チ
は
片
刃
の
武
器
を
い
う
が
、
嚴
密
な
區
別
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
〔
白
鳥
の
陵
〕

　
こ
こ
に
倭





に
ま
す
后
た
ち
、
ま
た
御
子
た
ち
も
ろ
も
ろ
下
り
き
ま
し
て
、
御
陵
一
を
作
り
き
。
す
な
は
ち
其

地

の
な
づ
き
田
二
に
匍
匐





ひ
※





り
て
、
哭




し

つ
つ
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、
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な
づ
き
の
　
田
の
稻
幹






に
、

　
　
稻
幹






に
　
蔓

ひ
も
と
ほ
ろ
ふ
　
※

葛







三
。
　
　
（
歌
謠
番
號
三
五
）

　
こ
こ
に
八
尋
白
智
鳥







四
に
な
り
て
、
天
翔






り
て
、
濱
に
向
き
て
飛
び
い
で
ま
す
。
こ
こ
に
そ
の
后
た
ち
御
子

た
ち
、
そ
の
小

竹

の
苅
杙






五
に
、
足
切
り
破
る
れ
ど
も
、
そ
の
痛
み
を
も
忘
れ
て
、
哭
き
つ
つ
追
ひ
い
で
ま
し

き
。
こ
の
時
、
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
淺
小
竹
原








　
腰



な
づ
む
六
。

　
　
虚

空

は
行
か
ず
、
足
よ
行
く
な
七
。
　
　
（
歌
謠
番
號
三
六
）

　
ま
た
そ
の
海
水





に
入
り
て
、
な
づ
み
行

で
ま
す
時
、
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
海
が
行
け
ば
　
腰
な
づ
む
。

　
　
大
河
原
の
　
植
草






、

　
　
海
が
は
　
い
さ
よ
ふ
八
。
　
　
（
歌
謠
番
號
三
七
）

　
ま
た
飛
び
て
そ
の
磯
に
居
た
ま
ふ
時
、
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
濱
つ
千
鳥
　
濱
よ
行
か
ず
九
　
磯
傳
ふ
。
　
　
（
歌
謠
番
號
三
八
）

　
こ
の
四
歌
は
、
み
な
そ
の
御
葬






に
歌
ひ
き
。
か
れ
今
に
至
る
ま
で
、
そ
の
歌
は
天
皇
の
大
御
葬








に
歌
ふ
な
り
。

か
れ
そ
の
國
よ
り
飛
び
翔
り
行
で
ま
し
て
、
河
内
の
國
の
志

幾

一
〇
に
留
ま
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
其

地

に
御
陵

を
作
り
て
、
鎭
ま
り
ま
さ
し
め
き
。
す
な
は
ち
そ
の
御
陵
に
名
づ
け
て
白
鳥
の
御
陵
と
い
ふ
。
然
れ
ど
も
ま
た

其
地
よ
り
更
に
天
翔
り
て
飛
び
行
で
ま
し
き
。
お
よ
そ
こ
の
倭
建
の
命
、
國
平

け
に
𢌞
り
行

で
ま
し
し
時
、
久

146古事記



米

の
直





が
祖
、
名
は
七
拳
脛






、
恆



に
膳
夫






と
し
て
御
伴
仕
へ
ま
つ
り
き
。

　
　
一
　
能
褒
野
の
御
陵
。

　
　
二
　
御
陵
の
周
圍
の
田
。

　
　
三
　
山
の
芋
科
の
蔓
草
の
蔓
。
譬
喩
で
這
い
ま
つ
わ
る
状
を
描
く
。

　
　
四
　
大
き
な
白
鳥
。
倭
建
の
命
の
神
靈
が
化
し
た
も
の
と
す
る
。

　
　
五
　
小
竹
の
刈
つ
た
あ
と
。

　
　
六
　
腰
が
難
澁
す
る
。

　
　
七
　
徒
歩
で
行
く
よ
。
ナ
は
感
動
の
助
詞
。

　
　
八
　
た
め
ら
う
。

　
　
九
　
濱
か
ら
は
行
か
な
い
で
。

　
　
一
〇
　
大
阪
府
南
河
内
郡
。

　
　
　
　
　
〔
倭
建
の
命
の
系
譜
〕

　
こ
の
倭
建
の
命
、
伊

玖

米

の
天
皇
一
が
女
、
布

多

遲

の
伊

理

毘

賣

の
命
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
御

子

帶
中
津









日
子






の
命
二
一
柱
。
ま
た
そ
の
海
に
入
り
ま
し
し
弟

橘








比
賣
の
命
三
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
御
子
、
若

建







の
王
一
柱
。
ま
た
近



つ
淡
海





の
安



の
國
の
造
の
祖
、
意

富

多

牟

和

氣

が
女
、
布

多

遲

比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
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せ
る
御
子
、
稻
依
別








の
王
一
柱
。
ま
た
吉

備

の
臣
建
日
子









が
妹
、
大
吉
備









の
建



比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る

御
子
、
建
貝
兒







の
王
一
柱
。
ま
た
山
代
の
玖

玖

麻

毛

理

比
賣
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
御
子
、
足
鏡
別









の
王
一

柱
。
ま
た
あ
る
妾



の
子



、
息
長
田
別









の
王
。
お
よ
そ
こ
の
倭
建
の
命
の
御
子
た
ち
、
并
は
せ
て
六
柱
。
か
れ
帶

中
津
日
子









の
命
は
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
次
に
稻
依
別
の
王
は
、
犬
上
の
君
、
建
部
の
君
等
が
祖
な
り
。

次
に
建
貝
兒
の
王
は
、
讚
岐
の
綾
の
君
、
伊
勢
の
別
、
登
袁
の
別
、
麻
佐
の
首
、
宮
の
首
の
別
等
が
祖
な
り
。

足
鏡
別
の
王
は
鎌
倉
の
別
、
小
津
の
石
代
の
別
、
漁
田






の
別
が
祖
な
り
。
次
に
息
長
田
別









の
王
の
子



、
杙
俣
長









日
子






の
王
。
こ
の
王
の
子
、
飯
野





の
眞
黒





比
賣
の
命
、
次
に
息
長
眞
若
中











つ
比
賣
、
次
に
弟
比
賣









三
柱
。
か
れ

上
に
い
へ
る
若
建
の
王
、
飯
野
の
眞
黒
比
賣
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
須
賣
伊
呂
大
中

















つ
日

子

の
王
。
こ
の

王
、
淡
海





の
柴
野
入
杵








が
女
、
柴
野
比
賣
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
迦

具

漏

比
賣
の
命
。
か
れ
大
帶
日
子









の

天
皇
、
こ
の
迦
具
漏
比
賣
の
命
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
大
江





の
王
一
柱
。
こ
の
王
、
庶
妹






銀



の

王
に
娶
ひ

て
生
み
ま
せ
る
子
、
大
名
方







の
王
、
次
に
大
中






つ
比
賣
の
命
二
柱
。
か
れ
こ
の
大
中






つ
比
賣
の
命
は
、
香
坂






の

王
、
忍
熊






の
王
の
御
祖
な
り
。

　
こ
の
大
帶
日
子









の
天
皇
の
御
年
、
一
百
三
十
七
歳












、
御
陵
は
山
の
邊
の
道
の
上
四
に
あ
り
。

　
　
一
　
垂
仁
天
皇
。

　
　
二
　
仲
哀
天
皇
。

　
　
三
　
こ
の
事
、
一
一
一
頁
に
出
て
い
る
。
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四
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。

　
　
　
　
　
〔
成
務
天
皇
〕

　
若
帶
日
子









の
天
皇
一
、
近
つ
淡
海





の
志

賀

の
高
穴
穗

の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ

の
天
皇
、
穗
積





の
臣
等
の
祖
、
建
忍
山
垂
根











が
女
、
名
は
弟

財







の
郎
女






に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
和

訶

奴

氣

の
王
。
か
れ
建
内
の
宿
禰
を
大
臣






三
と
し
て
、
大
國
小
國
四
の
國
の
造
を
定
め
た
ま
ひ
、
ま
た
國
國
の
堺
、

ま
た
大
縣
小
縣
五
の
縣
主
を
定
め
た
ま
ひ
き
。

　
天
皇
、
御
年
九
十
五
歳












乙
卯
の
年
三
月
十
五
日
崩
り
た
ま
ひ
き
。
御
陵
は
、
沙

紀

の
多

他

那

美

六
に
あ
り
。

　
　
一
　
成
務
天
皇
。

　
　
二
　
滋
賀
縣
滋
賀
郡
。

　
　
三
　
宮
廷
の
臣
中
の
最
高
の
位
置
。
こ
の
後
、
建
内
の
宿
禰
の
子
孫
が
こ
れ
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

　
　
四
　
諸
國
の
意
。

　
　
五
　
ク
ニ
よ
り
は
ア
ガ
タ
の
方
が
小
さ
い
。

　
　
六
　
奈
良
縣
生
駒
郡
。

　
　
　
〔
六
、
仲
哀
天
皇
〕
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〔
后
妃
と
皇
子
女
〕

　
帶

中







つ
日

子

の
天
皇
一
、
穴
門





の
豐
浦





の
宮
二
ま
た
筑
紫





の
訶

志

比

の
宮
三
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治

ら
し
め
し
き
。
こ
の
天
皇
、
大
江





の
王
が
女
、
大
中
津







比
賣
の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
香
坂






の
王
、

忍
熊






の
王
二
柱
。
ま
た
息
長
帶









比
賣
の
命
四
に
娶
ひ
た
ま
ひ
き
。
こ
の
太
后
の
生
み
ま
せ
る
御
子
、
品

夜

和

氣


の
命
、
次
に
大
鞆
和
氣








の
命
、
ま
た
の
名
は
品
陀
和
氣











の
命
二
柱
。
こ
の
太

子








の
御
名
、
大
鞆
和
氣








の
命

と
負
は
せ
る
所

以

は
、
初
め
生
れ
ま
し
し
時
に
、
鞆
五
な
す
宍



、
御

腕







に
生
ひ
き
。
か
れ
そ
の
御
名
に
著
け

ま
つ
り
き
。
こ
こ
を
以
ち
て
腹
中



に
ま
し
ま
し
て
國
知
ら
し
め
し
き
。
こ
の
御
世
に
、
淡
道





の
屯
家





を
定
め
た

ま
ひ
き
。

　
　
一
　
仲
哀
天
皇
。

　
　
二
　
山
口
縣
豐
浦
郡
。

　
　
三
　
福
岡
縣
糟
屋
郡
香
椎
町
。

　
　
四
　
神
功
皇
后
。
開
化
天
皇
の
系
統
。
九
〇
頁
參
照
。
母
系
の
系
譜
は
一
三
九
頁
に
あ
る
。

　
　
五
　
獸
皮
で
球
形
に
作
り
左
の
手
に
つ
け
る
。

　
　
　
　
　
〔
神
功
皇
后
〕
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そ
の
太
后
息
長
帶
日
賣
の
命
は
、
當
時






神
歸

せ
一
し
た
ま
ひ
き
。
か
れ
天
皇
筑
紫
の
訶

志

比

の
宮
に
ま
し
ま

し
て
熊
曾
の
國
を
撃
た
む
と
し
た
ま
ふ
時
に
、
天
皇
御
琴
を
控

か
し
て
、
建
内
の
宿
禰
の
大
臣
沙
庭





二
に
居
て
、

神
の
命
を
請
ひ
ま
つ
り
き
。
こ
こ
に
太
后
、
神
歸

せ
し
て
、
言
教
へ
覺



し
詔
り
た
ま
ひ
つ
ら
く
は
、
「
西
の
方

に
國
あ
り
。
金





銀



を

は
じ
め
て
、
目
耀






く
種
種






の
珍

寶







そ
の
國
に
多



な
る
を
、
吾



今
そ
の
國
を
歸

せ
た
ま
は

む
」
と
詔
り
た
ま
ひ
つ
。
こ
こ
に
天
皇
、
答
へ
白
し
た
ま
は
く
、
「
高
き
地





に
登
り
て
西
の
方
を
見
れ
ば
、
國

は
見
え
ず
、
た
だ
大
海
の
み
あ
り
」
と
白
し
て
、
詐





り
せ
す
神
と
思
ほ
し
て
、
御
琴
を
押
し
退

け
て
、
控
き
た

ま
は
ず
、
默



い
ま
し
き
。
こ
こ
に
そ
の
神
い
た
く
忿
り
て
、
詔
り
た
ま
は
く
、
「
お
よ
そ
こ
の
天
の
下
は
、
汝

の
知
ら
す
べ
き
國
に
あ
ら
ず
、
汝
は
一
道
に
向
ひ
た
ま
へ
三
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
建
内
の
宿
禰
の
大

臣
白
さ
く
、
「
恐





し
、
我
が
天
皇






。
な
ほ
そ
の
大
御
琴
あ
そ
ば
せ
」
と
ま
を
す
。
こ
こ
に
や
や
に
そ
の
御
琴
を

取
り
依
せ
て
、
な
ま
な
ま
に
控
き
い
ま
す
。
か
れ
、
幾
時





も
あ
ら
ず
て
、
御
琴
の
音
聞
え
ず
な
り
ぬ
。
す
な
は

ち
火
を
擧
げ
て
見
ま
つ
れ
ば
、
既
に
崩




り

た
ま
ひ
つ
。

　
こ
こ
に
驚
き
懼





み
て
、
殯





の
宮
四
に
ま
せ
ま
つ
り
て
、
更
に
國
の
大
幣






を
取
り
て
五
、
生
剥






、
逆
剥






、
阿
離






、

溝
埋






、
屎
戸





、
上
通
下
通
婚













、
馬

婚







、
牛

婚







、
鷄

婚







、
犬

婚







の
罪
の
類
を
種
種






求
六
ぎ
て
、
國
の
大

祓

七

し
て
、
ま
た
建
内
の
宿
禰
沙
庭





に
居
て
、
神
の
命





を
請
ひ
ま
つ
り
き
。
こ
こ
に
教
へ
覺
し
た
ま
ふ
状
、
つ

ぶ
さ
に
先



の
日
の
如
く
あ
り
て
、
「
お
よ
そ
こ
の
國
は
、
汝

命








の
御
腹
に
ま
す
御
子
の
知
ら
さ
む
國
な
り
」

と
の
り
た
ま
ひ
き
。

　
こ
こ
に
建
内
の
宿
禰
白
さ
く
、
「
恐
し
、
我
が
大
神
、
そ
の
神
の
御
腹
に
ま
す
御
子
は
何
の
御
子
ぞ
も
」
と
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ま
を
せ
ば
、
答
へ
て
詔
り
た
ま
は
く
、
「
男
子





な
り
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
つ
ぶ
さ
に
請
ひ
ま
つ
ら
く
、

「
今
か
く
言
教
へ
た
ま
ふ
大
神
は
、
そ
の
御
名
を
知
ら
ま
く
ほ
し
」
と
ま
を
し
し
か
ば
、
答
へ
詔
り
た
ま
は
く
、

「
こ
は
天
照
ら
す
大
神
の
御
心
な
り
。
ま
た
底
筒






の
男

、
中
筒






の
男

、
上
筒






の
男

三
柱
の
大
神
八
な
り
。
こ
の

時
に
そ
の
三
柱
の
大
神
の
御
名
は
顯
し
た
ま
へ
り
。
今
ま
こ
と
に
そ
の
國
を
求
め
む
と
思
ほ
さ
ば
、
天



つ
神



地


つ
祇



、
ま
た
山
の
神
海
河
の
神
た
ち
ま
で
に
悉
に
幣

帛

奉
り
、
我
が
御
魂
を
御
船
の
上
に
ま
せ
て
、
眞

木

の
灰

を
瓠





に
納
九
れ
、
ま
た
箸
と
葉
盤





一
〇
と
を
多



に
作
り
て
、
皆
皆
大
海
に
散
ら
し
浮
け
て
、
度



り
ま
す
べ
し
」

と
の
り
た
ま
ひ
き
。

　
か
れ
つ
ぶ
さ
に
教
へ
覺
し
た
ま
へ
る
如
く
に
、
軍





を
整
へ
、
船
雙

め
て
、
度
り
い
で
ま
す
時
に
、
海
原
の
魚

ど
も
、
大
き
も
小
き
も
、
悉
に
御
船
を
負
ひ
て
渡
り
き
。
こ
こ
に
順
風






い
た
く
起
り
、
御
船
浪
の
ま
に
ま
に
ゆ

き
つ
。
か
れ
そ
の
御
船
の
波
、
新
羅





の
國
一
一
に
押
し
騰



り
て
、
既
に
國
半





ま
で
到
り
き
。
こ
こ
に
そ
の
國
主






一
二
、
畏

ぢ
惶





み
て
奏



し
て
言



さ
く
、
「
今
よ
後
、
天
皇






の
命
の
ま
に
ま
に
、
御
馬
甘









と
し
て
、
年
の
毎

に
船

雙

め
て
船
腹
乾

さ
ず
、
※
※




乾

さ
ず
、
天
地
の
む
た
、
退



き
な
く
仕
へ
ま
つ
ら
む
」
と
ま
を
し
き
。
か
れ
こ
こ

を
以
ち
て
、
新
羅





の
國
を
ば
、
御
馬
甘









と
定
め
た
ま
ひ
、
百
濟





の
國
一
三
を
ば
、
渡



の
屯
家





一
四
と
定
め
た
ま

ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
御
杖
を
新
羅





の
國
主






の
門





に
衝
き
立
て
た
ま
ひ
、
す
な
は
ち
墨
江






の
大
神
の
荒
御
魂







一
五

を
、
國
守
り
ま
す
神
と
祭
り
鎭
め
て
還
り
渡
り
た
ま
ひ
き
。

　
　
一
　
神
靈
を
よ
せ
て
教
を
受
け
る
こ
と
。
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二
　
祭
の
場
。

　
　
三
　
ひ
た
す
ら
に
一
つ
の
方
向
に
進
め
。

　
　
四
　
葬
ら
な
い
前
に
祭
を
お
こ
な
う
宮
殿
。

　
　
五
　
穢
が
出
來
た
の
で
、
そ
れ
を
淨
め
る
た
め
に
、
そ
の
料
と
し
て
筑
紫
の
一
國
か
ら
品
物
を
取
り
立
て

　
　
る
。
そ
の
産
物
な
ど
で
あ
る
。

　
　
六
　
穢
を
生
じ
た
の
は
、
種
々
の
罪
が
犯
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
か
ら
ま
ず
そ
の
罪
の
類
を
求
め
出
す
。
屎

　
　
戸
ま
で
は
、
岩
戸
の
物
語
（
三
二
頁
）
に
出
た
。
生
剥
逆
剥
は
、
馬
の
皮
を
む
く
罪
。
屎
戸
は
、
き
た
な

　
　
い
も
の
を
清
淨
な
る
べ
き
所
に
散
ら
す
罪
。
上
通
下
通
婚
以
下
は
、
不
倫
の
婚
姻
行
爲
。

　
　
七
　
一
國
を
あ
げ
て
の
罪
穢
を
拂
う
行
事
を
し
て
。

　
　
八
　
住
吉
神
社
の
祭
神
。
二
七
頁
參
照
。

　
　
九
　
木
を
燒
い
て
作
つ
た
灰
を
ヒ
サ
ゴ
（
蔓
草
の
實
、
ユ
ウ
ガ
オ
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
類
）
に
入
れ
て
。
こ

　
　
れ
は
魔
よ
け
の
た
め
と
解
せ
ら
れ
る
。

　
　
一
〇
　
木
の
葉
の
皿
。
こ
れ
は
食
物
を
與
え
る
意
。

　
　
一
一
　
當
時
朝
鮮
半
島
の
東
部
を
占
め
て
い
た
國
。

　
　
一
二
　
朝
鮮
語
で
王
ま
た
は
貴
人
を
い
う
。
コ
ニ
キ
シ
と
も
コ
キ
シ
と
も
い
う
。

　
　
一
三
　
當
時
朝
鮮
半
島
の
南
部
を
占
め
て
い
た
國
。

　
　
一
四
　
渡
海
の
役
所
。
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一
五
　
神
靈
の
荒
い
方
面
。

　
　
　
　
　
〔
鎭
懷
石
と
釣
魚
〕

　
か
れ
そ
の
政
い
ま
だ
竟
へ
ざ
る
間



に
、
妊



ま
せ
る
が
、
産

れ
ま
さ
む
と
し
つ
。
す
な
は
ち
御
腹
を
鎭



ひ
た
ま

は
む
と
し
て
、
石
を
取
ら
し
て
、
御

裳

の
腰
に
纏
か
し
て
、
筑
紫





の
國
に
渡
り
ま
し
て
ぞ
、
そ
の
御
子
は
生

れ

ま
し
つ
る
。
か
れ
そ
の
御
子
の
生
れ
ま
し
し
地
に
名
づ
け
て
、
宇
美
一
と
い
ふ
。
ま
た
そ
の
御
裳
に
纏

か
し
し

石
は
、
筑
紫
の
國
の
伊

斗

の
村
二
に
あ
り
。

　
ま
た
筑
紫
の
末
羅
縣







の
玉
島
の
里
三
に
到
り
ま
し
て
、
そ
の
河
の
邊
に
御
食



し
た
ま
ふ
時
に
、
四
月





の
上






旬


な
り
し
を
、
こ
こ
に
そ
の
河
中
の
磯
に
い
ま
し
て
、
御
裳
の
絲
を
拔
き
取
り
、
飯
粒





を
餌
に
し
て
、
そ
の

河
の
年

魚

を
釣
り
た
ま
ひ
き
。
そ
の
河
の
名
を
小
河
と
い
ふ
。
ま
た
そ
の
磯
の
名
を
勝
門
比
賣
と
い
ふ
。
か
れ

四
月
の
上
旬
の
時
、
女
ど
も
裳
の
絲
を
拔
き
、
飯
粒
を
餌
に
し
て
、
年

魚

釣
る
こ
と
今
に
至
る
ま
で
絶
え
ず
。

　
　
一
　
福
岡
縣
糟
屋
郡
。

　
　
二
　
同
糸
島
郡
。
萬
葉
集
卷
の
五
に
こ
の
石
を
詠
ん
だ
歌
が
あ
る
。

　
　
三
　
佐
賀
縣
東
松
浦
郡
の
玉
島
川
。

　
　
　
　
　
〔
香
坂






の
王
と
忍
熊






の
王
〕
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こ
こ
に
息
長
帶
日
賣
の
命
、
倭





に
還
り
上
り
ま
す
時
に
人
の
心
疑





は
し
き
に
因
り
て
、
喪
船
を
一
つ
具
へ
て
、

御
子
を
そ
の
喪
船
に
載
せ
ま
つ
り
て
、
ま
づ
「
御
子
は
既
に
崩
り
ま
し
ぬ
」
と
言
ひ
漏
ら
さ
し
め
た
ま
ひ
き
。

か
く
し
て
上
り
い
で
ま
し
し
時
に
、
香
坂






の
王
忍
熊






の
王
聞
き
て
、
待
ち
取
ら
む
と
思
ほ
し
て
、
斗

賀

野

一
に

進
み
出
で
て
、
祈

狩







二
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
香
坂






の
王
、
歴
木





に
騰
り
い
ま
し
て
見
た
ま
ふ
に
、
大
き
な

る
怒
り
猪
出
で
て
、
そ
の
歴
木





を
掘
り
て
、
す
な
は
ち
そ
の
香
坂






の
王
を
咋

ひ
食

み
つ
。
そ
の
弟
忍
熊
の
王
、

そ
の
態





を
畏





ま
ず
し
て
、
軍
を
興
し
、
待
ち
向
ふ
る
時
に
、
喪
船
に
赴



ひ
て
空



し
船



を
攻
め
た
ま
は
む
と
す
。

こ
こ
に
そ
の
喪
船
よ
り
軍
を
下
し
て
戰
ひ
き
。

　
そ
の
時
忍
熊






の
王
は
、
難
波





の
吉

師

部

が
祖
、
伊

佐

比

の
宿
禰
を
將

軍








と
し
、
太

子








の
御
方
に
は
、
丸

邇

の
臣
が
祖
、
難
波
根
子
建
振
熊













の
命
を
、
將
軍
と
し
た
ま
ひ
き
。
か
れ
追
ひ
退

け
て
山
代
三
に
到
り
し
時
に
、

還
り
立
ち
て
お
の
も
お
の
も
退
か
ず
て
相
戰
ひ
き
。
こ
こ
に
建
振
熊
の
命
權





り
て
、
「
息
長
帶
日
賣
の
命
は
、

既
に
崩
り
ま
し
ぬ
。
か
れ
、
更
に
戰
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
」
と
い
は
し
め
て
、
す
な
は
ち
弓
絃





を
絶
ち
て
、
欺





り

て
歸
服





ひ
ぬ
。
こ
こ
に
そ
の
將
軍
既
に
詐
り
を
信

け
て
、
弓
を
弭



し
、
兵




を

藏
め
つ
。
こ
こ
に
頂
髮






四
の
中
よ

り
設

け
の
弦





五
を
採

り
出
で
更
に
張
り
て
追
ひ
撃
つ
。
か
れ
逢
坂






六
に
逃
げ
退
き
て
、
對

き
立
ち
て
ま
た
戰
ふ
。

こ
こ
に
追
ひ
迫

め
敗
り
て
、
沙

沙

那

美

七
に
出
で
て
、
悉
に
そ
の
軍
を
斬
り
つ
。
こ
こ
に
そ
の
忍
熊
の
王
、
伊

佐

比

の
宿
禰
と
共
に
追
ひ
迫
め
ら
え
て
、
船
に
乘
り
、
海
八
に
浮
き
て
、
歌
よ
み
し
て
曰
ひ
し
く
、

　
　
い
ざ
吾

君

九
、

　
　
振
熊






が
　
痛
手
負
は
ず
は
、
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鳰
鳥






一
〇
の
　
淡
海
の
海
一
一
に

　
　
潛



き
せ
な
わ
一
二
。
　
　
（
歌
謠
番
號
三
九
）

と
歌
ひ
て
、
す
な
は
ち
海
に
入
り
て
共
に
死

に
き
。

　
　
一
　
兵
庫
縣
武
庫
郡
。

　
　
二
　
神
に
誓
つ
て
狩
を
し
て
、
こ
れ
に
よ
つ
て
神
意
を
窺
う
。
こ
こ
で
は
凶
兆
で
あ
つ
た
。

　
　
三
　
山
城
に
同
じ
。

　
　
四
　
頭
上
に
て
つ
か
ね
た
髮
。

　
　
五
　
用
意
の
弓
弦
。

　
　
六
　
京
都
府
と
滋
賀
縣
と
の
堺
の
山
。

　
　
七
　
琵
琶
湖
の
南
方
の
地
。

　
　
八
　
琵
琶
湖
。

　
　
九
　
さ
あ
あ
な
た
。

　
　
一
〇
　
カ
イ
ツ
ブ
リ
。
水
鳥
。
敍
述
に
よ
る
枕
詞
。

　
　
一
一
　
琵
琶
湖
。

　
　
一
二
　
水
に
も
ぐ
り
ま
し
よ
う
。
ナ
は
自
分
の
希
望
を
現
す
助
詞
。
ワ
は
感
動
の
助
詞
。
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〔
氣

比

の
大
神
〕

　
か
れ
建
内
の
宿
禰
の
命
、
そ
の
太

子








を
率

ま
つ
り
て
、
御
禊





一
せ
む
と
し
て
、
淡
海
ま
た
若
狹
の
國
を
經

歴

り
た
ま
ふ
時
に
、
高

志

の
前





の

角
鹿





二
に
、
假
宮
を
造
り
て
ま
せ
ま
つ
り
き
。
こ
こ
に
其

地

に
ま
す
伊

奢

沙

和

氣

の
大
神
の
命
三
、
夜
の
夢



に
見
え
て
、
「
吾
が
名
を
御
子
の
御
名
に
易
へ
ま
く
ほ
し
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

こ
こ
に
言
祷





ぎ
て
白
さ
く
、
「
恐
し
、
命
の
ま
に
ま
に
、
易
へ
ま
つ
ら
む
」
と
ま
を
す
。
ま
た
そ
の
神
詔
り
た

ま
は
く
、
「
明

日

の
旦





濱
に
い
で
ま
す
べ
し
。
易
名





の
幣




四

獻
ら
む
」
と
の
り
た
ま
ふ
。
か
れ
そ
の
旦
濱
に
い

で
ま
す
時
に
、
鼻
毀



れ
た
る
入

鹿

魚

、
既
に
一
浦
に
依
れ
り
。
こ
こ
に
御
子
、
神
に
白
さ
し
め
た
ま
は
く
、

「
我
に
御

食

の
魚

給
へ
り
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
か
れ
ま
た
そ
の
御
名
を
た
た
へ
て
御

食

津

大
神
と
ま
を
す
。

か
れ
今
に
氣

比

の
大
神
と
ま
を
す
。
ま
た
そ
の
入

鹿

魚

の
鼻
の
血
臭



か
り
き
。
か
れ
そ
の
浦
に
名
づ
け
て
血
浦

と
い
ふ
。
今
は
都

奴

賀

と
い
ふ
な
り
。

　
　
一
　
水
に
よ
つ
て
穢
を
拂
う
行
事
。
既
出
。

　
　
二
　
越
前
の
國
の
敦
賀
市
。

　
　
三
　
同
市
氣
比
神
宮
の
祭
神
。

　
　
四
　
名
を
と
り
か
え
た
し
る
し
の
贈
り
物
。

　
　
　
　
　
〔
酒
樂






の
歌
曲
〕
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こ
こ
に
還
り
上
り
ま
す
時
に
、
そ
の
御
祖





息
長
帶
日
賣
の
命
、
待
酒
一
を
釀
み
て
獻
り
き
。
こ
こ
に
そ
の
御

祖
、
御
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
こ
の
御

酒

は
　
わ
が
御
酒
な
ら
ず
。

　
　
酒



の
長



二
　
常
世





三
に
い
ま
す

　
　
石



立

た
す
四
　
少
名





御
神
五
の
、

　
　
神
壽





き
　
壽
き
狂



ほ
し

　
　
豐
壽





き
　
壽
き
も
と
ほ
し
六

　
　
獻



り
來

し
　
御

酒

ぞ

　
　
乾

さ
ず
を
せ
七
。
さ
さ
八
。
　
　
（
歌
謠
番
號
四
〇
）

　
か
く
歌
ひ
た
ま
ひ
て
、
大
御
酒
獻
り
き
。
こ
こ
に
建
内
の
宿
禰
の
命
、
御
子
の
た
め
に
答
へ
て
歌
ひ
し
て
曰

ひ
し
く
、

　
　
こ
の
御
酒
を
　
釀

み
け
む
人
は
、

　
　
そ
の
鼓





九
　
臼
に
立
て
て
一
〇

　
　
歌
ひ
つ
つ
　
釀

み
け
れ
か
も
一
一
、

　
　
舞
ひ
つ
つ
　
釀

み
け
れ
か
も
、

　
　
こ
の
御
酒
の
　
御
酒
の

　
　
あ
や
に
　
う
た
樂



し
一
二
。
さ
さ
。
　
　
（
歌
謠
番
號
四
一
）
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こ
は
酒
樂






一
三
の
歌
な
り
。

　
お
よ
そ
こ
の
帶
中
津
日
子










の
天
皇
の
御
年
五
十
二
歳










。
壬
戌
の
年
六
月
十
一
日
崩
り
た
ま
ひ
き
。
御
陵
は
河

内
の
惠

賀

の
長
江





一
四
に
あ
り
。
皇
后
は
御
年
一
百
歳
に
し
て
崩
り
ま
し
き
。
狹

城

の
楯
列






の
陵
一
五
に
葬
め

ま
つ
り
き
。

　
　
一
　
人
を
待
つ
て
飮
む
酒
。

　
　
二
　
酒
を
つ
か
さ
ど
る
長
官
。
原
文
「
久
志
能
加
美
」
美
は
ミ
の
甲
類
の
字
で
あ
り
、
神
の
ミ
は
乙
類
で

　
　
あ
る
か
ら
、
酒
の
神
と
す
る
説
は
誤
。

　
　
三
　
永
久
の
世
界
。
ま
た
海
外
。
ス
ク
ナ
ビ
コ
ナ
は
海
外
へ
渡
つ
た
と
い
う
。

　
　
四
　
石
の
よ
う
に
立
つ
て
お
い
で
に
な
る
。

　
　
五
　
ス
ク
ナ
ビ
コ
ナ
に
同
じ
。

　
　
六
　
祝
い
言
を
さ
ま
ざ
ま
に
し
て
。

　
　
七
　
盃
が
か
わ
か
な
い
よ
う
に
つ
づ
け
て
め
し
あ
が
れ
。

　
　
八
　
は
や
し
詞
。

　
　
九
　
後
世
の
ツ
ヅ
ミ
の
大
き
い
も
の
。
太
鼓
。

　
　
一
〇
　
酒
を
か
も
す
入
れ
も
の
と
し
て
。

　
　
一
一
　
酒
を
作
つ
た
か
ら
か
。
疑
問
の
已
然
條
件
法
。
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一
二
　
大
變
に
た
の
し
い
。

　
　
一
三
　
歌
曲
の
名
。
こ
の
二
首
、
琴
歌
譜
に
も
あ
る
。

　
　
一
四
　
大
阪
府
南
河
内
郡
。

　
　
一
五
　
奈
良
縣
生
駒
郡
。

　
　
　
〔
七
、
應
神
天
皇
〕

　
　
　
　
　
〔
后
妃
と
皇
子
女
〕

　
品
陀
和
氣











の
命
一
、
輕
島
の
明





の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の
天
皇
、
品
陀
の
眞

若


の
王
三
が
女
、
三
柱
の
女
王






に
娶
ひ
た
ま
ひ
き
。
一
柱
の
御
名
は
、
高
木
の
入
日
賣
の
命
、
次
に
中
日
賣
の

命
、
次
に
弟
日
賣
の
命
。
こ
の
女
王
た
ち
の
父
、
品
陀
の
眞
若
の
王
は
、
五
百
木
の
入
日
子
の
命
の
、
尾
張
の

連
の
祖
、
建
伊
那
陀
の
宿
禰
が
女
、
志
理
都
紀
斗
賣
に
娶
ひ
て
、
生
め
る
子
な
り
。

　
か
れ
高
木
の
入
日
賣
の
御
子
、
額
田





の
大
中






つ
日

子

の
命
、
次
に
大
山
守








の
命
、
次
に
伊

奢

の
眞
若
の
命
、

次
に
妹



大
原
の
郎
女






、
次
に
高
目






の
郎
女
五
柱
。
中
日
賣
の
命
の
御
子
、
木

の
荒
田
の
郎
女
、
次
に
大

雀







の

命
四
、
次
に
根
鳥





の
命
三
柱
。
弟
日
賣
の
命
の
御
子
、
阿
部
の
郎
女
、
次
に
阿

貝

知

の
三
腹





の
郎
女
、
次
に
木

の
菟

野

の
郎
女
、
次
に
三

野

の
郎
女
五
柱
。
ま
た
丸

邇

の
比

布

禮

の
意

富

美

が
女
、
名
は
宮
主
矢
河
枝










比
賣
に

娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
御
子
、
宇

遲

の
和
紀
郎
子








、
次
に
妹
八

田

の
若
郎
女
、
次
に
女
鳥





の
王
三
柱
。
ま
た
そ
の
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矢
河
枝
比
賣
が
弟
、
袁

那

辨

の
郎
女
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
御
子
、
宇

遲

の
若



郎
女
一
柱
。
ま
た
咋
俣
長
日
子










の
王
が
女
、
息
長
眞
若
中











つ
比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
若
沼
毛
二
俣










の
王
一
柱
。
ま
た
櫻
井






の
田

部

の
連





の
祖
、
島
垂
根







が
女
、
糸
井





比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
速
總
別








の
命
一
柱
。
ま
た
日
向





の

泉

の

長


比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
大
羽

江

の
王



、
次
に
小

羽

江

の
王
、
次
に
檣
日





の
若



郎
女
三
柱
。

ま
た
迦

具

漏

比
賣
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
御
子
、
川
原
田









の
郎
女
、
次
に
玉
の
郎
女
、
次
に
忍
坂






の
大
中






つ
比

賣
、
次
に
登

富

志

の
郎
女
、
次
に
迦

多

遲

の
王
五
柱
。
ま
た
葛
城






の
野
の
伊

呂

賣

に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御

子
、
伊

奢

の
麻

和

迦

の
王
一
柱
。
こ
の
天
皇
の
御
子
た
ち
、
并
は
せ
て
二
十
六
王











男
王
十
一
、
女
王
十
五
。

こ
の
中
に
大
雀
の
命
は
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。

　
　
一
　
應
神
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
高
市
郡
。

　
　
三
　
景
行
天
皇
の
皇
子
。

　
　
四
　
仁
徳
天
皇
。

　
　
　
　
　
〔
大
山
守
の
命
と
大
雀
の
命
〕

　
こ
こ
に
天
皇
、
大
山
守
の
命
と
大
雀
の
命
と
に
問
ひ
て
詔
り
た
ま
は
く
、
「
汝
等







は
、
兄
な
る
子
と
弟
な
る

子
と
、
い
づ
れ
か
愛

し
き
」
と
問
は
し
た
ま
ひ
き
。
天
皇
の
こ
の
問
を
發
し
た
ま
へ
る
故
は
、
宇
遲
の
和
紀
郎
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子
に
天
の
下
治
ら
し
め
む
御
心
ま
し
け
れ
ば
な
り
。
こ
こ
に
大
山
守
の
命
白
さ
く
、
「
兄
な
る
子
を
愛

し
と
お

も
ふ
」
と
白
し
た
ま
ひ
き
。
次
に
大
雀
の
命
は
、
天
皇
の
問
は
し
た
ま
ふ
大
御
心
を
知
ら
し
て
、
白
さ
く
、

「
兄
な
る
子
は
、
既
に
人
と
な
り
て
、
こ
は
悒





き
こ
と
無
き
を
、
弟
な
る
子
は
、
い
ま
だ
人
と
な
ら
ね
ば
、
こ

を
愛
し
と
お
も
ふ
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
天
皇
詔
り
た
ま
は
く
、
「
雀





、
吾

君

の
言



ぞ
、
我
が
思
ほ

す
が
如
く
な
る
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
す
な
は
ち
詔
り
別
け
た
ま
ひ
し
く
は
、
「
大
山
守
の
命
は
、
山
海






の
政

を
ま
を
し
た
ま
へ
一
。
大
雀
の
命
は
、
食
國






の
政
執
り
も
ち
て
白
し
た
ま
へ
二
。
宇

遲

の
和

紀

郎
子
は
、
天
つ

日
繼
知
ら
せ
三
」
と
詔
り
別
け
た
ま
ひ
き
。
か
れ
大
雀
の
命
は
、
大
君
の
命





に
違



ひ
ま
つ
ら
ざ
り
き
。

　
　
一
　
海
山
に
關
す
る
事
を
つ
か
さ
ど
り
た
ま
え
。
こ
こ
は
海
は
つ
け
て
い
う
だ
け
で
、
山
林
に
つ
い
て
で

　
　
あ
る
。
こ
の
大
山
守
の
命
の
物
語
は
、
山
林
の
事
を
支
配
す
る
部
族
が
、
そ
の
お
こ
り
を
語
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
二
　
天
下
の
政
治
を
お
こ
な
い
た
ま
え
。

　
　
三
　
天
皇
の
位
に
つ
き
た
ま
え
。

　
　
　
　
　
〔
葛
野





の
歌
〕

　
或
る
時
天
皇
、
近
つ
淡
海





の
國
一
に
越
え
幸
で
ま
し
し
時
、
宇

遲

野

二
の
上
に
御
立





し
て
、
葛
野





三
を
望



け

ま
し
て
、
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
千
葉
の
四
　
葛
野





を
見
れ
ば
、
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百
千
足









る
　
家
庭





も
見
ゆ
五
。

　
　
國
の
秀

も
六
見
ゆ
。
　
　
（
歌
謠
番
號
四
二
）

と
歌
ひ
た
ま
ひ
き
。

　
　
一
　
滋
賀
縣
。

　
　
二
　
京
都
府
宇
治
郡
。

　
　
三
　
京
都
市
。
今
の
桂
川
の
平
野
。

　
　
四
　
枕
詞
。
葉
の
多
い
意
で
、
葛
に
冠
す
る
。

　
　
五
　
澤
山
充
實
し
て
い
る
村
邑
も
見
え
る
。
ヤ
ニ
ハ
は
、
家
屋
の
あ
る
平
地
。

　
　
六
　
國
土
の
す
ぐ
れ
て
い
る
所
も
見
え
る
。
ク
ニ
ノ
ホ
は
、
「
國
の
ま
ほ
ろ
ば
」
の
接
頭
語
接
尾
語
の
無

　
　
い
形
。

　
　
　
　
　
〔
蟹
の
歌
〕

　
か
れ
木
幡





の
村
一
に
到
り
ま
す
時
に
、
そ
の
道
衢





に
、
顏
美

き
孃
子
遇
へ
り
。
こ
こ
に
天
皇
、
そ
の
孃
子
に

問
ひ
た
ま
は
く
、
「
汝





は
誰
が
子
ぞ
」
と
問
は
し
け
れ
ば
、
答
へ
て
白
さ
く
、
「
丸

邇

の
比

布

禮

の
意

富

美

二

が
女
、
名
は
宮
主
矢
河
枝










比
賣
」
と
ま
を
し
き
。
天
皇
す
な
は
ち
そ
の
孃
子
に
詔
り
た
ま
は
く
、
「
吾
明
日






還

り
ま
さ
む
時
、
汝





の
家
に
入
り
ま
さ
む
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
矢
河
枝
比
賣
、
委
曲





に
そ
の
父
に
語
り
き
。
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こ
こ
に
父
答
へ
て
曰
は
く
、
「
こ
は
大
君
に
ま
す
な
り
。
恐





し
、
我

が
子
仕
へ
ま
つ
れ
」
と
い
ひ
て
、
そ
の
家

を
嚴

飾

り
て
、
候





ひ
待
ち
し
か
ば
、
明
日






入
り
ま
し
き
。
か
れ
大
御
饗





獻



る

時
に
、
そ
の
女
矢
河
枝









比
賣
の
命

に
大
御
酒
盞
を
取
ら
し
め
て
獻
る
。
こ
こ
に
天
皇
、
そ
の
大
御
酒
盞
を
取
ら
し
つ
つ
、
御
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し

く
、

　
　
こ
の
蟹



や
三
　
何
處





の
蟹
。

　
　
百
傳
ふ
四
　
角
鹿





の
蟹
。

　
　
横



さ
ら
ふ
五
　
何
處
に
到
る
。

　
　
伊

知

遲

島
　
美

島
六
に
著

き
、

　
　
鳰
鳥






の
七
　
潛



き
息
衝
き
、

　
　
し
な
だ
ゆ
ふ
八
　
佐

佐

那

美

道

を

　
　
す
く
す
く
と
　
吾

が
行

ま
せ
ば
や
、

　
　
木
幡





の
道
に
　
遇
は
し
し
孃
子





、

　
　
後
方






は
　
小
楯





ろ
か
も
九
。

　
　
齒
並





は
　
椎
菱






な
す
一
〇
。

　
　
櫟
井





の
一
一
　
丸

邇

坂

の
土

を
、

　
　
初
土





は
一
二
　
膚
赤
ら
け
み

　
　
底
土





は
　
に
黒
き
故
、
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三
栗






の
一
三
　
そ
の
中
つ
土

を

　
　
頭
著





く
一
四
　
眞
火
に
は
當
て
ず

　
　
眉
畫





き
　
濃

に
書
き
垂
れ

　
　
遇
は
し
し
女





。

　
　
か
も
が
と
一
五
　
吾

が
見
し
兒
ら

　
　
か
く
も
が
と
　
吾

が
見
し
兒
に

　
　
う
た
た
け
だ
に
一
六
　
向
ひ
居

る
か
も

　
　
い
副

ひ
居
る
か
も
。
　
　
（
歌
謠
番
號
四
三
）

　
か
く
て
御
合





ま
し
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
宇

遲

の
和
紀
郎
子








な
り
。

　
　
一
　
京
都
府
乙
訓
郡
。

　
　
二
　
丸
邇
氏
は
、
奈
良
の
春
日
に
居
住
し
て
富
み
榮
え
、
し
ば
し
ば
そ
の
女
を
皇
室
に
納
れ
て
い
る
。
古

　
　
事
記
の
歌
物
語
の
多
く
が
、
こ
の
氏
と
關
係
が
あ
る
。
後
に
春
日
氏
と
な
つ
た
。
柿
本
氏
も
こ
の
別
れ
で

　
　
あ
る
。
丸
邇
氏
の
歌
物
語
に
つ
い
て
は
、
角
川
源
義
君
に
そ
の
研
究
が
あ
る
。

　
　
三
　
ヤ
は
提
示
の
助
詞
。
蟹
は
鹿
と
共
に
古
代
食
膳
の
常
用
と
さ
れ
親
し
ま
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
に

　
　
扮
裝
し
て
舞
い
歌
わ
れ
た
。
そ
の
歌
は
、
そ
の
も
の
の
立
場
に
お
い
て
、
歌
う
の
で
こ
れ
も
そ
の
一
つ
を

　
　
も
と
と
し
て
い
る
。
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四
　
枕
詞
。
多
く
の
土
地
を
傳
い
行
く
意
と
い
う
。

　
　
五
　
横
あ
る
き
を
し
て
。

　
　
六
　
い
ず
れ
も
所
在
不
明
。

　
　
七
　
枕
詞
。
ニ
ホ
ド
リ
ノ
に
同
じ
。

　
　
八
　
枕
詞
。
段
に
な
つ
て
撓
ん
で
い
る
意
と
い
う
。

　
　
九
　
う
し
ろ
姿
は
楯
の
よ
う
だ
。
ロ
は
接
尾
語
。

　
　
一
〇
　
椎
の
み
や
菱
の
よ
う
だ
。
諸
説
が
あ
る
。

　
　
一
一
　
イ
チ
ヒ
の
木
の
立
つ
井
の
あ
る
。

　
　
一
二
　
上
の
方
の
土
。

　
　
一
三
　
枕
詞
。

　
　
一
四
　
頭
に
あ
た
る
。

　
　
一
五
　
か
よ
う
に
あ
り
た
い
と
。
現
に
今
あ
る
よ
う
に
と
。
次
の
か
く
も
が
と
も
同
じ
。

　
　
一
六
　
語
義
不
明
。
ウ
タ
タ
（
轉
）
を
含
む
と
す
れ
ば
、
そ
の
副
詞
形
で
、
轉
じ
て
、
今
は
變
わ
つ
て
の

　
　
意
に
な
る
。

　
　
　
　
　
〔
髮
長
比
賣
〕

　
天
皇
、
日
向
の
國
の
諸
縣






の
君
が
女
、
名
は
髮
長






比
賣
そ
れ
顏
容
麗
美







し
と
聞
こ
し
め
し
て
、
使
は
む
と
し
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て
、
喚

し
上
げ
た
ま
ふ
時
に
、
そ
の
太

子








大
雀
の
命
、
そ
の
孃
子





の
難
波
津
に
泊

て
た
る
を
見
て
、
そ
の
姿

容


の
端

正







に
感

で
た
ま
ひ
て
、
す
な
は
ち
建

内







の
宿
禰





の
大
臣
に
誂





へ
て
の
り
た
ま
は
く
、
「
こ
の
日
向

よ
り
喚

し
上
げ
た
ま
へ
る
髮
長






比
賣
は
、
天
皇
の
大
御
所





に
請
ひ
白
し
て
、
吾



に
賜
は
し
め
よ
」
と
の
り
た
ま

ひ
き
。
こ
こ
に
建
内
の
宿
禰
の
大
臣
、
大

命







を
請
ひ
し
か
ば
、
天
皇
す
な
は
ち
髮
長






比
賣
を
そ
の
御
子
に
賜

ひ
き
。
賜
ふ
状
は
、
天
皇
の
豐



の
明





聞
こ
し
め
し
け
る
日
一
に
、
髮
長
比
賣
に
大
御
酒
の
柏





を
取
二
ら
し
め
て
、

そ
の
太
子
に
賜
ひ
き
。
こ
こ
に
御
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
い
ざ
子
ど
も
三
　
野
蒜





摘
み
に
、

　
　
蒜



摘
み
に
　
わ
が
行
く
道
の

　
　
香
ぐ
は
し
　
花

橘








は
、

　
　
上
枝





は
　
鳥
居
枯

ら
し
、

　
　
下
枝





は
　
人
取
り
枯

ら
し
、

　
　
三
栗
の
　
中
つ
枝
の

　
　
ほ
つ
も
り
四
　
赤
ら
孃
子
を
、

　
　
い
ざ
さ
さ
ば
五
　
好

ら
し
な
。
　
　
（
歌
謠
番
號
四
四
）

　
ま
た
、
御
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
水
渟



る
六
　
依
網





の
池
七
の

　
　
堰
杙





打
ち
八
が
　
刺
し
け
る
知
ら
に
九
、
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※





繰

り
　
延

へ
け
く
一
〇
知
ら
に
、

　
　
吾
が
心
し
ぞ
　
い
や
を
こ
に
し
て
　
今
ぞ
悔
し
き
。
　
　
（
歌
謠
番
號
四
五
）

と
、
か
く
歌
ひ
て
賜
ひ
き
。
か
れ
そ
の
孃
子
を
賜
は
り
て
後
に
、
太

子








の
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
道
の
後



一
一
　
古
波
陀
孃
子













一
二
を
、

　
　
雷



の
ご
と
　
聞
え
し
か
ど
も

　
　
相

枕







纏

く
。
　
　
（
歌
謠
番
號
四
六
）

　
ま
た
、
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
道
の
後
　
古
波
陀
孃
子
は
、

　
　
爭
は
ず
　
寢
し
く
を
し
ぞ
も
一
三
、

　
　
愛





し
み
思



ふ
。
　
　
（
歌
謠
番
號
四
七
）

と
歌
ひ
た
ま
ひ
き
。

　
　
一
　
酒
宴
を
な
さ
れ
た
日
。

　
　
二
　
廣
い
葉
に
酒
を
盛
つ
た
。

　
　
三
　
さ
あ
皆
の
者
。
子
ど
も
は
目
下
の
者
を
い
う
。

　
　
四
　
語
義
不
明
。
秀
つ
守
り
で
、
高
く
守
つ
て
い
る
意
か
。
目
立
つ
て
よ
い
意
に
赤
ら
孃
子
を
修
飾
す
る

　
　
の
だ
ろ
う
。
日
本
書
紀
に
は
フ
ホ
ゴ
モ
リ
と
あ
る
。
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五
　
さ
あ
な
さ
れ
た
ら
。
サ
サ
は
、
動
詞
爲
の
敬
語
の
未
然
形
だ
ろ
う
。
動
詞
寢

の
敬
語
を
ナ
ス
と
い
う

　
　
類
。

　
　
六
　
敍
述
に
よ
る
枕
詞
。

　
　
七
　
大
阪
市
東
成
區
。

　
　
八
　
そ
の
池
の
水
を
た
た
え
る
ヰ
の
ク
ヒ
を
う
つ
て
あ
る
の
が
。

　
　
九
　
ニ
は
打
消
の
助
動
詞
ヌ
の
連
用
形
。

　
　
一
〇
　
の
び
て
い
る
こ
と
。
ケ
は
時
の
助
動
詞
キ
の
古
い
活
用
形
だ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
以
上
譬
喩
で
、
太

　
　
子
の
思
い
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
え
が
く
。

　
　
一
一
　
遠
い
土
地
の
。

　
　
一
二
　
コ
ハ
ダ
は
日
向
の
國
の
地
名
だ
ろ
う
。

　
　
一
三
　
寢
た
こ
と
を
。
上
の
シ
は
時
の
助
動
詞
。
ク
は
コ
ト
の
意
の
助
詞
。
ヲ
シ
ゾ
モ
、
助
詞
。

　
　
　
　
　
〔
國
主
歌









〕

　
ま
た
、
吉
野





の
國

主

一
ど
も
、
大
雀
の
命
の
佩

か
せ
る
御
刀
を
見
て
、
歌
ひ
て
曰
ひ
し
く
、

　
　
品
陀





の
　
日
の
御
子
二
、

　
　
大

雀







　
大
雀
。

　
　
佩
か
せ
る
大
刀
、
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本

劍







　
末



ふ
ゆ
三
。

　
　
冬
木
の
　
す
か
ら
が
下



木
の
四
　
さ
や
さ
や
五
。
　
　
（
歌
謠
番
號
四
八
）

　
ま
た
、
吉
野
の
白

檮

の
生

六
に
横
臼





七
を
作
り
て
、
そ
の
横
臼
に
大
御
酒









を
釀

み
て
、
そ
の
大
御
酒
を
獻
る

時
に
、
口

鼓







を
撃
ち
八
、
伎



を
な
し
て
九
、
歌
ひ
て
曰
ひ
し
く
、

　
　
白

檮

の
生

に
　
横
臼





を
作
り
、

　
　
横
臼
に
　
釀

み
し
大
御
酒
、

　
　
う
ま
ら
に
　
聞
こ
し
も
ち
を
せ
一
〇
。

　
　
ま
ろ
が
父

一
一
。
　
　
（
歌
謠
番
號
四
九
）

　
こ
の
歌
は
、
國

主

ど
も
大
贄



獻
る
時
時
、
恆
に
今
に
至
る
ま
で
歌
ふ
歌
な
り
。

　
　
一
　
吉
野
山
中
の
住
民
。
七
六
頁
に
國
巣
と
あ
る
。

　
　
二
　
應
神
天
皇
の
皇
子
樣
。

　
　
三
　
劒
の
刃
先
が
威
力
を
現
し
て
い
る
。

　
　
四
　
冬
の
木
の
枯
れ
て
い
る
木
の
下
の
。
こ
の
二
句
、
種
々
の
説
が
あ
る
。

　
　
五
　
劒
の
清
明
で
あ
る
の
を
た
た
え
た
語
。

　
　
六
　
白
檮
の
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
　
七
　
た
け
の
低
い
臼
。
そ
の
臼
で
材
料
を
つ
い
て
酒
を
か
も
す
。
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八
　
太
鼓
の
よ
う
な
聲
を
出
し
て
。

　
　
九
　
手
ぶ
り
物
ま
ね
な
ど
し
て
。

　
　
一
〇
　
う
ま
そ
う
に
召
し
あ
が
れ
。
ヲ
セ
は
、
食
す
の
命
令
形
。

　
　
一
一
　
わ
れ
ら
が
父
よ
。

　
　
　
　
　
〔
文
化
の
渡
來
〕

　
こ
の
御
世
に
、
海
部





、
山
部





、
山
守
部







、
伊

勢

部

一
を
定
め
た
ま
ひ
き
。
ま
た
劒
の
池
二
を
作
り
き
。
ま
た

新
羅
人







ま
ゐ
渡
り
來
つ
。
こ
こ
を
以
ち
て
建
内
の
宿
禰
の
命
、
引
き
率

て
、
堤
の
池
に
渡
り
て
三
、
百
濟





の
池

四
を
作
り
き
。

　
ま
た
百
濟
の
國
主






照
古





王
五
、
牡

馬

壹
疋





、
牝

馬

壹
疋
を
、
阿

知

吉

師

六
に
付
け
て
貢




り

き
。
こ
の
阿
知
吉

師
は
阿

直

の
史
等
が
祖
な
り
。
ま
た
大
刀
と
大
鏡
と
を
貢
り
き
。
ま
た
百
濟
の
國
に
仰
せ
た
ま
ひ
て
、
「
も
し

賢


し
人
あ
ら
ば
貢
れ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
命
を
受
け
て
貢
れ
る
人
、
名
は
和

邇

吉

師

、
す
な
は
ち
論
語

十
卷





、
千
字
文
七
一
卷
、
并
は
せ
て
十
一
卷










を
、
こ
の
人
に
付
け
て
貢
り
き
。
こ
の
和
爾
吉
師
は
文
の
首
等

が
祖
な
り
。
ま
た
手
人
韓

鍛







八
名
は
卓
素





、
ま
た
呉

服







西
素





九
二
人
を
貢
り
き
。
ま
た
秦



の
造




の

祖
、
漢



の
直





の
祖
、
ま
た
酒



を
釀

む
こ
と
を
知
れ
る
人
、
名
は
仁

番

、
ま
た
の
名
は
須

須

許

理

等
、
ま
ゐ
渡
り
來
つ
。

か
れ
こ
の
須
須
許
理
、
大
御
酒
を
釀

み
て
獻
り
き
。
こ
こ
に
天
皇
、
こ
の
獻
れ
る
大
御
酒
に
う
ら
げ
て
一
〇
、

御
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、
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須
須
許
理
が
　
釀

み
し
御
酒
に
　
わ
れ
醉
ひ
に
け
り
。

　
　
事
無
酒
咲
酒








一
一
に
、
わ
れ
醉
ひ
に
け
り
。
　
　
（
歌
謠
番
號
五
〇
）

　
か
く
歌
ひ
つ
つ
幸
で
ま
し
し
時
に
、
御
杖
も
ち
て
、
大
坂
一
二
の
道
中
な
る
大
石
を
打
ち
た
ま
ひ
し
か
ば
、

そ
の
石
走
り
避

り
き
。
か
れ
諺
に
堅
石






も
醉
人






を
避

る
と
い
ふ
な
り
。

　
　
一
　
以
上
、
大
山
守
の
命
に
命
じ
た
こ
と
を
い
う
。
但
し
物
語
と
は
別
の
資
料
に
よ
つ
た
の
だ
ろ
う
。

　
　
二
　
奈
良
縣
高
市
郡
。
既
出
。
別
傳
か
、
修
理
か
。

　
　
三
　
不
明
瞭
で
諸
説
が
あ
る
。

　
　
四
　
奈
良
縣
北
葛
城
郡
。

　
　
五
　
百
濟
の
第
十
三
代
の
近
肖
古
王
。

　
　
六
　
キ
シ
は
尊
稱
。
下
同
じ
。
日
本
書
紀
に
阿

直

支

。

　
　
七
　
廣
く
行
わ
れ
て
い
る
周
興
嗣
次
韵
の
千
字
文
は
ま
だ
出
來
て
い
な
か
つ
た
。

　
　
八
　
工
人
で
あ
る
朝
鮮
の
鍛
冶
人
。

　
　
九
　
大
陸
風
の
織
物
工
の
西
素
と
い
う
人
。

　
　
一
〇
　
浮
か
れ
立
つ
て
。

　
　
一
一
　
事
の
無
い
愉
快
な
酒
。
ク
シ
は
酒
。

　
　
一
二
　
二
上
山
を
越
え
る
道
。
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〔
大
山
守
の
命
と
宇

遲

の
和
紀
郎
子








〕

　
か
れ
天
皇
崩




り

ま
し
し
後
に
、
大
雀
の
命
は
、
天
皇
の
命
の
ま
に
ま
に
、
天
の
下
を
宇
遲
の
和
紀
郎
子
に
讓

り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
大
山
守
の
命
は
、
天
皇
の
命
に
違
ひ
て
、
な
ほ
天
の
下
を
獲
む
と
し
て
、
そ
の
弟
皇
子









を
殺
さ
む
と
す
る
心
あ
り
て
、
竊





に
兵




を

設

け
て
攻
め
む
と
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
大
雀
の
命
、
そ
の
兄
の
軍

を
備
へ
た
ま
ふ
こ
と
を
聞
か
し
て
、
す
な
は
ち
使
を
遣
し
て
、
宇
遲
の
和
紀
郎
子
に
告
げ
し
め
た
ま
ひ
き
。
か

れ
聞
き
驚
か
し
て
、
兵
を
河
の
邊

に
隱
し
、
ま
た
そ
の
山
の
上
に
、
※
垣






一
を
張
り
、
帷
幕






二
を
立
て
て
、
詐

り
て
、
舍
人





を
王
に
な
し
て
、
露





に
呉
床





に
ま
せ
て
、
百

官








、
敬





ひ
か
よ
ふ
状
、
既
に
王
子
の
い
ま
し
所
の

如
く
し
て
、
更
に
そ
の
兄
王
の
河
を
渡
り
ま
さ
む
時
の
た
め
に
、
船
※



を
具
へ
飾
り
、
ま
た
佐
那
葛







三
の
根
を

臼
搗





き
、
そ
の
汁
の
滑



を
取
り
て
、
そ
の
船
の
中
の
簀
椅





に
塗
り
て
、
蹈
み
て
仆
る
べ
く
設

け
て
、
そ
の
王
子

は
、
布



の
衣

褌







を
服

て
、
既
に
賤
人





の
形
に
な
り
て
、
※



を
取
り
て
立
ち
ま
し
き
。
こ
こ
に
そ
の
兄
王
、
兵



士




を
隱
し
伏
せ
、
鎧
を
衣
の
中
に
服

せ
て
、
河
の
邊
に
到
り
て
、
船
に
乘
ら
む
と
す
る
時
に
、
そ
の
嚴

飾

れ

る
處
を
望



け
て
、
弟
王
そ
の
呉
床





に
い
ま
す
と
思
ほ
し
て
、
ふ
つ
に
※



を
取
り
て
船
に
立
ち
ま
せ
る
こ
と
を
知

ら
ず
、
す
な
は
ち
そ
の
檝
執
れ
る
者
に
問
ひ
た
ま
は
く
、
「
こ
の
山
に
怒
れ
る
大
猪
あ
り
と
傳



に
聞
け
り
。
吾

そ
の
猪
を
取
ら
む
と
思
ふ
を
、
も
し
そ
の
猪
を
獲
む
や
」
と
問
ひ
た
ま
へ
ば
、
檝
執
れ
る
者
答
へ
て
曰
は
く
、

「
得
た
ま
は
じ
」
と
い
ひ
き
。
ま
た
問
ひ
た
ま
は
く
、
「
何
と
か
も
」
と
問
ひ
た
ま
へ
ば
、
答
へ
た
ま
は
く

「
時
時






往

往








に
し
て
、
取
ら
む
と
す
れ
ど
も
得
ず
。
こ
こ
を
以
ち
て
得
た
ま
は
じ
と
白
す
な
り
」
と
い
ひ
き
。
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渡
り
て
河
中
に
到
り
し
時
に
、
そ
の
船
を
傾





け
し
め
て
、
水
の
中
に
墮
し
入
れ
き
。
こ
こ
に
浮
き
出
で
て
、
水

の
ま
に
ま
に
流
れ
下
り
き
。
す
な
は
ち
流
れ
つ
つ
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
四
、

　
　
ち
は
や
ぶ
る
五
　
宇
治
の
渡
に
、

　
　
棹
取
り
に
　
速



け
む
人
し
　
わ
が
伴



に
來

む
六
。
　
　
（
歌
謠
番
號
五
一
）

と
歌
ひ
き
。
こ
こ
に
河
の
邊
に
伏
し
隱
れ
た
る
兵
、
彼
廂
此
廂








、
一
時






に
興
り
て
、
矢
刺
し
て
流
し
き
。
か
れ

訶

和

羅

の
前



七
に
到
り
て
沈
み
入
り
た
ま
ふ
。
か
れ
鉤



を
以
ち
て
、
そ
の
沈
み
し
處
を
探
り
し
か
ば
、
そ
の
衣

の
中
な
る
甲





に
繋

か
り
て
、
か
わ
ら
と
鳴
り
き
。
か
れ
其

所

に
名
づ
け
て
訶
和
羅
の
前
と
い
ふ
な
り
。
こ
こ
に

そ
の
骨





を
掛
き
出
だ
す
時
に
、
弟
王
、
御
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
ち
は
や
人
八
　
宇
治
の
渡
に
、

　
　
渡
瀬






に
立
て
る
　
梓

弓







檀




九
。

　
　
い
き
ら
む
と
一
〇
　
心
は
思

へ
ど
、

　
　
い
取
ら
む
と
　
心
は
思

へ
ど
、

　
　
本
方





一
一
は
　
君
を
思
ひ
出

、

　
　
末
方





一
二
は
　
妹
を
思
ひ
出

、

　
　
い
ら
な
け
く
一
三
　
そ
こ
に
思
ひ
出

、

　
　
愛



し
け
く
　
こ
こ
に
思
ひ
出

、

　
　
い
き
ら
ず
ぞ
來

る
。
梓
弓
檀
。
　
　
（
歌
謠
番
號
五
二
）
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か
れ
そ
の
大
山
守
の
命
の
骨
は
、
那

良

山
に
葬



め
き
。
こ
の
大
山
守
の
命
は
土
形






の
君
、
幣

岐

の
君
、
榛
原






の
君
等
が
祖
な
り
。

　
こ
こ
に
大
雀
の
命
と
宇
遲
の
和
紀
郎
子
と
二
柱
、
お
の
も
お
の
も
天
の
下
を
讓
り
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
海

人

大

贄


を
貢
り
つ
。
こ
こ
に
兄
は
辭



び
て
、
弟
に
貢
ら
し
め
た
ま
ひ
、
弟
は
ま
た
兄
に
貢
ら
し
め
て
、
相
讓
り
た
ま

ふ
あ
ひ
だ
に
既
に
許
多





の
日
を
經
つ
。
か
く
相
讓
り
た
ま
ふ
こ
と
一
度
二
度
に
あ
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
海

人

は
既

に
往
還





に
疲
れ
て
泣
け
り
。
か
れ
諺
に
、
「
海

人

な
れ
や
、
お
の
が
物
か
ら
音

泣
く
一
四
」
と
い
ふ
。
然
れ
ど

も
宇
遲
の
和
紀
郎
子
は
早
く
崩





り
ま
し
き
。
か
れ
大
雀
の
命
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。

　
　
一
　
荒
い
絹
の
幕
。

　
　
二
　
あ
げ
て
張
つ
た
幕
。
天
幕
。

　
　
三
　
ビ
ナ
ン
カ
ズ
ラ
。

　
　
四
　
流
れ
な
が
ら
歌
つ
た
と
い
う
の
は
、
山
守
部
の
と
も
が
ら
の
演
出
だ
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
昔
話
に
、

　
　
猿
聟
入
り
の
話
が
あ
り
、
聟
の
猿
が
川
に
落
ち
て
流
れ
な
が
ら
歌
う
こ
と
が
あ
る
。

　
　
五
　
枕
詞
。
威
力
を
ふ
る
う
。
こ
こ
は
宇
治
川
が
急
流
な
の
で
い
う
。

　
　
六
　
自
分
の
な
か
ま
に
來
て
く
れ
。

　
　
七
　
所
在
不
明
。

　
　
八
　
枕
詞
。
つ
よ
い
人
。
地
名
の
ウ
ヂ
が
、
元
來
威
力
を
意
味
す
る
語
な
の
で
あ
ろ
う
。
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九
　
梓
弓
と
檀
弓
。
ア
ヅ
サ
は
ア
カ
メ
ガ
シ
ハ
。
マ
ユ
ミ
は
ヤ
マ
ニ
シ
キ
ギ
。
共
に
弓
材
に
な
る
樹
。

　
　
一
〇
　
イ
切
ル
で
、
イ
は
接
頭
語
。
切
ろ
う
と
。

　
　
一
一
　
弓
の
下
の
方
。

　
　
一
二
　
弓
の
上
の
方
。

　
　
一
三
　
心
の
い
ら
い
ら
す
る
形
容
。

　
　
一
四
　
海
人
だ
か
ら
か
、
自
分
の
物
ゆ
え
に
泣
く
。
魚
が
腐
り
易
い
か
ら
だ
と
い
う
。

　
　
　
　
　
〔
天



の
日
矛





〕

　
ま
た
昔
新
羅





の
國
主






の
子
、
名
は
天



の
日
矛





と
い
ふ
あ
り
一
。
こ
の
人
ま
ゐ
渡
り
來
つ
。
ま
ゐ
渡
り
來
つ
る

故
は
、
新
羅
の
國
に
一
つ
の
沼
あ
り
、
名
を
阿
具
沼









と
い
ふ
。
こ
の
沼
の
邊
に
、
あ
る
賤
の
女
晝
寢
し
た
り
。

こ
こ
に
日
の
耀





虹


の
ご
と
、
そ
の
陰

上

に
指
し
た
る
を
、
ま
た
あ
る
賤
の
男
、
そ
の
状
を
異



し
と
思
ひ
て
、
恆

に
そ
の
女
人





の
行
を
伺
ひ
き
。
か
れ
こ
の
女
人
、
そ
の
晝
寢
し
た
り
し
時
よ
り
、
姙
み
て
、
赤
玉
を
生
み
ぬ
二
。

こ
こ
に
そ
の
伺
へ
る
賤
の
男
、
そ
の
玉
を
乞
ひ
取
り
て
、
恆
に
裹



み
て
腰
に
著
け
た
り
。
こ
の
人
、
山

谷

の
間

に
田
を
作
り
け
れ
ば
、
耕
人





ど
も
の
飮
食






を
牛
に
負
せ
て
、
山

谷

の
中
に
入
る
に
、
そ
の
國
主






の
子
天



の
日
矛





に
遇
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
人
に
問
ひ
て
曰
は
く
、
「
何

ぞ
汝





飮
食
を
牛
に
負
せ
て
山

谷

の
中
に
入
る
。
汝





か
な

ら
ず
こ
の
牛
を
殺
し
て
食
ふ
な
ら
む
」
と
い
ひ
て
、
す
な
は
ち
そ
の
人
を
捕
へ
て
、
獄
内





に
入
れ
む
と
し
け
れ

ば
、
そ
の
人
答
へ
て
曰
は
く
、
「
吾
、
牛
を
殺
さ
む
と
に
は
あ
ら
ず
、
た
だ
田
人
の
食
を
送
り
つ
ら
く
の
み
」
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と
い
ふ
。
然
れ
ど
も
な
ほ
赦
さ
ざ
り
け
れ
ば
、
こ
こ
に
そ
の
腰
な
る
玉
を
解
き
て
、
そ
の
國
主






の
子
に
幣



し
つ
。

か
れ
そ
の
賤
の
夫
を
赦
し
て
、
そ
の
玉
を
持
ち
來
て
、
床
の
邊

に
置
き
し
か
ば
、
す
な
は
ち
顏
美
き
孃
子
に
な

り
ぬ
。
仍

り
て
婚




し

て
嫡
妻






と
す
。
こ
こ
に
そ
の
孃
子
、
常
に
種
種
の
珍



つ
味



を
設
け
て
、
恆
に
そ
の
夫





に
食

は
し
め
き
。
か
れ
そ
の
國
主






の
子
心
奢
り
て
、
妻

を
詈

り
し
か
ば
、
そ
の
女
人
の
言
は
く
、
「
お
よ
そ
吾
は
、

汝

の

妻

に
な
る
べ
き
女
に
あ
ら
ず
。
吾
が
祖





の
國
に
行
か
む
」
と
い
ひ
て
、
す
な
は
ち
竊



び
て
小

船
に
乘
り
て
、

逃
れ
渡
り
來
て
、
難
波
に
留
ま
り
ぬ
。
こ
は
難
波
の
比
賣
碁
曾
の
社
三
に
ま
す
阿
加
流
比
賣
と
い
ふ
神
な
り
。

　
こ
こ
に
天
の
日
矛
、
そ
の
妻

の
遁
れ
し
こ
と
を
聞
き
て
、
す
な
は
ち
追
ひ
渡
り
來
て
、
難
波
に
到
ら
む
と
す

る
間



に
、
そ
の
渡
の
神
塞

へ
て
入
れ
ざ
り
き
。
か
れ
更
に
還
り
て
、
多

遲

摩

の
國
四
に
泊

て
つ
。
す
な
は
ち
そ

の
國
に
留
ま
り
て
、
多
遲
摩
の
俣
尾





が
女
、
名
は
前
津
見









に
娶

ひ
て
生
め
る
子
、
多
遲
摩
母

呂

須

玖

。
こ
れ
が

子
多
遲
摩
斐

泥

。
こ
れ
が
子
多
遲
摩
比

那

良

岐

。
こ
れ
が
子
多
遲
摩
毛

理

五
、
次
に
多
遲
摩
比

多

訶

、
次
に
清

日
子





三
柱
。
こ
の
清
日
子
、
當
摩





の
※

斐

に
娶
ひ
て
生
め
る
子
、
酢

鹿

の
諸
男





、
次
に
妹
菅
竈
由
良
度
美

















、
か

れ
上
に
い
へ
る
多
遲
摩
比
多
訶
、
そ
の
姪
由
良
度
美
に
娶
ひ
て
生
め
る
子
、
葛
城






の
高
額






比
賣
の
命
。
こ
は
息

長
帶
比
賣
六
の
命
の
御
祖
な
り
。

　
か
れ
そ
の
天
の
日
矛
の
持
ち
渡
り
來
つ
る
物
は
、
玉



つ
寶





と
い
ひ
て
、
珠
二
貫



七
、
ま
た
浪



振

る
比

禮

、
浪



切

る
比
禮
、
風
振
る
比
禮
、
風
切
る
比
禮
八
、
ま
た
奧



つ
鏡
、
邊

つ
鏡
九
、
并
は
せ
て
八
種
な
り
。
こ
は
伊
豆

志
の
八
前
の
大
神
一
〇
な
り
。
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一
　
日
本
書
紀
に
垂
仁
天
皇
の
卷
に
見
え
、
播
磨
國
風
土
記
に
、
葦
原
シ
コ
ヲ
の
命
と
の
交
渉
を
記
し
て

　
　
い
る
。

　
　
二
　
卵
生
説
話
の
一
。
そ
の
玉
が
孃
子
に
化
し
た
と
す
る
。
こ
の
點
か
ら
い
え
ば
神
婚
説
話
で
あ
つ
て
、

　
　
外
來
の
形
を
傳
え
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。

　
　
三
　
大
阪
市
東
成
區
。

　
　
四
　
兵
庫
縣
の
北
部
。

　
　
五
　
垂
仁
天
皇
の
御
代
に
常
世
の
國
に
行
つ
て
橘
を
持
つ
て
來
た
人
。
一
〇
四
頁
參
照
。

　
　
六
　
神
功
皇
后
。

　
　
七
　
珠
を
緒
に
貫
い
た
も
の
二
つ
。

　
　
八
　
以
上
四
種
の
ヒ
レ
は
、
風
や
波
を
起
し
ま
た
し
ず
め
る
力
の
あ
る
も
の
。
浪
振
る
は
浪
を
起
す
。
浪

　
　
切
る
は
浪
を
し
ず
め
る
。
風
も
同
樣
。
ヒ
レ
に
つ
い
て
は
四
二
頁
脚
註
參
照
。

　
　
九
　
二
種
の
鏡
は
、
海
上
の
平
安
を
守
る
鏡
。
オ
キ
ツ
は
海
上
遠
く
、
ヘ
ツ
は
海
邊
。

　
　
一
〇
　
兵
庫
縣
出
石
郡
の
出
石
神
社
。

　
　
　
　
　
〔
秋
山
の
下
氷
壯
夫








と
春
山
の
霞
壯
夫
〕

　
か
れ
こ
こ
に
神
の
女
一
、
名
は
伊

豆

志

袁

登

賣

の
神
二
い
ま
す
。
か
れ
八
十
神
、
こ
の
伊
豆
志
袁
登
賣
を
得

む
と
す
れ
ど
も
、
み
な
え
婚



は
ず
。
こ
こ
に
二
柱
の
神
あ
り
。
兄
の
名
を
秋
山
の
下
氷
壯
夫








三
、
弟
の
名
は
春
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山
の
霞
壯
夫








な
り
。
か
れ
そ
の
兄
、
そ
の
弟
に
謂
ひ
て
、
「
吾
、
伊
豆
志
袁
登
賣
を
乞
へ
ど
も
、
え
婚
は
ず
。

汝

こ

の
孃
子
を
得
む
や
」
と
い
ひ
し
か
ば
答
へ
て
曰
は
く
、
「
易
く
得
む
」
と
い
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
兄
の
曰

は
く
、
「
も
し
汝
、
こ
の
孃
子
を
得
る
こ
と
あ
ら
ば
、
上
下
の
衣
服





を
避

四
り
、
身
の
高



を
量
り
て
甕



に
酒
を

釀

み
五
、
ま
た
山
河
の
物
を
悉
に
備
へ
設
け
て
、
う
れ
づ
く
六
を
せ
む
」
と
い
ふ
。
こ
こ
に
そ
の
弟
、
兄
の
い

へ
る
如
、
つ
ぶ
さ
に
そ
の
母
に
白
し
し
か
ば
、
す
な
は
ち
そ
の
母
、
ふ
ぢ
葛





七
を
取
り
て
、
一
夜
の
間



に
、
衣



、

褌




、
ま
た
襪




八

、
沓



を
織
り
縫
ひ
、
ま
た
弓
矢
を
作
り
て
、
そ
の
衣
褌
等
を
服
し
め
、
そ
の
弓
矢
を
取
ら
し
め

て
、
そ
の
孃
子
の
家
に
遣
り
し
か
ば
、
そ
の
衣
服
も
弓
矢
も
悉
に
藤
の
花
に
な
り
き
。
こ
こ
に
そ
の
春
山
の
霞

壯
夫
、
そ
の
弓
矢
を
孃
子
の
厠
に
繋
け
た
る
を
、
こ
こ
に
伊
豆
志
袁
登
賣
、
そ
の
花
を
異



し
と
思
ひ
て
、
持
ち

來
る
時
に
、
そ
の
孃
子
の
後
に
立
ち
て
、
そ
の
屋
に
入
り
て
、
す
な
は
ち
婚




し

つ
九
。
か
れ
一
人
の
子
を
生
み

き
。

　
こ
こ
に
そ
の
兄
に
白
し
て
曰
は
く
、
「
吾

は
伊
豆
志
袁
登
賣
を
得
つ
」
と
い
ふ
。
こ
こ
に
そ
の
兄
、
弟
の
婚

ひ
つ
る
こ
と
を
慨





み
て
、
そ
の
う
れ
づ
く
の
物
を
償
は
ざ
り
き
。
こ
こ
に
そ
の
母
に
愁
へ
白
す
時
に
、
御
祖
の

答
へ
て
曰
は
く
、
「
我
が
御
世
の
事
、
能
く
こ
そ
神
習
は
め
一
〇
。
ま
た
う
つ
し
き
青
人
草
習
へ
や
、
そ
の
物

償
は
ぬ
一
一
」
と
い
ひ
て
、
そ
の
兄
な
る
子
を
恨
み
て
、
す
な
は
ち
そ
の
伊
豆
志
河











の
河
島
の
一
節
竹





一
二
を

取
り
て
、
八

つ
目

の
荒
籠





一
三
を
作
り
、
そ
の
河
の
石
を
取
り
、
鹽
に
合
へ
て
一
四
、
そ
の
竹
の
葉
に
裹
み
、

詛
言






は
し
め
し
く
一
五
、
「
こ
の
竹
葉





の
青
む
が
ご
と
、
こ
の
竹
葉
の
萎



ゆ
る
が
ご
と
、
青
み
萎
え
よ
。
ま
た

こ
の
鹽
の
盈

ち
乾

る
が
ご
と
、
盈
ち
乾

よ
。
ま
た
こ
の
石
の
沈
む
が
ご
と
、
沈
み
臥
せ
」
と
か
く
詛



ひ
て
、
竈
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の
上
に
置
か
し
め
き
。
こ
こ
を
以
ち
て
そ
の
兄
八
年
の
間
に
干



き
萎
え
病
み
枯
れ
き
。
か
れ
そ
の
兄
患
へ
泣
き

て
、
そ
の
御
祖
に
請
ひ
し
か
ば
、
す
な
は
ち
そ
の
詛
戸






一
六
を
返
さ
し
め
き
。
こ
こ
に
そ
の
身
本
の
如
く
に
安

平


ぎ
き
。
こ
は
神
う
れ
づ
く
と
い
ふ
言
の
本
な
り
。

　
　
一
　
出
石
の
神
が
通
つ
て
生
ん
だ
女
子
。

　
　
二
　
イ
ヅ
シ
は
地
名
、
前
項
參
照
。

　
　
三
　
シ
タ
ビ
は
、
赤
く
色
づ
く
こ
と
。
「
秋
山
の
下
べ
る
妹
」
（
萬
葉
集
）
。
秋
の
美
を
名
と
し
た
男
。

　
　
春
山
の
霞
壯
夫
と
對
立
す
る
。

　
　
四
　
上
下
の
衣
服
を
ぬ
い
で
讓
り
。

　
　
五
　
身
長
と
同
じ
高
さ
の
瓶
に
酒
を
か
も
し
て
。

　
　
六
　
賭
事
。
ウ
レ
は
、
ウ
ラ
ナ
フ
（
占
う
）
、
ウ
ラ
（
心
）
な
ど
の
ウ
ラ
、
ウ
レ
タ
シ
（
心
痛
し
）
の
ウ

　
　
レ
と
同
語
。
ヅ
ク
は
、
カ
ケ
ヅ
ク
（
賭
づ
く
）
な
ど
の
ヅ
ク
で
、
そ
れ
に
就
く
意
。
占
い
ご
と
で
、
成
る

　
　
か
成
ら
ぬ
か
を
賭
け
た
の
で
あ
る
。

　
　
七
　
藤
の
蔓
。

　
　
八
　
沓
の
中
に
は
く
も
の
。
ク
ツ
シ
タ
。

　
　
九
　
藤
の
花
が
男
子
に
化
し
て
婚
姻
し
た
形
に
な
り
神
婚
説
話
に
な
る
。

　
　
一
〇
　
わ
れ
わ
れ
の
世
界
で
は
、
よ
く
神
の
行
爲
に
習
う
べ
き
で
あ
る
。
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一
一
　
現
實
の
人
間
に
な
ら
つ
て
か
、
負
け
た
の
に
賭
の
物
を
よ
こ
さ
な
い
。
人
間
の
世
界
は
不
信
で
、

　
　
そ
の
ま
ね
を
し
て
い
る
。

　
　
一
二
　
一
節
の
長
さ
の
竹
。
ヨ
は
竹
の
節
と
節
と
の
中
間
を
い
う
。

　
　
一
三
　
多
く
の
目
の
あ
る
あ
ら
い
籠
。

　
　
一
四
　
海
水
の
滿
干
を
現
す
た
め
に
鹽
に
ま
ぜ
る
。

　
　
一
五
　
そ
の
子
を
し
て
呪
い
言
を
さ
せ
て
。

　
　
一
六
　
呪
咀
の
置
物
。

　
　
　
　
　
〔
系
譜
一
〕

　
ま
た
こ
の
品
陀





の
天
皇
の
御
子
、
若
野
毛
二
俣










の
王
、
そ
の
母
の
弟
二
、
百
師
木
伊
呂
辨















、
ま
た
の
名
は
弟

日
賣
眞
若








比
賣
の
命
に
娶
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
大
郎
子








、
ま
た
の
名
は
意

富

富

杼

の
王
三
、
次
に
忍
坂





の
大

中
津






比
賣
の
命
、
次
に
田

井

の
中
比
賣
、
次
に
田
宮





の
中
比
賣
、
次
に
藤
原
の
琴
節






の
郎
女






、
次
に
取
賣





の
王
、

次
に
沙

禰

の
王
七
柱
。
か
れ
意
富
富
杼
の
王
は
三
國
の
君
、
波
多
の
君
、
息
長
の
君
、
筑
紫
の
米
多
の
君
、
長

坂
の
君
、
酒
人
の
君
、
山
道
の
君
、
布
勢
の
君
等
が
祖
な
り
。
ま
た
根
鳥
の
王
四
、
庶
妹






三
腹





の
郎
女
に
娶
ひ

て
生
み
ま
せ
る
子
、
中
日
子









の
王
、
次
に
伊
和
島









の
王
二
柱
。
ま
た
堅
石






の
王
五
の
子
は
、
久

奴

の
王
な
り
。

　
お
よ
そ
こ
の
品
陀
の
天
皇
。
御
年
一
百
三
十
歳










。
甲
午
の
年
九
月
九
日
に
崩
り
た
ま
ひ
き
。
御
陵
は
、
川
内





の
惠

賀

の
裳
伏





の
岡
六
に
あ
り
。
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一
　
こ
の
系
譜
は
、
も
と
は
じ
め
の
系
譜
に
續
い
て
い
た
の
を
、
中
間
に
物
語
が
插
入
さ
れ
た
の
で
、
中

　
　
斷
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
二
　
母
の
妹
。

　
　
三
　
繼
體
天
皇
は
、
こ
の
王
の
子
孫
で
あ
る
。

　
　
四
　
應
神
天
皇
の
皇
子
。

　
　
五
　
前
に
出
な
い
。
系
統
不
明
。

　
　
六
　
大
阪
府
南
河
内
郡
。

古
事
記
　
中
つ
卷
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古
事
記
　
下
つ
卷

　
　
　
〔
一
、
仁
徳
天
皇
〕

　
　
　
　
　
〔
后
妃
と
皇
子
女
〕

　
大

雀







の
命
一
、
難
波
の
高
津
の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の
天
皇
、
葛
城






の
曾

都

毘

古

三
が
女
、
石



の
日

賣

の
命
大
后
に
娶

ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
大
江
の
伊

耶

本

和

氣

の
命
、
次
に
墨



江


の
中



つ
王



、
次
に
蝮





の
水
齒
別







の
命
、
次
に
男
淺
津
間
若
子

















の
宿
禰
の
命
四
柱
。
ま
た
上
に
い
へ
る
日
向





の

諸
縣






の
君
牛
諸






が
女
、
髮
長
比
賣








に
娶

ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
波

多

毘

の
大
郎
子
、
ま
た
の
名
は
大
日
下





の
王
、
次
に
波
多
毘
の
若
郎
女








、
ま
た
の
名
は
長
目





比
賣
の
命
、
ま
た
の
名
は
若
日
下
部
の
命
二
柱
。
ま
た
庶



妹


八

田

の
若
郎
女
に
娶
ひ
、
ま
た
庶
妹
宇
遲
の
若
郎
女
に
娶
ひ
た
ま
ひ
き
。
こ
の
二
柱
は
、
御
子
ま
さ
ざ
り
き
。

お
よ
そ
こ
の
大
雀
の
天
皇
の
御
子
た
ち
并
は
せ
て
六
柱
。
男
王
五
柱
、
女
王
一
柱
。
か
れ
伊
耶
本
和
氣
の
命
は
、

天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
次
に
蝮
の
水
齒
別
の
命
も
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
次
に
男
淺
津
間
若
子
の
宿
禰
の

命
も
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。

　
　
一
　
仁
徳
天
皇
。
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二
　
大
阪
市
東
區
。
今
の
大
阪
城
の
邊
。

　
　
三
　
建
内
の
宿
禰
の
子
。

　
　
　
　
　
〔
聖





の
御
世
〕

　
こ
の
天
皇
の
御
世
に
、
大
后
石



の
比
賣
の
命
の
御
名
代









と
し
て
、
葛
城
部







を
定
め
た
ま
ひ
、
ま
た
太

子








伊

耶
本
和
氣
の
命
の
御
名
代
と
し
て
、
壬

生

部

を
定
め
た
ま
ひ
、
ま
た
水
齒
別
の
命
の
御
名
代
と
し
て
、
蝮
部






を

定
め
た
ま
ひ
、
ま
た
大
日
下
の
王
の
御
名
代
と
し
て
、
大
日
下
部
を
定
め
た
ま
ひ
、
若
日
下
部
の
王
の
御
名
代

と
し
て
、
若
日
下
部
を
定
め
た
ま
ひ
き
。

　
ま
た
秦



人
一
を
役



て
て
、
茨
田






の
堤
二
と
茨
田
の
三
宅





と
を
作
り
、
ま
た
丸

邇

の
池
三
、
依
網





の
池
四
を
作

り
、
ま
た
難
波
の
堀
江
五
を
掘
り
て
、
海
に
通
は
し
、
ま
た
小
椅





の
江
六
を
掘
り
、
ま
た
墨
江
の
津
七
を
定
め

た
ま
ひ
き
。

　
こ
こ
に
天
皇
、
高
山
に
登
り
て
、
四

方

の
國
を
見
た
ま
ひ
て
、
詔

り
た
ま
ひ
し
く
、
「
國
中





に
烟
た
た
ず
八
、

國
み
な
貧
し
。
か
れ
今
よ
り
三
年
に
至
る
ま
で
、
悉
に
人

民








の
課

役








九
を
除



せ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ

こ
を
以
ち
て
大
殿
破

れ
壞



れ
て
、
悉
に
雨
漏
れ
ど
も
、
か
つ
て
修

理

め
た
ま
は
ず
、
※

一
〇
を
も
ち
て
そ
の
漏

る
雨
を
受
け
て
、
漏
ら
ざ
る
處
に
遷
り
避

り
ま
し
き
。
後
に
國
中





を
見
た
ま
へ
ば
、
國
に
烟
滿
ち
た
り
。
か
れ

人
民
富
め
り
と
お
も
ほ
し
て
、
今
は
と
課
役
科



せ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
を
以
ち
て
、
百

姓








榮
え
て
役
使





に
苦
ま

ざ
り
き
。
か
れ
そ
の
御
世
を
稱
へ
て
聖
帝





の
御
世
一
一
と
ま
を
す
。
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一
　
中
國
の
秦
の
國
人
。

　
　
二
　
大
阪
府
北
河
内
郡
。

　
　
三
　
大
阪
府
南
河
内
郡
。

　
　
四
　
大
阪
市
東
成
區
。
前
に
造
つ
た
こ
と
が
出
て
い
る
。
改
修
か
。

　
　
五
　
淀
川
の
水
を
通
じ
る
た
め
に
掘
つ
た
も
の
で
、
今
の
天
滿
川
で
あ
る
。

　
　
六
　
大
阪
市
東
成
區
。

　
　
七
　
大
阪
市
住
吉
區
。

　
　
八
　
食
物
を
作
る
こ
と
が
少
い
の
で
烟
が
立
た
な
い
。

　
　
九
　
ミ
ツ
キ
は
た
て
ま
つ
り
物
。
エ
ダ
チ
は
勞
役
。

　
　
一
〇
　
水
を
流
す
樋
。

　
　
一
一
　
ヒ
ジ
リ
は
、
知
識
者
の
意
か
ら
貴
人
を
い
う
よ
う
に
な
つ
た
が
、
漢
字
の
聖
に
こ
の
語
を
あ
て
、

　
　
天
皇
の
世
を
こ
の
よ
う
に
い
う
の
は
、
漢
文
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
〔
吉

備

の
黒
日
賣
〕

　
そ
の
大
后
石



の
日
賣
の
命
、
い
た
く
嫉

妬








み
し
た
ま
ひ
き
。
か
れ
天
皇
の
使
は
せ
る
妾



た
ち
は
、
宮
の
中

を
も
え
臨



か
ず
、
言
立
て
ば
、
足
も
足

掻

か
に
一
妬
み
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
天
皇
、
吉

備

の
海
部





の
直





が
女
、
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名
は
黒
日
賣









そ
れ
容
姿
端
正







し
と
聞
こ
し
め
し
て
、
喚

上

げ
て
使
ひ
た
ま
ひ
き
。
然
れ
ど
も
そ
の
大
后
の
嫉
み

ま
す
を
畏





み
て
、
本
つ
國
に
逃
げ
下
り
き
。
天
皇
、
高
臺



に
い
ま
し
て
、
そ
の
黒
日
賣
の
船
出
す
る
を
望
み
見

て
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
沖
方

に
は
　
小
舟
つ
ら
ら
く
二
。

　
　
く
ろ
ざ
や
三
の
　
ま
さ
づ
こ
四

吾

妹

、

　
　
國
へ
下
ら
す
。
　
　
（
歌
謠
番
號
五
三
）

　
か
れ
大
后
こ
の
御
歌
を
聞
か
し
て
、
い
た
く
忿
り
ま
し
て
、
大
浦
に
人
を
遣
し
て
、
追
ひ
下
し
て
、
歩



よ
り

追


ひ
た
ま
ひ
き
。

　
こ
こ
に
天
皇
、
そ
の
黒
日
賣
に
戀
ひ
た
ま
ひ
て
、
大
后
を
欺
か
し
て
、
の
り
た
ま
は
く
、
「
淡
道
島







見
た
ま

は
む
と
す
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
幸

で
ま
す
時
に
、
淡
道
島
に
い
ま
し
て
、
遙




に

望


け
ま
し
て
、
歌
よ
み
し
た

ま
ひ
し
く
、

　
　
お
し
て
る
や
五
、
難
波
の
埼
よ
六

　
　
出
で
立
ち
て
　
わ
が
國
見
れ
ば
、

　
　
粟
島
七
　
淤
能
碁
呂
島













八
、

　
　
檳
榔






の
　
島
九
も
見
ゆ
。

　
　
佐

氣

都

島
一
〇
見
ゆ
。
　
　
（
歌
謠
番
號
五
四
）

　
す
な
は
ち
そ
の
島
よ
り
傳
ひ
て
、
吉

備

の
國
に
幸
で
ま
し
き
。
こ
こ
に
黒
日
賣
、
そ
の
國
の
山
縣






の
地





一
一
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に
お
ほ
ま
し
ま
さ
し
め
て
、
大
御

飯

獻
り
き
。
こ
こ
に
大
御
羮









一
二
を
煮
む
と
し
て
、
其

地

の
菘
菜





を
採

む

時
に
、
天
皇
そ
の
孃
子
の
菘

採
む
處
に
到
り
ま
し
て
、
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
山
縣



に
　
蒔
け
る
菘





も
、

　
　
吉
備
人
と
　
共
に
し
摘
め
ば
、

　
　
樂



し
く
も
あ
る
か
。
　
　
（
歌
謠
番
號
五
五
）

　
天
皇
上
り
幸

で
ま
す
時
に
、
黒
日
賣
、
御
歌
、
獻
り
て
曰
ひ
し
く
、

　
　
倭





方

に
　
西

風

吹
き
上

げ
て
、

　
　
雲
離



れ
　
そ
き
居

り
と
も
一
三
、

　
　
吾



忘
れ
め
や
。
　
　
（
歌
謠
番
號
五
六
）

ま
た
歌
ひ
て
曰
ひ
し
く
、

　
　
倭





方

に
　
往
く
は
誰
が
夫



。

　
　
隱
津






の
　
下
よ
延

へ
つ
つ
一
四

　
　
往
く
は
誰
が
夫
。
　
　
（
歌
謠
番
號
五
七
）

　
　
一
　
足
を
ば
た
ば
た
さ
せ
て
。

　
　
二
　
小
船
が
連
な
つ
て
い
る
。

　
　
三
　
語
義
不
明
。
枕
詞
だ
ろ
う
。
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四
　
黒
日
賣
の
本
名
で
あ
ろ
う
。

　
　
五
　
枕
詞
。
海
の
照
り
輝
く
意
。

　
　
六
　
※
か
ら
。

　
　
七
　
阿
波
の
方
面
か
ら
見
た
四
國
。

　
　
八
　
所
在
不
明
。
一
九
頁
脚
註
參
照
。

　
　
九
　
所
在
不
明
。
ア
ヂ
マ
サ
は
、
檳
榔
樹
。

　
　
一
〇
　
同
前
。

　
　
一
一
　
山
の
料
地
。

　
　
一
二
　
お
吸
物
。

　
　
一
三
　
雲
が
離
れ
る
よ
う
に
退
い
て
い
て
も
。
「
大
和
べ
に
風
吹
き
あ
げ
て
雲
ば
な
れ
退

き
居
り
と
も
よ

　
　
吾
を
忘
ら
す
な
」
（
丹
後
國
風
土
記
、
浦
島
の
物
語
の
神
女
）

　
　
一
四
　
地
下
水
の
よ
う
に
下
を
流
れ
て
。

　
　
　
　
　
〔
皇
后
石



の
比

賣

の
命
〕

　
こ
れ
よ
り
後
、
大
后
豐



の
樂





一
し
た
ま
は
む
と
し
て
、
御
綱
栢








二
を
採
り
に
、
木
の
國
に
幸
で
ま
し
し
間
に
、

天
皇
、
八

田

の
若
郎
女








に
婚

ひ
ま
し
き
。
こ
こ
に
大
后
は
、
御
綱
栢
を
御
船
に
積
み
盈

て
て
還
り
い
で
ま
す
時

に
、
水
取






の
司
に
使
は
ゆ
る
、
吉
備
の
國
の
兒
島
の
郡
の
仕
丁





三
、
こ
れ
お
の
が
國
に
退



る
に
、
難
波
の
大
渡
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に
、
後
れ
た
る
倉
人
女







四
の
船
に
遇
ひ
き
。
す
な
は
ち
語
り
て
曰
は
く
、
「
天
皇
は
、
こ
の
ご
ろ
八
田
の
若
郎

女
に
娶
ひ
ま
し
て
晝
夜






戲
れ
ま
す
を
。
も
し
大
后
は
こ
の
事
聞
こ
し
め
さ
ね
か
も
五
、
し
づ
か
に
遊
び
い
で
ま

す
」
と
語
り
き
。
こ
こ
に
そ
の
倉
人
女
、
こ
の
語
る
言
を
聞
き
て
、
す
な
は
ち
御
船
に
追
ひ
近
づ
き
て
、
そ
の

仕
丁





が
言
ひ
つ
る
ご
と
、
状




を

ま
を
し
き
。
こ
こ
に
大
后
い
た
く
恨
み
怒
り
ま
し
て
、
そ
の
御
船
に
載
せ
た
る

御
綱
栢
は
、
悉
に
海
に
投
げ
棄

て
た
ま
ひ
き
。
か
れ
其

地

に
名
づ
け
て
御

津

の
前



と
い
ふ
。
す
な
は
ち
宮
に
入

り
ま
さ
ず
て
、
そ
の
御
船
を
引
き
避

き
て
、
堀
江
に
泝




ら

し
て
、
河
の
ま
に
ま
に
六
、
山
代






に
上
り
い
で
ま
し

き
。
こ
の
時
に
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
つ
ぎ
ね
ふ
や
七
　
山
代






河
を

　
　
川
の
ぼ
り
　
吾
が
の
ぼ
れ
ば
、

　
　
河
の
邊

に
　
生
ひ
立
て
る
　
烏

草

樹

八
を
。

　
　
烏

草

樹

の
樹
、

　
　
其

が
下
に
　
生
ひ
立
て
る

　
　
葉
廣
　
ゆ
つ
眞
椿






九
、

　
　
其

が
花
の
　
照
り
い
ま
し

　
　
其

が
葉
の
　
廣



り
い
ま
す
は
、

　
　
大
君
ろ
か
も
。
　
　
（
歌
謠
番
號
五
八
）

　
す
な
は
ち
山
代
よ
り
𢌞
り
て
、
那
良
の
山
口
一
〇
に
到
り
ま
し
て
、
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、
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つ
ぎ
ね
ふ
や
　
山
代
河
を

　
　
宮
上
り
　
吾
が
の
ぼ
れ
ば
、

　
　
あ
を
に
よ
し
一
一
　
那
良
を
過
ぎ
、

　
　
小
楯





一
二
　
倭





一
三
を
過
ぎ
、

　
　
吾

が
　
見
が
欲
し
國
一
四
は
、

　
　
葛
城






　
高
宮






一
五

　
　
吾
家





の
あ
た
り
。
　
　
（
歌
謠
番
號
五
九
）

　
か
く
歌
ひ
て
還
ら
し
て
、
し
ま
し
筒
木





の
韓



人
一
六
、
名
は
奴

理

能

美

が
家
に
入
り
ま
し
き
。

　
天
皇
、
そ
の
大
后
は
山
代
よ
り
上
り
幸
で
ま
し
ぬ
と
聞
こ
し
め
し
て
、
舍
人
名
は
鳥
山
と
い
ふ
人
を
使
は
し

て
御
歌
を
送
り
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
山
代
に
　
い
し
け
鳥
山
一
七
、

　
　
い
し
け
い
し
け
　
吾

が
愛

し
妻



に
　
い
し
き
遇
は
む
か
も
一
八
。
　
　
（
歌
謠
番
號
六
〇
）

　
ま
た
續
ぎ
て
丸

邇

の
臣
口
子





を
遣
し
て
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
御
諸





一
九
の
　
そ
の
高
城





な
る

　
　
大
猪
子









が
原
二
〇
。

　
　
大
猪
子
が
　
腹
に
あ
る
二
一
、

　
　
肝
向
ふ
二
二
　
心
を
だ
に
か
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相
思



は
ず
あ
ら
む
。
　
　
（
歌
謠
番
號
六
一
）

　
ま
た
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
つ
ぎ
ね
ふ
　
山
代
女
の

　
　
木
钁





持
ち
　
打
ち
し
大
根
二
三
、

　
　
根
白
の
　
白

腕








、

　
　
纏

か
ず
け
ば
こ
そ
二
四
　
知
ら
ず
と
も
言
は
め
。
　
　
（
歌
謠
番
號
六
二
）

　
か
れ
こ
の
口
子





の
臣



、
こ
の
御
歌
を
白
す
時
に
、
大
雨
降
り
き
。
こ
こ
に
そ
の
雨
を
も
避

ら
ず
、
前
つ
殿
戸





に
ま
ゐ
伏
せ
ば
、
後



つ
戸
に
違
ひ
出
で
た
ま
ひ
、
後
つ
殿
戸
に
ま
ゐ
伏
せ
ば
、
前
つ
戸
に
違
ひ
出
で
た
ま
ひ
き
。

か
れ
匍

匐

進
起





ひ
て
、
庭
中
に
跪
け
る
時
に
、
水

潦







二
五
腰
に
至
り
き
。
そ
の
臣
、
紅



き
紐



著
け
た
る
青
摺






の
衣



二
六
を
服

た
り
け
れ
ば
、
水
潦
紅
き
紐
に
觸
り
て
、
青
み
な
紅



に
な
り
ぬ
。
こ
こ
に
口
子
の
臣
が
妹
口

比

賣


、
大
后
に
仕
へ
ま
つ
れ
り
。
か
れ
そ
の
口
比
賣









歌
ひ
て
曰
ひ
し
く
、

　
　
山
代
の
　
筒
木
の
宮
に

　
　
物
申
す
　
吾

が
兄

の
君
は
、

　
　
涙
ぐ
ま
し
も
。
　
　
（
歌
謠
番
號
六
三
）

　
こ
こ
に
大
后
、
そ
の
故
を
問
ひ
た
ま
ふ
時
に
答
へ
て
曰
さ
く
、
「
僕
が
兄
口
子
の
臣
な
り
」
と
ま
を
し
き
。

　
こ
こ
に
口
子
の
臣
、
ま
た
そ
の
妹
口
比
賣
、
ま
た
奴

理

能

美

、
三
人
議



り
て
、
天
皇
に
奏



さ
し
め
て
曰
さ
く
、

「
大
后
の
幸
で
ま
せ
る
故
は
、
奴
理
能
美
が
養

へ
る
蟲
、
一
度
は
匐

ふ
蟲
に
な
り
、
一
度
は
殼





に
な
り
、
一
度
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は
飛
ぶ
鳥
に
な
り
て
、
三
色



に
變



る
奇



し
き
蟲
二
七
あ
り
。
こ
の
蟲
を
看
そ
な
は
し
に
、
入
り
ま
せ
る
の
み
。

更
に
異

し
き
心
ま
さ
ず
」
と
か
く
奏
す
時
に
、
天
皇
、
「
然
ら
ば
吾



も
奇
し
と
思
へ
ば
、
見
に
行
か
な
」
と
詔

り
た
ま
ひ
て
、
大
宮
よ
り
上
り
幸
で
ま
し
て
、
奴
理
能
美
が
家
に
入
り
ま
す
時
に
、
そ
の
奴
理
能
美
、
お
の
が

養
へ
る
三
種
の
蟲
を
、
大
后
に
獻
り
き
。
こ
こ
に
天
皇
、
そ
の
大
后
の
ま
せ
る
殿
戸
に
御
立





し
た
ま
ひ
て
、
歌

よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
つ
ぎ
ね
ふ
　
山
代
女
の

　
　
木
钁





持

ち
　
打
ち
し
大
根
、

　
　
さ
わ
さ
わ
に
二
八
　
汝

が
言
へ
せ
こ
そ
二
九
、

　
　
う
ち
渡
す
三
〇
　
や
が
は
枝

三
一
な
す

　
　
來

入
り
參
ゐ
來
れ
。
　
　
（
歌
謠
番
號
六
四
）

　
こ
の
天
皇
と
大
后
と
歌
よ
み
し
た
ま
へ
る
六
歌
は
、
志

都

歌
の
歌
ひ
返
し
三
二
な
り
。

　
　
一
　
酒
宴
。

　
　
二
　
御
角
柏
と
も
書
く
。
葉
先
が
三
つ
に
な
つ
て
い
る
樹
葉
。
こ
れ
に
食
物
を
盛
る
。
ウ
コ
ギ
科
の
常
緑

　
　
喬
木
、
カ
ク
レ
ミ
ノ
。

　
　
三
　
岡
山
縣
兒
島
郡
か
ら
出
た
壯
丁
。

　
　
四
　
物
の
出
し
入
れ
を
扱
う
女
。
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五
　
御
承
知
に
な
ら
な
い
か
ら
か
。
疑
問
の
已
然
條
件
法
。

　
　
六
　
淀
川
を
さ
か
の
ぼ
つ
て
。

　
　
七
　
枕
詞
。
語
義
不
明
。
次
々
に
嶺
が
現
れ
る
意
か
と
い
う
。

　
　
八
　
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
科
の
常
緑
喬
木
。
シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ
。

　
　
九
　
神
聖
な
椿
。
神
靈
の
存
在
を
感
じ
て
い
る
。

　
　
一
〇
　
淀
川
か
ら
上
り
、
木
津
川
を
上
つ
て
奈
良
山
の
山
口
に
來
た
。

　
　
一
一
　
枕
詞
。
語
義
不
明
。

　
　
一
二
　
枕
詞
。
山
の
姿
の
形
容
か
。

　
　
一
三
　
大
和
の
國
の
平
野
の
東
方
。
山
手
の
地
。
ヤ
マ
ト
の
名
は
、
も
と
こ
の
邊
の
稱
か
ら
起
つ
た
。

　
　
一
四
　
わ
た
し
の
見
た
い
國
は
。
そ
の
國
は
、
奈
良
や
倭
を
過
ぎ
て
行
く
葛
城
の
地
で
あ
る
の
意
。

　
　
一
五
　
葛
城
の
高
地
に
あ
る
宮
。
皇
后
の
父
君
、
葛
城
の
襲
津
彦
、
母
君
葛
城
の
高
額
姫
、
共
に
こ
の
地

　
　
に
住
ま
れ
た
。

　
　
一
六
　
京
都
府
綴
喜
郡
に
い
る
朝
鮮
の
人
。

　
　
一
七
　
追
い
つ
け
よ
、
鳥
山
よ
。

　
　
一
八
　
追
い
つ
い
て
遇
い
ま
し
よ
う
。

　
　
一
九
　
ミ
モ
ロ
は
、
神
座
を
い
い
、
ひ
い
て
神
社
の
あ
る
所
を
い
ふ
。
こ
こ
は
葛
城
の
三
諸
。

　
　
二
〇
　
原
の
名
。
オ
ホ
ヰ
コ
は
猪
の
こ
と
。
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二
一
　
上
の
大
猪
子
が
原
か
ら
引
き
出
し
て
い
る
。
肝
は
腹
に
あ
る
の
で
次
の
句
を
修
飾
す
る
。

　
　
二
二
　
枕
詞
。
腹
の
中
に
は
肝
が
向
い
あ
い
、
そ
こ
に
心
が
あ
る
と
し
た
。

　
　
二
三
　
打
つ
て
掘
り
出
し
た
大
根
。

　
　
二
四
　
ケ
は
、
時
の
助
動
詞
キ
の
古
い
活
用
形
で
未
然
形
。

　
　
二
五
　
雨
が
降
つ
て
急
に
出
る
水
。

　
　
二
六
　
美
裝
で
、
雄
略
天
皇
の
卷
に
も
見
え
る
。
ア
ヲ
ズ
リ
は
、
青
い
染
料
を
す
り
つ
け
て
染
め
る
こ
と
。

　
　
　
　
二
七
　
蠶
で
あ
る
。
蠶
の
は
じ
め
は
三
五
頁
の
神
話
に
見
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
神
話
の
こ
と
で
、
大
陸

　
　
や
朝
鮮
と
の
交
通
に
よ
つ
て
養
蠶
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
二
八
　
さ
わ
ぎ
立
て
る
形
容
。

　
　
二
九
　
語
法
上
問
題
が
あ
る
。
セ
は
敬
語
の
助
動
詞
ス
の
已
然
形
と
す
れ
ば
、
動
詞
言
う
の
未
然
形
に
接

　
　
續
す
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
イ
ヘ
セ
と
な
つ
て
い
る
の
は
、
言
う
が
下
二
段
活
か
。
と
に
か
く
已
然
條
件

　
　
法
で
あ
ろ
う
。

　
　
三
〇
　
見
渡
し
た
と
こ
ろ
の
。

　
　
三
一
　
茂
つ
た
木
の
枝
の
よ
う
に
。
人
々
を
つ
れ
て
來
入
る
こ
と
の
形
容
。

　
　
三
二
　
歌
曲
の
名
。
志
都
歌
が
あ
つ
て
、
そ
れ
に
附
隨
し
て
歌
い
返
す
歌
の
意
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
〔
八
田
の
若
郎
女
〕
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天
皇
、
八

田

の
若
郎
女








に
戀
ひ
た
ま
ひ
て
、
御
歌
を
遣
し
た
ま
ひ
き
。
そ
の
御
歌
、

　
　
八
田
の
　
一
本
菅








は
、

　
　
子
持
た
ず
　
立
ち
か
荒
れ
な
む
。

　
　
あ
た
ら
菅
原






一
。
。
」
は
底
本
で
は
「
あ
た
ら
菅
原






三
三
。
」
﹈

　
　
言



を
こ
そ
　
菅
原






と
言
は
め
。

　
　
あ
た
ら
清



し
女

。
　
　
（
歌
謠
番
號
六
五
）

　
こ
こ
に
八
田
の
若
郎
女
、
答
へ
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
八
田
の
　
一
本
菅
は
　
獨
居
り
と
も
。

　
　
天
皇






し
　
よ
し
と
聞
こ
さ
ば
　
獨
居
り
と
も
。
　
　
（
歌
謠
番
號
六
六
）

　
か
れ
八
田
の
若
郎
女
の
御
名
代
と
し
て
、
八

田

部

を
定
め
た
ま
ひ
き
。

　
　
一
　
惜
し
い
菅
原
だ
。

　
　
　
　
　
〔
速
總
別








の
王
と
女
鳥





の
王
〕

　
ま
た
天
皇
、
そ
の
弟
速
總
別
の
王
一
を
媒




と

し
て
、
庶
妹






女
鳥





の
王
を
乞
ひ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
女
鳥
の
王
、

速
總
別
の
王
に
語
り
て
曰
は
く
、
「
大
后
の
強



き
二
に
因
り
て
、
八
田
の
若
郎
女
を
治
め
た
ま
は
ず
三
。
か
れ

仕
へ
ま
つ
ら
じ
と
思
ふ
。
吾

は
汝
が
命
の
妻

に
な
ら
む
」
と
い
ひ
て
、
す
な
は
ち
婚

ひ
ま
し
つ
。
こ
こ
を
以
ち
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て
速
總
別
の
王
復
奏







さ

ざ
り
き
。
こ
こ
に
天
皇
、
直



に
女
鳥
の
王
の
い
ま
す
所
に
い
で
ま
し
て
、
そ
の
殿
戸
の

閾

の

上
に
い
ま
し
き
。
こ
こ
に
女
鳥
の
王
機



に
ま
し
て
、
服



織
り
た
ま
ふ
。
こ
こ
に
天
皇
、
歌
よ
み
し
た
ま
ひ

し
く
、

　
　
女
鳥
の
　
吾
が
王




の

　
織

ろ
す
機



四
、

　
　
誰

が
料



ろ
か
も
五
。
　
　
（
歌
謠
番
號
六
七
）

　
女
鳥
の
王
、
答
へ
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
高
行
く
や
六
　
速
總
別
の
　
み
お
す
ひ
が
ね
七
。
　
　
（
歌
謠
番
號
六
八
）

　
か
れ
天
皇
、
そ
の
心
を
知
ら
し
て
、
宮
に
還
り
入
り
ま
し
き
。

　
こ
の
時
、
そ
の
夫





速
總
別
の
王
の
來
れ
る
時
に
、
そ
の
妻



女
鳥
の
王
の
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
雲
雀





は
　
天



に
翔



る
八
。

　
　
高
行
く
や
　
速
總
別
、

　
　
鷦
鷯





取
ら
さ
ね
。
　
　
（
歌
謠
番
號
六
九
）

　
天
皇
こ
の
歌
を
聞
か
し
て
、
軍
を
興
し
て
、
殺

り
た
ま
は
む
と
す
。
こ
こ
に
速
總
別
の
王
、
女
鳥
の
王
、
共

に
逃
れ
退
き
て
、
倉
椅
山








九
に
騰



り
ま
し
き
。
こ
こ
に
速
總
別
の
王
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
梯
立
て
の
一
〇
　
倉
椅
山
を
　
嶮



し
み
と

　
　
岩
か
き
か
ね
て
一
一
　
吾

が
手
取
ら
す
も
。
　
　
（
歌
謠
番
號
七
〇
）

　
ま
た
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く
、
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梯
立
て
の
　
倉
椅
山
は
　
嶮
し
け
ど
、

　
　
妹
と
登
れ
ば
　
嶮
し
く
も
あ
ら
ず
。
　
　
（
歌
謠
番
號
七
一
）

　
か
れ
そ
こ
よ
り
逃
れ
て
、
宇

陀

の
蘇

邇

一
二
に
到
り
ま
し
し
時
に
、
御
軍
追
ひ
到
り
て
、
殺

せ
ま
つ
り
き
。

　
そ
の
將

軍








山
部





の
大
楯






の
連





、
そ
の
女
鳥
の
王
の
、
御
手
に
纏

か
せ
る
玉

釧







一
三
を
取
り
て
、
お
の
が

妻

に
與
へ
き
。
こ
の
時
の
後
、
豐
の
樂





し
た
ま
は
む
と
す
る
時
に
、
氏
氏
の
女
ど
も
み
な
朝

參







り
す
一
四
。

こ
こ
に
大
楯
の
連
が
妻
、
そ
の
王
の
玉
釧
を
、
お
の
が
手
に
纏

き
て
ま
ゐ
赴

け
り
。
こ
こ
に
大
后
石



の
日
賣
の

命
、
み
づ
か
ら
大
御
酒
の
栢





を
取
一
五
ら
し
て
、
諸




氏

氏
の
女
ど
も
に
賜
ひ
き
。
こ
こ
に
大
后
、
そ
の
玉
釧
を

見
知
り
た
ま
ひ
て
、
御
酒
の
栢
を
賜
は
ず
て
、
す
な
は
ち
引
き
退

け
て
、
そ
の
夫
大
楯
の
連
を
召
し
出
で
て
、

詔
り
た
ま
は
く
、
「
そ
の
王
た
ち
一
六
、
禮



な
き
に
因
り
て
退
け
た
ま
へ
る
、
こ
は
異

し
き
事
無
き
の
み
。
そ

れ
の
奴
や
、
お
の
が
君
の
御
手
に
纏
か
せ
る
玉
釧
を
、
膚
も
※





け
き
に
剥
ぎ
持
ち
來
て
、
お
の
が
妻
に
與
へ
つ

る
こ
と
」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、
死

刑







に
行
ひ
た
ま
ひ
き
。

　
　
一
　
猛
禽
の
ハ
ヤ
ブ
サ
を
名
と
し
て
い
る
王
。
ハ
ヤ
ブ
サ
と
サ
ザ
キ
（
ミ
ソ
サ
ザ
イ
）
と
が
女
鳥
を
爭
つ

　
　
た
と
い
う
鳥
類
物
語
が
原
形
だ
ろ
う
。

　
　
二
　
嫉
妬
づ
よ
く
、
も
て
あ
ま
し
て
い
る
。

　
　
三
　
思
う
よ
う
に
な
さ
れ
な
い
。

　
　
四
　
織
ら
す
機
に
同
じ
。
お
織
り
に
な
つ
て
い
る
機
お
り
物
。
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五
　
ロ
は
接
尾
語
。

　
　
六
　
敍
述
に
よ
る
枕
詞
。

　
　
七
　
御
お
す
い
の
材
料
。
オ
ス
ヒ
は
既
出
。

　
　
八
　
高
行
く
の
譬
喩
。

　
　
九
　
奈
良
縣
磯
城
郡
の
東
方
の
山
。

　
　
一
〇
　
敍
述
に
よ
る
枕
詞
。
階
段
を
立
て
る
意
で
倉
を
修
飾
す
る
。

　
　
一
一
　
岩
に
手
を
か
け
得
な
い
で
。
「
霰
ふ
る
杵
島





が
嶽



を
さ
か
し
み
と
草
と
り
か
ね
て
妹
が
手
を
取
る
」

　
　
（
肥
前
國
風
土
記
）
。

　
　
一
二
　
奈
良
縣
宇
陀
郡
。

　
　
一
三
　
美
し
い
腕
輪
。

　
　
一
四
　
諸
家
の
女
た
ち
が
宮
廷
に
出
た
。

　
　
一
五
　
御
酒
を
盛
つ
た
御
綱
栢
。

　
　
一
六
　
ハ
ヤ
ブ
サ
ワ
ケ
と
女
鳥
の
王
。

　
　
　
　
　
〔
雁
の
卵
〕

　
ま
た
あ
る
時
、
天
皇
豐
の
樂





し
た
ま
は
む
と
し
て
、
日

女

島
一
に
幸
で
ま
し
し
時
に
、
そ
の
島
に
雁



卵

生
み

た
り
。
こ
こ
に
建
内
の
宿
禰
の
命
を
召
し
て
、
歌
も
ち
て
、
雁
の
卵
生
め
る
状
を
問
は
し
た
ま
ひ
き
。
そ
の
御
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歌
、

　
　
た
ま
き
は
る
二
　
内
の
朝

臣

三
、

　
　
汝

こ
そ
は
　
世
の
長
人






四
、

　
　
そ
ら
み
つ
五
　
日
本





の
國
に

　
　
雁
子

産

と
　
聞
く
や
。
　
　
（
歌
謠
番
號
七
二
）

　
こ
こ
に
建
内
の
宿
禰
、
歌
も
ち
て
語
り
て
白
さ
く
、

　
　
高
光
る
　
日
の
御
子
、

　
　
諾



し
こ
そ
六
　
問
ひ
た
ま
へ
。

　
　
ま
こ
そ
に
七
　
問
ひ
た
ま
へ
。

　
　
吾



こ
そ
は
　
世
の
長
人
、

　
　
そ
ら
み
つ
　
日
本
の
國
に

　
　
雁



子

産

と
　
い
ま
だ
聞
か
ず
。
　
　
（
歌
謠
番
號
七
三
）

　
か
く
白
し
て
、
御
琴
を
賜
は
り
て
、
歌
ひ
て
曰
ひ
し
く
、

　
　
汝

が
王



や
　
終
に
知
ら
む
と
、

　
　
雁
は
子
産
ら
し
。
　
　
（
歌
謠
番
號
七
四
）

と
歌
ひ
き
。
こ
は
壽
歌






八
の
片
歌
な
り
。
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一
　
大
阪
府
三
島
郡
。

　
　
二
　
枕
詞
。
語
義
不
明
。

　
　
三
　
宮
廷
に
仕
え
る
臣
下
。
建
内
の
宿
禰
の
こ
と
。

　
　
四
　
世
の
中
に
長
く
い
る
人
。

　
　
五
　
枕
詞
。
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
命
が
天
か
ら
降
下
す
る
時
に
、
大
和
の
國
を
空
中
か
ら
見
た
こ
と
か
ら
は
じ

　
　
ま
る
と
す
る
傳
え
が
あ
る
。

　
　
六
　
も
つ
と
も
な
こ
と
に
。
シ
は
強
意
の
助
詞
。

　
　
七
　
マ
は
眞
實
。

　
　
八
　
歌
曲
の
名
。

　
　
　
　
　
〔
枯
野





と
い
ふ
船
〕

　
こ
の
御
世
に
、
兔

寸

河
一
の
西
の
方
に
、
高
樹





あ
り
。
そ
の
樹
の
影
、
朝
日
に
當
れ
ば
、
淡
道





島
に
お
よ
び
、

夕
日
に
當
れ
ば
、
高
安
山
二
を
越
え
き
。
か
れ
こ
の
樹
を
切
り
て
、
船
に
作
れ
る
に
、
い
と
捷

く
行
く
船
な
り

け
り
。
時
に
そ
の
船
に
名
づ
け
て
枯
野





と
い
ふ
。
か
れ
こ
の
船
を
以
ち
て
、
旦
夕






に
淡
道
島
の
寒
泉





を
酌
み
て
、

大
御
水



獻
る
。
こ
の
船
の
壞



れ
た
る
も
ち
て
、
鹽
を
燒
き
、
そ
の
燒
け
遺



り
の
木
を
取
り
て
、
琴
に
作
る
に
、

そ
の
音
七
里






に
聞
ゆ
。
こ
こ
に
歌
よ
み
て
曰
ひ
し
く
、

　
　
枯
野





を
　
鹽
に
燒
き
、
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其

が
餘





　
琴
に
造
り
、

　
　
掻
き
彈
く
や
三
　
由

良

の
門

四
の

　
　
門
中





の
　
海
石





五
に

　
　
振
れ
立
つ
　
浸

漬

の
木
の
六
、
さ
や
さ
や
七
。
　
　
（
歌
謠
番
號
七
五
）

　
こ
は
志
都
歌
の
歌
ひ
返
し
な
り
。

　
こ
の
天
皇
の
御
年
八
十
三
歳










。
丁
卯
の
年
八
月
十
五
日
崩
り
た
ま
ひ
き
。
御
陵
は
毛

受

八
の
耳
原






に
あ
り
。

　
　
一
　
所
在
不
明
。
物
語
に
よ
れ
ば
大
阪
平
野
の
う
ち
で
あ
る
。

　
　
二
　
大
阪
府
中
河
内
郡
。
信
貴
山
。

　
　
三
　
ヤ
は
間
投
の
助
詞
。

　
　
四
　
大
阪
灣
口
の
由
良
海
峽
。
（
紀
淡
海
峽
）
。

　
　
五
　
海
中
の
石
、
暗
礁
。

　
　
六
　
海
水
に
浸
つ
て
い
る
木
の
よ
う
に
。

　
　
七
　
音
の
さ
や
か
で
あ
る
こ
と
。

　
　
八
　
大
阪
府
泉
南
郡
。
こ
の
御
陵
は
、
天
皇
生
前
に
工
事
を
し
た
。
そ
の
時
に
鹿
の
耳
の
中
か
ら
モ
ズ
が

　
　
飛
び
出
し
た
か
ら
地
名
と
す
る
と
い
う
。
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〔
二
、
履
中
天
皇
・
反
正
天
皇
〕

　
　
　
　
　
〔
履
中
天
皇
と
墨
江
の
中
つ
王
〕

　
子



伊

耶

本

和

氣

の
王
一
、
伊

波

禮

の
若

櫻







の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の
天
皇
、

葛
城






の
曾

都

毘

古

の
子
、
葦
田





の
宿
禰
が
女
、
名
は
黒
比
賣









の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
市



の
邊

の

忍
齒





の
王
三
、
次
に
御

馬

の
王
、
次
に
妹
青
海





の
郎
女
、
ま
た
の
名
は
飯
豐






の
郎
女
三
柱
。

　
も
と
難
波
の
宮
に
ま
し
ま
し
し
時
に
、
大
嘗






に
い
ま
し
て
四
、
豐
の
明





し
た
ま
ふ
時
に
、
大
御
酒
に
う
ら
げ

て
五
、
大
御
寢









ま
し
き
。
こ
こ
に
そ
の
弟
墨
江






の
中
つ
王
、
天
皇
を
取
り
ま
つ
ら
む
と
し
て
、
大
殿
に
火
を
著

け
た
り
。
こ
こ
に
倭





の
漢



の
直





の
祖
、
阿

知

の
直
、
盜
み
出
で
て
、
御
馬
に
乘
せ
ま
つ
り
て
、
倭





に
い
で
ま
さ

し
め
き
。
か
れ
多

遲

比

野

六
に
到
り
て
、
寤
め
ま
し
て
詔
り
た
ま
は
く
、
「
此

處

は
何
處





ぞ
」
と
詔
り
た
ま
ひ

き
。
こ
こ
に
阿
知
の
直
白
さ
く
、
「
墨
江
の
中
つ
王
、
大
殿
に
火
を
著
け
た
ま
へ
り
。
か
れ
率

ま
つ
り
て
、
倭

に
逃



る
る
な
り
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
天
皇
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
丹
比
野









に
　
寢
む
と
知
り
せ
ば
、

　
　
防
壁






七
も
　
持
ち
て
來
ま
し
も
の
八
。

　
　
寢
む
と
知
り
せ
ば
。
　
　
（
歌
謠
番
號
七
六
）

　
波

邇

賦

坂
九
に
到
り
ま
し
て
、
難
波
の
宮
を
見
放

け
た
ま
ひ
し
か
ば
、
そ
の
火
な
ほ
炳

え
た
り
。
こ
こ
に
ま

た
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、
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波

邇

布

坂
　
吾
が
立
ち
見
れ
ば
、

　
　
か
ぎ
ろ
ひ
の
一
〇
　
燃
ゆ
る
家
群



、

　
　
妻



が
家



の
あ
た
り
。
　
　
（
歌
謠
番
號
七
七
）

　
か
れ
大
坂
の
山
口
に
到
り
ま
し
し
時
に
、
女
人





遇
へ
り
。
そ
の
女
人
の
白
さ
く
、
「
兵




を

持
て
る
人
ど
も
、

多


に
こ
の
山
を
塞

へ
た
れ
ば
、
當

岐

麻

道

一
一
よ
り
𢌞
り
て
、
越
え
幸
で
ま
す
べ
し
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に

天
皇
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
大
坂
に
　
遇
ふ
や
孃
子





を
。

　
　
道
問
へ
ば
　
直



に
は
告

ら
ず
一
二
、

　
　
當

岐

麻

路

を
告
る
。
　
　
（
歌
謠
番
號
七
八
）

　
か
れ
上
り
幸
で
ま
し
て
、
石



の
上



の
宮
一
三
に
ま
し
ま
し
き
。

　
こ
こ
に
そ
の
同

母

弟

水
齒
別







の
命
一
四
、
ま
ゐ
赴

き
て
ま
を
さ
し
め
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
天
皇
詔
り
た
ま
は

く
、
「
吾
、
汝
が
命
の
、
も
し
墨
江






の
中



つ
王
と
同



じ
心
な
ら
む
か
と
疑
ふ
。
か
れ
語
ら
は
じ
」
と
の
り
た
ま

ひ
し
か
ば
、
答
へ
て
曰
さ
く
、
「
僕
は
穢





き
心
な
し
。
墨
江
の
中
つ
王
と
同



じ
く
は
あ
ら
ず
」
と
、
答
へ
白
し

た
ま
ひ
き
。
ま
た
詔
ら
し
め
た
ま
は
く
、
「
然
ら
ば
、
今
還
り
下
り
て
、
墨
江
の
中
つ
王
を
殺
し
て
、
上



り
來

ま
せ
。
そ
の
時
に
、
吾



か
な
ら
ず
語
ら
は
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
す
な
は
ち
難
波
に
還
り
下
り
ま
し
て
、

墨
江
の
中
つ
王
に
近
く
事



へ
ま
つ
る
隼
人






一
五
、
名
は
曾

婆

加

里

を
欺
き
て
の
り
た
ま
は
く
、
「
も
し
汝
、
吾

が
言
ふ
こ
と
に
從
は
ば
、
吾
天
皇
と
な
り
、
汝
を
大
臣






に
な
し
て
、
天
の
下
治
ら
さ
む
と
お
も
ふ
は
如
何
に
」
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と
の
り
た
ま
ひ
き
。
曾
婆
訶
里
答
へ
て
白
さ
く
「
命
の
ま
に
ま
」
と
白
し
き
。
こ
こ
に
そ
の
隼
人
に
物
多



に
賜

ひ
て
の
り
た
ま
は
く
、
「
然
ら
ば
汝
の
王
を
殺

り
ま
つ
れ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
曾
婆
訶
里
、
己
が
王

の
厠
に
入
り
ま
せ
る
を
伺
ひ
て
、
矛



も
ち
て
刺
し
て
殺

せ
ま
つ
り
き
。
か
れ
曾
婆
訶
里
を
率

て
、
倭





に
上
り
幸

で
ま
す
時
に
、
大
坂
の
山
口
に
到
り
て
、
思
ほ
さ
く
、
曾
婆
訶
里
、
吾
が
た
め
に
大
き
功





あ
れ
ど
も
、
既
に
お

の
が
君
を
殺
せ
ま
つ
れ
る
は
、
不

義








な
り
。
然
れ
ど
も
そ
の
功
に
報
い
ず
は
、
信





無
し
と
い
ふ
べ
し
。
既
に

そ
の
信
を
行
は
ば
、
か
へ
り
て
そ
の
心
を
恐





し
と
お
も
ふ
。
か
れ
そ
の
功
に
報
ゆ
と
も
、
そ
の
正
身





一
六
を
滅

し
な
む
と
思
ほ
し
き
。
こ
こ
を
も
ち
て
曾
婆
訶
里
に
詔
り
た
ま
は
く
、
「
今
日
は
此

處

に
留
ま
り
て
、
ま
づ
大

臣
の
位
を
賜
ひ
て
、
明
日
上
り
ま
さ
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
そ
の
山
口
に
留
ま
り
て
、
す
な
は
ち
假



宮
を
造

り
て
、
俄
に
豐
の
樂





し
て
、
そ
の
隼
人
に
大
臣
の
位
を
賜
ひ
て
、
百

官








を
し
て
拜





ま
し
め
た
ま
ふ
に
、
隼
人

歡
び
て
、
志
遂
げ
ぬ
と
思
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
隼
人
に
詔
り
た
ま
は
く
、
「
今
日
大
臣
と
同



じ
盞



の
酒
を
飮
ま

む
と
す
」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、
共
に
飮
む
時
に
、
面



を
隱
す
大
鋺



一
七
に
そ
の
進




れ

る
酒
を
盛
り
き
。
こ
こ
に

王

子

ま
づ
飮
み
た
ま
ひ
て
、
隼
人
後
に
飮
む
。
か
れ
そ
の
隼
人
の
飮
む
時
に
、
大
鋺
、
面
を
覆
ひ
た
り
。
こ
こ

に
席





の
下
に
置
け
る
劒



を
取
り
出
で
て
、
そ
の
隼
人
が
首
を
斬
り
た
ま
ひ
き
。
す
な
は
ち
明
日






、
上
り
幸
で
ま

し
き
。
か
れ
其

地

に
名
づ
け
て
近



つ
飛
鳥





一
八
と
い
ふ
。
倭





に
上
り
到
り
ま
し
て
詔
り
た
ま
は
く
、
「
今
日
は

此
處
に
留
ま
り
て
、
祓
禊





一
九
し
て
、
明
日
ま
ゐ
出
で
て
、
神
宮






二
〇
を
拜
ま
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ

其

地

に
名
づ
け
て
遠
つ
飛
鳥
二
一
と
い
ふ
。
か
れ
石



の
上



の
神
宮
に
ま
ゐ
で
て
、
天
皇
に
「
政
既
に
平





け
訖
へ

て
ま
ゐ
上
り
侍





ふ
」
と
ま
を
さ
し
め
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
召
し
入
れ
て
語
ら
ひ
た
ま
ひ
き
。
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天
皇
、
こ
こ
に
阿
知
の
直
を
、
始
め
て
藏



の
官





二
二
に
任

け
た
ま
ひ
、
ま
た
粮
地






二
三
を
賜
ひ
き
。
ま
た
こ

の
御
世
に
、
若
櫻
部








の
臣
等
に
、
若
櫻
部
と
い
ふ
名
を
賜
ひ
、
ま
た
比

賣

陀

の
君
等
に
、
比
賣
陀
の
君
と
い
ふ

姓

を

賜
ひ
き
。
ま
た
伊

波

禮

部

を
定
め
た
ま
ひ
き
。

　
天
皇
の
御
年
六
十
四
歳










壬
申
の
年
正
月
三
日
崩
り
た
ま
ひ
き
。
御
陵
は
毛

受

に
あ
り
。

　
　
一
　
履
中
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。

　
　
三
　
一
六
八
頁
・
一
八
二
頁
・
一
八
五
頁
に
物
語
が
あ
る
。

　
　
四
　
大
嘗
祭
を
な
す
つ
て
。

　
　
五
　
浮
か
れ
て
。

　
　
六
　
大
阪
府
南
河
内
郡
。

　
　
七
　
コ
モ
を
編
ん
で
風
の
防
ぎ
と
す
る
屏
風
。

　
　
八
　
持
つ
て
來
た
ろ
う
に
。
假
設
の
語
法
。

　
　
九
　
大
阪
府
南
河
内
郡
か
ら
大
和
に
越
え
る
坂
。

　
　
一
〇
　
譬
喩
に
よ
る
枕
詞
。
カ
ギ
ロ
ヒ
は
陽
炎
。

　
　
一
一
　
奈
良
縣
北
葛
城
郡
の
當
麻





（
古
名
タ
ギ
マ
）
へ
越
え
る
道
で
、
二
上
山
の
南
を
通
る
。
大
坂
は
二

　
　
上
山
の
北
を
越
え
る
。
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一
二
　
ま
つ
す
ぐ
に
と
は
言
わ
な
い
で
。

　
　
一
三
　
奈
良
縣
山
邊
郡
の
石
上
の
神
宮
。

　
　
一
四
　
反
正
天
皇
。

　
　
一
五
　
九
州
南
方
の
住
民
。
勇
敢
な
の
で
召
し
出
し
て
宮
廷
の
護
衞
と
し
て
い
る
。

　
　
一
六
　
そ
の
本
身
を
。

　
　
一
七
　
顏
を
か
く
す
よ
う
な
大
き
な
椀
。

　
　
一
八
　
大
和
の
飛
鳥
に
對
し
て
い
う
。

　
　
一
九
　
隼
人
を
殺
し
て
穢
を
生
じ
た
の
で
、
そ
れ
を
拂
う
行
事
を
し
て
。

　
　
二
〇
　
石
上
の
神
宮
。
天
皇
の
御
座
所
。

　
　
二
一
　
奈
良
縣
高
市
郡
の
飛
鳥
。

　
　
二
二
　
物
の
出
納
を
つ
か
さ
ど
る
役
。

　
　
二
三
　
領
地
。

　
　
　
　
　
〔
反
正
天
皇
〕

　
弟





水
齒
別







一
の
命
、
多

治

比

の
柴
垣






の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
天
皇
、
御

身

の
長



九
尺
二
寸
半
















。
御
齒
の
長
さ
一
寸

、
廣
さ
二
分



。
上
下
等
し
く
齊





ひ
て
、
既
に
珠
を
貫

け
る
が
如
く
三
な

り
き
。
天
皇
、
丸

邇

の
許

碁

登

の
臣
が
女
、
都

怒

の
郎
女
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
甲

斐

の
郎
女
、
次
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に
都

夫

良

の
郎
女
二
柱
。
ま
た
同



じ
臣
が
女
、
弟
比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
財





の
王
、
次
に
多

訶

辨

の
郎
女
、
并
は
せ
て
四
柱
ま
し
き
。
天
皇
御
年
六

十

歳

。
丁
丑
の
年
七
月
に
崩
り
た
ま
ひ
き
。
御
陵
は
毛

受

野

に
あ
り
と
言
へ
り
。

　
　
一
　
反
正
天
皇
。

　
　
二
　
大
阪
府
南
河
内
郡
。

　
　
三
　
珠
を
緒
に
さ
し
た
よ
う
だ
。

　
　
　
〔
三
、
允
恭
天
皇
〕

　
　
　
　
　
〔
后
妃
と
皇
子
女
〕

　
弟
男
淺
津
間











の
若
子





の
宿
禰
一
の
王
、
遠
つ
飛
鳥





の
宮
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の
天

皇
、
意

富

本

杼

の
王
が
妹
、
忍
坂





の
大
中
津







比
賣
の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
木
梨





の
輕



の
王
、
次

に
長
田
の
大
郎
女








、
次
に
境





の
黒
日
子
の
王
、
次
に
穴
穗





の
命
、
次
に
輕
の
大
郎
女
、
ま
た
の
御
名
は
衣
通






の

郎
女
、
御
名
は
衣
通
の
王
と
負
は
せ
る
所
以
は
、
そ
の
御
身
の
光
衣
よ
り
出
づ
れ
ば
な
り
。
次
に
八
瓜





の
白
日

子
の
王
、
次
に
大
長
谷





の
命
、
次
に
橘




の

大
郎
女
、
次
に
酒
見





の
郎
女
九
柱
。
お
よ
そ
天
皇
の
御
子
た
ち
、
九

柱
。
男
王
五
柱
、
女
王
四
柱
。
こ
の
九
柱
の
中
に
、
穴
穗
の
命
は
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
次
に
大
長
谷
の
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命
も
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。

　
　
一
　
允
恭
天
皇
。

　
　
　
　
　
〔
八
十
伴









の
緒

の
氏

姓







〕

　
天
皇
初
め
天
つ
日
繼
知
ら
し
め
さ
む
と
せ
し
時
に
、
辭



び
ま
し
て
、
詔
り
た
ま
ひ
し
く
「
我
は
長
き
病
し
あ

れ
ば
、
日
繼
を
え
知
ら
さ
じ
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
然
れ
ど
も
大
后
一
よ
り
始
め
て
、
諸

卿







た
ち
堅
く
奏
す

に
因
り
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の
時
、
新
羅





の
國
主






、
御
調
物







八
十
一
艘










獻
り
き
。
こ
こ
に
御
調
の

大
使
、
名
は
金
波
鎭
漢
紀
武











二
と
い
ふ
。
こ
の
人
藥
の
方



を
深
く
知
れ
り
。
か
れ
天
皇
が
御
病
を
治
め
ま
つ
り

き
。

　
こ
こ
に
天
皇
、
天
の
下
の
氏
氏
名
名
の
人
ど
も
の
、
氏
姓





が
忤



ひ
過





て
三
る
こ
と
を
愁
へ
ま
し
て
、
味
白
檮









の
言
八
十
禍
津
日

















の
前



四
に
、
玖

訶

瓮

五
を
据
ゑ
て
、
天
の
下
の
八
十
伴









の
緒

六
の
氏
姓
を
定
め
た
ま
ひ
き
。

ま
た
木
梨





の
輕



の
太

子








の
御
名
代
と
し
て
、
輕
部





を
定
め
、
大
后
の
御
名
代
と
し
て
、
刑
部






を
定
め
、
大
后

の
弟
田

井

の
中





比
賣
の
御
名
代
と
し
て
、
河
部





を
定
め
た
ま
ひ
き
。

　
天
皇
御
年
七
十
八
歳










。
甲
午
の
年
正
月
十
五
日
崩
り
た
ま
ひ
き
。
御
陵
は
河
内





の
惠

賀

の
長
枝





七
に
あ
り
。

　
　
一
　
忍
坂
の
大
中
津
比
賣
。
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二
　
金
が
姓
、
武
が
名
。
波
鎭
漢
紀
は
、
位
置
階
級
の
稱
。

　
　
三
　
ウ
ヂ
は
家
の
稱
號
、
カ
バ
ネ
は
家
の
階
級
で
あ
つ
て
朝
廷
か
ら
賜
わ
る
も
の
で
あ
る
。
家
系
を
尊
重

　
　
し
た
當
時
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
を
社
會
組
織
の
根
本
と
し
た
。
し
か
る
に
長
い
間
に
は
、
自
然
に
誤
る
も

　
　
の
も
あ
り
、
故
意
に
僞
る
も
の
も
出
た
。

　
　
四
　
飛
鳥
の
地
で
、
マ
ガ
ツ
ヒ
の
神
を
祭
つ
て
あ
る
所
。
こ
の
神
の
威
力
に
よ
り
僞
れ
る
者
に
禍
を
與
え

　
　
よ
う
と
す
る
。
マ
ガ
ツ
ヒ
の
神
は
二
七
頁
參
照
。

　
　
五
　
湯
を
涌
か
し
て
そ
の
中
の
物
を
探
ら
せ
る
鍋
。

　
　
六
　
多
く
の
人
々
。

　
　
七
　
大
阪
府
南
河
内
郡
。

　
　
　
　
　
〔
木
梨
の
輕
の
太
子
〕

　
天
皇
崩
り
ま
し
て
後
、
木
梨
の
輕
の
太
子
、
日
繼
知
ら
し
め
す
に
定
ま
り
て
一
、
い
ま
だ
位
に
即

き
た
ま
は

ざ
り
し
ほ
ど
に
、
そ
の
同

母

妹

輕
の
大
郎
女
に
※



け
二
て
、
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
あ
し
ひ
き
の
三
　
山
田
を
つ
く
り

　
　
山
高



み
　
下
樋

を
わ
し
せ
四
、

　
　
下
※

ひ
に
　
吾

が
※

ふ
妹
を
五
、

　
　
下
泣
き
に
　
吾
が
泣
く
妻
を
六
、
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昨

夜

七
こ
そ
は
　
安



く
肌
觸
れ
。
　
　
（
歌
謠
番
號
七
九
）

　
こ
は
志

良

宜

歌
八
な
り
。
ま
た
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
笹
葉





に
　
う
つ
や
霰
の
九
、

　
　
た
し
だ
し
に
一
〇
　
率

寢

て
む
後



は

　
　
人
は
離

ゆ
と
も
一
一
。
　
　
（
歌
謠
番
號
八
〇
）

　
　
う
る
は
し
と
一
二
　
さ
寢

し
さ
寢
て
ば

　
　
刈
薦



の
一
三
　
亂
れ
ば
亂
れ
。

　
　
さ
寢
し
さ
寢
て
ば
。
　
　
（
歌
謠
番
號
八
一
）

　
こ
は
夷
振






の
上
歌






一
四
な
り
。

　
こ
こ
を
以
ち
て
百



の
官





ま
た
、
天
の
下
の
人
ど
も
、
み
な
輕
の
太
子
に
背
き
て
、
穴
穗

の
御

子

一
五
に
歸

り

ぬ
。
こ
こ
に
輕
の
太
子
畏
み
て
、
大
前






小
前





の
宿
禰
一
六
の
大
臣






の
家
に
逃
れ
入
り
て
、
兵




を

備
へ
作
り
た
ま

ひ
き
。
そ
の
時
に
作
れ
る
矢
は
、
そ
の
箭
の
同
一
七
を
銅
に
し
た
り
。
か
れ
そ
の
矢
を
輕
箭
と
い
ふ
。
穴
穗





の

御
子
も
兵




を

作
り
た
ま
ひ
き
。
そ
の
王
子
の
作
れ
る
矢
は
、
今
時
の
矢
な
り
。
そ
を
穴
穗
箭
と
い
ふ
。
穴
穗
の

御

子

軍
を
興
し
て
、
大
前
小
前
の
宿
禰
の
家
を
圍



み
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
門





一
八
に
到
り
ま
し
し
時
に
大

氷

雨

降
り
き
。
か
れ
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
大
前
小
前
宿
禰
が

　
　
か
な
門
陰





　
か
く
寄

り
來

ね
。
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雨
立
ち
止

め
む
。
　
　
（
歌
謠
番
號
八
二
）

　
こ
こ
に
そ
の
大
前
小
前
の
宿
禰
、
手
を
擧
げ
、
膝
を
打
ち
、
舞
ひ
か
な
で
一
九
、
歌
ひ
ま
ゐ
來

。
そ
の
歌
、

　
　
宮
人
の
　
足
結





の
小
鈴





二
〇
。

　
　
落
ち
に
き
と
　
宮
人
と
よ
む
二
一
。

　
　
里
人
も
ゆ
め
二
二
。
　
　
（
歌
謠
番
號
八
三
）

　
こ
の
歌
は
宮
人
曲








二
三
な
り
。
か
く
歌
ひ
ま
ゐ
來
て
、
白
さ
く
、
「
我

が
天
皇






の
御
子
二
四
、
同

母

兄

の
御

子
を
な
殺

せ
た
ま
ひ
そ
。
も
し
殺
せ
た
ま
は
ば
、
か
な
ら
ず
人
咲



は
む
。
僕



捕
へ
て
獻
ら
む
」
と
ま
を
し
き
。

こ
こ
に
軍
を
罷

め
て
退

き
ま
し
き
。
か
れ
大
前
小
前
の
宿
禰
、
そ
の
輕
の
太
子
を
捕
へ
て
、
率

て
ま
ゐ
出
て
獻

り
き
。
そ
の
太
子
、
捕
は
れ
て
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
天
飛

む
二
五
　
輕
の
孃
子
、

　
　
い
た
泣
か
ば
　
人
知
り
ぬ
べ
し
。

　
　
波

佐

の
山
二
六
の
　
鳩
の
二
七
、

　
　
下
泣
き
に
泣
く
。
　
　
（
歌
謠
番
號
八
四
）

　
ま
た
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
天
飛





む
　
輕
孃
子







、

　
　
し
た
た
に
も
二
八
　
倚
り
寢

て
と
ほ
れ
二
九
。

　
　
輕
孃
子
ど
も
。
　
　
（
歌
謠
番
號
八
五
）
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か
れ
そ
の
輕
の
太
子
を
ば
、
伊

余

の
湯

三
〇
に
放
ち
ま
つ
り
き
。
ま
た
放
た
え
た
ま
は
む
と
せ
し
時
に
、
歌

よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
天
飛





ぶ
　
鳥
も
使
ぞ
。

　
　
鶴



が
音

の
　
聞
え
む
時
は
、

　
　
吾

が
名
問
は
さ
ね
。
　
　
（
歌
謠
番
號
八
六
）

　
こ
の
三
歌
は
、
天
田
振







三
一
な
り
。
ま
た
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
大
君
を
　
島
に
放



ら
ば
、

　
　
船



餘
り
三
二
　
い
歸



り
こ
む
ぞ
。

　
　
吾

が
疊
ゆ
め
三
三
。

　
　
言
を
こ
そ
　
疊
と
言
は
め
。

　
　
吾
が
妻
は
ゆ
め
三
四
。
　
　
（
歌
謠
番
號
八
七
）

　
こ
の
歌
は
、
夷
振






の
片

下







三
五
な
り
。
そ
の
衣
通






の
王
三
六
、
歌
獻
り
き
。
そ
の
歌
、

　
　
夏
草
の
三
七
　
あ
ひ
ね
の
濱
三
八
の

　
　
蠣
貝






に
　
足
踏
ま
す
な
。

　
　
明



し
て
と
ほ
れ
三
九
。
　
　
（
歌
謠
番
號
八
八
）

　
か
れ
後
に
ま
た
戀
慕





に
堪
へ
か
ね
て
、
追
ひ
い
で
ま
し
し
時
、
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
君
が
行
き
　
け
長
く
な
り
ぬ
四
〇
。
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山
た
づ
の
四
一
　
迎



へ
を
行
か
む
四
二
。

　
　
待
つ
に
は
待
た
じ
。
こ
こ
に
山
た
づ
と
い
へ
る
は
、
今
の
造
木
な
り
　
　
（
歌
謠
番
號
八
九
）

　
か
れ
追
ひ
到
り
ま
し
し
時
に
、
待
ち
懷



ひ
て
、
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
隱
國






の
四
三
　
泊
瀬





の
山
四
四
の

　
　
大
尾





四
五
に
は
　
幡



張

り
立
て
、

　
　
さ
小

尾

四
六
に
は
　
幡
張
り
立
て
、

　
　
大
尾





四
七
よ
し
　
な
が
さ
だ
め
る
四
八

　
　
思
ひ
妻
あ
は
れ
。

　
　
槻



弓
の
四
九
　
伏



る
伏
り
も
五
〇
、

　
　
梓
弓
五
一
　
立
て
り
立
て
り
も
、

　
　
後
も
取
り
見
る
五
二
　
思
ひ
妻
あ
は
れ
。
　
　
（
歌
謠
番
號
九
〇
）

　
ま
た
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
隱
國






の
　
泊
瀬





の
川
の

　
　
上



つ
瀬

に
　
齋
杙





五
三
を
打
ち
、

　
　
下



つ
瀬
に
　
ま
杙



を
打
ち
、

　
　
齋
杙





に
は
　
鏡
を
掛
け
、

　
　
ま
杙
に
は
　
ま
玉
を
掛
け
五
四
、
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ま
玉
な
す
　
吾

が
思

ふ
妹
、

　
　
鏡
な
す
　
吾

が
思

ふ
妻
、

　
　
あ
り
と
　
い
は
ば
こ
そ
よ
、

　
　
家
に
も
行
か
め
。
國
を
も
偲



は
め
。
　
　
（
歌
謠
番
號
九
一
）

　
か
く
歌
ひ
て
、
す
な
は
ち
共
に
み
づ
か
ら
死
せ
た
ま
ひ
き
。
か
れ
こ
の
二
歌
は
讀
歌
五
五
な
り
。

　
　
一
　
帝
位
に
つ
く
べ
き
に
き
ま
つ
て
。

　
　
二
　
異
母
の
兄
弟
の
婚
姻
は
さ
し
つ
か
え
な
い
が
、
同
母
の
場
合
は
不
倫
と
さ
れ
る
。

　
　
三
　
枕
詞
。
語
義
不
明
。

　
　
四
　
地
下
に
木
で
水
の
流
れ
る
道
を
作
つ
て
。
以
上
譬
喩
に
よ
る
序
。

　
　
五
　
人
に
知
ら
せ
な
い
で
ひ
そ
か
に
問
い
よ
る
妻
。

　
　
六
　
心
の
中
で
わ
が
泣
い
て
い
る
妻
。

　
　
七
　
こ
の
夜
。
今
過
ぎ
て
行
く
夜
。

　
　
八
　
歌
曲
の
名
。
し
り
上
げ
歌
の
意
と
い
う
。

　
　
九
　
以
上
、
譬
喩
に
よ
る
序
。
ヤ
は
感
動
の
助
詞
。

　
　
一
〇
　
た
し
か
に
、
し
か
と
。

　
　
一
一
　
あ
の
子
は
別
れ
て
も
し
か
た
が
な
い
。
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一
二
　
愛
す
る
人
と
。

　
　
一
三
　
枕
詞
。

　
　
一
四
　
歌
曲
の
名
。
夷
振
は
五
六
頁
に
出
た
。

　
　
一
五
　
安
康
天
皇
。

　
　
一
六
　
物
部
氏
。
大
前
と
小
前
と
の
二
人
で
あ
る
。

　
　
一
七
　
胴
に
同
じ
。
矢
の
柄
。
但
し
異
説
が
あ
る
。

　
　
一
八
　
堅
固
な
門
。

　
　
一
九
　
舞
い
躍
つ
て
。

　
　
二
〇
　
袴
を
結
ぶ
紐
に
つ
け
た
鈴
。

　
　
二
一
　
宮
廷
の
人
が
立
ち
さ
わ
ぐ
。

　
　
二
二
　
里
の
人
も
さ
わ
ぐ
な
。
宮
人
が
さ
わ
い
で
い
る
が
、
そ
ん
な
に
騷
ぎ
を
大
き
く
す
る
な
。

　
　
二
三
　
歌
曲
の
名
。

　
　
二
四
　
天
皇
で
あ
る
皇
子
樣
。

　
　
二
五
　
枕
詞
。
天
飛
ぶ
雁
の
意
に
、
カ
ル
の
音
に
冠
す
る
。

　
　
二
六
　
所
在
不
明
。

　
　
二
七
　
鳩
の
よ
う
に
。

　
　
二
八
　
し
た
た
か
に
。
し
つ
か
り
と
。

215 古事記　下つ卷



　
　
二
九
　
倚
り
寢
て
行
き
去
れ
。

　
　
三
〇
　
愛
媛
縣
の
松
山
市
の
熅
泉
地
。
道
後
熅
泉
。

　
　
三
一
　
歌
曲
の
名
。
歌
詞
に
よ
つ
て
名
づ
け
る
。

　
　
三
二
　
そ
の
船
の
餘
地
で
。

　
　
三
三
　
わ
た
し
の
座
所
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
。
タ
タ
ミ
は
敷
物
。
人
の
去
つ
た
跡
を
動
か
す
と
、
そ

　
　
の
人
が
歸
つ
て
來
な
い
と
す
る
思
想
が
あ
る
。

　
　
三
四
　
わ
た
し
の
妻
に
手
を
つ
け
る
な
。

　
　
三
五
　
歌
曲
の
名
。

　
　
三
六
　
輕
の
大
郎
女
。

　
　
三
七
　
敍
述
に
よ
る
枕
詞
。

　
　
三
八
　
所
在
不
明
。

　
　
三
九
　
夜
が
あ
け
て
か
ら
い
ら
つ
し
や
い
。

　
　
四
〇
　
時
久
し
く
な
つ
た
。

　
　
四
一
　
枕
詞
。
次
に
説
明
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
あ
き
ら
か
で
な
い
。
ヤ
マ
タ
ヅ
は
、
樹
名
今
の
ニ
ワ
ト

　
　
コ
で
、
葉
が
對
生
し
て
い
る
か
ら
、
ム
カ
ヘ
に
冠
す
る
と
い
う
。
「
君
が
行
き
け
長
く
な
り
ぬ
山
た
づ
ね

　
　
迎
へ
か
行
か
む
待
ち
に
か
待
た
む
」
（
萬
葉
集
）
。

　
　
四
二
　
ヲ
は
間
投
の
助
詞
。
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四
三
　
枕
詞
。
山
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
處
の
意
。

　
　
四
四
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。

　
　
四
五
　
ヲ
は
高
い
土
地
。

　
　
四
六
　
サ
は
接
頭
語
。
大
尾
と
共
に
あ
ち
こ
ち
の
高
み
の
と
こ
ろ
に
。
以
上
、
次
の
句
の
序
。

　
　
四
七
　
語
義
不
明
。
上
の
大
尾
に
と
同
語
を
繰
り
返
し
て
オ
ヨ
ソ
の
意
を
現
す
か
、
ま
た
は
別
の
副
詞
か
。

　
　
　
　
四
八
　
あ
な
た
の
妻
と
き
め
た
。
動
詞
定
む
が
四
段
活
に
な
つ
て
い
る
。

　
　
四
九
　
枕
詞
。
槻
の
木
の
弓
。

　
　
五
〇
　
伏
し
て
も
。
こ
ろ
が
る
意
の
動
詞
コ
ユ
が
再
活
し
て
、
伏
し
ま
ろ
ぶ
意
に
コ
ヤ
ル
と
言
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
五
一
　
枕
詞
。

　
　
五
二
　
後
も
近
く
見
る
。

　
　
五
三
　
清
淨
の
杙
。
祭
を
行
う
た
め
に
杙
を
う
つ
。

　
　
五
四
　
以
上
序
で
、
次
の
玉
と
鏡
の
二
つ
の
枕
詞
を
引
き
出
す
。
川
中
に
柱
を
立
て
て
玉
や
鏡
を
懸
け
る

　
　
の
は
、
こ
れ
に
よ
つ
て
神
を
招
い
て
穢
を
拂
う
の
で
あ
る
。
「
こ
も
り
く
の
泊
瀬
の
川
の
、
上
つ
瀬
に
齋

　
　
杙
を
う
ち
、
下
つ
瀬
に
ま
杙
を
う
ち
、
齋
杙
に
は
鏡
を
か
け
、
ま
杙
に
は
ま
玉
を
か
け
、
ま
玉
な
す
わ
が

　
　
念
ふ
妹
も
、
鏡
な
す
わ
が
念
ふ
妹
も
、
あ
り
と
言
は
ば
こ
そ
、
國
に
も
家
に
も
行
か
め
、
誰
が
故
か
行
か

　
　
む
」
（
萬
葉
集
）
。

　
　
五
五
　
歌
曲
の
名
。
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〔
四
、
安
康
天
皇
〕

　
　
　
　
　
〔
目
弱





の
王
の
變
〕

　
御
子
穴
穗





の
御
子
一
、
石



の
上



の
穴
穗
の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。

　
天
皇
、
同

母

弟

大
長
谷





の
王
子
三
の
た
め
に
、
坂
本






の
臣



等
が
祖



根

の
臣
を
、
大
日
下







の
王
四
の
も
と
に
遣

し
て
、
詔
ら
し
め
た
ま
ひ
し
く
は
、
「
汝
が
命
の
妹
若
日
下







の
王
を
、
大
長
谷
の
王
子
に
合
は
せ
む
と
す
。
か

れ
獻
る
べ
し
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
大
日
下
の
王
四
た
び
拜
み
て
白
さ
く
、
「
け
だ
し
か
か
る
大

命







も
あ
ら
む
と
思
ひ
て
、
か
れ
、
外

に
も
出
さ
ず
て
置
き
つ
。
こ
は
恐
し
。
大
命
の
ま
に
ま
に
獻
ら
む
」
と
ま
を

し
た
ま
ひ
き
。
然
れ
ど
も
言



も
ち
て
白
す
事
は
、
そ
れ
禮



な
し
と
思
ひ
て
、
す
な
は
ち
そ
の
妹
の
禮
物






五
と
し

て
、
押
木
の
玉

縵







六
を
持
た
し
め
て
、
獻
り
き
。
根
の
臣
す
な
は
ち
そ
の
禮
物






の
玉

縵







を
盜
み
取
り
て
、

大
日
下
の
王
を
讒



し
ま
つ
り
て
曰
さ
く
、
「
大
日
下
の
王
は
大
命
を
受
け
た
ま
は
ず
て
、
お
の
が
妹
や
、
等



し

族

の

下

席







に
な
ら
む
七
と
い
ひ
て
、
大
刀
の
手
上





取



り

八
て
、
怒
り
ま
し
つ
」
と
ま
を
し
き
。
か
れ
天
皇
い

た
く
怒
り
ま
し
て
、
大
日
下
の
王
を
殺
し
て
、
そ
の
王
の
嫡
妻






長
田





の
大
郎
女
九
を
取
り
持
ち
來
て
、
皇

后







と
し
た
ま
ひ
き
。

　
こ
れ
よ
り
後
に
、
天
皇
神
牀






一
〇
に
ま
し
ま
し
て
、
晝
寢



し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
后
に
語
ら
ひ
て
、

「
汝





思
ほ
す
こ
と
あ
り
や
」
と
の
り
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
答
へ
て
曰
さ
く
「
天
皇






の
敦
き
澤





を
被





り
て
、
何
か
思
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ふ
こ
と
あ
ら
む
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
大
后
の
先



の
子
目
弱





の
王
一
一
、
こ
れ
年
七
歳
に
な
り

し
が
、
こ
の
王
、
そ
の
時
に
當
り
て
、
そ
の
殿
の
下
に
遊
べ
り
。
こ
こ
に
天
皇
、
そ
の
少



き
王



の
殿
の
下
に
遊

べ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
さ
ず
て
、
大
后
に
詔
り
た
ま
は
く
、
「
吾
は
恆
に
思
ほ
す
こ
と
あ
り
。
何

ぞ
と
い
へ
ば
、

汝




の
子
目
弱
の
王
、
人
と
な
り
た
ら
む
時
、
吾
が
そ
の
父
王
を
殺
せ
し
こ
と
を
知
ら
ば
、
還
り
て
邪





き
心
一
二

あ
ら
む
か
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
殿
の
下
に
遊
べ
る
目
弱
の
王
、
こ
の
言





を
聞
き
取
り
て
、
す
な

は
ち
竊
に
天
皇
の
御

寢

ま
せ
る
を
伺
ひ
て
、
そ
の
傍





な
る
大
刀
を
取
り
て
、
そ
の
天
皇
の
頸
を
う
ち
斬
り
ま
つ

り
て
、
都

夫

良

意

富

美

一
三
が
家
に
逃
れ
入
り
ま
し
き
。
天
皇
、
御
年
五
十
六
歳









。
御
陵
は
菅
原






の
伏
見





の
岡



一
四
に
あ
り
。

　
こ
こ
に
大
長
谷
の
王
、
そ
の
時



童
男





に
ま
し
け
る
が
、
す
な
は
ち
こ
の
事
を
聞
か
し
て
、
慨





み
怒
り
ま
し
て
、

そ
の
兄





黒
日
子
の
も
と
に
到
り
て
、
「
人
あ
り
て
天
皇
を
取
り
ま
つ
れ
り
。
い
か
に
か
も
せ
む
」
と
ま
を
し
た

ま
ひ
き
。
然
れ
ど
も
そ
の
黒
日
子
の
王
、
驚
か
ず
て
、
怠
緩






に
お
も
ほ
せ
り
。
こ
こ
に
大
長
谷
の
王
、
そ
の
兄

を
詈

り
て
、
「
一
つ
に
は
天
皇
に
ま
し
、
一
つ
に
は
兄
弟






に
ま
す
を
、
何
ぞ
は
恃
も
し
き
心
も
な
く
、
そ
の
兄

を
殺

り
ま
つ
れ
る
こ
と
を
聞
き
つ
つ
、
驚
き
も
せ
ず
て
、
怠




に

坐
せ
る
」
と
い
ひ
て
、
そ
の
衣
矜



を
取
り
て
控

き
出
で
て
、
刀



を
拔
き
て
う
ち
殺
し
た
ま
ひ
き
。
ま
た
そ
の
兄
白
日
子









の
王
に
到
り
ま
し
て
、
状




を

告
げ
ま
を

し
た
ま
ひ
し
に
、
前
の
ご
と
緩




に

思
ほ
し
し
か
ば
、
黒
日
子
の
王
の
ご
と
、
す
な
は
ち
そ
の
衣
衿
を
取
り
て
、

引
き
率

て
、
小
治
田









一
五
に
來

到

り
て
、
穴
を
掘
り
て
、
立
ち
な
が
ら
に
埋
み
し
か
ば
、
腰
を
埋
む
時
に
到
り

て
、
二
つ
の
目
、
走
り
拔
け
て
死

せ
た
ま
ひ
き
。
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ま
た
軍
を
興
し
て
、
都

夫

良

意

美

一
六
が
家
を
圍



み
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
軍
を
興
し
て
待
ち
戰
ひ
て
、
射
出

づ
る
矢
葦



の
如
く
來
散
り
き
。
こ
こ
に
大
長
谷
の
王
、
矛
を
杖
と
し
て
、
そ
の
内
を
臨
み
て
詔
り
た
ま
は
く
、

「
我
が
語
ら
へ
る
孃
子
一
七
は
、
も
し
こ
の
家
に
あ
り
や
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
都
夫
良
意
美
、
こ
の

詔

命







を
聞
き
て
、
み
づ
か
ら
ま
ゐ
出

て
、
佩
け
る
兵




を

解
き
て
、
八
度
拜





み
て
、
白
し
つ
ら
く
は
、
「
先
に

問
ひ
た
ま
へ
る
女
子





訶

良

比
賣
は
、
侍





は
一
八
む
。
ま
た
五
處
の
屯
倉





一
九
を
副
へ
て
獻
ら
む
い
は
ゆ
る
五
處

の
屯
倉
は
、
今
の
葛
城
の
五
村
の
苑
人
な
り
。
然
れ
ど
も
そ
の
正
身





ま
ゐ
向
か
ざ
る
故
は
、
古





よ
り
今
に
至
る

ま
で
、
臣
連
二
〇
の
、
王
の
宮
に
隱



る
こ
と
は
聞
け
ど
、
王

子

の
臣





の
家
に
隱
り
ま
せ
る
こ
と
は
い
ま
だ
聞
か

ず
。
こ
こ
を
以
ち
て
思
ふ
に
、
賤
奴





意
富
美
は
、
力
を
つ
く
し
て
戰
ふ
と
も
、
更
に
え
勝
つ
ま
し
じ
。
然
れ
ど

も
お
の
れ
を
恃
み
て
、
陋



し
き
家
に
入
り
ま
せ
る
王
子
は
、
命





死
ぬ
と
も
棄
て
ま
つ
ら
じ
」
と
か
く
白
し
て
、

ま
た
そ
の
兵
を
取
り
て
、
還
り
入
り
て
戰
ひ
き
。

　
こ
こ
に
窮
ま
り
、
矢
も
盡
き
し
か
ば
、
そ
の
王
子
に
白
さ
く
、
「
僕
は
痛
手
負
ひ
ぬ
。
矢
も
盡
き
ぬ
。
今
は

え
戰
は
じ
。
如
何
に
せ
む
」
と
ま
を
し
し
か
ば
、
そ
の
王
子
答
へ
て
詔
り
た
ま
は
く
、
「
然
ら
ば
更
に
せ
む
術



な
し
。
今
は
吾
を
殺

せ
よ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
刀
も
ち
て
そ
の
王
子
を
刺
し
殺
せ
ま
つ
り
て
、
す
な
は

ち
お
の
が
頸
を
切
り
て
死
に
き
。

　
　
一
　
安
康
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
山
邊
郡
。
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三
　
雄
略
天
皇
。

　
　
四
　
仁
徳
天
皇
の
皇
子
。

　
　
五
　
禮
儀
を
現
す
贈
物
。

　
　
六
　
大
き
い
木
で
作
つ
た
縵
。
玉
は
美
稱
。
カ
ヅ
ラ
は
、
植
物
を
輪
に
し
て
頭
上
に
の
せ
る
。
二
五
頁
參

　
　
照
。
こ
の
縵
、
日
本
書
紀
に
別
名
と
し
て
、
立
縵
、
磐
木
縵








の
名
を
あ
げ
、
ま
た
後
に
根
の
臣
が
こ
れ
を

　
　
附
け
て
若
日
下
部
の
王
に
見
顯
さ
れ
て
罪
せ
ら
れ
る
話
が
あ
る
。

　
　
七
　
わ
し
の
妹
が
、
同
じ
仲
間
の
使
い
女
に
な
ろ
う
か
。
な
ら
な
い
の
意
。

　
　
八
　
刀
の
柄
を
し
か
と
に
ぎ
つ
て
。

　
　
九
　
允
恭
天
皇
の
皇
女
で
安
康
天
皇
の
同
母
妹
に
當
る
か
ら
、
何
か
誤
傳
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
。
日

　
　
本
書
紀
に
は
中
蒂
姫







と
あ
る
。

　
　
一
〇
　
九
二
頁
脚
註
參
照
。

　
　
一
一
　
先
の
夫
大
日
下
の
王
の
子
。

　
　
一
二
　
わ
る
い
心
。
自
分
を
憎
む
心
。

　
　
一
三
　
日
本
書
紀
に
葛
城
の
圓
の
大
臣
。
オ
ホ
ミ
は
大
臣
で
尊
稱
。

　
　
一
四
　
奈
良
縣
生
駒
郡
。

　
　
一
五
　
奈
良
縣
高
市
郡
。

　
　
一
六
　
ツ
ブ
ラ
オ
ホ
ミ
に
同
じ
。
オ
ミ
は
オ
ホ
ミ
の
約
言
。
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一
七
　
ツ
ブ
ラ
オ
ミ
の
女
カ
ラ
ヒ
メ
。

　
　
一
八
　
前
に
お
尋
ね
に
な
つ
た
女
は
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
一
九
　
註
に
あ
る
よ
う
に
葛
城
の
五
村
の
倉
庫
。

　
　
二
〇
　
臣
や
連
が
。
共
に
朝
廷
の
臣
下
。

　
　
　
　
　
〔
市
の
邊
の
押
齒
の
王
〕

　
こ
れ
よ
り
後
、
淡
海
の
佐

佐

紀

の
山



の
君
が
祖



一
、
名
は
韓

※







白
さ
く
、
「
淡
海
の
久
多
綿









の
蚊

屋

野

二

に
、
猪

鹿

多


に
あ
り
。
そ
の
立
て
る
足
は
、
荻





原
の
如
く
、
指

擧

げ
た
る
角



は
、
枯
松






の
如
し
」
と
ま
を
し
き
。

こ
の
時
市
の
邊

の
忍
齒





の
王
三
を
相
率





ひ
て
、
淡
海
に
い
で
ま
し
て
、
そ
の
野
に
到
り
ま
し
し
か
ば
、
お
の
も

お
の
も
異



に
假
宮
を
作
り
て
、
宿
り
ま
し
き
。

　
こ
こ
に
明
く
る
旦
、
い
ま
だ
日
も
出
で
ぬ
時
に
、
忍
齒
の
王
、
平



の
御
心
も
ち
て
、
御

馬

に
乘
り
な
が
ら
、

大
長
谷
の
王
の
假
宮
の
傍
に
到
り
ま
し
て
、
そ
の
大
長
谷
の
王
子
の
御
伴
人







に
詔
り
た
ま
は
く
、
「
い
ま
だ
も

寤
め
ま
さ
ぬ
か
。
早
く
白
す
べ
し
。
夜
は
既
に
曙

け
ぬ
。
獵
庭






に
い
で
ま
す
べ
し
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
馬
を
進

め
て
出
で
行
き
ぬ
。
こ
こ
に
大
長
谷
の
王
の
御
許





に
侍
ふ
人
ど
も
、
「
う
た
て
物
い
ふ
御
子
な
れ
ば
、
御
心
し

た
ま
へ
四
。
ま
た
御
身
を
も
堅
め
た
ま
ふ
べ
し
」
と
ま
を
し
き
。
す
な
は
ち
衣



の
中
に
甲





を
服

し
、
弓
矢
を
佩

ば
し
て
、
馬
に
乘
り
て
出
で
行
き
て
、
忽
の
間
に
馬
よ
り
往
き
雙



び
て
五
、
矢
を
拔
き
て
、
そ
の
忍
齒
の
王
を

射
落
し
て
、
ま
た
そ
の
身



を
切
り
て
、
馬
※



六
に
入
れ
て
、
土
と
等
し
く
埋
み
き
七
。
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こ
こ
に
市
の
邊
の
王
の
王
子
た
ち
、
意

祁

の
王
、
袁

祁

の
王
八
二
柱
。
こ
の
亂
を
聞
か
し
て
、
逃
げ
去
り
ま

し
き
。
か
れ
山
代






の
苅
羽
井









九
に
到
り
ま
し
て
、
御
粮





き
こ
し
め
す
時
に
、
面

黥

け
る
老
人
來
て
そ
の
御
粮





を

奪

り
き
。
こ
こ
に
そ
の
二
柱
の
王
、
「
粮
は
惜
ま
ず
。
然
れ
ど
も
汝





は
誰
そ
」
と
の
り
た
ま
へ
ば
、
答
へ
て
曰

さ
く
、
「
我

は
山
代
の
豕
甘





一
〇
な
り
」
と
ま
を
し
き
。
か
れ
玖

須

婆

の
河
一
一
を
逃
れ
渡
り
て
、
針
間





の
國

一
二
に
至
り
ま
し
、
そ
の
國
人
名
は
志

自

牟

が
家
一
三
に
入
り
ま
し
て
、
身
を
隱
し
て
、
馬
甘






牛
甘






に
役



は
え

た
ま
ひ
き
一
四
。

　
　
一
　
佐
佐
紀
の
山
の
君
の
祖
先
。
山
の
君
は
カ
バ
ネ
。

　
　
二
　
滋
賀
縣
愛
知
郡
。

　
　
三
　
履
中
天
皇
の
皇
子
。

　
　
四
　
變
つ
た
も
の
を
い
う
皇
子
だ
か
ら
注
意
し
な
さ
い
。

　
　
五
　
馬
上
で
進
ん
で
並
ん
で
。

　
　
六
　
馬
の
食
物
を
入
れ
る
箱
。

　
　
七
　
土
と
共
に
埋
め
た
。

　
　
八
　
後
の
仁
賢
天
皇
と
顯
宗
天
皇
。

　
　
九
　
京
都
府
相
樂
郡
。

　
　
一
〇
　
豚
を
飼
う
者
。
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一
一
　
淀
川
。

　
　
一
二
　
兵
庫
縣
の
南
部
。

　
　
一
三
　
兵
庫
縣
美
嚢





郡
志
染





村
。

　
　
一
四
　
馬
や
牛
を
飼
う
者
と
し
て
使
わ
れ
た
。
な
お
こ
の
物
語
は
一
八
二
頁
に
續
く
。

　
　
　
〔
五
、
雄
略
天
皇
〕

　
　
　
　
　
〔
后
妃
と
皇
子
女
〕

　
大
長
谷
の
若
建






の
命
一
、
長
谷





の
朝
倉






の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
天
皇
、
大
日
下

の
王
が
妹
、
若
日
下
部
の
王
に
娶

ひ
ま
し
き
。
子
ま
し
ま
さ
ず
。
ま
た
都
夫
良
意
富
美
が
女
、
韓
比
賣









に
娶

ひ

て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
白
髮





の
命
、
次
に
妹



若

帶







比
賣
の
命
二
柱
。
か
れ
白
髮
の
太
子






の

御
名
代









と
し
て
、

白
髮
部









を
定
め
、
ま
た
長
谷
部









の
舍
人





を
定
め
、
ま
た
河
瀬
の
舍
人
を
定
め
た
ま
ひ
き
。
こ
の
時
に
呉
人






三
ま

ゐ
渡
り
來
つ
。
そ
の
呉
人
を
呉
原






四
に
置
き
た
ま
ひ
き
。
か
れ
其

地

に
名
づ
け
て
呉
原
と
い
ふ
。

　
　
一
　
雄
略
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。

　
　
三
　
中
國
南
方
の
人
。
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四
　
奈
良
縣
高
市
郡
。

　
　
　
　
　
〔
若
日
下
部
の
王
〕

　
初
め
大
后
、
日
下
一
に
い
ま
し
け
る
時
、
日
下
の
直
越






の
道
二
よ
り
、
河
内
に
出

で
ま
し
き
。
こ
こ
に
山
の

上
に
登
り
ま
し
て
、
國
内
を
見
放

け
た
ま
ひ
し
か
ば
、
堅
魚





を
上
げ
て
舍
屋



を
作
れ
る
家
三
あ
り
。
天
皇
そ
の

家
を
問
は
し
め
た
ま
ひ
し
く
、
「
そ
の
堅
魚





を
上
げ
て
作
れ
る
舍
は
、
誰
が
家
ぞ
」
と
問
ひ
た
ま
ひ
し
か
ば
、

答
へ
て
曰
さ
く
、
「
志

幾

の
大
縣
主









が
家
な
り
」
と
白
し
き
。
こ
こ
に
天
皇
詔
り
た
ま
は
く
、
「
奴
や
、
お

の
が
家
を
、
天
皇






の
御
舍






に
似
せ
て
造
れ
り
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
す
な
は
ち
人
を
遣
し
て
、
そ
の
家
を
燒
か

し
め
た
ま
ふ
時
に
、
そ
の
大
縣
主
、
懼

ぢ
畏





み
て
、
稽

首

白
さ
く
、
「
奴
に
あ
れ
ば
、
奴
な
が
ら
覺



ら
ず
て
、

過
ち
作
れ
る
が
、
い
と
畏
き
こ
と
」
と
ま
を
し
き
。
か
れ
稽

首

の
御
幣
物









四
を
獻
る
。
白
き
犬
に
布
を
※

け
て
、

鈴
を
著
け
て
、
お
の
が
族





、
名
は
腰
佩






と
い
ふ
人
に
、
犬
の
繩



を
取
ら
し
め
て
獻
上
り
き
。
か
れ
そ
の
火
著
く

る
こ
と
を
止
め
た
ま
ひ
き
。
す
な
は
ち
そ
の
若
日
下
部
の
王
の
御
許





に
い
で
ま
し
て
、
そ
の
犬
を
賜
ひ
入
れ
て
、

詔
ら
し
め
た
ま
は
く
、
「
こ
の
物
は
、
今
日
道
に
得
つ
る
奇





し
き
物
な
り
。
か
れ
妻
問






の
物
五
」
と
い
ひ
て
、

賜
ひ
入
れ
き
。
こ
こ
に
若
日
下
部
の
王
、
天
皇
に
奏



さ
し
め
た
ま
は
く
、
「
日
に
背



き
て
い
で
ま
す
こ
と
、
い

と
恐
し
。
か
れ
お
の
れ
直



に
ま
ゐ
上
り
て
仕
へ
ま
つ
ら
む
」
と
ま
を
さ
し
め
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
を
以
ち
て
宮
に

還
り
上
り
ま
す
時
に
、
そ
の
山
の
坂
の
上
に
行
き
立
た
し
て
、
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
日
下
部
の
　
此

方

の
山
六
と
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疊

薦







七
　
平
群





の
山
八
の
、

　
　
此

方

此

方

の
九
　
山
の
峽



に

　
　
立
ち
榮



ゆ
る
　
葉
廣





熊
白
檮









、

　
　
本
に
は
　
い
く
み
竹



一
〇
生
ひ
、

　
　
末



へ
は
　
た
し
み
竹
一
一
生
ひ
、

　
　
い
く
み
竹
　
い
く
み
は
寢
ず
一
二
、

　
　
た
し
み
竹
　
た
し
に
は
率

宿

ず
一
三
、

　
　
後
も
く
み
寢
む
　
そ
の
思
妻
、
あ
は
れ
。
　
　
（
歌
謠
番
號
九
二
）

　
す
な
は
ち
こ
の
歌
を
持
た
し
め
し
て
、
返
し
使
は
し
き
。

　
　
一
　
大
阪
府
北
河
内
郡
生
駒
山
の
西
麓
。

　
　
二
　
生
駒
山
の
く
ら
が
り
峠
を
越
え
る
道
。
大
和
か
ら
直
線
的
に
越
え
る
の
で
直
越
と
い
う
。

　
　
三
　
屋
根
の
上
に
堅
魚
の
よ
う
な
形
の
木
を
載
せ
て
作
つ
た
家
。
大
き
な
屋
根
の
家
。
カ
ツ
ヲ
は
、
堅
魚

　
　
木
の
意
。
屋
根
の
頂
上
に
何
本
も
横
に
載
せ
て
、
葺
草
を
押
え
る
材
。

　
　
四
　
敬
意
を
表
す
る
た
め
の
贈
物
。

　
　
五
　
妻
を
求
む
る
贈
物
。

　
　
六
　
今
立
つ
て
い
る
山
、
生
駒
山
。
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七
　
枕
詞
。
既
出
。

　
　
八
　
奈
良
縣
生
駒
郡
の
山
。
既
出
。

　
　
九
　
あ
ち
こ
ち
の
。

　
　
一
〇
　
茂
つ
た
竹
。

　
　
一
一
　
し
つ
か
り
し
た
竹
。

　
　
一
二
　
密
接
し
て
は
寢
ず
。

　
　
一
三
　
し
か
と
は
共
に
寢
ず
。

　
　
　
　
　
〔
引
田





部
の
赤
猪
子









〕

　
ま
た
あ
る
時
天
皇
い
で
ま
し
て
、
美
和
河









一
に
到
り
ま
す
時
に
、
河
の
邊
に
衣



洗
ふ
童
女





あ
り
。
そ
れ
顏
い

と
好
か
り
き
。
天
皇
そ
の
童
女
に
、
「
汝





は
誰
が
子
ぞ
」
と
問
は
し
け
れ
ば
、
答
へ
て
白
さ
く
「
お
の
が
名
は

引
田
部









の
赤
猪
子









と
ま
を
す
」
と
白
し
き
。
こ
こ
に
詔
ら
し
め
た
ま
ひ
し
く
は
「
汝





、
嫁



が
ず
て
あ
れ
。
今
召

さ
む
ぞ
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
宮
に
還
り
ま
し
つ
。
か
れ
そ
の
赤
猪
子
、
天
皇
の
命
を
仰
ぎ
待
ち
て
、
既
に
八

十
歳





を
經
た
り
。
こ
こ
に
赤
猪
子
「
命





を
仰
ぎ
待
ち
つ
る
間
に
、
已
に
多





の
年
を
經
て
、
姿

體







痩




み
萎



け
て

あ
れ
ば
、
更
に
恃
む
と
こ
ろ
な
し
。
然
れ
ど
も
待
ち
つ
る
心
を
顯
は
し
ま
を
さ
ず
て
は
、
悒





き
に
忍

へ
じ
二
」

と
思
ひ
て
、
百
取






の
机

代







三
の
物
を
持
た
し
め
て
、
ま
ゐ
出
で
獻
り
き
。
然
れ
ど
も
天
皇
、
先
に
詔
り
た
ま

ひ
し
事
を
ば
、
既
に
忘
ら
し
て
、
そ
の
赤
猪
子
に
問
ひ
て
の
り
た
ま
は
く
、
「
汝





は
誰
し
の
老
女





ぞ
。
何
と
か
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も
ま
ゐ
來
つ
る
」
と
問
は
し
け
れ
ば
、
こ
こ
に
赤
猪
子
答
へ
て
白
さ
く
、
「
そ
れ
の
年
の
そ
れ
の
月
に
、
天
皇

が
命
を
被





り
て
、
大
命
を
仰
ぎ
待
ち
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
八
十
歳









を
經
た
り
。
今
は
容
姿
既
に
老
い
て
、
更

に
恃
む
と
こ
ろ
な
し
。
然
れ
ど
も
、
お
の
が
志
を
顯
は
し
白
さ
む
と
し
て
、
ま
ゐ
出
で
つ
ら
く
の
み
」
と
ま
を

し
き
。
こ
こ
に
天
皇
、
い
た
く
驚
か
し
て
、
「
吾
は
既
に
先
の
事
を
忘
れ
た
り
。
然
れ
ど
も
汝





志
を
守
り
命
を

待
ち
て
、
徒
に
盛
の
年
を
過
ぐ
し
し
こ
と
、
こ
れ
い
と
愛

悲

し
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
御
心
の
う
ち
に
召
さ
む

と
欲



ほ
せ
ど
も
、
そ
の
い
た
く
老
い
ぬ
る
を
悼
み
た
ま
ひ
て
、
え
召
さ
ず
て
、
御
歌
を
賜
ひ
き
。
そ
の
御
歌
、

　
　
御
諸





の
　
嚴
白
檮









が
も
と
四
、

　
　
白

檮

が
も
と
　
ゆ
ゆ
し
き
か
も
五
。

　
　
白
檮
原









孃
子





六
　
　
（
歌
謠
番
號
九
三
）

　
ま
た
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
引
田





七
の
　
若
栗
栖
原







八
、

　
　
若
く
へ
に
九
　
率

寢

て
ま
し
も
の
。

　
　
老
い
に
け
る
か
も
。
　
　
（
歌
謠
番
號
九
四
）

　
こ
こ
に
赤
猪
子
が
泣
く
涙
、
そ
の
服

せ
る
丹
摺





の
袖
一
〇
を
悉




に

濕
ら
し
つ
。
そ
の
大
御
歌
に
答
へ
て
曰
ひ

し
く
、

　
　
御
諸
に
　
築

く
や
玉
垣






一
一
、

　
　
築

き
あ
ま
し
一
二
　
誰

に
か
も
依
ら
む
一
三
。
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神
の
宮
人
。
　
　
（
歌
謠
番
號
九
五
）

　
ま
た
歌
ひ
て
曰
ひ
し
く
、

　
　
日
下
江









一
四
の
　
入
江
の
蓮





、

　
　
花

蓮







一
五
　
身
の
盛
人
、

　
　
と
も
し
き
ろ
か
も
。
　
　
（
歌
謠
番
號
九
六
）

　
こ
こ
に
そ
の
老
女





に
物
多



に
給
ひ
て
、
返
し
遣
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
こ
の
四
歌
は
志
都
歌
一
六
な
り
。

　
　
一
　
泊
瀬
川
の
、
三
輪
山
に
接
し
て
流
れ
る
所
。

　
　
二
　
心
が
は
れ
な
い
の
に
堪
え
な
い
。

　
　
三
　
多
く
の
進
物
。

　
　
四
　
神
社
の
嚴
然
た
る
白
檮
の
木
の
下
。

　
　
五
　
憚
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
六
　
白
檮
原
に
住
む
孃
子
。
引
田
部
の
赤
猪
子
を
、
そ
の
住
所
に
よ
つ
て
い
う
。

　
　
七
　
三
輪
山
近
く
の
地
名
。

　
　
八
　
若
い
栗
の
木
の
原
。

　
　
九
　
若
い
時
代
に
。

　
　
一
〇
　
赤
い
染
料
で
す
り
つ
け
て
染
め
た
衣
服
の
袖
。
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一
一
　
ヤ
は
感
動
の
助
詞
。
神
社
で
作
る
垣
。

　
　
一
二
　
作
り
殘
し
て
。
作
る
こ
と
が
出
來
な
い
で
。

　
　
一
三
　
誰
に
た
よ
り
ま
し
よ
う
か
。
こ
の
歌
、
琴
歌
譜
に
載
せ
、
垂
仁
天
皇
が
お
妃
と
共
に
三
輪
山
に
お

　
　
登
り
に
な
つ
た
時
の
歌
と
す
る
別
傳
を
載
せ
て
い
る
。

　
　
一
四
　
大
和
川
が
作
つ
て
い
る
江
。

　
　
一
五
　
以
上
譬
喩
。

　
　
一
六
　
歌
曲
の
名
。

　
　
　
　
　
〔
吉
野
の
宮
〕

　
天
皇
吉
野





の
宮
に
い
で
ま
し
し
時
、
吉
野
川
の
邊
に
、
童
女





あ
り
、
そ
れ
形
姿
美
麗







か
り
き
。
か
れ
こ
の
童

女
を
召
し
て
、
宮
に
還
り
ま
し
き
。
後
に
更
に
吉
野





に
い
で
ま
し
し
時
に
、
そ
の
童
女
の
遇
ひ
し
所
に
留
ま
り

ま
し
て
、
其

處

に
大
御
呉
床





を
立
て
て
、
そ
の
御
呉
床
に
ま
し
ま
し
て
、
御
琴
を
彈
か
し
て
、
そ
の
童
女
に
儛

は
し
め
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
そ
の
童
女
の
好
く
儛
へ
る
に
因
り
て
、
御
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
き
。
そ
の
御
歌
、

　
　
呉
床
座









の
　
神
の
御
手
も
ち
一

　
　
彈
く
琴
に
　
儛
す
る
女





、

　
　
常
世





に
も
が
も
二
。
　
　
（
歌
謠
番
號
九
七
）

　
す
な
は
ち
阿

岐

豆

野

三
に
い
で
ま
し
て
、
御
獵
し
た
ま
ふ
時
に
、
天
皇
、
御
呉
床
に
ま
し
ま
し
き
。
こ
こ
に
、
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虻


、
御
腕






を
咋

ひ
け
る
を
、
す
な
は
ち
蜻
蛉





來
て
、
そ
の
虻



を
咋

ひ
て
、
飛

び
き
。
こ
こ
に
御
歌
よ
み
し
た
ま

へ
る
、
そ
の
御
歌
、

　
　
み
吉
野





の
　
袁

牟

漏

が
嶽



四
に

　
　
猪

鹿

伏
す
と
、

　
　
誰



ぞ
　
大
前
五
に
申
す
。

　
　
や
す
み
し
し
　
吾

が
大
君
の

　
　
猪

鹿

待
つ
と
　
呉
床





に
い
ま
し
、

　
　
白
栲






の
　
袖



著
具





ふ
六

　
　
手
腓






七
に
　
虻



掻
き
著
き
、

　
　
そ
の
虻
を
　
蜻
蛉





早
咋

ひ
、

　
　
か
く
の
ご
と
　
名
に
負
は
む
と
、

　
　
そ
ら
み
つ
　
倭





の
國
を

　
　
蜻
蛉
島







と
ふ
。
　
　
（
歌
謠
番
號
九
八
）

　
か
れ
そ
の
時
よ
り
、
そ
の
野
に
名
づ
け
て
阿

岐

豆

野

と
い
ふ
。

　
　
一
　
天
皇
の
御
手
で
。
作
者
自
身
の
事
に
敬
語
を
使
う
の
は
、
例
が
多
く
、
こ
れ
も
後
の
歌
曲
と
し
て
歌

　
　
わ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
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二
　
永
久
に
あ
り
た
い
。
常
世
は
永
久
の
世
界
。

　
　
三
　
吉
野
山
中
に
あ
る
。
藤
原
の
宮
時
代
の
吉
野
の
宮
の
所
在
地
。

　
　
四
　
吉
野
山
中
の
一
峰
だ
ろ
う
が
、
所
在
不
明
。

　
　
五
　
天
皇
の
御
前
。

　
　
六
　
白
い
織
物
の
衣
服
の
袖
を
著
用
し
て
い
る
。

　
　
七
　
腕
の
肉
の
高
い
と
こ
ろ
。

　
　
　
　
　
〔
葛
城
山
〕

　
ま
た
あ
る
時
、
天
皇
葛
城






の
山
の
上
に
登
り
幸
で
ま
し
き
。
こ
こ
に
大
き
な
る
猪
出
で
た
り
。
す
な
は
ち
天

皇
鳴

鏑







を
も
ち
て
そ
の
猪
を
射
た
ま
ふ
時
に
、
そ
の
猪
怒
り
て
、
う
た
き
依
り
來
一
。
か
れ
天
皇
、
そ
の
う

た
き
を
畏
み
て
、
榛



の
木
の
上
に
登
り
ま
し
き
。
こ
こ
に
御
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
や
す
み
し
し
　
吾

が
大
君
の

　
　
遊
ば
し
し
二
　
猪
の
、

　
　
病
猪






の
　
う
た
き
畏
み
、

　
　
わ
が
　
逃
げ
登
り
し
、

　
　
あ
り
岡

の
三
　
榛



の
木
の
枝
。
　
　
（
歌
謠
番
號
九
九
）

　
ま
た
あ
る
時
、
天
皇
葛
城
山
に
登
り
い
で
ま
す
時
に
、
百
官






の

人
ど
も
、
悉




に

紅


き
紐



著
け
た
る
青
摺
の
衣
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を
給
は
り
て
著

た
り
。
そ
の
時
に
そ
の
向
ひ
の
山
の
尾
四
よ
り
、
山
の
上
に
登
る
人
あ
り
。
既
に
天
皇
の
鹵






簿


に
等
し
く
五
、
ま
た
そ
の
束
裝





の
さ
ま
、
ま
た
人
ど
も
も
、
相
似
て
別
れ
ず
。
こ
こ
に
天
皇
見
放

け
た
ま

ひ
て
、
問
は
し
め
た
ま
は
く
、
「
こ
の
倭





の
國
に
、
吾



を
除

き
て
ま
た
君
は
無
き
を
。
今
誰
人
か
か
く
て
行
く
」

と
問
は
し
め
た
ま
ひ
し
か
ば
、
す
な
は
ち
答
へ
ま
を
せ
る
さ
ま
も
、
天
皇
の
命





の
如
く
な
り
き
。
こ
こ
に
天
皇

い
た
く
忿



り
て
、
矢
刺
し
た
ま
ひ
、
百
官
の
人
ど
も
も
、
悉
に
矢
刺
し
け
れ
ば
、
こ
こ
に
そ
の
人
ど
も
も
み
な

矢
刺
せ
り
。
か
れ
天
皇
ま
た
問
ひ
た
ま
は
く
、
「
そ
の
名
を
告

ら
さ
ね
。
こ
こ
に
名
を
告
り
て
、
矢
放
た
む
」

と
の
り
た
ま
ふ
。
こ
こ
に
答
へ
て
の
り
た
ま
は
く
、
「
吾



ま
づ
問
は
え
た
れ
ば
、
吾
ま
づ
名
告
り
せ
む
。
吾

は

惡


事
も
一
言
、
善
事





も
一
言
、
言
離






の
神
、
葛
城






の
一
言
主








の
大
神
六
な
り
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
天
皇
こ
こ

に
畏
み
て
白
し
た
ま
は
く
、
「
恐
し
、
我
が
大
神
、
現



し
お
み
ま
さ
む
と
は
、
覺

ら
ざ
り
き
七
」
と
白
し
て
、

大
御
刀
ま
た
弓
矢
を
始
め
て
、
百
官
の
人
ど
も
の
服

せ
る
衣
服





を
脱
が
し
め
て
、
拜
み
獻
り
き
。
こ
こ
に
そ
の

一
言
主
の
大
神
、
手
打
ち
て
そ
の
捧

物







を
受
け
た
ま
ひ
き
。
か
れ
天
皇
の
還
り
い
で
ま
す
時
、
そ
の
大
神
、

山
の
末

に
い
は
み
て
八
、
長
谷
の
山
口
九
に
送
り
ま
つ
り
き
。
か
れ
こ
の
一
言
主
の
大
神
は
、
そ
の
時
に
顯
れ

た
ま
へ
る
な
り
。

　
　
一
　
口
を
あ
け
て
近
づ
い
て
く
る
。

　
　
二
　
射
と
め
た
の
敬
語
法
。

　
　
三
　
そ
こ
に
あ
る
岡
の
。
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四
　
ヲ
は
山
の
稜
線
。

　
　
五
　
天
皇
の
行
列
と
同
樣
に
。

　
　
六
　
わ
し
は
凶
事
も
一
言
、
吉
事
も
一
言
で
、
き
め
て
し
ま
う
神
の
、
葛
城
の
一
言
主
の
神
だ
。
こ
の
神

　
　
の
一
言
で
、
吉
凶
が
定
ま
る
と
す
る
思
想
。
こ
れ
は
託
宣
に
現
れ
る
神
で
あ
る
が
、
こ
の
時
に
現
實
に
出

　
　
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
七
　
現
實
の
お
姿
が
あ
ろ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ウ
ツ
シ
は
現
實
に
あ
る
意
の
形
容
詞
。
オ
ミ
は

　
　
相
手
の
敬
稱
。
こ
の
語
、
原
文
「
宇
都
志
意
美
」
。
從
來
、
現
し
御
身
の
義
と
さ
れ
た
が
、
美
は
ミ
の
甲

　
　
類
の
音
で
、
身
の
音
と
違
う
。

　
　
八
　
山
の
は
し
に
集
ま
つ
て
。

　
　
九
　
天
皇
の
皇
居
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
〔
春
日
の
袁
杼
比
賣
と
三
重
の
采
女
〕

　
ま
た
天
皇
、
丸

邇

の
佐

都

紀

の
臣
が
女
、
袁

杼

比
賣
を
婚



ひ
に
、
春
日
一
に
い
で
ま
し
し
時
、
媛
女





、
道
に

逢
ひ
て
、
す
な
は
ち
幸
行






を
見
て
、
岡
邊





に
逃
げ
隱
り
き
。
か
れ
御
歌
よ
み
し
た
ま
へ
る
、
そ
の
御
歌
、

　
　
孃
子





の
　
い
隱



る
岡
を

　
　
金
※






も
　
五

百

箇

も
が
も
二
。

　
　
※

き
撥

ぬ
る
も
の
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
〇
〇
）
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か
れ
そ
の
岡
に
名
づ
け
て
、
金
※






の
岡
と
い
ふ
。

　
ま
た
天
皇
、
長
谷
の
百
枝
槻







三
の
下
に
ま
し
ま
し
て
、
豐
の
樂





き
こ
し
め
し
し
時
に
、
伊
勢
の
國
の
三
重
の

※

四

、
大
御
盞









を
捧
げ
て
獻
り
き
。
こ
こ
に
そ
の
百
枝
槻
の
葉
落
ち
て
、
大
御
盞
に
浮
び
き
。
そ
の
※
、
落

葉
の
御

盞







に
浮
べ
る
を
知
ら
ず
て
、
な
ほ
大
御
酒
獻
り
け
る
に
、
天
皇
、
そ
の
御
盞
に
浮
べ
る
葉
を
看
そ
な

は
し
て
、
そ
の
※
を
打
ち
伏
せ
、
御
佩
刀





を
そ
の
頸
に
刺
し
當
て
て
、
斬
ら
む
と
し
た
ま
ふ
時
に
、
そ
の
※
、

天
皇
に
白
し
て
曰
さ
く
、
「
吾
が
身
を
な
殺
し
た
ま
ひ
そ
。
白
す
べ
き
事
あ
り
」
と
ま
を
し
て
、
す
な
は
ち
歌

ひ
て
曰
ひ
し
く
、

　
　
纏
向






の
　
日
代





の
宮
五
は
、

　
　
朝
日
の
　
日
照

る
宮
。

　
　
夕
日
の
　
日
陰



る
宮
。

　
　
竹
の
根
の
　
根

足

る
宮
六
。

　
　
木

の
根

の
　
根

蔓

ふ
宮
。

　
　
八

百

土

よ
し
七
　
い
杵
築





の
宮
八
。

　
　
ま
木

さ
く
　
日
の
御
門
、

　
　
新
嘗
屋







九
に
　
生
ひ
立

て
る

　
　
百
足

る
一
〇
　
槻



が
枝

は
、

　
　
上

つ
枝

は
　
天
を
負

へ
り
。
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中
つ
枝
は
　
東





を
負
へ
り
一
一
。

　
　
下
枝





は
　
鄙



を
負
へ
り
。

　
　
上

つ
枝

の
　
枝

の
末
葉





は

　
　
中
つ
枝
に
　
落
ち
觸
ら
ば
へ
一
二
、

　
　
中
つ
枝
の
　
枝
の
末
葉
は

　
　
下



つ
枝
に
　
落
ち
觸
ら
ば
へ
、

　
　
下



枝
の
　
枝
の
末
葉
は

　
　
あ
り
衣



の
一
三
　
三
重
の
子
が

　
　
捧



が
せ
る
　
瑞
玉
盃








一
四
に

　
　
浮
き
し
脂





　
落
ち
な
づ
さ
ひ
一
五
、

　
　
水



こ
を
ろ
こ
を
ろ
に
一
六
、

　
　
こ
し
も
　
あ
や
に
か
し
こ
し
。

　
　
高
光
る
　
日
の
御
子
。

　
　
事
の
　
語
り
ご
と
も
　
こ
を
ば
一
七
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
〇
一
）

　
か
れ
こ
の
歌
を
獻
り
し
か
ば
、
そ
の
罪
を
赦
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
大
后
一
八
の
歌
よ
み
し
た
ま
へ
る
、
そ

の
御
歌
、

　
　
倭





の
　
こ
の
高
市





一
九
に
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小
高





る
　
市



の
高
處





二
〇
、

　
　
新
嘗
屋







に
　
生
ひ
立

て
る

　
　
葉
廣





　
ゆ
つ
ま
椿





、

　
　
そ
が
葉
の
　
廣
り
い
ま
し
、

　
　
そ
の
花
の
　
照
り
い
ま
す

　
　
高
光
る
　
日
の
御
子
に
、

　
　
豐
御
酒









　
獻
ら
せ
二
一
。

　
　
事
の
　
語
り
ご
と
も
　
こ
を
ば
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
〇
二
）

　
す
な
は
ち
天
皇
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
も
も
し
き
の
　
大
宮
人








は
、

　
　
鶉

鳥







二
二
　
　
領

布

二
三
取
り
掛
け
て

　
　
鶺

鴒







二
四
　
尾
行
き
合
へ

　
　
庭

雀







二
五
、
う
ず
す
ま
り
居
て

　
　
今
日
も
か
も
　
酒



み
づ
く
ら
し
二
六
。

　
　
高
光
る
　
日
の
宮
人
。

　
　
事
の
　
語
り
ご
と
も
　
こ
を
ば
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
〇
三
）

　
こ
の
三
歌
は
、
天

語







歌
二
七
な
り
。
か
れ
豐



の
樂





に
、
そ
の
三
重
の
※
を
譽
め
て
、
物
多



に
給
ひ
き
。
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こ
の
豐
の
樂
の
日
、
ま
た
春
日
の
袁

杼

比

賣

が
大
御
酒
獻
り
し
時
に
、
天
皇
の
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
水
灌






く
二
八
　
臣



の
孃
子





、

　
　
秀
※





取
ら
す
も
二
九
。

　
　
秀
罇
取
り
　
堅
く
取
ら
せ
。

　
　
下
堅






く
　
彌
堅





く
取
ら
せ
。

　
　
秀
罇
取
ら
す
子
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
〇
四
）

　
こ
は
宇

岐

歌
三
〇
な
り
。
こ
こ
に
袁
杼
比
賣
、
歌
獻
り
き
。
そ
の
歌
、

　
　
や
す
み
し
し
　
吾
が
大
君
の

　
　
朝
戸





三
一
に
は
　
い
倚
り
立

た
し
、

　
　
夕
戸
に
は
　
い
倚
り
立

た
す

　
　
脇
几






三
二
が
　
下
の

　
　
板
に
も
が
。
吾

兄

三
三
を
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
〇
五
）

　
こ
は
志

都

歌
三
四
な
り
。

　
天
皇
、
御
年
、
一
百
二
十
四
歳












。
己
巳
の
年
八
月
九
日
崩
り
た
ま
ひ
き
。
御
陵
は
河
内





の
多

治

比

の
高
※






三

五
に
あ
り
。

　
　
一
　
和
邇
氏
の
居
住
地
で
、
奈
良
市
の
東
部
。
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二
　
金
屬
の
鋤
も
た
く
さ
ん
ほ
し
い
。

　
　
三
　
枝
の
し
げ
つ
た
槻
の
木
。

　
　
四
　
伊
勢
の
國
の
三
重
の
地
か
ら
出
た
采
女
。
ウ
ネ
メ
は
、
地
方
の
豪
族
の
女
子
を
召
し
出
し
て
宮
廷
に

　
　
奉
仕
さ
せ
る
。
後
に
法
制
化
さ
れ
る
。

　
　
五
　
景
行
天
皇
の
皇
居
。
長
谷
の
朝
倉
の
宮
と
は
、
離
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
歌
曲
の
歌
で
、
そ
の
物
語

　
　
を
雄
略
天
皇
の
事
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
　
六
　
根
の
張
つ
て
い
る
宮
。

　
　
七
　
枕
詞
。
た
く
さ
ん
の
土
。

　
　
八
　
杵
で
つ
き
堅
め
た
宮
。

　
　
九
　
新
穀
で
祭
を
す
る
家
屋
。

　
　
一
〇
　
枝
が
茂
つ
て
充
實
し
て
い
る
。

　
　
一
一
　
東
方
を
せ
お
つ
て
い
る
。

　
　
一
二
　
續
い
て
觸
れ
て
い
る
。

　
　
一
三
　
枕
詞
。
そ
こ
に
あ
る
衣
の
三
重
と
修
飾
す
る
。

　
　
一
四
　
ミ
ヅ
は
生
氣
の
あ
る
。
美
し
い
盃
。

　
　
一
五
　
浮
い
た
脂
の
よ
う
に
落
ち
漂
つ
て
。
ナ
ヅ
サ
ヒ
は
、
水
を
分
け
る
。

　
　
一
六
　
水
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
。
こ
の
數
句
、
天
地
の
初
發
の
神
話
に
見
え
る
句
で
、
そ
の
神
話
の
傳
え
手
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と
の
關
係
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
一
七
　
四
五
頁
參
照
。

　
　
一
八
　
皇
后
。

　
　
一
九
　
高
い
と
こ
ろ
。

　
　
二
〇
　
市
の
高
み
。

　
　
二
一
　
奉
る
の
敬
語
の
命
令
形
。

　
　
二
二
　
譬
喩
に
よ
る
枕
詞
。
鶉
は
頭
か
ら
胸
に
か
け
て
白
い
斑
が
あ
る
の
で
、
領
布
を
か
け
る
に
冠
す
る
。

　
　
　
　
二
三
　
四
二
頁
參
照
。

　
　
二
四
　
譬
喩
。
セ
キ
レ
イ
。

　
　
二
五
　
譬
喩
に
よ
る
枕
詞
。

　
　
二
六
　
酒
宴
を
す
る
ら
し
い
。

　
　
二
七
　
歌
曲
の
名
。

　
　
二
八
　
枕
詞
。
オ
ミ
（
大
き
い
水
、
海
）
に
冠
す
る
。

　
　
二
九
　
た
け
の
高
い
酒
瓶
を
お
取
り
に
な
る
。

　
　
三
〇
　
歌
曲
の
名
。
酒
盃
の
歌
の
意
。

　
　
三
一
　
朝
の
御
座
。

　
　
三
二
　
よ
り
か
か
る
机
、
脇
息
。
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三
三
　
は
や
し
詞
。

　
　
三
四
　
歌
曲
の
名
。

　
　
三
五
　
大
阪
府
南
河
内
郡
。

　
　
　
〔
六
、
清
寧
天
皇
・
顯
宗
天
皇
・
仁
賢
天
皇
〕

　
　
　
　
　
〔
清
寧
天
皇
〕

　
御
子
、
白
髮





の
大
倭
根
子









の
命
一
、
伊

波

禮

の
甕
栗






の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。

　
こ
の
天
皇
、
皇
后
ま
し
ま
さ
ず
、
御
子
も
ま
し
ま
さ
ざ
り
き
。
か
れ
御
名
代
と
し
て
、
白
髮
部









を
定
め
た
ま

ひ
き
。
か
れ
天
皇
崩




り

ま
し
て
後
、
天
の
下
治
ら
す
べ
き
御
子
ま
し
ま
さ
ず
。
こ
こ
に
日
繼
知
ら
し
め
さ
む
御

子
を
問
ひ
て
、
市
の
邊
の
忍
齒
別







の
王
の
妹
、
忍
海






の
郎
女
、
ま
た
の
名
は
飯
豐






の
王
、
葛
城
の
忍
海
の
高
木

の
角
刺






の
宮
三
に
ま
し
ま
し
き
。

　
　
一
　
清
寧
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。

　
　
三
　
奈
良
縣
南
葛
城
郡
。
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〔
志
自
牟
の
新
室
樂
〕

　
こ
こ
に
山
部





の
連





小
楯





、
針
間





の
國
の
宰





一

に
任

さ
さ
れ
し
時
に
、
そ
の
國
の
人

民








名
は
志

自

牟

が
新
室

に
到
り
て
樂





し
き
。
こ
こ
に
盛





に
樂



げ
て
酒
酣





な
る
に
、
次
第





を
も
ち
て
み
な
儛
ひ
き
。
か
れ
火
燒



の
小
子





二

人
、
竈





の
傍

に
居
た
る
、
そ
の
小
子
ど
も
に
儛
は
し
む
。
こ
こ
に
そ
の
一
人
の
小
子
、
「
汝

兄

ま
づ
儛
ひ
た
ま

へ
」
と
い
へ
ば
、
そ
の
兄
も
、
「
汝
弟





ま
づ
儛
ひ
た
ま
へ
」
と
い
ひ
き
。
か
く
相
讓
る
時
に
、
そ
の
會



へ
る
人

ど
も
、
そ
の
讓
れ
る
状



を
咲



ひ
き
。
こ
こ
に
遂
に
兄
儛
ひ
訖
り
て
、
次
に
弟
儛
は
む
と
す
る
時
に
、
詠





し

た
ま

ひ
つ
ら
く
、

　
　
物



の
部

二
の
、
わ
が
夫

子

が
、
取
り
佩

け
る
、
大
刀
の
手
上





に
、
丹

書

き
著
け
三
、
そ
の
緒
に
は
、
赤
幡






　
　
を
裁
ち
四
、
赤
幡
た
ち
て
見
れ
ば
、
い
隱
る
、
山
の
御
尾
の
、
竹
を
掻
き
苅
り
、
末
押
し
靡
か
す
な
す
五
、

　
　
八
絃





の
琴
を
調



べ
た
る
ご
と
六
、
天
の
下
治

ら
し
給

び
し
、
伊

耶

本

和

氣

の
天
皇
七
の
御
子
、
市
の
邊
の

　
　
押
齒
の
王



の
、
奴





、
御
末





八
。

　
と
の
り
た
ま
ひ
つ
。
こ
こ
に
す
な
は
ち
小
楯
の
連
聞
き
驚
き
て
、
床



よ
り
墮
ち
轉



び
て
、
そ
の
室
の
人
ど
も

を
追
ひ
出
し
て
、
そ
の
二
柱
の
御
子
を
、
左

右








の
膝
の
上

に
坐

せ
ま
つ
り
て
、
泣
き
悲
み
て
、
人
民
ど
も
を

集
へ
て
、
假
宮
を
作
り
て
、
そ
の
假
宮
に
坐

せ
ま
つ
り
置
き
て
、
驛

使








上
り
き
。
こ
こ
に
そ
の
御
姨



飯
豐






の

王
、
聞
き
歡
ば
し
て
、
宮
に
上



ら
し
め
た
ま
ひ
き
。

　
　
一
　
播
磨
の
國
の
長
官
。
こ
の
物
語
は
、
一
六
八
頁
の
市
の
邊
の
忍
齒
の
王
の
殺
さ
れ
た
物
語
の
續
き
に
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な
る
。

　
　
二
　
朝
廷
に
仕
え
る
部
族
。
古
く
は
武
士
に
は
限
ら
な
い
。

　
　
三
　
大
刀
の
柄
に
赤
い
畫
を
か
き
。

　
　
四
　
赤
い
織
物
を
切
つ
て
。

　
　
五
　
竹
の
末
を
お
し
伏
せ
る
よ
う
に
。
勢
い
の
よ
い
形
容
。

　
　
六
　
絃
の
多
い
琴
を
ひ
く
よ
う
に
。
さ
か
ん
に
の
形
容
。

　
　
七
　
履
中
天
皇
。

　
　
八
　
わ
れ
ら
は
そ
の
子
孫
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
〔
歌
垣
〕

　
か
れ
天
の
下
治
ら
し
め
さ
む
と
せ
し
ほ
ど
に
、
平
群





の
臣
が
祖



、
名
は
志

毘

の
臣
、
歌
垣






に
立
ち
て
一
、
そ

の
袁

祁

の
命
の
婚



は
む
と
す
る
美
人





の
手
を
取
り
つ
。
そ
の
孃
子
は
、
菟

田

の
首





等
が
女
、
名
は
大
魚





と
い
へ

り
、
こ
こ
に
袁
祁
の
命
も
歌
垣
に
立
た
し
き
。
こ
こ
に
志
毘
の
臣
歌
ひ
て
曰
ひ
し
く
、

　
　
大
宮
の
　
を
と
つ
端
手





二
　
隅



傾




け
り
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
〇
六
）

　
か
く
歌
ひ
て
、
そ
の
歌
の
末
を
乞
ふ
時
に
、
袁
祁
の
命
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
大

匠







　
拙
劣





み
こ
そ
三
　
隅
傾
け
れ
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
〇
七
）

　
こ
こ
に
志
毘
の
臣
、
ま
た
歌
ひ
て
曰
ひ
し
く
、
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大
君
の
　
心
を
ゆ
ら
み
四
、

　
　
臣
の
子
の
　
八
重
の
柴
垣

　
　
入
り
立
た
ず
あ
り
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
〇
八
）

　
こ
こ
に
王
子
ま
た
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
潮
瀬





の
　
波
折





を
見
れ
ば
五
、

　
　
遊
び
來
る
　
鮪



が
端
手





に

　
　
妻
立
て
り
見
ゆ
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
〇
九
）

　
こ
こ
に
志
毘
の
臣
、
い
よ
よ
忿
り
て
歌
ひ
て
曰
ひ
し
く
、

　
　
大
君
の
　
王



の
柴
垣
、

　
　
八
節
結









り
　
結



り
も
と
ほ
し
六

　
　
截

れ
む
柴
垣
。
燒
け
む
柴
垣
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
一
〇
）

　
こ
こ
に
王
子
ま
た
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
大
魚





よ
し
七
　
鮪



衝

く
八
海
人





よ
、

　
　
其

が
あ
れ
ば
　
う
ら
戀



し
け
む
九
。

　
　
鮪
衝
く
鮪
一
〇
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
一
一
）

　
か
く
歌
ひ
て
、
鬪



ひ
明
し
て
一
一
、
お
の
も
お
の
も
散



け
ま
し
つ
。
明
く
る
旦
時





、
意

祁

の
命
、
袁

祁

の
命

二
柱
議



り
た
ま
は
く
、
「
お
よ
そ
朝
廷





の
人
ど
も
は
、
旦





に
は
朝
廷
に
參
り
、
晝
は
志
毘
が
門



に
集



ふ
。
ま
た
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今
は
志
毘
か
な
ら
ず
寢
ね
た
ら
む
。
そ
の
門
に
人
も
無
け
む
。
か
れ
今
な
ら
ず
は
、
謀
り
難
け
む
」
と
は
か
り

て
、
す
な
は
ち
軍
を
興
し
て
、
志
毘
の
臣
が
家
を
圍



み
て
、
殺

り
た
ま
ひ
き
。

　
こ
こ
に
二
柱
の
御
子
た
ち
、
お
の
も
お
の
も
天
の
下
を
讓
り
た
ま
ひ
き
。
意

富

祁

の
命
一
二
、
そ
の
弟
袁
祁

の
命
に
讓
り
て
の
り
た
ま
は
く
、
「
針
間





の
志

自

牟

が
家
に
住
み
し
時
に
、
汝

が
命
名
を
顯
は
さ
ざ
ら
ま
せ
ば

一
三
、
更
に
天
の
下
知
ら
さ
む
君
と
は
な
ら
ざ
ら
ま
し
。
こ
れ
既
に
汝

が
命
の
功





な
り
。
か
れ
吾
、
兄
に
は
あ

れ
ど
も
、
な
ほ
汝
が
命
ま
づ
天
の
下
を
治
ら
し
め
せ
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
堅
く
讓
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
え
辭



み
た
ま
は
ず
て
、
袁
祁
の
命
、
ま
づ
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。

　
　
一
　
男
女
あ
つ
ま
つ
て
互
に
歌
を
か
け
あ
う
行
事
に
出
て
。

　
　
二
　
あ
ち
ら
の
出
て
い
る
所
。

　
　
三
　
大
工
が
下
手
だ
か
ら
。

　
　
四
　
心
が
ゆ
る
い
の
で
。

　
　
五
　
海
水
の
瀬
に
う
ち
か
か
る
波
を
見
れ
ば
。
ナ
ヲ
リ
は
、
波
が
よ
せ
て
く
ず
れ
る
も
の
。

　
　
六
　
多
く
の
小
間
で
結
ん
で
、
結
び
𢌞
ら
し
て
あ
る
が
。

　
　
七
　
枕
詞
。
大
き
い
魚
よ
。

　
　
八
　
シ
ビ
は
、
マ
グ
ロ
の
大
き
い
も
の
。
こ
こ
は
志
毘
の
臣
を
い
う
。
モ
リ
で
突
く
か
ら
、
シ
ビ
ツ
ク
と

　
　
い
う
。
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九
　
志
毘
が
あ
る
の
で
、
姫
が
心
中
戀
し
く
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　
一
〇
　
そ
の
鮪
を
突
く
、
鮪
を
。
こ
の
歌
、
宣
長
は
、
別
の
時
の
王
子
の
歌
と
い
い
、
橘
守
部
は
、
志
毘

　
　
の
臣
の
歌
だ
と
い
う
。

　
　
一
一
　
歌
を
か
け
合
つ
て
夜
を
明
か
し
て
。

　
　
一
二
　
オ
ケ
の
命
に
同
じ
。
仁
賢
天
皇
。
元
來
、
こ
の
兄
弟
は
、
オ
ホ
（
大
）
、
ヲ
（
小
）
を
冠
す
る
御

　
　
名
に
な
つ
て
い
る
の
で
、
オ
ケ
の
オ
も
大
の
意
で
あ
る
。

　
　
一
三
　
あ
な
た
が
名
を
顯
さ
な
か
つ
た
と
し
た
ら
。

　
　
　
　
　
〔
顯
宗
天
皇
〕

　
伊
弉
本
別











の
王
の
御
子
、
市
の
邊
の
忍
齒
の
王
の
御
子
、
袁

祁

の
石
巣
別







の
命
一
、
近
つ
飛
鳥
の
宮
二
に
ま

し
ま
し
て
、
八
歳





天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の
天
皇
、
石
木





の
王
の
女
難
波
の
王
に
娶
ひ
し
か
ど
も
、
御
子

ま
し
ま
さ
ざ
り
き
。

　
こ
の
天
皇
、
そ
の
父
王
市
の
邊
の
王
の
御
骨






を
求

ぎ
た
ま
ふ
時
に
、
淡
海





の
國
な
る
賤
し
き
老
媼





ま
ゐ
出
て

白
さ
く
、
「
王
子
の
御
骨
を
埋
み
し
所
は
、
も
は
ら
吾
よ
く
知
れ
り
。
ま
た
そ
の
御
齒
も
ち
て
知
る
べ
し
」
と

ま
を
し
き
。
御
齒
は
三
枝
な
す
三
押
齒
に
坐
し
き
。
こ
こ
に
民
を
起

て
て
、
土
を
掘
り
て
、
そ
の
御
骨
を
求
ぎ

て
、
す
な
は
ち
そ
の
御
骨
を
獲
て
、
そ
の
蚊
屋
野
の
東




の

山
に
、
御
陵
作
り
て
葬



め
ま
つ
り
て
、
韓

※







四
が

子
ど
も
に
、
そ
の
御
陵
を
守
ら
し
め
た
ま
ひ
き
。
然
あ
り
て
後
に
、
そ
の
御
骨
を
持
ち
上



り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
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還
り
上
り
ま
し
て
、
そ
の
老
媼
を
召
し
て
、
そ
の
見
失
は
ず
、
さ
だ
か
に
そ
の
地
を
知
れ
り
し
こ
と
を
譽
め
て
、

置
目





の
老
媼





五
と
い
ふ
名
を
賜
ひ
き
。
よ
り
て
宮
の
内
に
召
し
入
れ
て
、
敦



く
廣
く
惠
み
た
ま
ふ
。
か
れ
そ
の

老
媼
の
住
む
屋
を
ば
、
宮
の
邊

近
く
作
り
て
、
日
ご
と
に
か
な
ら
ず
召
す
。
か
れ
大
殿
の
戸
に
鐸





六
を
掛
け
て
、

そ
の
老
媼
を
召
し
た
ま
ふ
時
は
、
か
な
ら
ず
そ
の
鐸





を
引
き
鳴
ら
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
御
歌
よ
み
し
た
ま
へ

る
、
そ
の
歌
、

　
　
淺
茅
原
　
小
谷





を
過
ぎ
て
七
、

　
　
百
傳
ふ
八
　
鐸



搖


く
も
。

　
　
置
目
來

ら
し
も
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
一
二
）

　
こ
こ
に
置
目
の
老
媼
、
「
僕
い
た
く
老
い
に
た
れ
ば
、
本
つ
國
に
退



ら
む
と
お
も
ふ
」
と
ま
を
し
き
。
か
れ

白
せ
る
ま
に
ま
に
、
退



り
し
時
に
天
皇
見
送
り
て
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、

　
　
置
目
も
や
九
　
淡
海
の
置
目
、

　
　
明
日
よ
り
は
　
み
山
隱



り
て

　
　
見
え
ず
か
も
あ
ら
む
。
　
　
（
歌
謠
番
號
一
一
三
）

　
初
め
天
皇
、
難




に

逢
ひ
て
、
逃
げ
ま
し
し
時
に
、
そ
の
御
粮





を
奪

り
し
猪
甘





の
老
人





を
求

ぎ
た
ま
ひ
き
。
こ

こ
に
求
ぎ
得
て
、
喚
び
上
げ
て
、
飛
鳥
河
の
河
原
に
斬
り
て
、
み
な
そ
の
族





ど
も
の
膝
の
筋
を
斷
ち
た
ま
ひ
き
。

こ
こ
を
以
ち
て
今
に
至
る
ま
で
、
そ
の
子
孫





倭
に
上
る
日
、
か
な
ら
ず
お
の
づ
か
ら
跛




く

な
り
。
か
れ
そ
の
老

の
所
在





を
能
く
見
し
め
き
。
か
れ
其

處

を
志

米

須

一
〇
と
い
ふ
。
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天
皇
、
そ
の
父
王
を
殺
し
た
ま
ひ
し
大
長
谷







の
天
皇
一
一
を
深
く
怨
み
ま
つ
り
て
、
そ
の
御
靈
一
二
に
報
い

む
と
思
ほ
し
き
。
か
れ
そ
の
大
長
谷
の
天
皇
の
御
陵
を
毀



ら
む
と
思
ほ
し
て
、
人
を
遣
す
時
に
、
そ
の
同

母

兄

意

祁

の
命
奏
し
て
言



さ
く
、
「
こ
の
御
陵
を
壞
ら
む
に
は
、
他



し
人
を
遣
す
べ
か
ら
ず
。
も
は
ら
僕
み
づ
か
ら

行
き
て
、
大
君
の
御
心
の
ご
と
壞



り
て
ま
ゐ
出
む
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
天
皇
、
「
然
ら
ば
命
の
ま

に
ま
に
い
で
ま
せ
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
を
以
ち
て
意

祁

の
命
、
み
づ
か
ら
下
り
い
で
ま
し
て
、
そ
の
御

陵
の
傍





を
少
し
掘
り
て
還
り
上
ら
し
て
、
復

奏







し
て
言



さ
く
、
「
既
に
掘
り
壞
り
ぬ
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。

こ
こ
に
天
皇
、
そ
の
早
く
還
り
上
り
ま
せ
る
こ
と
を
怪
み
ま
し
て
、
「
如
何






に
壞
り
た
ま
ひ
つ
る
」
と
詔
り
た

ま
へ
ば
、
答
へ
て
白
さ
く
、
「
そ
の
御
陵
の
傍
の
土
を
少
し
掘
り
つ
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
天
皇
詔
り
た
ま

は
く
、
「
父
王






の
仇
を
報
い
ま
つ
ら
む
と
思
へ
ば
、
か
な
ら
ず
そ
の
御
陵
を
悉




に

壞
り
な
む
を
。
何
と
か
も
少

し
く
掘
り
た
ま
ひ
つ
る
」
と
詔
り
た
ま
ひ
し
か
ば
、
答
へ
て
曰
さ
く
、
「
然
し
つ
る
故
は
、
父
王
の
仇
を
、
そ

の
御
靈
に
報
い
む
と
思
ほ
す
は
、
誠
に
理




な

り
。
然
れ
ど
も
そ
の
大
長
谷
の
天
皇
は
、
父
の
仇
に
は
あ
れ
ど
も
、

還
り
て
は
一
三
我
が
從

父

一
四
に
ま
し
、
ま
た
天
の
下
治
ら
し
め
し
し
天
皇
に
ま
す
を
、
今
單





に
父
の
仇
と
い

ふ
志
を
取
り
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
し
天
皇
の
御
陵
を
悉
に
壞
り
な
ば
、
後
の
人
か
な
ら
ず
誹



り
ま
つ
ら
む
。

た
だ
、
父
王
の
仇
は
、
報
い
ず
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
か
れ
そ
の
御
陵
の
邊
を
少
し
く
掘
り
つ
。
既
に
か
く
恥
か

し
め
ま
つ
れ
ば
、
後
の
世
に
示
す
に
も
足
り
な
む
」
と
、
か
く
ま
を
し
た
ま
ひ
し
か
ば
、
天
皇
、
答
へ
詔
り
た

ま
は
く
、
「
こ
も
い
と
理
な
り
。
命





の
如
く
て
可

し
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
天
皇
崩
り
ま
し
て
、
す
な
は

ち
意

富

祁

の
命
、
天
つ
日
繼
知
ら
し
め
き
。
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天
皇
、
御
年
三
十
八
歳









、
八
歳





天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
御
陵
は
片
岡
の
石
坏






の
岡
一
五
の
上
に
あ
り
。

　
　
一
　
顯
宗
天
皇
。

　
　
二
　
大
阪
府
南
河
内
郡
。

　
　
三
　
先
が
三
つ
に
別
れ
た
大
き
い
齒
で
あ
つ
た
。

　
　
四
　
一
六
八
頁
に
出
た
佐
佐
紀
の
山
の
君
の
祖
。

　
　
五
　
見
て
お
い
た
お
婆
さ
ん
。

　
　
六
　
大
形
の
鈴
。

　
　
七
　
淺
茅
の
原
や
谷
を
過
ぎ
て
。
さ
ま
ざ
ま
の
地
形
を
通
つ
て
。

　
　
八
　
方
々
傳
つ
て
。

　
　
九
　
置
目
と
呼
び
か
け
る
語
法
。
モ
ヤ
は
感
動
の
助
詞
。
こ
の
句
、
日
本
書
紀
に
「
置
目
も
よ
」
。

　
　
一
〇
　
所
在
不
明
。

　
　
一
一
　
雄
略
天
皇
。

　
　
一
二
　
既
に
崩
ぜ
ら
れ
た
の
で
か
く
い
う
。

　
　
一
三
　
ま
た
考
え
れ
ば
。

　
　
一
四
　
雄
略
天
皇
と
押
齒
の
王
と
は
仁
徳
天
皇
の
孫
で
從
兄
弟
で
あ
り
、
仁
賢
顯
宗
の
兩
天
皇
か
ら
は
、

　
　
雄
略
天
皇
は
、
父
の
い
と
こ
に
當
る
。
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一
五
　
奈
良
縣
北
葛
城
郡
。

　
　
　
　
　
〔
仁
賢
天
皇
〕

　
袁
祁
の
王
の
兄
、
意

富

祁

の
王
一
、
石



の
上



の
廣
高
の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
天

皇
、
大
長
谷
の
若
建






の
天
皇
の
御
子
、
春
日
の
大
郎
女
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
高
木
の
郎
女
、
次
に

財

の

郎
女
、
次
に
久

須

毘

の
郎
女
、
次
に
手
白
髮









の
郎
女
、
次
に
小
長
谷









の
若

雀







の
命
、
次
に
眞
若





の
王
。

ま
た
丸

邇

の
日
爪






の
臣
が
女
、
糠



の
若
子





の
郎
女
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
春
日
の
小

田

の
郎
女
。
こ

の
天
皇
の
御
子
た
ち
、
并
せ
て
、
七
柱
。
こ
の
中
、
小
長
谷
の
若
雀
の
命
は
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。

　
　
一
　
仁
賢
天
皇
。
こ
の
天
皇
の
記
事
に
は
御
陵
の
事
が
な
い
。
こ
れ
か
ら
以
下
は
、
物
語
の
部
分
が
無
く
、

　
　
帝
紀
の
原
形
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
二
　
奈
良
縣
山
邊
郡
。

　
　
　
〔
七
、
武
烈
天
皇
以
後
九
代
〕

　
　
　
　
　
〔
武
烈
天
皇
〕

　
小
長
谷
の
若
雀
の
命
一
、
長
谷
の
列
木





の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
八
歳
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の
天
皇
、
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太

子








ま
し
ま
さ
ず
。
か
れ
御
子
代
と
し
て
、
小
長
谷
部











を
定
め
た
ま
ひ
き
。
御
陵
は
片
岡
の
石
坏






の
岡
三
に

あ
り
。
天
皇
既
に
崩
り
ま
し
て
、
日
續
知
ら
し
め
す
べ
き
王
ま
し
ま
さ
ず
。
か
れ
品
太





の
天
皇
四
五
世









の
孫



五
、

袁

本

杼

の
命
を
近
つ
淡
海
の
國
よ
り
上
り
ま
さ
し
め
て
、
手
白
髮









の
命
に
合
は
せ
て
、
天
の
下
を
授
け
ま
つ
り

き
。

　
　
一
　
武
烈
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。

　
　
三
　
奈
良
縣
北
葛
城
郡
。

　
　
四
　
應
神
天
皇
。

　
　
五
　
オ
ホ
ホ
ド
の
王
の
系
統
で
あ
る
が
、
古
事
記
日
本
書
紀
に
は
そ
の
系
譜
は
記
さ
れ
な
い
。
た
だ
釋
日

　
　
本
紀
に
引
い
た
上
宮
記
と
い
う
今
日
亡
ん
だ
書
に
だ
け
そ
の
系
譜
が
見
え
る
。
應
神
天
皇
　
若
野
毛
二
俣

　
　
の
王
　
意
富
富
杼
の
王
　
宇
非
の
王
　
彦
大
人
の
王
　
袁
本
杼
の
王
。

　
　
　
　
　
〔
繼
體
天
皇
〕

　
品
太





の
王
の
五
世
の
孫
袁

本

杼

の
命
一
、
伊

波

禮

の
玉
穗





の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。

天
皇
三

尾

の
君
等
が
祖
、
名
は
若
比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
大
郎
子








、
次
に
出
雲
の
郎
女
二
柱
。

ま
た
尾
張
の
連
等
が
祖
、
凡





の
連
が
妹
、
目
子
の
郎
女
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
廣
國
押
建
金
日













の
命
、
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次
に
建
小





廣
國
押
楯
の
命
二
柱
。
ま
た
意

富

祁

の
天
皇
の
御
子
、
手
白
髮
の
命
こ
は
大
后
に
ま
す
。
に
娶
ひ
て
、

生
み
ま
せ
る
御
子
、
天
國
押
波
流
岐
廣
庭















の
命
一
柱
。
ま
た
息
長






の
眞

手

の
王
が
女
、
麻
組





の
郎
女
に
娶
ひ
て
、

生
み
ま
せ
る
御
子
、
佐

佐

宜

の
郎
女
一
柱
。
ま
た
坂
田
の
大
俣






の
王
が
女
、
黒
比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る

御
子
、
神
前






の
郎
女
、
次
に
茨
田






の
郎
女
、
次
に
白
坂






の
活
目





子
の
郎
女
、
次
に
小

野

の
郎
女
、
ま
た
の
名
は

長
目





比
賣
四
柱
三
。
ま
た
三

尾

の
君
加

多

夫

が
妹
、
倭





比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
大
郎
女
、
次
に

丸
高






の
王
、
次
に
耳



の
王
、
次
に
赤
比
賣
の
郎
女
四
柱
。
ま
た
阿
部
の
波

延

比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御

子
、
若
屋





の
郎
女
、
次
に
都

夫

良

の
郎
女
、
次
に
阿

豆

の
王
三
柱
。
こ
の
天
皇
の
御
子
た
ち
、
并
せ
て

十

九








王





。
男
王
七
柱
、
女
王
十
二
柱
。
こ
の
中
、
天
國
押
波
流
岐
廣
庭
の
命
は
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
次
に

廣
國
押
建
金
日
の
命
も
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
次
に
建
小
廣
國
押
楯
の
命
も
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
次
に

佐
佐
宜
の
王
は
、
伊
勢
の
神
宮
を
い
つ
き
ま
つ
り
た
ま
ひ
き
。
こ
の
御
世
に
、
竺
紫





の
君
石
井





四
、
天
皇
の
命

に
從
は
ず
し
て
禮



無
き
こ
と
多
か
り
き
。
か
れ
物
部






の
荒
甲






の
大

連







、
大
伴






の
金
村






の
連
二
人
を
遣
は
し
て
、

石
井
を
殺
ら
し
め
た
ま
ひ
き
。

　
天
皇
、
御
年
四
十
三
歳









。
丁
未
の
年
四
月
九
日
崩
り
た
ま
ひ
き
。
御
陵
は
三
島
の
藍
の
陵
五
な
り
。

　
　
一
　
繼
體
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。

　
　
三
　
次
に
茨
田
の
郎
女
以
下
、
底
本
に
「
次
田
郎
女
次
田
郎
女
次
白
坂
沽
日
子
郎
女
次
野
郎
女
亦
名
長
目
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比
賣
、
二
柱
」
と
あ
り
、
古
事
記
傳
に
「
次
茨
田
郎
女
次
馬
來
田
郎
女
三
柱
、
又
娶
茨
田
連
小
望
之
女
關

　
　
比
賣
生
御
子
茨
田
大
郎
女
次
白
坂
活
日
子
郎
女
次
小
野
郎
女
亦
名
長
目
比
賣
三
柱
」
と
す
る
。

　
　
四
　
福
岡
縣
久
留
米
市
の
附
近
に
居
た
豪
族
。

　
　
五
　
大
阪
府
三
島
郡
。

　
　
　
　
　
〔
安
閑
天
皇
〕

　
御
子
廣
國
押
建
金
日













の
王
一
、
勾





の
金
箸






の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の
天
皇
、

御
子
ま
し
ま
さ
ざ
り
き
。
乙
卯
の
年
三
月
十
三
日
崩
り
た
ま
ひ
き
。
御
陵
は
河
内
の
古
市





の
高
屋
の
村
三
に
あ

り
。

　
　
一
　
安
閑
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
高
市
郡
。

　
　
三
　
大
阪
府
南
河
内
郡
。

　
　
　
　
　
〔
宣
化
天
皇
〕

　
弟





建
小
廣
國
押
楯













の
命
一
、
檜
※






の
廬
入
野









の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
天
皇
、
意

祁

の
天
皇
の
御
子
、
橘
の
中
比
賣
の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
石
比
賣









の
命
、
次
に
小
石
比
賣
の
命
、
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次
に
倉
の
若
江
の
王
、
ま
た
河
内





の
若
子





比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
火

の
穗

の
王
、
次
に
惠

波

の

王
。
こ
の
天
皇
の
御
子
た
ち
并
せ
て
五

王







。
男
王
三
柱
、
女
王
二
柱
。
か
れ
火
の
穗
の
王
は
、
志
比
陀
の
君

が
祖
な
り
三
。
惠
波
の
王
は
、
韋
那
の
君
、
多
治
比
の
君
が
祖
な
り
。

　
　
一
　
宣
化
天
皇
。
こ
の
天
皇
の
記
事
に
も
御
陵
の
事
が
な
い
。

　
　
二
　
奈
良
縣
高
市
郡
。

　
　
三
　
欽
明
天
皇
。
こ
の
天
皇
の
記
事
に
も
御
陵
の
事
が
な
い
。

　
　
　
　
　
〔
欽
明
天
皇
〕

　
弟
天
國
押
波
流
岐
廣
庭















の
天
皇
、
師
木
島









の
大
宮
一
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の
天
皇
、

檜
※






の
天
皇
二
の
御
子
、
石
比
賣
の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
八

田

の
王
、
次
に
沼
名
倉
太
玉
敷












の

命
、
次
に
笠
縫






の
王
三
柱
。
ま
た
そ
の
弟
小
石
比
賣
の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
上



の
王
一
柱
。
ま

た
春
日
の
日
爪





の
臣
が
女
、
糠
子





の
郎
女
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
春
日
の
山
田
の
郎
女
、
次
に
麻

呂

古

の
王
、
次
に
宗

賀

の
倉
の
王
三
柱
。
ま
た
宗
賀
の
稻
目





の
宿
禰
の
大
臣
が
女
、
岐

多

斯

比
賣
に
娶
ひ
て
、
生

み
ま
せ
る
御
子
、
橘
の
豐
日
の
命
、
次
に
妹
石
※






の
王
、
次
に
足
取





の
王
、
次
に
豐
御
氣
炊
屋










比
賣
の
命
、
次

に
ま
た
麻
呂
古
の
王
、
次
に
大
宅






の
王
、
次
に
伊

美

賀

古

の
王
、
次
に
山
代
の
王
、
次
に
妹
大
伴






の
王
、
次
に

櫻
井
の
玄




の

王
、
次
に
麻

怒

の
王
、
次
に
橘
の
本
の
若
子





の
王
、
次
に
泥

杼

の
王
十
三
柱
。
ま
た
岐
多
志
比
賣
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の
命
が
姨



、
小

兄

比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
馬
木





の
王
、
次
に
葛
城
の
王
、
次
に
間
人






の
穴
太
部









の
王
、
次
に
三
枝
部







の
穴
太
部
の
王
、
ま
た
の
名
は
須

賣

伊

呂

杼

、
次
に
長
谷
部









の
若

雀







の
命
五
柱
。
お
よ

そ
こ
の
天
皇
の
御
子
た
ち
并
は
せ
て
二
十
五
王












、
こ
の
中
、
沼
名
倉
太
玉
敷
の
命
は
、
天
の
下
治
ら
し
め
し

き
。
次
に
橘
の
豐
日
の
命
も
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
次
に
豐
御
氣
炊
屋
比
賣
の
命
も
、
天
の
下
治
ら
し
め

し
き
。
次
に
長
谷
部
の
若
雀
の
命
も
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
并
せ
て
四
王






天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。

　
　
一
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。
こ
の
皇
居
の
地
名
か
ら
、
し
き
島
の
大
和
と
い
う
よ
う
に
な
つ
た
。

　
　
二
　
宣
化
天
皇
。

　
　
　
　
　
〔
敏
達
天
皇
〕

　
御
子
沼
名
倉
太
玉
敷












の
命
一
、
他



田
の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
一
十
四
歳









、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の

天
皇
、
庶
妹






豐
御
食
炊
屋










比
賣
の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
靜
貝






の
王
、
ま
た
の
名
は
貝
鮹






の
王
、

次
に
竹
田
の
王
、
ま
た
の
名
は
小
貝





の
王
、
次
に
小
治
田









の
王
、
次
に
葛
城
の
王
、
次
に
宇

毛

理

の
王
、
次
に

小
張





の
王
、
次
に
多

米

の
王
、
次
に
櫻
井
の
玄




の

王
八
柱
。
ま
た
伊
勢
の
大
鹿





の
首





が
女
、
小
熊





子
の
郎
女
に

娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
布

斗

比
賣
の
命
、
次
に
寶
の
王
、
ま
た
の
名
は
糠
代





比
賣
の
王
二
柱
。
ま
た
息

長
眞
手







の
王
が
女
、
比

呂

比
賣
の
命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
忍
坂





の
日
子
人









の
太
子






、

ま
た
の
名
は

麻
呂
古
の
王
、
次
に
坂
騰





の
王
、
次
に
宇

遲

の
王
三
柱
。
ま
た
春
日
の
中



つ
若
子





が
女
、
老
女
子









の
郎
女
に
娶
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ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
難
波
の
王
、
次
に
桑
田
の
王
、
次
に
春
日
の
王
、
次
に
大
俣






の
王
四
柱
。
こ
の
天

皇
の
御
子
た
ち
并
せ
て

十

七

王











の
中
に
、
日
子
人
の
太
子
、
庶
妹






田
村
の
王
、
ま
た
の
名
は
糠
代





比
賣
の

命
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
岡
本
の
宮
に
ま
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
し
天
皇
三
、
次
に
中
つ

王
、
次
に
多

良

の
王
三
柱
。
ま
た
漢



の
王
が
妹
、
大
俣
の
王
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
智

奴

の
王
、
次

に
妹
桑
田
の
王
二
柱
。
ま
た
庶
妹
玄




の

王
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
山
代






の
王
、
次
に
笠
縫
の
王
二
柱
。

并
は
せ
て
七

王







。
甲
辰
の
年
四
月
六
日
崩
り
た
ま
ひ
き
。
御
陵
は
川
内
の
科
長





四
に
あ
り
。

　
　
一
　
敏
達
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。

　
　
三
　
舒
明
天
皇
。
こ
の
即
位
の
事
は
、
古
事
記
の
記
事
中
も
つ
と
も
新
し
い
事
實
で
あ
る
。

　
　
四
　
大
阪
府
南
河
内
郡
。

　
　
　
　
　
〔
用
明
天
皇
〕

　
弟
橘
の
豐
日





の
命
一
、
池
の
邊
の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
三
歳
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
こ
の
天
皇
、
稻
目





の
大
臣
が
女
、
意

富

藝

多

志

比
賣
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
多

米

の
王
一
柱
。
ま
た
庶
妹
間
人
の
穴

太

部


の
王
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
上



の
宮
の
厩
戸






の
豐
聰
耳







の
命
三
、
次
に
久

米

の
王
、
次
に
植
栗





の

王
、
次
に
茨
田






の
王
四
柱
。
ま
た
當
麻





の
倉
首
比
呂








が
女
、
飯



の
子
に
娶
ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
當
麻
の
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王
、
次
に
妹



須

賀

志

呂

古

の
郎
女
二
柱
。

　
こ
の
天
皇
丁
未
の
年
四
月
十
五
日
崩
り
た
ま
ひ
き
。
御
陵
は
石
寸





の
池
の
上
四
に
あ
り
し
を
、
後
に
科
長
の

中
の
陵
に
遷
し
ま
つ
り
き
。

　
　
一
　
用
明
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。

　
　
三
　
聖
徳
太
子
。

　
　
四
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。

　
　
　
　
　
〔
崇
峻
天
皇
〕

　
弟
長
谷
部









の
若

雀







の
天
皇
一
、
倉
椅






の
柴
垣






の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
四
歳





天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
壬

子
の
年
十
一
月
十
三
日
崩
り
た
ま
ひ
き
。
御
陵
は
倉
椅






の
岡
の
上
三
に
あ
り
。

　
　
一
　
崇
峻
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
磯
城
郡
。

　
　
三
　
同
前
。
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〔
推
古
天
皇
〕

　
妹



豐
御
食
炊
屋










比
賣
一
の
命
、
小
治
田









の
宮
二
に
ま
し
ま
し
て
、
三
十
七
歳












天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
戊

子
の
年
三
月
十
五
日
癸
丑
の
日
崩
り
た
ま
ひ
き
。
御
陵
は
大
野
の
岡
の
上
三
に
あ
り
し
を
、
後
に
科
長





の
大
陵

四
に
遷
し
ま
つ
り
き
。

　
　
一
　
推
古
天
皇
。

　
　
二
　
奈
良
縣
高
市
郡
。

　
　
三
　
奈
良
縣
宇
陀
郡
。

　
　
四
　
大
阪
府
南
河
内
郡
。

古
事
記
　
下
つ
卷
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
古
事
記
」
角
川
文
庫
、
角
川
書
店

　
　
　1956
（
昭
和31

）
年5

月20

日
初
版
発
行

　
　
　1965
（
昭
和40

）
年9

月20

日20

版
発
行

底
本
の
親
本
：
「
眞
福
寺
本
」

※
底
本
は
校
注
が
脚
註
の
形
で
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
フ
ァ
イ
ル
で
は
校
註
者
が
追
加
し
た
標
題
ご
と
に
、

書
き
下
し
文
、
校
注
の
順
序
で
編
成
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
校
注
は
二
字
下
げ
と
し
ま
し
た
。

※
〔
〕
は
底
本
の
親
本
に
は
な
い
も
の
で
、
校
註
者
が
補
っ
た
箇
所
を
表
し
ま
す
。

※
頁
数
を
引
用
し
て
い
る
箇
所
に
は
校
註
者
が
追
加
し
た
標
題
を
注
記
し
ま
し
た
。

※
底
本
は
書
き
下
し
文
の
み
歴
史
的
か
な
づ
か
い
で
、
そ
の
他
は
新
か
な
づ
か
い
で
す
。
な
お
拗
音
・
促
音
は

小
書
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

入
力
：
川
山
隆

校
正
：
し
だ
ひ
ろ
し

2013

年5

月21

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
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た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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